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は じ め に

ジュニアスタディ ーツアーは、 海外の沖縄県系人子弟を本県に招待し、 県内の中・高校生とと

もに、 沖縄の歴史、 文化、 自然等について学び、 母県・沖縄との絆を深めることにより、 県系人

社会の発展と次世代のウチナ ーネットワ ー クの担い手を育成する事を目的とする事業です。

本事業は、 平成13年7月に「第3回世界のウチナ ー ンチュ大会」のプレイベントとして実施し

ましたが、 海外県人会等からの強い継続要望を受け、 平成14年度から継続して実施しています。

平成17年度は、 平成17年7月2 1 日から7月27日の一週間の日程でツアー を実施しました。 今

回のツアーには、 海外8カ国13の沖縄県人会から参加者17名と引率者5 名、 沖縄県内の中学生4

名、 高校生15名が参加し、 県内各地で様々な体験学習を行い、 無事全日程を終了しました。

ツアー期間中、 参加者は首里城見学を通して沖縄の歴史について学ぶとともに、 伝統工芸・芸

能体験学習を通して琉球王朝時代に育まれた沖縄の伝統文化に触れました。 また、 国際通りの散

策、 海水淡水化施設の見学等を通して現在の沖縄についても学習しました。 さらに平和学習では、

戦争体験者から直接体験談を聞くことにより戦争の悲惨さと平和の尊さを学び、 自然学習では

様々な体験を通して沖縄の自然も十二分に満喫したことと思います。

参加者の皆さんは、 このツアーを通して、 沖縄について深く学ぶとともに、 お互いの交流を通

して友情を育み、 世界に広がるウチナ ーネットワ ー クを実感することができたと思います。

この報告書は、 参加者や引率者の感想文とツアー日程や写真等をまとめたものです。 この冊子

が生涯に亘る記念になるとともに、 参加者の皆さんが、 このツアーでの経験をきっかけとして世

界へ視野を広げ、 将来、 様々な分野で沖縄と世界の架け橋となる国際人として活躍する事を期待

しています。

また、 来年10月には第4回世界のウチナ ーンチュ大会を実施いたしますが、 今回のジュニアス

タディ ーツアーにおける様々な経験や、 交流を通して育まれた友情を基に、 皆さん一人ひとりが

新たなネットワ ー クの担い手として積極的に関わることを期待しております。

終わりに、 平成17年度ジュニアスタディ ーツアーの実施に御協力を頂いた多くの関係者の皆様

に感謝の意を表し、 発刊のあいさつといたします。

平成17年10月

沖縄県観光商工部長 宜：名真； 盛；男
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1. 趣 旨
海外沖縄県系人子弟を沖縄県に招待し、 県内の児童生徒とともに沖縄の歴史、 文化、 自然などの

体験学習をとおして母県・沖縄との絆を深めることにより、 海外の沖縄県系人社会の発展と将来の
ウチナーネットワ ー クを担う次世代の人材育成に貢献する。

2 事業概要
実施期間 平成17年7月21日（木） ～7月27日（水）

・来沖日： 7月13日（水） ～7月20日（水）（一部離島参加者は21日（木）那覇着）
・離沖日： 7月28日（木） ～7月29日（金）

参 加 者
0海外参加者

14歳～18歳までの沖縄県系人子弟17名
※国別内訳(8カ国・17名）

ブラジル 3名
アルゼンチン 2名
ペルー 2名
ボリビア 2名

0県内参加者

アメリカ合衆国
カナダ
フィリピン
イギリス

沖縄県内の中学・高校生19名（中学生4名、 高校生15名）
0海外引率者

海外参加者の引率及び通訳の役割5名

5名
1名
1名
1名

ブラジル、 アルゼンチン、 ペルー、 アメリカ、 イギリス 各1名

学習プログラム

①自然学習
沖縄の自然や動植物等に触れ合いながらその大切さを学ぶ。

②歴史学習
沖縄の歴史的な史跡等を巡り、 沖縄が琉球王国だった頃の歴史とロマンに触れる。

③伝統工芸・芸能体験学習
沖縄の伝統工芸・芸能の体験学習を行う。

④平和学習
沖縄の戦跡等を巡りながら、 平和の意味を考える。

⑤社会学習
沖縄県庁見学、 国際通り散策等をとおして沖縄の現状を学ぶ。

- 1 -



平成17年度ジュニアスタディーツアースケジュール

日付 7/13（水）～20（水） 7/2，1（木） 7/22（金） 7/23（土） 7/24(8) 7/25（月） 7/26（火） 7/27（水） 7/28（木）～29（金）
日時 ＞ 

06:00 630起床 6 30起床 630起床 630起床

07:00 海外・離島参加者到着日 7 00朝食 7 00起床 7:00朝食 7,00朝食 7,00朝食 海外離島参加者出発日

8 00出発 8 00朝食 8:30出発 810出発 800出発

08:00 7 /28 8 35 JAL1900 

8 45首里城着 イギリス

7/21 900 JTA600 
9 00出発 9,00恩納村コミュニティ ーセンター到着 9 00 平和零•

麗史学冒
09:00 石垣島 文化学●（伝績驀●体鵬） 9 00平和祈念資料館到着 7/28 950 JTAl82 

自鑑学冒（●1) 指導恩納村商工会の専門員 御庭にてレクチャー後、 9 15講堂でレクチャ ー

↑ 
ベルー

●外参加看•本●●加看属庁集合 自然学冒（山） 10,00海洋博公園「美ら海水族館」見学 ①三●体麟 その後資料館視察～平和の礎

↑ 
7/28 10:05 ANA 1732 

10:00 10:30到着～レクチャ ー ②••体● ・「●■鑢」鳳零 ～公園内散策 アメリカ、カナダ(Tシャツ名札等配布）

11:00歓遍セぼニー／鳳罠ホール ③エイサー ~「■J:t●鷺●●石門J鳳零 ム
11:00 11 25記念写真撮影 ■躙村 ～『玉膿」見学 ス

「比亀の大灌Jトレッキング 11 30昼食「うんな祭り会場」 11 30公園内でランチBOX 7-

7/19 1215 PR428 12 20移動 1230昼食首里金城町 1220出発
昼食 「クロ ーバーリーフ」 12:30昼食もとぶ元気村ボー トハウス前 先

12:00 フィリピン （県庁地下レストラン）
12:00昼食途中で「ランチBOXJ

「お食事と民俗資料館・石畳瑾盛館」
で

7/28 1230 JAL1906 

|2| 

ア ブラジル、アルゼンチ

レ ン、ボリビア

13 00県庁出発捷歩でレインポーホテルヘ

↓ 
社会学冒（沖縄の産彙を知る） 1330出発 13 30マチグァー入口到着

ン

13:00 
自鑢学冒（膏2マリン体順） 13 30 文化学冒（伝鎮工蓋体顧） 社會学冒（沖●の暮らしを知る）

了 7/28 13 45 JTA213 

13 30①オリエンテーション 13,30もとぷ元●村で体鵬 北谷町の「●水濠水化篇霞」見零 14:00那覇市伝統工芸館到着 久米島

14 00 ②各璽参加看自己紹介 14:30 トレッキング終了 オリエンテ ーションの後に、全員で ・到●擾、沖縄のエ葦VTR マチグアー散籟～ 7/28 1445 JTA613 
14:00 グルーブ分／リーダ決めI●●劃 ～ペンションヘ移動 『サパニ体顧～サヽ仁レース1 及び農示●視察～ガラス ・ 繭聾・濠暑・ ～置匹り～畢庁へ 石垣島

15:00③自●の●憂網介 15,00終了 社会●●史零冒「ワーゲつッブ』 菖●織り紅型工房の見掌．

15:00 ペンションキャロライナヘ移動 1500~ JICA沖鯛で

7/20 1625 JTA518 テーマ 15 30伝鑢工葺体•学冒①紅塁 16:00集合 7/28 16:30 JTA547 

16:00 沖●の馨風の●史学• e .. ●覇ぷんかテンブス
宮古島宮古島 ホール

17叩碑IIの言菓学● 17:00ペンション到着 ※進行沖縄NGO活動推進協艤合 ③●●織 17,00県庁で解散． 17:20-18:10 7/29 17:00 PR429 
17 00 17 30 ペンション到着後～休憩 各々＊ームステイ先へ 学•—虞畢覺●會 フィリピン

⑤交糞ブログラム キャンブファイヤー準傭 18:20-18:50 

18:00 パーベキュ＿用意 ～食事～ 18 30食事 18:30夕食JICA沖縄レストラン 18:00出発（夕食場所へ） 01'/M'願氏の鵬話
18:30夕食那覇市松山ワンダーラ 19:()()~19:30 

7 /20 19 30 JTA222 1細釦ェルカムパーティー
19;30キャンプファイヤースタート 19:30交薫彙 19 30ホテルヘ移動 19,30ホテルヘ移動 修了式

19:00 ※参加者の自主企画で実施久米島 19:50 

7/14 2100 ANA1737 20 15ウェルカムパーティ ー終了 20:00 畳日のマチグワ＿散●オリエf→心 さよならパーテイー

20:00 20 30グルーブミーティング＆ 20:30終了 20:15ホテル至ll糟 21叩鑢T、鱗甑
アメリカ、カナダ リ ーダーミーティング

7/14 21 45 JTA189 
21:00 

ペルー、イギリス

21 00引率者及び主催者ミーティング 21 30 リーダーミーティング※引事看間鸞 21 00リーダーミーティング※引寧者同席 2IOOリーダーミーティング※引寧者同席 21:00リーダーミーティング※引率者同席

7/13 2210 JAL1935 
22:00 ブラジル、アルゼンチ 消灯 消灯 消灯 消灯 消灯

ン、ポリビア

宿 ＊ームステイ ＊ームステイ ＊ームステイ

（親戚・知人宅）
レインポーホテル ペンションキャロライナ ペンションキャロライナ レインボーホテル レインポーホテル （親戚・知人宅） （親戚・知人宅）

泊



T\ime 
Day July 13,:W

(W
e
e
d
d) 

) - July 20 July 21 (Thu) July 22 (Fri) 

6 00 
1:30 Wake-up time 

7 00 7:OOBreakfast 
Arrival in Okinawa 

8;00 Departure 
8:00 

9 00 21-Jul 9 00 JT A600 
Ishigaki 

Assembly in Okinawa Nature Study(Mountain Tour) 
10:00 Prefectural 1c►.30 Arrival/ Lecture 

Building:Distribution of t- "Trekking in the Great Hui Falls" 
11:OOWelcome Ceremony 

11 00 
11:25 Commemorative photo 

t 9-Jul 12: 15 PR428 12:-00Lunch 1血Lunch
12 00 

Philippines 
13:00 Departure 

1300 
13:30 Orientation 

14 00 Participants'Self-
Introduction 

14:00 * Group and Group Leader 
Assignments, Room 14:30End of Trekking 
Allocations 

|3| 
15:OOPartiol-' 15� Head to Pension Carolina 
血叫uotlon of their 

15:00 oountrio● 

20-Jul 16:25 JTA518 
16:00 

Miyako 
17 00 Language Exchange 17叩Check-in at Pension 

1700 
Carolina 

Exchange Program Campfire Preparations BBQ 
18:00 Preparations 

(Jee Breaker) Dinner 

20-Jul 19:30 JT A222 19:00Welcome Party 1畑Campfire
19 00 

kume 

20:16 End of Welcome Party 
14-Jul 21:00 ANA1737 20:.30End of Campfire 

20:00 

USA.Canada 
20:30 Group/ Leader 
Meeting 

14-Jul 21 45 JTA189 21:00Staff Meeting 21:00 Leader Meeting 

21 00 (including escorting staff Peru.UK members) 

22:00 13-Jul 22 10 JAL1935 Bedtime Bedtime 
Brazil.Ar四ntina,Bolivia

Lodging Homestay (with 
Rainbow Hotel Pension Carolina relatives or friends) 

(Naha Citvl (Onna Villa.el 

Junior Study Tour 2005 Schedule 

July 23 (Sat} July 24 (Sun) July 25 (Mon) 

8:30 Wake-up time 1:30 Wake-up time 
7:OO W祉ctimo 7:00Breakfast 7:00Breakfast 

8:00Breakfast 8:30 Departure 8:10 Departure 

8:50 Arrival at Shuri—jo Castle 

t:00 Departure 8:00 Arrival at Onna 8:00 History Study 
Nature Study Village Community Center Lecture 
(Marine Tour 1) Culture Study (T raditionaf 
10:00 Ocean Expo Park Performing Arts Class) Shuri-jo Castle Study Tour 

Sans hin, Ryukyuan Da nee,Eisa Tamaudun and Aquarium Experience Sono h yan-u taki-is himon 

11:30 Lunch 

12:30 Lunch 12:20 Departure 12:30 Lunch 
Nature Study Social Study 13:30 Departure 

(Marine Tour 2) 
13 30 Sabani (Okinawan 13:30 Orientation in Sea Culture Study (Traditional 

traditional boat) Desalination Facility of Chatan Craftwork Class) 

14:IN)Okinawa Craftwork VTR 

14:30 Departure Exhibition Hall Tour~ Ryukyuan 
Glass, Pottery, Lacquer-ware 
Shuri-ori weaving, Bingata 

Soc;al/ H;story Study dyeing Craftworic. 
15:OOWorl<shop 
(Study of Okinawa's Migration 
H;story) 
at JICA Okinawa International 16:30 Traditional Craftwork 

Center Class 
Bingata, Ryukyu Lacquerware 
Craftwork Experience 

11:30 Head back to Pension 

17:30 Back in Pension Carolina 

18 .-00 Departure 

18:30Dinner 18:30 Dinner 18:30 Dinner 

19:30 Exchange Program 19:30 Head back to Hotel 19:30 Head back to Hotel 
• PI anned by Participants 

加15 Back in Hotel 20:00 Orientation for 
20:.30End of Exchange Program tomorrow's Market Place Stroll 

20:30 Leader Meeting 

21 :00 Leader Meeting 21: 00 Leader Meeting 21:00 Leader Meeting 

(including escorting staff (including escorting staff (including escorting staff 
members) members) members) 

Bedtime Bedtime Bedtime 

Pension Carolina Rainbow Hotel Rainbow Hotel 
(Onna Villa,el (Naha Citv) (Naha Citv) 

July 26 (Tue) 

8:30 Wake-up time 
7;00 Breakfast 

8:OODeparture 

Peace Study 
畑Arrival at Peace 
Memorial Museum 
8:15 Lecture 
Museum Tour ~Corner stone of 
Peace~Strol I in the park 

11:30 Lunch 

12:20 Departure 

13:30 Arrival at entrance of 
Mari<:et Place Social Study 
(Knowing about the Okinawan 
lifestyle) 

Market Place Stroll 

16:00 Walk on Kokusai-dori 
Street ~ Back to the Prefectural 
Building 

17:OOParticipants will be 
dismissed and will each go to their 
host family 

Homestay (with relatives) 

July 27 <:we d) 

f i 
テAスEo 、
ィ：

16:00Assemble 

17:20Study Presentation 

18:20 Speech 

19:00 Closing Ceremony 

Farewell Party 

21:00 End of Party 

｀ 

Homestay (with relatives) 

July 28 (Thu) - July 29 (Pri) 

28-Jul 8:35 JAL 1900 

UK 

28-Jul 9 50 JT A 182 
Pen 
28-Jul 1 0 05 ANA 1732 

USA.Canada 

28-Jul 12:30 JAL1906 
Brazil．/vgentina Bolivia 

28-Jul 13:45 JTA213 
Kume 

28-Jul 14:45 JT A613 

lshigaki 

28-Jul 16 30 JT A54 7 

Miyako 

29�Jul 17:00 PR429 

Philippines 



13(Mjercoles)· 2 lde Julio (Jueves) 22 de Julio(Viernes) 23 de Julio (Sabado) 24 deJulio 25 de Julio (Lunes) 26 de Julio (Martes) 27 de Julio 28(Jueves)・
20Julio凶ercoles) (Domingo) 凶ercoles) 29Julio(Viernes) 

6 00 Arribo a Okinawa 6,30 Levantarse 6·ao Levantarse 6 30 Levantarse 6"30 Levantarse Los particip 
7:00 7 00 Desayuno 7 00 Levantarse 7:00 Desayuno 7 00 Desayuno 7 00 Desayuno 

ホ
regresan a sus pa1ses 

8:00 8 00 Partida 8 00 Desayuno 8 =30 Partida 8 10 Partida 8 00 Partida 

↓ 8-50 Llegada al Castillo ↓ 28/ Julio 8 35 JAL1 900 

↓ 
Syun Estud i o  sobre l a  Paz UK 

9 :00 
2 1/  Ju l io 9 00 JTA600 9 00 Partida 9 00 Taller Onnason 9 00 Est. de Historia 9 ·00 Llegada al Museo 

l ； ; 
Ishigaki Est. sobre la Naturaleza Practica de Artes Previa explicaci6n Conmemorativo de la Paz 28/ Julio 9 50 JTA 1 82 

Reunion en la Est. sobre la (E! mar 1) ↓ Tradicionales Visita al Castillo 9 15 Previa explicaci6n Pen』

10  00 Prefect. Naturaleza (montaiia) 10:00 Ocean expo Park OSanshin Syuri, T amaudoun y Vis1ta al museo, lapida, 28/ Julio 1 0  05 ANA 1 732 
Entrega de 10 ·30 Llegada "Acuar10 Chura Um1" ORyukyu Buyo Sonoh1anutaki1sh1mon parque USA.Canada 

material y polo Prev,a expl icaci6n (Bai le Ryukyu) 

l l  00 1 1  00 Bienvenida Camha. •HoiootakJ” OEisa 
1 1 ·25 Foto Conme· 11 30 Almuerzo 1 1  30 Almuerzo 

morativa 

12 00 1 9/Julio 1 2 1 5  PR428 12 00 Almuerzo 12 ·00 Almuerzo 28/ Julio 1 2  30 JAL 1 906 
Phi l ippines 12=30 Almuerzo 12 20 Traslado 12 =30 Almuerzo 12 ·20 Partida Bra zi l,Argentin a,Bolivia 

↓ 
13-00 1 3 ,00 Partida Est. sobre la Naturaleza Estudio Social 

1 3 '30 Orientac16n (El mar 2) 13 30 Visita a "las ms 13 30 Partida 13 ·30 Llegada al mercado 28/Jul io 1 34 5  JTA21 3 
13 30 Practica de talaci6n de agua dulce' 紅tesania Tradicional (Contacto directo con la Kume 

1 4  00 14  00 Presentaci6n remo en bote(sabani) de"Chatanchou" 14 00 Video vida en Okinawa) 

yJJ
e1rv

s1S
on1ban 

l por paises 14 30 Termino de la 14 30 Traslado Exhib1ci6n de vidrieria, 

ィ
28/Julio 1 445 JTA6 1 3  

grupaUfi lshigaki 
deres/ D1strib. de caminata Est. de Historia ceram1ca, laqueado, Recorndo par el mercado kokサ0,..，＾moo
15 ·00 Presentaci6n 15 00 Camino a la textt!eria y bmgata 1 5 :00 de c/pais 15 ·oo "Taller" 

pens10. , n (Reflexi6n sobre 15 30 Practica de Kokusa1 doun, Prefectura 

↓ 
la Hist de la Bingata, laqueado, 

16:00 20/Julio 16 25 JTA5 1 8  Emigraci6n textileria 16"00 Reum6n 
Miyake 1 6  30 Camino a la Okinawenae) 28/ Ju l io 1 6  30 JTA54 7 

pensi6n En el Centro Intemac Miyako 

!TOO 女 血udio de saludos en 1 7 -00 Llegada ↓ de JICA en Okinawa 17 00 Los participantes 17 =20 Resultados 29/ Julio 1 7  00 PR429 
los otros idlomas Prepara tivos para la 1 7  30 Llegada parten de la Prefectura a de lo aprendido y Phi l ipp ines 

fogata a la casa anfitnona. vivido en este 

1s:oo Integraci6n Prepara tivos para la 18 00 Partida JST 2005 
(para romper el hielo) parrillada 18 30 Cena 13·30 Cena 18'30 Cena 1s·20 D,scurso 

Cena 

19 '00 20/ Jul io 19 30 JTA222 19·00 Fiesta de 19  00 Fogata 19 00 Clausura 
Kume Bienvenida (Hasta las 20·30) 19 30 Integraci6n 19·30 Traslado al 19 ,30 Traslado al hotel Fiesta de despedida * Proyecto ltbre hotel 

20 00 1 4/ Julio 21 00 ANA 1 737 20: 1 5  Termmo de de las participantes 20 15 Llegada 20 00 Onentaci6n sobre 
USA,Canada 20:30 Reunion de (Hasta las 20 30) la visita al mercado 

& Reunion de Ii 20 30 Reunion de li 

2 1 :00 1 4/Julio 2 1  45 JTA 1 89 2 1  ·oo Reunion de gui 2 1  00 Reunion de 2 1  00 Reum6n de 2 1  00 Reunion de 2 1 ,00 Reunion de Ii 2 1  00 Separac,6n 
Peru.UK organizadores lideres *en compa面a Hderes *en compaftia Jideres *en com pa面a * en com pafiia de los guias 

de los guias de los guias de las guias 

22:00 1 3/ Julio 22 10 JAL1 935 22:00 Hora de dormrr 22 00 Hora de dormir 22 00 Hora de dorm江 22:00 Hora de dormir 22'00 Hora de dormir 
Brazil ,Argentina, Bolivia 

Estadia con Hotel Rainbow Pension Caroline Pension Caroline Hotel Rainbow Hotel Rainbow Estadia con parientes de Estadia con parientes Estadia parientes de (cmdad Naha) (pueblo Onna) (pueblo Onna) (ciudad Naha) (ciudad Naha) Okinawa de Okinawa Okinawa 

p
 

J
 

Studv T 2005 

|
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20J 
1

u3l
(q
h

u
o

a)
(au· a) 2 1/Julho (qui) 22/Julho (se心

6 00 Chegada em 06 30 Despertar 
Ok i nawa 

7 00 07 00 Cafe 

8 00 08 00 Partida 

2 1 /Julho 9:00 JTA600 
9 00 lshigaki 

10  00 Concentracao na Sede do Estudos da Natureza 
10 00 Governo da Provincia 

10 30 T,ekking 
1 1 00 

1 1  00 Cerimonia de Recepcao 

I I  25 Fotografia 
1 9/ Julho 12 15 PR428 

12 00 Phi l ippines 12  00 Almoco 12 00 A血oco

13 00 Partida da Sede 
1 3  00 13 30 Orientacao 

|5ー

』4 uu Apresentacao oos 14 30 Fim do Trekking 

1400 participantes, escolha de 
lideres e divisao de quartos e 

15  00 
l ntroducao de 
cada pa r s  1 5  00 Deslocamento a Pensao 20/Julho 16 25 JTA51 8  

1 6  00 Miyako 

17 00 Chegada a Pensao 

1 7 00 Estudo dos idiomas dos 
p紅ticipantes Preparativos para o Camp Fire 

Programa de lntercambio Preparativos Churrasco e 18 00 acebreak) Refeicao 

20/Julho 1 9:30 JTA222 
19 00 Kume 19 00 Festa de Boas-Vindas 19 00 Inicio do Camp Fire 

20: 15 F'im dn F'eetn de Bone·Vindne 
20 00 14/Julho 21 :00 ANA 1 737 20:30 Rcuniao do Gnipo e de 20 30 Encerramento Camp Fire 

USA.Canada Lidores 
21 00 Reuniao entre 2 1  00 Reuniao de Llderes e 2 1  00 14/Julho 2 145 JTA1 89 organizadores e 紅ompanhantes

Peru,UK acorn p anhan tes 
13/Julho 22: 10  JAL1 935 

22 00 Bnizil,Argentina,Bolivia Apag紅 luzes Apagar luzes 

Hospe- Estada na casa Hotel Rainbow (Naha) Pension Ca,o血a (Onnal
dagem ●1lfitria 

- -

Junior Study Tour 2005 Programa 

23/Julho (sab) 

07 00 Despertar 

08 00 Cafe 

09 00 Parli曲

Estudos da Natureza 

10 00 Aquario Churaumi 

12 30 Almoco 

Estudos da Natureza 

13 30 Sabani 

16 30 Deslocamento a Pensao 

17 30 Chegada a Pensao 

18 30 Jantar 

19 30 Intercambio (conforme 
planejamento dos 
partlcipantes) 

20 30 Encerramento 

21 00 Reuniao de Lideres e 
Acomp anhan tes 

Apagar luzes 

Pension Caro畑a (Onnal

24/Julho (dom) 

06 30 Despe,t紅

07 00 Cafe 

08 30 Partida 

09 00 Chegada ao Community 
Cente., Vila de Onna 

Estudos Culturais 
Sanslun, Ryukyu Buyo e Eisa 

11 30 Almoco 

12  20 Deslocamento 

Estudos Sociais 
13 30 Visita a Usina de 
Dessalinizacao em Chatan 

14 30 Deslocamento para JICA 

Estudos Sociais 

15 00 Workshop Analisando a 
lustoria da lmigracao de 
Okinawa 

18 30 Jantar 

19 30 Deslocamento para o 
Hotel 

20 15 Chegada ao Hotel 

21 00 Reuniao de Lideres e 
Acompanhan tes 

Apagar luzes 

Hotel R皿bow (Naha)

25/Julho (seg) 

06 30 Despertar 

07 00 Cafe 

08 10 Partida 
08 45 Chegada ao Castelo de 
Shuri 
Estudos de Historia 
09 00 Palestra 

Visita ao Castelo de Shuri e 
Arredores 

12 30 Almoco 

13 30 Partida 

Estudos de Cultura 
14 00 Video sobre as artes de 
Okinawa e Exposicao 

15 30 Atividades com Artes 
Trad.icionais de Okinawa 

Pintura em estilo Bingata, 
Ceramica e Tecidos 

18 00 Partida 

18 30 Jantar 

19 30 Deslocamento ao Hotel 

20 00 Orientacao 

20 30 Re.miao de Lideres 

21 00 Reuniao de Lideres e 
Acompanhantes 

Apagar luzes 

Hotel Rainbow (Naha) 

26/Julho (ter) 

06 30 Despertar 

07 00 Cafe 

08 00 Partida 

Estudos da P匹
09 00 Memorial da Paz 
09 15 Palestra 

Visita as instalacoes do 
Memorial 

l l  30 Almoco 

12 20 Partida 

13 30 Chegada no Machiguwa 
Estudoa Socinia Conhecendo o 
est.ilo do vida do Okinawa 

Visita por Machi即wa

Avenida Internacional e 
deslocamento para a Sede do 
Governo 
17 00 Dispersao na Sede do 
Governo 
Des.locamento Homestay 

Estada na casa anfitria 

27/Julho (qua) 28(qui)·29Julho(sex) 

Retomo ao pais de origem 

ホl 閤i 28/ Julho 8:35 JALl 900 
UK 

28/ Julho 9 50 JTA 1 82 
Peru 
28/ Julho 1 0  05 ANA 1 732 
USA,Canada 

28/ Julho 1 2  30 JAL1 906 
Brazil,Ngentina,Bolivia 

ィ
28/Julho 1 3  45 JTA21 3  
Kume 

28/Julho 1 4:45 JTA61 3  
lshigaki 

16 00 Atividades 
28/ Julho 1 6  30 JTA547 
Miyako 
29/ Jul ho 1 7:00 PR429 

17  20 Divulgacao dos Relatorios Phil ippines 

18 20 Debate 

19 00 Festa de De叩e由da

21 00 Encerramento Geral 

Estada na casa anfitria 



平成 1 7年度 ジュニアスタデ ィ ツア ー 学 習 エ リ ア MA_:____J

自 然学習 7/22（金）
比地大滝 ト レ ッ キ ン グ

自 然学習 7 /23（土）
美 ら 海水族館見学
マ リ ン ス ポ ー ツ体験

伝統芸能体験学習 7 /24（ 日 ）
三線 ・ 琉球舞踊 ・ エ イ サ ー

社会学習 7 /24（ 日 ）
海水淡水化施設見学

社会 ・ 歴史学習
7 /24（ 日 ）

ワ ー ク シ ョ ッ プ
「沖縄の移民の歴史学習」

歴史学習 7 /25（月 ）
首里城等見学
伝統工芸体験学習 7/25（月 ）
紅型 ・ 琉球漆器 ・ 首里織

社会学習 7/26（火）
国 際通 り 散策

平和学習 7 /26（火）

平和祈念資料館

平和の礎等見学

ー

- 6 -



口 記 録 写 真



海外参加者出迎え
7 月 1 3 日 （水） 到 着 ： プ ラ ジ ル ・ ア ルゼ ン チ ン ・ ポ リ ビ ア

7 月 1 4 日 （木） 到着 ： ア メ リ カ ・ カ ナダ ・ ペ ル ー ・ イ ギ リ ス

7 月 1 9 日 （火） 到着 ： フ ィ リ ピ ン

.. Ju:�;,,.J.ニアスタディ ーツアー

St udy Tour 2005 
沖

T

'
 

ー� ,
Jun• 

. . 、 ...宣 ソ J. .:: i' 入ツ ア イior `‘ " ‘̀ ｀ア t‘̂ ． ． ．． 2005
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7 月 2 1 日 （木）
交流プ ロ グ ラ ム 、 ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー

- 9 -



7 月 22 日 （金） 自 然学習 （ ト レ ッ キ ン グ） 、 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー

- 1 0 -



7 月 23 日 （土）
自 然学習 （美 ら 海水族館見学、 マ リ ン ス ポ ー ツ体験、

ス イ ミ ン グ体験）

- 1 1 -



7 月 24 日 （ 日 ）
伝統芸能体験学習 （三線 ・ 琉球舞踊 ・ エ イ サ ー ）
ワ ー ク シ ョ ッ プ （沖縄の移民の歴史学習）

- 1 2 -
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7 月 25 日 （ 月 ）
歴史学習 （首里城等見学）
伝統工芸体験学習 （紅型 · 琉球漆器 ・ 首里織）

- 1 3 -



7 月 26 日 （火）
平和 学習 （ レ ク チ ャ ー 、 平和祈念資料館 ・ 平和 の礎見学）
社会学習 （ 国 際通 り 散策）

- 14 -



講話 （沖縄 T V 前原氏） 、 修 了 式

- 1 5 -



- 1 6 -



ジュニアスタディ ーツアー に参加 して



大城 直美 マ ヤ ラ

MAYARA NAOMI 
DE ALCANTARA OSHIRO 
17 歳 2世•-- - -- · - ----------------- -----

ブ ラ ジル Brazil - - ------ - -

ブラ ジル沖縄県人会

「ジュニアス タ ディ ーツアー2005」

私が試験を受けに行った時、 一部が日 本語の知識に
ついてでしたので、 初級程度の日 本語 しか知らない私
は、 まず合格は無理だと悲 しい思いを し試験場をあと
にしま した。 結果もその通りで、 選ばれませんでした。
でも数日 後、 私が他の人の代わりに行けると電話で知
らされた時、 感激 しま した。

出発の一週間前になると、 だんだん心酒己になってき
ま した。 日 本語が話せない私はど う したらいいだろ う 、
家族 借狐り の人達に気に入られるだろ う か、 新 しい
友達が出来るだろ う か、 等等。 飛行機の中で過 ご した
ほぼ 2 日 間の間、 怖さと期待が同時に膨らんでいきま
した。

那覇に到着したとき、 最初口感 じたのは暑さで した。
そ して、 従姉妹たちに会ったとたん緊張 して しまいま
したが案に相違 して私の家族はとても歓迎 してく れ、
とても良 く してく れ気を遣ってく れま した。 会えると
は想像もしていなかった従兄弟や、 祖父母に会 うこと
ができ、 とても幸せでした。 家族の墓参りを し、 祖父
（私が生まれる前に亡 く なったので、 会ったことがあ
りませんが） の生家を訪ね、 ブラジルには無かった父
や伯父（叔父 ？ ） 達の小さい頃の写真を見せてもら
い、 1世紀以上の歴史を持つ私の家族のことを知るこ
とができま した。

そして、 待ちかねていたス タ ディーツアーの始まり
です。 1日 目 は皆少 し恥ずか しがっているよ う で した
が、 日 を重ねるにつれ、 多 く の特別なそして、 素晴ら
しい心を持っている人達だと分かり、 永遠に忘れられ
ない友達を作る ことができま した。 習慣や言葉の違い
があっても、 深いところで私達は皆同 じだと気付きま
した。 同 じよ う な家族に良い生活を求め移民と して出
かけていったとい う 歴史をもち、 そ して皆同 じ く 沖縄
にルー ツを持っています。

その他、 歴史、 文化そして沖縄の人々 の日 常につい
て、 もっと知ることができ、 私が一番気に入ったのは
舞踊、 平和祈念館と沖縄伝統の工芸品で した。

ブラジルの沖縄県人会の方々 に、 私をブラジルから
の代表と して選んでく ださったことに感謝いたします。

そして沖縄県知事を始め沖縄の方々 にこのよ う な素晴
らしい、 おそらく 二度とはない機会を与えてく ださっ
たことに深く 感謝いたします。 生涯忘れえぬ思い出と
疇、 忘れられない友情、 そして何よりも、 私の親戚 ．
疇、 友達、 そして沖縄人より受けた親切、 愛情そし
て人情深さは私の一生の宝となるで し ょ う。

オブリガー ド、 グラシアス、 サンキ ュ ー、 ど う もあ
りがと う ご ざいま した。

Study Tour 2005 

Quando fui fazer a prova, wna parte testava os 
conhecimentos da lingua japonesa e eu tive certeza 
que nao passaria porque nao s6 tenho o basico de 
japones e sai da prova muito triste, ao sair o 
resultado nao me escolheram mas depois de uns 
dias tefelonaram dizendo que eu ia no lugar de um 
pessoa e eu fiquei muito emocionada. 

F Altando wna semana comecei a sentir medo de 
como seria se eu nao falava japones, se a familia ia 
gostar de mim e se iria conseguir fazer novas 
amizades.No aviao, o medo e a  expectativa cresciam 
juntas em quase dois dias de espera. 

Ao chegar em Naha a primeira sensacao que senti 
foi o calor e ao ver minhas primas fiquei nervosa, 
mas ao contr年o do que pensava, minha familia foi 
muito receptiva, cuidaram e se preocuparam 
bastante comigo.Tlve a felicidade de conhecer 
primos, avos que eu nunca imaginei em ver, visitei o 
cemi託rio da familia, a casa onde meu av;o nasceu 
( nao pude conhece-lo porque morreu antes de eu 
nascer) e vi fotos do meu pai e tios que no Brasil nao 
tinham fotos deles pequenose pude aprender muito 
sobre a historia da minha familia que tem mais de 
seculos. 

E finalmente o ほo esperado STudy Tour,no 
prime江o dia achei que estavam todos 
envergonhados, mas ao longo da semana descobri 
que a1i haviam pessoas muits especiais e de bom 

- 1 7 -



coracao e que fiz amigos de verdade que eu vou 
lembrar eternamente.Mesmo tendo alguns 
costumes e linguas diferentes percebi que no fundo 
somos iguais, com as mesmas his珈ias de 
imigrantes que sairam em busca de uma vida 
melhora para sua familia e que todos temos as 
mesmas raizes, vindos de Okinawa. 

Alem de tudo, pude conhecer mais sobre a 
hisroria, cultura e dia-a-dia do povo de Okinawa e o 
que eu mais gostei foi o buyo, museu do cemiterio da 
paz e os trabalhos manuais tipicos de Okinawa. 

Quero agradecer o Kenjinkai do Brasil( pr ter me 
escolhido como representante do Brasil), ao Governo 
de Okinawa e dizer que foi o momento mais 
inesquecivel e emocionante da minha vida, talvez 
nao tenha outra oportunidade como esta, mas 
nunca vou esquecer as amizades que fiz, tudo oque 
eu vivi e aprendi mas principahnente levarei comigo 
sempre a bondade, amor e calor humano que recebi 
da minha familia, dos meus amigos e de todo os 
okinawanos. 
Obrigado, gracias, thank you, arigatou 
gosaimashita. 

- 1 8  -



宮城 明子 ベア ト リ ス
---------------------

BEATRIZ AKIKO MIYASHIRO ----------------------------------------
15 歳 3 世- ---- ------- ---- -- -------- -

プ ラ ジル Brazil -------------
プラ ジル沖縄県人会

「ジュニアス タ ディ ーツアー に参加 して」

私は宮城明子ベアトリスです。 ブラジル国サンパ ウ
口 小卜1アララクアラ市で生まれて現在も当市に住んでい
ます。

去った7月13日 か ら28 H まで平成17年度ジュ ニアス
タディーツアーに参加しましたが、 私にとってこれか
ら先いつまでも忘れられない素晴 ら しい毎日 を送った
旅行でした。

沖縄について、 初めてお会いした親戚の家にホーム
ステイをした時、 私を迎えてく ださった叔父さん、 叔
母さん、 家族の皆さんか ら 受けた温かい心は心配でか
たく なっていた私の心をとき ほ ぐしてく れました。 そ
して毎日 おじさん、 おばさんたち に案内していただき
沖縄のあ ち らこち らを自 分の 目 で見、 耳で聞 き日 毎に
沖縄の素晴 ら しさを知ることが出来ました。 それか ら
ご先祖様のお墓参り、 そしてお祖母さんが心残りに
なっていた、 お世話になった仏様へお線香を上げると
ぎ 仏壇の前で私は胸がいっぱいになりました。

一週間 目 に県庁でジュニアス タ ディー ツアーに参加
している皆さんと初めて会いました、 知事か ら 「よく
いらっしゃいました。 沖縄をよく 知って楽しく 過 ごし
で帰ってく ださい」 とご挨拶を頂き 、 わたしたちはホ
テルに行き 、 そこでアメ リカ、 カナダ、 ペルー、 アルゼ
ンチン、 フィリ ピン、 イギリス 、 沖縄、 ブラジルか ら
来ている各自の自 己紹介があってか ら各国の歴史、 文
化の紹介がありました。 コンピュ ー タ か ら映し出され
る映像でそれぞれの国の歴史、 文化、 産物などを知る こ
とができ 、 とても良い勉強になりました。

翌日 はヤンバルで川と森が調和されている雄大な大
自然の素晴 ら しさに心を奪われ、 美 ら海水族館でブラ
ジルでは見 られない、 珍しい魚や、 さん ご、 海の星を
見たとき ブラジルの皆さんにも見せたい気持ちでした。
そして首里城に行って中に入ったとき 、 おかれている
王冠 素晴 ら しい装飾、 その中に立った私は沖縄県に
なってもう百数十年が過ぎた現在も王朝時代の威厳が
私の心に伝わってく るような感 じを受 けました。

このと きの気持ちは他の人に話しても、 この首里城
に入 らないと分か らないと 思います。

そして私は首里城を訪ね られた幸せをかみ締めなが

ら 首里城を後にしました。
平和祈念資料館ではガラス ケースの中に残されてい

る数々 の遺品、 そしてテ レビに映し出される爆撃され
ている沖縄の様子、 たく さんの亡 く なられた方々 の名
前が刻まれている墓碑、 このすべてのものが、 私に戦争
は絶対にしないで ！ という叫びになって聞こえるよう
でした。 私はイラクのたえない自 爆テ ロ 、 イギリスで
起きたテ ロ 事件をテ レビで見た時感 じた可哀想にとい
う気持ちが平和祈念資料館を出る時には戦争は絶対に
許せない強い気持ち になりました。 これか らもこの気
持ちを忘れずに平和を守るお手伝いがしたいど 思いま
した。 私は海に囲まれた沖縄へ行けると決まったとき 、
海が見 られる喜びもありました。 なぜなら私は海を見
たことがありませんでした。 その私がサンゴが見える
澄んだ水の海に入り、 泳いだときの嬉しさ、 よろこび
は私だけが分かることでした。 そしてこれか ら先、 ブ
ラジルで海へ行 く 機会があるとき には、このとき の喜
びを思い出すことでしょ う。

私は小さい時か ら沖縄の踊りが大好きで習っていま
した。 今度沖縄で新しい舞踊 「浜千鳥」 を教えていた
だいた時はとても嬉しかったです。 これか らも、 舞踊
を続けていきたいと思っています。 沖縄の旅か ら 帰っ
てきて、 私は沖縄県人の子孫であることに誇りを持ち
大学を卒業したとき には留学生として、 沖縄で勉強で
き るように今まで以上に日 本語も勉強して、 もう一度
沖縄に行かれるように頑張ります。

最後に稲嶺知事、 委員の皆様、 私たちと同室して下
さったお姉さんたち、 私たちと遊んでく ださったボラ
ンテイアの皆さん、 ホームステイをさせて頂いた山 田
義康叔父さん、 叔母さん、 そしてサンパ ウロ 沖縄県人
会々 長は じめ皆様、 アララクアラ県人会の皆様、 私た
ちを連れて行ってく ださった松堂忠顕様に心か らお礼
申 しあげます。

最後に私を喜んで
送ってく ださった、
お祖母さん、 当間お
じさん、 叔母さん、

ママイ有難う御座い
ました。
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Relat6rio J血or Study 'lbur - 2005 

Meu nome e Beatriz Akiko Miyashiro e nasci em 
Araraquara, no estado de Sao Paulo, no Brasil, onde 
resido atualmente. 

No periodo de 13 a 28 de julho, participei do 17' 
Junior Study Tour e, para mim, foi um.a viagem 
maravilhosa e inesquecivel. 

Chegando em Okinawa, fiz homestay na casa dos 
meus parentes que pela primeira vez tinha 
encontrado. Toda a familia e muito acolhedora e me 
recebeu de cora9ao aberto, de forma que todas as 
minhas preocupa96es foram desaparecendo e me 
senti muito hem. 

Todos os dias, a familia me levava para conhecer 
Okinawa e, vendo com meus pr6prios olhos e 
ouv:indo com meus pr6prios ouvidos, cada vez mais 
conhecia as maravilhas de Okinawa. Tambem fui ao 
t血ulo dos meus antepassados e acendi incenso no 
orat6rio(butsudan) em nome da minha av6, ocasiao 
em que fiquei muito emocionada. 

Ap6s uma semana, encontrei pela primeira vez os 
participant.es do programa na Sede do Govemo da 
Provincia em Naha． は， o Govemador Inamine nos 
recebeu, dando as boas v:indas, desejando que todos 
aproveitassem bastante a sua estada em Okinawa. 
Depois, n6s fomos para o hotel onde houve a 
apresentai;:ao dos participant.es oriundos dos EUA, 
Canada, Peru, Argentina, Filipinas, lnglaterra, 
Okinawa e Brasil, alem da apresenta9ao de cada 
pais onde foram mostradas imagens pelo 
computador sobre a hist6ria, a cultura e a economia 
dos paises. E, como nao tinha um conhecimento 
aprofundado sobre est.es outros paises, foi de grande 
valia para m血．

No com叩o, fui a Yanbaru, cuja natureza 
magnifica tern uma tal harmonia com o rio e a 
floresta que me deixou encantada. E ainda, quando 
vi os magnificos peixes, corais e estrelas-do-mar do 
Aqu年o Churaumi fiquei com vontade de 
mostra-los ao pessoal do Brasil. 

Quando fui visitar o Castelo de Shuri, fiquei 
muito impressionada quando senti toda a 
majestade do Castelo demonstrada, entre outras 
coisas, pela coroa do rei e pela harmonia perfeita de 
toda a decora9ao do lugar que impunha respeito. 
Mesmo contando para outras pessoas que nao 
visitaram o Castelo, elas 函o conseguiriam sentir a 
alegria e a satisfa9ao que senti naquele lugar. 

Ao visitar o Memorial da Paz, realmente senti 

que a guerra nao pode acontecer de jeito nenhum, 
principalmente quando vi as v紅ias reliquias da 
guerra, expostas em caixas de vidro; imagens de 
bombardeio que passavam na televisao e os nomes 
dos que _tombaram na guerra talhados nas lapides. 
E quando vejo os terroristas do Iraque e os 
atentados de Londres, esse sentimento de nao 
de.ixar a guerra nunca acontecer se torna mais forte 
ainda. E para nao deixar esse sentimento ser 
esquecido, todos devem de qualquer jeito preservar 
a paz. 

Tambem houve um dia em que fui a praia de 
Okinawa cujas aguas sao limpidas e transparentes 
e senti uma felicidade que s6 eu posso entender. Isso 
porque eu nunca tinha visto o mar e, quando entrei 
no mar, foi um sentimento inexplicavel. Agora, 
todas as vezes que tiver a oportunidade de ir a praia, 
vou me lembrar daquela sensac;ao maravilhosa. 

Desde crianc;a, gosto muito de danc;ar buyo e o 
fac;o a託 hoje. Em Okinawa, aprendi a danc;ar 
Hamachidori e foi bem legal aprofundar meus 
conhecimentos. De agora em diante, pretendo me 
esforc;ar para continuar com as minhas aulas de 
buyo. 

Ao retornar de Okinawa, senti muito orgulho de 
ser uchinanchu e agora pretendo estudar japones 
com mais afinco para voltar a Okinawa como 
estudante bolsista, ap6s concluir os estudos 
universitarios. 

Finalmente, agrad的o de corac;ao ao S�nhor 
Governador Ina.mine, a todos os organizadores, as 
rninhas amigas de quarto, aos voluntarios que nos 
divertiram, aos meus parentes Sr. Guiko Yamada e 
familia., a diretoria da Associac;ao Okinawa Kenjin 
do Brasil, ao Sr. Matsudo que nos acompanhou a託
Okinawa e, tambem, a Associac;ao Okinawa de 
Araraqu紅a.

Meus sinceros agradecimentos, especialmente, a 
minha av6, tio e tia Touma e a minha mae que me 
incentivaram bastante para participar do Junior 
Study Tour. 
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刃
川 波 エ ン リ ッ ケ ケ ン ジ

-------------------------------------------
HENRIQUE KENJI KAWANAMI -----------------------------------------------
17歳 3 世---------- -- ---- -----
ブ ラ ジル Brazil --------------------------------------------------------------------
カ ンポグラ ンデ沖縄県人会

「夢が叶っ た！ ！ 」

夢が叶った！！ 私が沖縄に到着して感 じた一説であ
ります。 長年の夢が現実となりました。

最初に、 私の長年の夢を実現可能に導いてく ださっ
た方々 、 沖縄県庁そしてプラジル沖縄県人会の皆様に
感謝申 し上げます。

沖縄では思ってもいなかった親戚に会うこともでき
ました。 私が想像していた通り、 感受性の高い温かみ
がこもった、 思いやり深い人達ばかりでした。 又、 沖
縄は私の想像以上にすばらしい所でした。

親戚の皆さんとお会いできて大変うれしく 思います。
お世話になり、 また、 大変 ご迷惑をかけました。

JUNIOR STUDY TOUR は沖縄県庁に集合し、 参
加者の国々 を知るために全メンバーと統合プログラム
に参加致しました。 次の日 は北部地方へ行き ヤンバル
熱帯公園にてトレッキングを楽しみました。 そこでは
沖縄の植物について学ぶこともでき ました。 例えば昔
のIJ剖がぎっしり張り付いたような、 光り輝く ヘゴの
大樹又は植物が埋められて出来た石炭なども観ること
ができました。 夜はキ ャンプファ イヤーを囲んで競技
や踊りを楽しみグループの構成メンバーと親睦を深め
ることが出来ました。 美ら海水族館も見学することが
出来、 海の生き物の多様性を見学することができまし
た。 沖縄伝統の小船（サバニ）、 忘れられません。 又琉
球舞踊、 エイサーそして三線等も教えていただきまし
た。 私はエイサーに興味を持ち、 教えていただきまし
た。 最近の若者たちはエイサーに対し、 興味が薄れて
いると聞いて非常に残念だと思います。 午後からは北
谷の日 本第 2 位という大規模な海水淡水化施設を訪れ
ました。 首里城も見学することが出来、 沖縄県立平和
祈念資料館にて沖縄戦争の生存者による講演を聞 きま
した。 戦争がどれだけ悲惨で人々 を苦しめるかを身を
もって感 じることができましt� また、 沖縄県出身の
方々 が世界各国、 特にブラジル、 ハワ イそしてフィリ
ピン等に移住するにあたって大変な苦労がなされたこ
ともワ ー クシ ョ ッ プにて学ぶことができました。

ツアーの期間中、 私は沖縄の文化、 歴史そして風習
に触れながら色々学ぶことができましたが、 何よりも
新しい友達ができたことが心に刻まれております。 紙

上には書き きれませんが、 ミ サキ先翡、 ナナ、 エリナ、
シ ョ ウコ 、 アンナ、 ヒカル、 アイリ、 タス ク、 タダ ミ 、
ミ ュ、 チヒ ロ、 トオルそしてツアーでお供してく ださっ

た方々 はいつも私の心の中にいます。
日 本語がよく 理解できない私とお話をしてく ださっ

たり、 辛抱強 く 聞いてく ださったり、 本当に心から感
謝申 し上げます、 皆さんの住所を書いたリス トを失っ
てしまいましたのでお便りを差し上げることができま
せん。 本当に申 し訳ありません。 ですから皆さんのお
便りをお待ちしております。 ブラジルにいても私の心
の一部は皆様と共に沖縄に残っていると思っておりま
す。 又近い将来皆様と再会を約束し、 共に心を一つに
することが出来る日 を楽しみにしております。

fYume ga Kanatta! ! 」

Essa frase descreve bem o que eu senti quando 
cheguei em Okinawa, um sonho que se tornou 
realidade. Primeiramente eu gostaria de agradecer 
a todas as pessoas que tornaram esse sonho possivel, 
ao governo de Okinawa, a Associar;ao Okinawa 
Kenjin do Brasil e todos aqueles que de alguma 
forma me ajudaram durante todo esse tempo em 
que eu tentava realizar esse sonho, afinal foram 2 
tentativas a託 conseguir, muito obrigado. 
Chegando em Okinawa eu conheci muitos 

parentes que eu nunca imaginei que seria capaz de 
um dia conhecer, e isso foi uma experiencia muito 
boa, pois eles eram exatamente como eu esperava 
que fossem, um povo receptivo, caloroso e atencioso, 
e a ilha de Okinawa e realmente muito bonita, 
muito mais do que eu esperava que fosse. 
A todos meus parentes, eu gostaria de dizer que foi 

muito born conhece·los e que agrad的o tudo que 
転ram por mim e pedir desculpas por todo trabalho 
que cause1. 
0 Junior Study Tour com的ou com o nosso 

encontro na sede do governo de Okinawa, onde 
conhecemos um pouco mais sobre os paises dos 
participantes e participamos de um programa para 

- 2 1  -



integrar os membros do tour. 
No dia seguinte seguimos para a regiao de Hokubu 

para realizar um trekking no parque Yanbaru, la 
aprendemos muito sobre a flora de Okinawa, como 
a samambaia gigante que quando caem as folhas 
antigas deixam marcas parecidas com dinheiro 
antigo e onde se formou carvao mineral devido a 
soterra<;ao de material vegetal. Durante a noite n6s 
fizemos o Camp Fire, onde realizamos uma gincana 
entre as equipes, foi muito divertido, e depois 
dan<;amos ao redor da fogueira, foi muito born 
porque conheci melhor o pessoal e ficamos amigos, 
foi muito born. 

Tambem visitamos o Aqu年o Churaumi, onde foi 
possivel ver a variedade de fauna marinha de 
Okinawa e tambem praticamos o Sabani, que era a 
antiga maneira que os pescadores utilizavam para 
se locomover no mar, foi muito interessante, sem 
esquecer tambem as aulas de Ryukyu Buyo, Eisa e 
Sanshin, sendo que eu optei por Eisa, foi muito boa 
a aula, sendo uma pena que cada vez menos jovens 
se interessam pelo Eisa. No periodo da tarde 
visitamos a usina de dessaliniza<;ao em Chatan, que 
e a 2a maior do Japao e uma das maiores do mundo. 
Visitamos tambem o castelo de Shuri e tivemos uma 
palestra no memorial da paz com um sobrevivente 
da batalha de Okinawa, uma palesfra que mostrou 
bem o sofrimento pelo qual ele passou, algo muito 
triste e assim aprendemos o verdadeiro significado 
de uma guerra e todo sofrimento que ela causa. 
Tambem participamos de um workshop que mostra 
o quao sofrida foi a imigra<;ao de okinawanos pelo 
mundo, como para o Brasil, Havai e para as 
Filipinas. 

Durante esse tour eu conheci muito sobre a cultura, 
a hist6ria e os habitos de Okinawa, mas 
principalmente, fiz novos amigos que sempre vao 
estar na minha mem6ria e dentro do meu corai;ao, 
pessoas especiais que surgiram na minha vida e que 
marcaram para sempre a minha vida, pessoas 
inesqueciveis como a Misaki senpai, Nana, Erina, 
Shoko, A皿a, Amina, Hikaru, Airi, Tasuku, Tadami, 
Miyu, Chihiro, Toru, todo o pessoal do tour pois 
mesmo nao escrevendo seus nomes aqui, seus 
nomes es諏o no meu corai;ao. Pois mesmo sem eu 
ser fluente em nihongo, voces sempre tentaram me 
entender e sempre conversaram comigo! ! !  Desculpe 
se eu nao estou escrevendo para voces, mas e 
porque eu perdi a lista de ender的OS de voces, en函o
por favor me escrevam, hein! ! !  Mesmo estando no 
Brasil metade do meu corai;ao ficou em Okinawa, 
ficou com todos voces, e com certeza algum dia, eu 
vou voltar para juntar as duas metades e assim, um 
dia n6s vamos nos reencontrar e isso e uma 
promessa que eu fai;o a todos voces! ! !  
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屋宜 宣広 ア レハ ン ド ロ

ALEJANDRO DANIEL YAGI --------------------------------
16 歳 3 世------------------------------- ------
ア ルゼ ン チ ン A rgentina --------------------------------------------------------------------------

在亜沖縄県人連合会

「ジュニアス タ ディ ーツアー2005」

僕にとってこのジュニアス タ ディーツアーに参加し
た経験は一生忘れられない素晴らしい思い出になりま
した。 それは僕が沖縄を自 分の目で見て、 また沖縄の
文化に触れることを実感出来たからです。

それだけでなく 、 世界各国からのツアー参加者達と
のあらゆる文化交流が出来たことに対し、 大変喜んで
います。

沖縄に着いたとき から県庁の方々 とス タッフの皆様
には大変親切にしてもらい本当にありがとう ご ざいま
した。 特に僕の場合はホームス テイが四年も会ってい
ないおばあ ち ゃ んの家でだったので最高の楽 しさでし
た。

初日 の歓迎会の日 には立派なジュニアス タ ディーの
T シャ ツが配られ、 稲嶺県知事の前で記念撮影と自 己
紹介は大変緊張 しました。 そこでツアーの参加者がど
この国からどんな習慣を持っているか各国の言葉で挨
拶をして紹介されま した。

それから沖縄尚学裔校の生徒たちが踊りなども含め
て素晴らしい歓迎パーティを開いてく ださって大変楽
しかったです。 それは僕たちが彼らともっと話をし、
溶け合って行けるための仕組みだったのです。

まず最初に、 比地の滝＾案内されま した。 そこで感
じたのは沖縄がどのようにして自然と環境を守ってい
るかという素晴らしさ口感動しました。 、そこでガイ ド
の人たちから野鳥を呼ぶ珍しい楽器を見せられました。
その後、 火を燃やしバーベキュ ーを食べて沖縄尚学高
校の生徒たちと踊りながらいろいろな遊びをして、 楽
しい一時を過 ごしました。

次の日 には世界最大の 「美ら海水族館」 へ案内され
ま した。 そこには海の生物たちがいっぱい目 の前に見
えて、 自 分が本当に海の底にいるようで、 実際の感覚
さえ失ってしまうほどの素晴らしさでした。 次に案内
されましたのはサバニ乗りでした。 沖縄の昔の人たち
がそのサバニを使って魚を取っていたそうです。 僕た
ちはそのサバニに乗って競争もしま した。 また、 あの
きれいな海で泳 ぐこともでき大変楽しかったです。 そ
の後、 方言の言葉あてのゲームを して遊びま した。 そ
こ で地元の青年たちがあんまり方言が分からないこと

に驚きました。 それはあんな簡単な 「ワ ラビ」 という
言葉などがわからなかったことです。

その後、 三つのグループに分かれ、 サンシン ・ 舞踊 ・

エイサー体験をしました。 僕はエイサーを選びました。
太鼓をたたきながら踊るのは大変難しいものでした。
でもこのツアーで一番楽しかったことです。

それから北谷の浄水場に案内されました。 そこも世
界中でも大規模な施設という事で した。 そこから全沖
縄に飲料水を供給しているそうです。 それから JICA
の国際移民センタ ーに案内され、 移民のパイオニアた
ちがどれほどの希望を持って外国に移民に出たか、 ま
たその人たちの苦労も聞かされました。 そして、 また
その移住者たちが戦時中ふるさとの沖縄へどのく らい
の支援をしたかも知らされました。

それから首里城を見学して沖縄の文化のふるさと
広さなど知らされました。 琉球国と中国の交流がどれ
く らい盛んで沖縄の文化に影響したことが分かりまし
た。

それから沖縄の芸術のクラスでは僕は漆器を選びま
した。 それは僕の家にあるいろんな飾り物がどのよう
な意味のものか知りたかったからです。

一番僕にインパクトを与えたのは最後に見た平和公
園でした。 そこでガイ ドが沖縄戦争がどれ く らいつら
＜ 怖かったことを聞かされ、 また犠牲者が 自 分の 目 の
前で沢山殺された。 敵に捕まるより自 殺 したとかなど
も聞かされ涙が溢れました。 また23 万人余りの犠牲者
の名前が刻まれている搭を見て戦争の恐ろしさが分か
りました。

それから沖縄尚学高校の友達と那覇国際通りに行
きました。 そこはまた大変にぎやかな所でした。

それから最後のさよならパーティーでは各々 の経
験を語り合いみんなで島唄を歌い、 これで別れだと思
いみんな抱き 合って泣きました。 悲しく で泣いたこと
や嬉 く て騒いでホテルの隣のお客さんに怒られたこと
など、 僕たちに対 し、 一生忘れる ことのない思い出ツ
アーになりました。 僕たちはいつか必ず会うことを誓
い合いました。 それから僕のおばあ ち ゃんが泣きなが
らぜひまた来なさいと言う別れの言葉は悲しぐ てなり
ませんで した。

僕はこのツアーで沖縄の文化を知り、 お父さんや、
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おじいさん、 おばあさんの生まれたふるさとを見て、
沖縄という所を大変尊敬 し、 そこ に興味を持つように
なりま した。 これから沖縄との交流を深めるためには
もっと日 本語を勉強 しなければならないと思っていま
す。

最後 に県庁の方々 と在亜沖縄県人連合会の皆様方に
心から感謝申 し上げます。 どうか こ のジ ュ ニアス タ
ディー ツアーの経験をこれからも沢山の青年たち に与
える ことができますよう、 願っています。

2005 Junior Study Tour 

Para mi ser participe de este maravilloso Junior 
Study es una experiencia que jam細 podre olvidar. 
Pude comprobar y sentir por mi mismo la cultura de 
Okinawa como tambien acercarme un poco a la 
cultura de los integrantes de otros paises de este 
tour. 

A nuestro arribo a Okinawa desde las autoridades 
de la Gobierno hasta los integrantes del staff se 
esmeraron en atendernos maravillosamente y 
aprovecho la ocasi6n para agradecerles 
profundamente. En mi caso especial fue una alegria 
doble, ya que en la estadia la pude pasar en la casa 
de mi abuela a quien no vefa hace mas de cuatro 
aiios. 

Recuerdo el primer dia, el de la Recepci6n de 
Bienvenida, en la cual habfa muchos nervios y 
ansiedad. Nos repartieron unos lindos polos y luego 
partimos al lobby principal del edificio de la 
Prefectura para presentarnos frente al Gobernador 
de Okinawa Ken, el Senor Inamine. Luego nos 
tomamos una foto grupal conmemorativa. Mas 
tarde nos presentamos todos personalmente y luego, 
cada pais hiw su presentaci6n. Asi, conocimos de 
d6nde provenian el resto de los integrantes y que 
costumbres tenian en su pa誌． Al finalizar, alumnos 
de la Escuela Prepatoria Okinawa nos prepararon 
juegos y bailes, que fueron de gran ayuda para que 
todos nos integremos un poco mas y nos conozcamos 
mejor. Al final del dia, tuvimos la Fiesta de 
Bienvenida, en la cual cada uno prepar6 un n由nero.
Mas alla de lo divertida que fue la fiesta, tuvimos 
tiempo para poder conversar con los demas chicos. 

El tour come皿6 al dia siguiente, con una 
caminata alrededor de las cataratas Hiji. Fue algo 
extensa y el dia era muy caluroso, pero fue muy 
interesante conocer mas acerca de la vegetaci6n de 
la isla. Llegamos a las cataratas y nos tomamos 
unas fotos. Es sorprendente c6mo preservan la 

naturaleza y el medio ambiente alli en Okinawa. 
A出 nos ensefiaron a hacer unos silvatos para 
llamar a las aves. 知gresamos y partimos hacia la 
pension Carolina, en Onna, dentro de una zona muy 
tranquila. Alli nos hospedariamos dos dias e hicimos 
una parrillada con los chicos de la Escuela 
Preparatoria de Okinawa, que m紐 tarde, nos 
prepararon mas juegos. Luego, lleg6 el momento de 
la fogata y bailamos y nos reimos sin parar hasta la 
noche. 

El tercer dia, visitamos el acuario Chura U mi, el 
cual es reconocido mundialmente. Me asombr6 
muchisimo la cantidad de especies tan ex6ticas que 
habitan el mar de Okinawa, y tambien la claridad 
con la que se puede distinguir las especies. Fue 
simplemente maravilloso. Mas tarde, practicamos 
Sabani, que es cqmo una especie de bote con remos 
utilizado anteriormente por los antiguos pescadores 
de la isla. Debo confesar que termine cansadisimo, 
pero la pase realmente bien. 、Despues de un dia tan 
largo, fuimos a la playa y tuvimos la suerte de 
nadar en esas aguas tan hermosas y calmas. Esa 
noche los muchachos nos hicieron un quiz acerca del 
dialecto okinawense. Me sorprendi6 mucho el hecho 
de que algunos chicos okinawenses no supieran 
palabras como "warabi'', que muy frecuentemente 
01a en m1 casa. 

Cuarto dia: Practica de artes en el Taller de 
Onna·son. Nos dividimos en tres grupos: Sanshin, 
Buyo y Eisa. Yo escogi Eisa. 知almente no tenia 
noci6n de lo complicado que era, pero fue divertido. 
Tal vez, la actividad que mas disfrute. Despues 
visitamos la instalaci6n de agua dulce de 
Chatanchou, la cual se ubica entre las 14 mas 
grandes del mundo y provee agua potable a toda la 
isla. Luego, llegamos al Centro Internacional de 
JICA, donde reflexionamos acerca de la irunigraci6n 
okinawense y aprendimos mucho de lo duro y 
sacrificado que fue para nuestros antepasados 
adaptarse a las nuevas culturas, y el apoyo 
econ6mico que fueron luego de la Segunda Guerra 
Mundial los irunigrantes. 

El Castillo de Shuri fue sin dudas, lo m紐
impactante de la cultura okinawense. Esta colosal 
estructura remarca a血 mas el poder que tenian los 
antiguos reyes dentro del 知ino de Ryukyu. Se 
podia apreciar claramente la influencia cruna en los 
detalles del castillo. Despues visitamos los antiguos 
cementerios de Okinawa y, de que manera se 
sepultaban o cremaban los difuntos antiguamente. 
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Finalmente, realizamos artesanias tipicas de 
Okinawa. Yo elegi laqueado porque queria saber 
que significado tienen los diversos adornos que hay 
en m1 casa. 

El ultimo dia, el mas comnovedor de todos para 
muchos, realizamos una visita al Museo 
Comnemorativo de la Paz, construido en honor a la 
tragica Batalla de Okinawa y el saldo negativo q血
dej6 esta. Alli, un sefior nos relato lo doloroso que 
fue vivir durante la Batalla de Okinawa y peor aun, 
cuando se tiene nada mas que quince afios. Lo 
relato de tal manera, con tanto dolor que, a mas de 
uno, en los cuales me incluyo, se nos escaparon 
algunas lagrimas. Thdos sabiamos que la guerra no 
era buena, pero no sabiamos las crueles 
consecuencias que dejaba en la gente y el infierno 
que vivieron muchas personas. Mas tarde, 
recorrimos el Parque Comnemorativo de la Paz, en 
el cual mas de 230.000 lapidas se levantaron en 
honor a los caidos en la Batalla de Okinawa. El 
mismo sefior nos gui6 a traves de una caminata y 
nos ensefio los lugares donde la gente elegia 
suicidarse antes que ser atrapados por manos 
enermgas. 

Nuestra ultima visita fue Kokusai Dori, mercado 
fundado por mujeres mucho tiempo atras. Guiados 
otra vez por los chicos de la Preparatoria, 
recorrimos todo el mercado y vimos lo grande que es, 
y como este ha progresado. 

El 直timo dia tuvimos el Sayonara Party, 
recordaba el dia que hicimos tanto alboroto en el 
hotel que el huesped del lado de nuestra habitaci6n 
se fue a quejar. Cada uno recibi6 su diploma y relato 
todo lo que aprendi6 en este gran tour. Mas tarde, 
presentamos lo que habiamos aprendido en el Taller 
de Onna·son, y cada uno presento su numero. Por 
ultimo, cantamos todos juntos y abrazados Shima 
Uta y mas de uno llor6. Fue muy emotivo. 

Al otro dia los chicos fueron al aeropuerto para 
despedirnos. Ahi si me puse mal, especialmente al 
ver a mi abuela llorando pidiendome que volviera. 
Creo que el viaje quedara en la memoria de todos y 
que mi unico suefio a partir de ahora es que al的n
dia nos volvamos a encontrar, no importa el lugar. 
He sacado muchas fotos, pero indudablemente, el 
estar alla es realmente incomparable. Y lo que vivi 
tambien. 

Yo estoy profundamente agradecido en este tour 
por haber conocido la cultura okinawense y ver con 
mis propios ojos el lugar donde nacieron 皿s abuelos, 
mi padre, por ende conocer 血.s raices. En el futuro 
para tener una comunicaci6n mas profunda con 
Okinawa estoy convencido de que tengo que 
perfeccionar el conocimiento del idioma japones. 

Y por ultimo, quisiera destacar mi profundo 
agradecimiento al Gobemador y a las autoridades 
de la Prefectura, a todos los integrantes del staff y a 
los alumnos de la Escuela Prepartoria de Okinawa 
y al Centro Okinawense en la Argentina, deseando 
que este tour pueda seguir siendo experimentado 
por muchos j6venes en el futuro. 

アスタディ ーツアー

dy Tour 2005 
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岸本 ユ カ リ
-------------------------

YUKARI KISHIMOTO --------------------
15歳 1 世----------

ア ルゼ ン チ ン A rgentina ----------------------------------------

在亜沖縄県人連合会

「感謝の言葉

私は、 すばらしい｛楼庚をする ことができました。 ボ
リビア、 アルゼンチンの私たち参加者は新里ファビア
ナさんに付き 添われ、 2005 年7月 13 日 、 那覇空港に
着きました。 那覇空港は設備のゆ きとどいたすばらし
い空港でした。

私はお母さんから離れてち ょ っびり淋しかったけ
れど、 出迎えてく ださったおばさまたちのやさしい心
づかいに、 すぐ元気を取り戻すことができました。

舗装されたすばらしい道、 そしてゴ ミ 一つ落ちてい
ない町を見て、 私は沖縄県の皆様がみんなで沖縄を守
っているのだと思いました。

ホームステイの期間、 おばさまたちにいろいろな所
を見物させていただきました。 特に、 おそばとイカの
黒いス ープが美味しかったです。

7月21日 に私たちは各国の参加者と合宿に入りまし
た。 アメリカ ・ カナダ ・ イギリス ・ ペルー ・ フィリ ヒ゜

ン ・ 南アメリカの参加者、 沖縄県の中高校生、 合計36
人と引率者の方と沖縄県のス タ ッフの方、 みんなウチ
ナンチュで私はすご く 嬉しかったです。

県庁に行って稲嶺県知事様から歓迎と励ま しの言
葉をいただきました。 私はすご く 緊張しました。

7月22日 に比地の大滝へ行きました。 どこの国に
もないマングロ ーブの林、 何千年、 何万年かけた山や
川、 美しい滝、 美しい自然を見て、 私の頭の中はしば
らく 時間が止まったように思いました。

7月23日 は美ら海水族館へ行き、 いろいろな生き物
を見ました。 それから楽しみにしていたサバニ体験と
海にも入る事ができ、 とても嬉しかったです。

「海水」 を 「淡水化」 する設備を見学したとき、 私
はすご く 興味をもちました。 なぜなら世界は海に囲ま
れているからです。

7月24日 にその国の文化、 歴史として知っておかな
く てはいけない、 首里城を見学したときすばらしい建
築と調和した色、 王朝時代の貿易が盛んだったころの
昔のことを思いました。

最後に平和の礎を見学したとき、 沢山の人や戦争で
国を守った 「兵隊」 さんが大切な命を戦争のために奪
われた事を知りました。 石碑の前で涙を流している人

を見たとき 私も悲しく なりました。 二度と戦争はして
はいけないと思いました。 平和の鐘は世界中の人の心
の中で鳴らさなければいけないと思います。

2005年度ジュニアス タ ディーツアーに参加させてい
ただき ありがとう ございました。 沢山のことを勉強す
る ことができました。 お友達もできました。

沖縄県の皆様、 私をお世話 してく ださった皆様あり
がとう ご ざいました。

Palabras de agradecimiento 

Gracias al JST pude aprender y disfrutar de la 
cultura, costumbres y del home stay entre muchas 
otras cosas. 

Junto a m記 compafieros de Bolivia, Argentina y 
nuestra coordinadora, Fabiana Shinzato, arrib�mos 
al aeropuerto de Naha el 13 de Julio de 2005. Es un 
aeropuerto muy lindo e impecable, sorprendente por 
su organizaci6n y seguridad. 

Al alejarme de mi familia me senti un poco sola e 
insegura, pero con muchisimas ansias, nervios y 
ganas de encontrarme con mis tios, me recibieron 
tan carifi.osa y amablemente, que me hicieron sentir 
muy acompafi.ada. 

Al ver que tienen avenidas magnificas, sin una 
sola basura, me di cuenta de que todos sus 
habitantes, unidos, esほn protegiendo a este 
hermoso pais. 

En el home stay, mis tios me llevaron a conocer 
varios lugares, entre ellos me invitaron a almorzar 
osoba y ademas prepararon una sopa especial de 
calamares con tinta negra que estuvo riquisima! 
Tanto que repeti el plato varias veces. 

El dia 21 nos reunimos todos mis compafieros 
tanto del exterior como los de Okinawa que 
totalizabamos la cantidad de 36, a los que se 
sumaban los coordinadores, la gente del staff y de la 
Prefectura. 、'Todos eramos Uchinanchu!" 

Saludamos al Gobernador Inamine y aunque en 
ese momento estaba nerviosa y tensa, el nos recibi6 
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con una grata bienvenida, con halagos y palabras de 
aliento. Ademas nos obsequiaron una remera 

grabada con todos los paises participantes. 
El dia 22 comenzamos con una caminata al Hijino 

Ootaki. Una vegetaci6n que no se puede observar en 
otros paises, el monte Manguropu… cuantos miles 0 
millones de afios tardaron en crecer, esta hermosa 
naturaleza, las cascadas, las montafias, los rios, con 
solo imaginarlo senti que el tiempo se detenia en ese 
momento, de tanta belleza. 

El dia 23 nos dirigimos al acuario "Chura Umi'' y 

pude conocer los diferentes peces que habitan en los 
mares de Okinawa, algunos eran muy graciosos. Al 
柏rmino de este recorrido nos dirigimos al mar. Fue 
muy divertido porque tuvimos la oportunidad de 
remar el sabani y mi papel fue llevar los platillos 
para acompafiar el ritmo de los remos. Ese mismo 
dia fuimos a una playa y entramos al mar, ese mar 
azul al que tanto deseabamos ir. 

V1Sitamos la planta potabilizadora de agua, la 
cual fue una visita muy interesante ya que sabemos 
que todos los continentes est紐 rodeados de mares. 

Historias y una cultura que debemos conocer de 
este pais, el castillo de Shuri, con su hermoso color 
del sol naciente y una arquitectura fume y maciza, 
construcci6n de gran influencia China. 

Muchas personas, militares que defendieron la 
Patria perdiendo sus vidas por defenderla. Al ver 
personas llorando frente a las lapidas, pense que 
jamas deberia volver a repetirse una guerra. La 
Campana de la Paz deberia sonar por siempre en el 
coraz6n de todos los seres del mundo. 
"2005 JST', gracias por darme la oportunidad de 

participar en este evento, de haber aprendido y 
disfrutar de muchas cosas muy muy interesantes e 
importantes como hacer amistades con otros chicos 
del mundo. 

Para finalizar, quiero diri邸me a todos los 
habitantes del pueblo de Okinawa: muchisimas 
gracias por esta placentera estadia en esta hermosa 
ciudad. Espero que nos recuerden como yo lo hare 
cada uno de mis dias. 
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仲里 国頭 エ ミ カ ロ リ ーナ
---------------------

EMY CAROLINA 
NAKASATO KUNIGAMI - - -- --- ----------- - --- - -
16 歳 4 世•-- ----- -- -- --- ------- ------

ペルー Peru -- - - --- ------ --- - --- - -

ペルー沖縄県人会

「ジュニアス タ ディ ーツアー2005 ： 忘れない体験」

出発する前からジュニアス タ ディツアー(J S T) 
についてとても楽しみにしていました。 沖縄をもっと
知りたい、 親戚に会いたい、 そして新しい友だちを作
りたい気持ちだけでなく 、 元 J S T参加者から話も聞
いていたからです。 沖縄に着いた途端にこの旅が思っ
た以上に素晴しい｛科倹になると気付きました。 親戚や
J S T 関係者は、 温か く 出迎えてく れました。 沖縄の

人々 の優しさや温かさがとても好きになりました。 初
日 からは自分の家にいるように感 じました。

最初の一週間は親戚と過 ごしました。 私は祖父の妹
の家で泊まっていました。 私には何も足りなかったの
で親戚がいろいろと気遣ってく れました。 親戚には買
い物に連れていってもらったり、 ドライブしたり、 沖
縄にいる親戚を紹介してもらったりしました。 従兄弟
たちと仲良 く なって、 とても楽しい時間を過 ごしまし
た。 ボウリ ングに行って、 ここペルーでも行った事が
ないカラオケにも行きました。 親戚と一緒にいた日 々
はとても楽しく て、 沖縄の習慣や伝統を習う時間でし
た。

J S Tのイベントは7月 21日 にス タ ートしました。 そ
の日 には、 8カ国からの17人の参加者そして沖縄から
19人、 計36人の参加者と顔合わせをしました。 最初か
らみんなと知り合いになりたかったけど、 内気さでな
かなか出来ませんでした。 でも、 仲良 く する為の遊び
と歓迎パーティーのお陰でその内気さを吹き 飛ばして、
2日 目 に大体の参加者と知り合いになって、 話せるよ
うになりました。

プログラムのイベントや遊びを日 本語でやっていま
した。 皆は日 本語が分からなかったけれど、 通訳の助
けや私た ちのエネルギーで言葉の壁を越えて、 楽しい
時間を過 ごすことができました。 J S Tのプログラム
で沖縄の文化だけに限らず、 アルゼンチンやブラジル
やフィリピンなどの文化も習う事も出来ました。

とても暑かったけど、 道や那覇の市場への散歩はと
ても楽しかったです。 市場に行った時にもっと買い物
をしたかった けど、 あまり時間がなく て、 そして混雑
すると思ったので、 しませんでした。 また国頭村の滝

へのトレッキ ングや美ら海水族館や首里城はとても良
かったです。 北谷町の海水淡水化プラントヘの見学は
とても興味深かったです。 海水から飲料水へのプロセ
スを見るのは初めてでした。 とても興味があったのは、
平和祈念資料館への見学でした。 そこで戦争を体験し
た方の話を聞 きました。 体験話で心を揺さぶられ、 あ
の剛勺の悲惨な事実を考えさせられました。

そして舞踊、 エイサー、 三線の学習もありました。
私はペルーで踊った事もあって、 エイサーを選びまし
た。 でも今までと違って沖縄で踊って良かったと思い
ます。 それから工芸の練習もありました。 私は漆器の
作品をしました。 私にとっては初めての体験でした。
ペルーにもつ で帰って親に上げて、 とても喜んでもら
いました。

この J S Tはもう少し長いほうが良いと思いました。
ち ょ うど、 友だちになった時に別れる時が来ました。
でも、 この J S Tに満足して、 沖縄県系人との交流が
出来、 他の国や沖縄の文化などを学習出来て、 目 標を
達成することができ たと思います。

最後の日 は、 さよならパーティーでした。 そこでは
ツアーで学習した事を親戚に紹介して、 とても喜んで
もらいました。 私は楽しみましたが、 みんなと別れる
時間が来ていたので、 少し寂しかったです。 さよなら
パーティーの会場から出た く なく て、 みんなともう少
し残りたかったです。 翌日 に、 沖縄の参加者には空港
まで来てもらって、 送ってく れました。 私は、 飛行機
に乗りた く なく て沖縄の皆さんと残りたかったです。
彼らは、 私の人生の一部になりました。 沖縄を離れる
のは、 とても寂しかったが、 またいつか、 近い将来に
沖縄へ帰って、 友だちと親戚に会える日 を楽しみにし
ています。

私達はこのツアーでとても楽しみました。 そして、
J S Tの最大の目 的である沖縄の文化、 生活、 歴史、

自然、 踊り、 工芸などを学ぶ事を達成したと思います。
今は、 先祖の故郷である沖縄についての知識が増えた
と気付きました。 もっと沖縄について勉強をしなけれ
ばならないと思いますが、 私の人生における大事な体
験になりました。

このツ アーのもう一つの 目 的が世界の ウチナーン

- 28 -



チュ ネットワ ー クを拡大させると思います。 いろんな
国か ら参加者が来ていま したが、 皆さんの共通点なの
は、 沖縄県系である と いう事もあって、 みんなと友だ
ちになったと思います。 ですか ら、 世界のウチナーン
チュネットワ ー クの拡大が出来たと思います。 これか
らもみんなと連絡していって、 友「青が長続き すると思
います。

このツアーは一生忘れない体験になりました。 暖か
く 迎えて く れた沖縄の親戚の皆さんそして、 このツ
アーを企画した沖縄県庁の皆さんに感謝を申 し上げた
いと思います。 それか ら、 私を選んでもらったペル一

沖縄県人会にも感謝したいと思っています。
これか らは、 自 分の生活に J S Tで習った事を専心

していき、 他のジュニアーにもこの J S Tに参加する
ように刺激してい きたいと思います。

JST 2005: Una e平eriencia inolvidable 

Antes de partir a Okinawa, obviamente yo ya 
tenia una vision positiva del viaje, no s6lo por mis 
ganas de conocer Okinawa, a mis familiares y de 
hacer nuevos amigos; sino tambien porque los ex 
becarios siempre me contaban la linda e:xperiencia 
que vivieron alla. Sin embargo desde el instante en 
que llegue a Okinawa me di cuenta de este viaje 
seria mucho mas de lo que yo me habia imaginado. 

Tanto mis familiares como los organizadores del 
Junior Study 'lbur (JST) nos dieron una c紐da
bienvenida, y eso fue una de las cosas que mas me 
gust,6 de Okinawa: la calidez y amabilidad de los 
okinawenses, ese cariiio con el que te tratan, aun 
sin conocerte. Desde el primer dia que pase alla me 
senti como en casa. 

La prirnera semana nos debiamos quedar con 

nuestros parienわs. Yo me quede con mi tia, la 
hermana de mi oji y sus hijos, quienes siempre 
estuvieron cuidandome y asegur細dose de que me 
sintiera c6moda y de que no me faltara nada. Ellos 
me llevaron a pasear, de compras, y a conocer a 
todos mis demas familiares que viven alla. Me lleve 
muy bien con mis primos y me diverti con ellos, 
fuimos al bowling y hasta cant,e en el karaoke, 
algo que ni siquiera aca en Peru he hecho. Disfru屁
mucho el poder compartir esos dias con mis tios, 
tuve la oportunidad de conocerlos y aprender sobre 
sus costumbres y tradiciones. 

El 21 de julio empezaba el programa del JST en si. 
Ese dia conocimos a los 36 participan知s, 19 
okinawenses y 1 7 extranjeros, de 9 paises diferen知s.
Al comienzo, a pesar de que todos に直amos muchas 
ganes de conocernos, todavia se veia un poco de 
timidez entre los participant,es, incluyendome a mi. 
Pero muy rapidamen総 gracias a las actividades de 
inねgraci6n, todos fuimos venciendo esa timidez y 
para el segundo dia ya conociamos a la mayoria de 
los chicos y podiamos conversar con ellos e ir 
conociendolos mejor. Como en la noche del primer 
dia, cuando se llevo a cabo la fiesta de bienvenida. 
En esta realizamos bailes y juegos que nos 
ayudaron a perder la vergiienza y a desenvolvemos 
mejor frente a los dem卵

Las actividades y juegos del programa se 
realizaban en japones, y aunque no todos sabiamos 
el idioma, esto no fue un impedimenta para pasarla 
bien. Ya que ademas de que conほbamos con 
traductores, nuestras ganas y energias hicieron que 
cada una de las actividades sea posible. Durant,e la 
semana que dur6 el programa central del JST pude 
aprender, no s6lo sobre la cultura okinawense sino 
tambien sobre los diferent,es paises de donde venian 
los demas participan知s, como por ejemplo 
Argentina, Brasil, Filipinas, entre otros. 

A pesar del int,enso calor , disfrut,e de las 
caminatas por las calles y por el mercado de Naha 
Shi (me hubiera gustado poder realizar algunas 
compras, pero entiendo que 固血mos el tiempo 
limitado y habria sido un poco complicado mant,ener 
el orden), asi como del trek.king por la catarata de 
Kunigami Son, y las visitas a lugares turisticos 
como el acuario Chura Umi y el castillo Surijo. El 
recorrido por la planta de agua fue muy inねresant,e
ya que nunca habia vista el proceso de tratamiento 
de agua salada. Una de las cosas que mas me gusto 
fue la visita al museo de la paz, ya que aqui 
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pudirnos escuchar el testimonio de un senor que 
vivi6 durante la epoca de la guerra. Su discurso me 
conmovi6, pero al m応mo tiempo me hizo 
comprender y pensar en todo el sufrimiento que se 
vivi6 en esos tiempos. 

Ademas pudirnos elegir entre practicar buyo, eisa 
o sanshin. Yo elegi eisa y aunque ya lo habia bailado 
antes en Peru, bailarlo en Okinawa fue distinto, fue 
mucho mejor. Tambien realizamos artesanias, yo 
realice un plato con la 函nica del laqueado. Para mi 
fue una experiencia nueva, y a mis padres les 
encant6 cuando se los regale al llegar a Peru. Me 
hubiera gustado que el programa central hubiera 
durado un poco mas ya que justo cuando nos 
es低bamos haciendo muy buenos amigos con los 
demas participantes tuvimos que despedirnos 
porque cada uno debia regresar a su pais. Sin 
embargo creo que tuvimos un programa completo 
que nos permiti6 relacionamos con descendientes 
okinawenses de otros paises y a la vez conocer y 
aprender diferentes aspectos de la cultura 
okinawense. 

El ultimo dia fue la fiesta de despedida, donde 
presentamos todo lo aprendido a nuestros 
fam出ares quienes quedaron sorprendidos y muy 
emocionados. La pase muy bien, pero no puedo 
negar que me entristeci6 tener que despedirnos y 
separarnos al final del evento. Nadie queria dejar el 
local, todos queriamos quedarnos juntos. Al dia 
siguiente me emocione al ver que algunos de los 
chicos de Okinawa fueron a darnos la despedida al 
aeropuerto. Yo no queria subir al avi6n, no queria 
dejar a mis nuevos amigos ni a mis familiares con 
los que me habia encarifiado tanto en tan poco 
tiempo, son y seguir紐 siendo parte de mi vida. Al 
irme me senti muy_ triste, pero a la vez muy 
optimista de que en un futuro no muy lejano 

regresare a Okinawa y me reencontrare con mis 
fa呻ares y amigos; eso me reconfort6 un poco. 

Si bien uno se divierte mucho en este viaje, creo 
que uno de los objetivos principales de este 
program.a es aprender sobre la cultura okinawense: 
la forma de vida que se lleva aq直， la historia, los 
bailes, las artesanias, incluso sobre la naturaleza de 
alla de Okinawa. Y me he dado cuenta que ahora 
conozco un poco mas sobre la tierra de mis ancestros. 
Se que aun hay mucho mas por conocer, pero siento 
que este viaje me ha ayudado mucho tanto en mi 
desarrollo personal como el profesional, y es que lo 
que uno logra aprender en este viaje es realmente 
valioso. 

Por otro lado otro de los objetivos es que la red 
Uchinanchu crezca, y creo que eso tambien se logr6, 
ya que durante el viaje todos los participantes nos 
hicimos muy amigos y aunque somos de diferentes 
paises, todos compartimos algo en com血 y es que 
somos descendientes okinawenses. Por eso estoy 
segura de que nos mantendremos en contacto y de 
que la amistad que hemos formado perdurara. 

Este viaje ha sido una experiencia inolvidable 
para mi, queria agradecer a mis familiares por 
recibirme y asegurarse de que tuviera una estadia 
excepcional; a los organizadores del Junior Study 
Tour y a todos los que colaboraron, por el excelente 
programa que prepararon para nosotros (siempre 
cuidandonos y asegurandose de que no nos faltara 
nada); al AOP (asociaci6n okinawense del Pe団） y 
sobre todo a la prefectura de Okinawa por la 
oportunidad que me ofrecieron, les estoy muy 
agradecida. Ahora solo me queda aprovechar y 
poner en practica todo lo aprendido, e incentivar a 
otros j6venes para que participen de esta beca que 
realmente es una experiencia unica. 
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亀 甲 亀 甲 た か し ア レハ ン ド ロ
------------------------
TAK.ASH! ALEJANDRO 
KAMEGO KAMEKO --- - - - - - -- - -- --
18歳 3 世- - - - --- -

ペルー Peru 
---- - - - --- - -- -

ペルー沖縄県人会

「ジュニアス タ ディ ーツアー2005 ： 夢で見た旅」

まず、 このジュニアス タ ディーツアー2005 に参加さ
せて頂いた皆様への感謝を申 し上げたいと思います。
沖縄、 先祖の故郷に行く のは、 いつもあこがれていた
夢であって、 やっと叶えることができたと思っていま
す。 僕にとって忘れられない経験になりま した。

沖縄に行く 前に家族から沖縄の美 しさについて少 し
聞いていま した。 でも、 この目で見て、 想像 した以上
に感銘を受けて、 本当に参加 して良かったと思ってい
ます。

沖縄に行ってから一番感銘を受 けたのは、 沖縄の
人々 の優 しさです。 いつも他人を手伝おうとしていま
す。 これに気付いたのは、 初日 から親戚が温か く 迎え
てく れたからです。

最初は、 言葉の壁や内気さで他の参加者とコ ミ ュ ニ
ケーシ ョ ンが取りづらかったけれども、 他の国の青年
と交流が出来て良かったと思います。 僕は世界を見る
目が変わってきました。 一人一人は違う文化や違う考
え方を持っていましたが、 ウチナーンチュの特異な性
格である交流 したい気持ちや「青熱そして、 用意 したイ
ベントのお陰でみんなが友だちになることができたと
思います。

ツアーで腿味深い所をたく さん見学 しま した。 最初
は、 自然に関係のある所で比地の大滝まで遠足 しま し
た。 とても疲れま したが、 美 しい風景や植物がたく さ
ん見られて、 良かったと思っています。 そ して、 美ら
海水族館も見学 しま した。 あのように近 く で色々 な魚
を見るのは初めてで、 とても感動 しま した。 そこで沖
縄の豊かな海の動物等について学習できま した。 もう
一つの所は、 北谷町の海水淡水化プラントで海水から
飲料水までのプロセスが見学できま した。 それから文
化や歴史について学習しま した。 恩納村で三線や琉球
舞踊やエイサーのような伝統芸能が学習できま した。
僕は三線を体験 し、 とても良かったと思います。 最後
の 日 に各グループが学習した伝統芸能を披露 して、 成
果が得られたと思います。

沖縄歴史の学習としては、 J I C Aの国際センタ ー

で沖縄移民について意見交換会がありま した。 とても

典味深く て、 各自の意見を言って、 自分たち自身につ
いてももっと理解出来たと思います。 首里城を見学し
て、 沖縄の古代建築技術をこの 目 で見、 城の歴史を聞
いて、 沖縄を代表する場所であると分かりました。 沖
縄文化の学習と しては、 伝統工芸である紅型、 琉球漆
器、 織物の｛諄突を しました。 今回は琉球漆器を選びま
した。 努力 しま したが、 思ったより自作があまり良 く
なかったが、 作ってみて面 白 かったと思います。

社会学習として、 国際通りの見学を しました。 こ こ
で沖縄の普段の生活が見られま した。

最後の見学場所である平和祈念公園が僕にとても衝
撃を与えま した。 そこで第二次世界大戦の生存者の体
験話を聞いて、 戦争の悲惨な事実で心を揺さぶられま
した。 悲痛な写真も見ま した。 とても悲 しかったが、
戦争の恐ろ しさについて反省する機会を与えてく れて、
絶対戦争は していけないと思いました。 そ して、 沖縄
の人々 の生き る力をもっと尊重 して、 戦争で全部を
失ってから今の発展を築いた力は素晴 しいものだと思
います。

そ して “さよならパーティー” の日 がやってきま し
た。 そこで海外から来た参加者は自国の伝統踊りを見
せま した。 各参加者もジュ ニアス タ ディーツアーで学
習した事や感 じた事を語りま した。 感動で面 白 いパー

ティーで したが、 これが別れる前の最後の時間となり
ま した。

最後になりますが、 再度、 沖縄県並びにぺ］に—沖縄
県人会、 そ してこの素晴 しいツアーを企画 した皆さん
ヘ厚 く お礼 申 し上げたいと思っています。 そ して、 友
情を与えてく れた参加者の皆さん、 親切に出迎えてく
れた親戚の皆さんへ感謝 し、 これからは連絡 していき
たいと思っています。

このジュ ニアス タ ディーツアーはとても素睛 し く て、
一生に忘れられない体験になりま した。 これからも僕
のようにたく さんの青年たちがこのツアーに参加出来
る事を希望致 します。
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JST 2005: Un viaje softado 

Antes que nada quiero agradecer a cada una de 
las personas que hicieron posible y que participaron 
de este Junior Study Tour 2005. La verdad que ir a 
Okinawa y poder conocer de cerca la tierra de mis 
ancestros ha sido un suefio hecho realidad y 
defuritivamente es una experiencia que nunca voy a 
olvidar. 

Antes de llegar a Okinawa ya tenia cierta idea de 
lo que me esperaba porque mis familiares me 
habian hablado mucho de lo hello que era, pero al 
verlo con mis propios ojos quede impresionado, este 
viaje fue todo y mucho mas de lo que imaginaba. 

Una de las cosas que mas me impresionaron fue 
la amabilidadr de la gente. Todos siempre estan 
dispuestos a ayudar a los demas. De esto pude 
darme cuenta desde el primer dia, cuando llegue a 
casa de mis tios, ellos siempre me trataron de la 
mejor manera a pesar de que recien nos conociamos. 

Aunque al comienzo fue un poco dificil 
comunicarse por la timidez y el idioma, fue increible 
poder conocer a chicos de otros paises, cada uno con 
曲erentes culturas y pensamientos, lo que me ha 
ayudado a tener una vision mas amplia del mundo. 
Y pese a estas 雌erencias pude sentir en todos los 
participantes las ganas de interrelacionarse con los 
demas, tipico rasgo okinawense, y al final gracias a 
las din徊cas que nos prepararon y al entusiasmo 
de todos, pudimos hacernos buenos amigos. 

Durante el tour pudimos conocer muchos lugares 
muy interesantes. Comenzamos con todo lo 
relacionado a la naturaleza. Primero fue la 
caminata Hijiootaki, que fue muy agotadora, pero 
vali6 la pena el esfuer'ZJJ, la vegetaci6n y sobretodo 
los paisajes son increibles. Tambien visitamos el 
acuario Chura Umi, para mi una de las cosas mas 
impresionantes que vi, nunca habia estado rodeado 
de tantos peces. A出 pudimos apreciar la abundante 
fauna marina de Okinawa. Otro lugar visitado fue 
la planta de desalinizaci6n de Chatanchou, en 
donde pudimos ver el proceso para hacer potable el 
agua de mar. 

Luego vino todo lo relacionado con la cultura y la 
historia. Pudimos practicar algunas artes 
tradicionales como sanshin, buyo y eisa en el Taller 
Onnason. Yo elegi sanshin y me pareci6 muy 
interesante. El dia de la despedida cada grupo 
present6 lo que habia aprendido de estas 
expresiones y sinceramente no estuvo nada mal. 

Como parte del estudio de la hisroria tuvimos un 
taller de reflexion sobre la emigraci6n okinawense 
en las instalaciones del Centro Internacional de 
JICA Fue muy productivo, porque cada uno expuso 
sus opiniones y asi pudimos conocer mas sobre 
nosotros mismos. 

Tambien fuimos al Castillo Syuri, en donde 
pudimos ver de cerca la arquitectura antigua de 
Okinawa, aparte de conocer sobre su hisroria y rodo 
lo que representa. 

Como parte del aprendizaje de la cultura nos 
llevaron a practicar bingata, laqueado y textileria, 
formas de artesania muy tradicionales. Esta vez 
elegi el laqueado. Aunque me esforce creo que lo que 
hice no sali6 muy boniro, pero de rodos modos me 
pareci6 muy interesante. 

Tambien como parte del estudio de la cultura nos 
llevaron a conocer Kokusai Douri, en donde vimos 
como es la vida cotidiana en Okinawa. 

La ultima visita, una de las que mas me impacro, 
fue al Museo Corunemorativo de la Paz. Alli 
escuchamos el corunovedor testimonio de un 
sobreviviente de la Segunda Guerra Mundial, que 
contaba rodo · el sufrimienro por el que pas6. 
Despues vimos foros desgarradoras de esa epoca. 
Esta fue una experiencia fuerte, pero me ayud6 
mucho para reflexionar sobre los horrores de la 
guerra y darme cuenta que debemos mantener 
siempre la paz. Ademas me sirvi6 para apreciar 
叫s el espiritu de lucha del pueblo okinawense para 
salir adelante despues de haber quedado en la 
miseria. 

Finalmente lleg6 el dia de la clausura, en donde 
los extranjeros presentamos bailes tipicos de 
nuestros paises. Tambien cada participante conro lo 
aprendido y vivido durante el Junior Study Tour. 
Fue una ceremonia muy alegre y emotiva pero era 
hora de despedirse. 

Para terminar quiero reiterar mi agradecimienro 
a la Prefectura de Okinawa, a la Asociaci6n 
0血awense del Peru y a rodos los organizadores de 
este rour tan maravilloso. Tambien quiero darle las 
gracias a rodos los participantes por haberme 
brindado su amistad y a mi £am.ilia por haberme 
acogido tan gentilmente y espero mantenerme 
siempre en contacto. 

El Junior Study Tour ha sido una experiencia 
increible de la que nunca me voy a olvidar y ojala. 
que muchos j6venes mas puedan ser parte de este 
program.a. 
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親川 千草 カ サ ン ド ラ
----------------------------------------
CHIGUSA CASANDRA OYAKAWA -- - --- ----- -- --- - -- -

14 歳 3 世-------------------------

ボ リ ビ ア Bolivia - - - ------- -- ------ ----

ボ リ ビア 沖縄県人会

「ジュニアス タディ ーツアー2005」

ジュ ニアス タ ディーツアーの第一日 目 は、 沖縄県庁
にて全員揃って、 挨拶と自己紹介がおこなわれました。
その後、 レインボーホテルヘ移動して、 各国紹介が行
われました。 ボリビアを代表して参加した私たちは、
旅行前の調整ができていなかったため、 発表がうま く
い きませんでした。

しかし、 後で準備されていた歓迎パーティーでは、
ボランティアのみなさんが楽しい雰囲気を作ってく だ
さり、 落ち込んだ気持ちも一気に晴れました。 気まず
い思いも忘れ、 いっぱい笑い、 みなさんのあたたかい
友情に包まれて、 ほとんどみんなと友達になりました。

二日 目 は、 山登りがありました。 急な階段をい く つ
も上ったり、 下りたりで、 とても疲れましたが、 私に
とってはとても良い体験になりました。 山を登ること
は、 今まで考えたこともありませんが、 一度やってみ
ると快適なもので、 すばらしい体験でありました。 後
悔しておりません。

その日 はペンシ ョ ンで宿泊しました。 キ ャ ンプファ
イヤーを囲んで楽しいゲームが準備されており、 私は
ジュ ース早飲み競争に参加しました。 三番になりまし
た。

その後、 キ ャ ンプファ イヤーの周りでダンスをしま
した。 ボランティアのみなさんのおかげで全員楽しい
気持ちになり、 にぎやかな活気あふれるパーティーと
なりました。

いろいろな場所を見学し、 学習しましたが、 わたし
の印象にもっとも深く 残ったのは、 水族館でした。 い
ろいろな種類、 形や色、 数多 く の魚が、 大きな水槽で
泳いでいました。 いろいろな海の生き物の 中でも、 く
らげが私の注意を引 きました。 く らげは、 アニメの 「ス
ポンジ ・ ボブ」 の中でしか知りませんでした。 こんな
にもろそうでやわらか く 、 かわいらしい生き物だとは
思いませんでした。 ひとつ持つ で帰りたいと思ったほ
どでした。

水族館での楽しい時間はあっという間に過ぎてしま
いました。 またいつか戻れることを願っております。

研修の仲間とは、 たった一週間しか一緒に過 ごしま
せんでしたが、 お互いに理解と協調と、 喜びに満ちた

雰囲気の 中で、 楽しい時間と思い出を共有することが
できました。 お互いに違う言語を話す仲でしたが、 気
持ちは充分通 じ合っておりました。 私たちはスペイン
語を皆さんに教え、 みなさんは私たちにそれぞれの国
の言葉を教えてく れました。 知らない言語で話すと、
発音がおかしかったり、 間違っておぼえたりして、 お
互いに大笑いしましたが、 それがかえってお互いをよ
く 知るための手段となり、 仲間の絆を深めることとな
りました。

自由 時間にもほぼ全員いっしょ に行動し、 国際通り
を散歩しました。 ボランティアのみなさんが同伴して
く ださり、 案内もしてく れました。

最後のさよならパーティーは、 ジュニアス タ ディー

ツアーのもっともさびしいイベントでした。
この ツアーに参加する機会を与えてく ださった皆様

に心から感謝を申 し上げたいと思います。 沖縄県庁の
皆様、 推薦してく ださった日 ボ協会、 ボリビア沖縄県
人会へ感謝申 し上げます。 ツアー期間中、 説明、 案内
など、 親切にしてく ださった沖縄県ボランティアの皆
様、 ありがとう ご ざいました。

このツアーに参加してたく さんのことを実感するこ
とができ ました。 その中のひとつは、 私は沖縄県系人
であることに誇りを持っていることです。 ボリビアで
は、 「あなたはどこの国の人ですか」 と、 よく 尋ねられ
ます。 私は、 「祖父母は、 日 本人です」 と、 答えます。

私たちは、 ボリビア人にとって日 本人であり、 日 本
ではボリビア人といわれます。 小さいとき、 私はたび
たび 「外国人」 と言われ、 不愉快なあだ名をつけられ
たこともありました。 ですから、 ボリビア人と違う自
分自身がいやになることもしばしばありました。 しか
し、 成長するにつれ、 日 本を理解してい く うちに私の
気持ちも変わってきました。

今、 さらに沖縄県を体験する機会に恵まれた私は、
ウチナー ンチュであることを心から感謝し、 また誇り
に思います。

それから、 私が育ったコ ロ ニア ・ オキナワも、 日 本
の沖縄県と似たところがいっぱいあることを実感しま
した。 時間を得ても、 私たちの祖父母や両親は、 沖縄
県の文化、 習慣、 そして方言をよく 子供や孫に伝授し
てく ださったと、 感謝しております。
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このレポートを終わる前に、 沖縄県庁の皆様にこの
ス タ ディーツアーが大成功に終わったことに対し、 お
祝いの言葉を申 し上げたいと思います。 この事業はい
つまでも継続してほしいと思います。 ジュ ニアス タ
ディーツアーは、 わたしたちが祖先の地を知るための
機会をあたえてく れま した。 そして、 私の視野を広 く
してく れま した。 ですから、 今後も多 く の若い人たち
が このような機会に恵まれ、 私たちと同 じような経験
ができる ことを願っております。 そうすれば、 沖縄県
とボリビアを結ぶ人材がたく さん育つと思います。

Junior Study Tour 2005 

El primer dia rodos nos encontramos en el 
Kencho, alli hicimos el saludo y las presentaciones; 
luego nos pasamos al Hotel Rainbow y alli tuvimos 
las presentaciones de paises, a nosotras no nos fue 
muy bien ya que antes del viaje no pudimos 
coordinar bien. 

Pero despues con la bienvenida que tuvimos de 
los voluntarios que fue muy agradable, se nos olvid6 
todo lo triste que teniamos, nos hicieron reir h血，
lo que mas me gusto de ese dia es que fueron muy 
amables y acogedores que me hice amiga de casi 
todos. 

Al segundo dia tu畑os un paseo a las montaiias, 
fue muy cansador porque teniamos que subir y 
bajar gradas pero fue una linda experiencia, nunca 
se me pas6 por la cabeza subir una montafia y 
ahora que lo hice no me arrepienro, me gusto 
mucho. 

Ese 出a fuimos a hospedarnos en la pension, por 
la noche hicimos una fogata y hubo 曲erentes
d:in五cas, yo participe en la de romar soda mas 

函pido y sali tercera. 
Al final todos ,hailamos alrededor de la fogata, y 

estuvo muy animada, los voluntarios ponian todo de 
su parte para hacernos pasar bien. 

De todos los paseos que tuvimos el que mas me 
gusto y quede impresionada fue la visita al acuario, 
habia mucha variedad y cantidad de peces, desde 
los mas cbicos hasta los mas grandes y de 幽rentes
colores y formas. 

De todos lo que mas me gusto fueron las medusas, 
hasta ahora solo las habia vista en mi dibujo 
animado ( Bob esponja ) por television, se veian tan 
tiernas y fragiles, me queria traer una. El tiempo 
血 pas6 volando, ojala algun dia pueda volver. 

Con los compafieros del Kenshu solo estuvimos 
una semana, pero compartimos momentos y 
experiencias inolvidables en un ambiente de mucha 
alegria y comprensi6n, y a pesar de que hablabamos 
血erentes idiomas nos entendiamos muy bien, 
ense函bamos nuestro idioma y aprendiamos de los 
otros, nos reiamos mucho de eso porque 
pronunciabamos mal o nos equivocabamos; por 
suerte esa 証erencia no fue una barrera para poder 
conocernos meJor. 

El dia que tuvimos libre nos juntamos casi todos y 
nos fuimos a pasear por kokusaidori, los voluntarios 
nos acompanaron y nos 即1aron.

Por la noche tuvimos la fiesta de despedida que 
fue lo mas triste del Junior Study 'lbur. 

知adezco de todo cor函n a las personas que 
bicieron posible este viaje. A la prefectura de 
Okinawa, a la ふociaci6n Boliviano Japonesa 
(NICHIBO Kyokai), a Bolivia Kenjinkai y a los 
voluntarios de Okinawa que nos recibieron y nos 
atendieron tan bien y a los guias que nos ayudaron 
y estuvieron siempre atentos para brindarnos 
ayuda. Muchas gracias. 

De este viaje aprendi muchas cosas. Algunas de 
ellas es que me siento mas orgullosa de ser 
okinawense. Aqui muchas veces me preguntan de 
d6nde soy y les digo que mis abuelos son japoneses. 

Para los bolivianos nosotros somos japoneses 
aunque en Jap6n nos dicen bolivianos. A veces aqui 
nos molestan o nos ponen sobrenombres por ser 
extranjeros y por eso cuando era mas cbica me 
molestaba ser 血erente de los dem邸； pero a medida 
que iba conociendo y entendiendo c6mo es Jap6n eso 
iba cambiando. Y ahora que conozco lo hello que es 
Okinawa me siento mas orgullosa y afortunada de 
ser una Uchinanchu. 
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Tambien ahora se que la Colonia Okinawa donde 
yo vivo tiene muchas cosas en com血 con la isla de 
Jap6n y que a pesar del tiempo han sabido 
transmitirnos la cultura, las costumbres y sobre 
todo el idioma. 

Antes de terminar quisiera felicitar al personal de 
la Prefectura de Okinawa, que este tour fue un exito. 
Quisiera que continuen con esta gran obra porque 

ayuda a nosotros los adolescentes a conocer la tierra 
de nuestros ancestros. El Junior Study 'lbur me 
ayud6 a ampliar mis horizontes, entonces quisiera 
que mas j6venes puedan tener las mismas 
experiencias que nosotras tuvimos. Pienso que as{i 
ayudaria a formar y capacitar personal que sirva 
como nexo de union entre Okinawa y Bolivia. 
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ジ ャ ンニ ブ ラ ジル
-------------------------------

JANNY BRASIL TAMASHIRO ----------------------------------

1 7 歳 3世---------------

ボ リ ビ ア Bolivia ----------------------------------
ボ リ ビア 沖縄県人会

「ジュニアス タ ディ ーツ アー2005」

まず始めに沖縄県へ旅行を実現してく ださった皆様
に感謝申 し上げます。

そして、 このツアーを企画、 実施したス タ ッフの皆
様、 ありがとう ご ざいましt=.a 皆様のおかげで、 貴重
な体験をする機会を得ました。 私た ちー人一人が、 沖
疇の文化、 習慣を知験して、 沖縄県の人々 のあたた
かさに触れることができました。

また、 このツアーを通して沖縄県在住の親戚と親睦
の絆を深めることができま した。 伯父、 伯母、 従姉妹
たちと短い期間ではありましたが、 たのしい時間をす
ごすことができました。

沖縄県到着 当 初 に荷物が届 い て い ない と い う
ち ょ っとしたトラブルがありましたが、 そのおかげで
必要な物をシ ョ ッピングしたり、 “そは�, を食べたり、
ビーチに行ったりすることができました。 私にとって、
こ んなことはボリビアでは普通でき ることではありま
せん。

ホームス テイ期間中には、 沖縄県の家族がガラス ・

ボートを紹介してく れました。 ガラスのボートに乗っ
て海の中の様子を見ることができました。 ガラスを通
して近 く からボートの下に広がる海の植物や、 いろい
ろな種類、 色と形をした魚が見えました。 初めてで、
楽しい体験でした。

ツ アー期間中はい ろ い ろな場所を見学しましたが、
特に申 し上げたいことは、 「チュ ラウミ 」 水族館に行っ
たことでした。 海の生物やその生態を 目 の前で見学し
ました。 名も知らない小さな魚から、 巨大な クラゲ、
エイ、 さめなどはボリビアで見ることはできない生き
物です。 なぜならば、 ボリ ビアには海がないからです。

また、 森へのピクニックも楽しかったです。 滝に到
着するまでの道程は長 く 、 疲れましたが、 努力のかい
あって冷たい水で涼むことができました。

ヒ° クニックの夜はス タ ッフの皆様の企画して く だ
さ いましたキャンプファ イヤーが行われました。 みん
なと楽しく ダンス したり、 遊んだり、 特に良かったこ
と は心行 く までいっぱい楽しんだことでした。

サバニの練習に向かう前に、 私た ちはイルカを飼育
している場所を見学する ことができました。 訪問して

いる子供た ち向けにシ ョ ーが行われており、 私は久し
ぶりに見るイルカをさわりたい衝動にかられましたが、
それは実現しませんでした。 サバニの練習が控えてお
り、 そ ちらに向かわないといけないからでした。 サバ
二は初めての体験でした。 サバニをこぐことは大変な
力を要し、 とてもつかれましたが、 楽しく て興味をそ
そる作業でした。

翌日 は “エイサー” の練習でした。 沖縄県の伝統芸
能の一つであることは知っておりましたが、 踊る機会
に恵まれたのは初めてでした。

歴史学習の中で首里城見学がありました。 ス タ イル
といい、 私たちが見慣れている文化と対照的に違うこ
とが印象的でした。 屋根の形、 色の使い方、 床の形状、
当 時の衣装など特に注意をひいた一部でした。

ふっとその時、 なっかしい気持ちになりました。 遠
い昔に見たことがあったようなお城だったからです。
その時、 3~4オの時に両親に連れられて来たことを
思い出しました。

首里城の前で家族と共に写真を取ったことが意識
の底に眠っていて、 その時鮮明に思い出されたような
不思議な気持ちでした。

J I C A 沖縄国際センタ ーでもい ろ い ろな活動が
準備されておりました。 その中の一つとして、 世界の
いろいろ な国の民芸品や、 地域によって変わる性質、
表現などを見分けるグループ活動でしたが、 なかなか
クリエーティブな学習でした。

伝統工芸、 芸能体験もありました。 私ば漆器を学習
しました。 沖縄県の代表的な花の絵柄を漆器の皿に描
いてみる体験学習でした。 自 分で作成した作品を持ち
帰り、 家族にその作品を学習の証拠として見せる こと
ができ 、 よかったです。

平和学習は私にとって心に残った体験の一つです。
沖縄県平和祈念資料館にて、 15 オで戦争を体験した方
の話を聞きました。 また、 戦争中に一般市民が隠れた
場所へも案内されました。 沖縄を囲む美しい海が、 恐
ろしい戦争の証人であり、 集団 自 殺などが実際に行わ
れた ことなどは、 私にとっては信 じがたいけど、 感動
的な学習内容でした。

国際通りへもス タ ッフの方々 に案内されて行きま
した。 那覇市のなかにある大きな通りで、 民芸品から
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食べ物、 衣類などあらゆる種類の品物を売っていると
ころでした。

用意されていた学習場所は以上でしたが、 ツアー実
施期間中、 私たちが宿泊したホテルで毎朝準備してく
ださった朝食もとてもおいしかったし、 食堂で三味線
を弾いて演奏してく ださったおじさんにも感謝申 し上
げたいです。

食事に関しても、 全ての場所でおいしい食べ物をい
ただく とこができ 、 あたたかいもてなしを受けました。

それから、 ルーム メ イトとの交流も楽しかったです。
彼女たちと、 日 本語の練習ができ 言語が違うからお互
いに離れるのではなく 、 逆に姉妹、 兄弟のように人と
人をつな訊 絆が深まることを実感したツ アーでした。

ス タ ッフの若い方々 にも感謝申 し上げたいと思い
ます。 ツアーでつかれているときなど、 彼らの明るさ
が、 疲れを癒すエネルギーとして私たちに元気を与え
て下さいました。

通訳のス タ ッフにも感謝を述べたいです。 彼女、 彼
らの努力のおかげでツアーの内容を把握することがで
きたし、 参加者一人一人に心のこもった態度で接して
く ださり、 いつもユーモアに富んだ楽しい会話で気持
ちを楽にしてく ださいました。

最後にさよならパーティは感動の頂点にいました。
全員が学習した内容を発表する場でしたが、 いろいろ
な楽しい出来事があっと言う間に過ぎてしまい、 これ
が最後だと思うと、 みんなさびしい気持ちでい つ ばい
でした。

参加したみなさん、 たのしい思い出をありがとう ご
ざいました。 また、 いつかどこ かで再会したいです。
そして、 また楽しい体験を共にしたいです。

帰ってきてまだ数日 しか過ぎておりませんが、 わず
か一週間でこ んなにすばらしいことがたく さん経験で
き るとは思いもしませんでした。 そして、 こんなにた
く さんの人々 と心を通わせることができたこともまだ
信 じられません。

私はこのツアーを通じて私たちの先祖と、 かれらの
文化を知ることができました。 また、 お互いの地域に
住んでいる住民もそれぞれ違う生活習慣を有し、 沖縄
県の人々 は人情あっ く 、 シンプルで健康的で、 自然に
近い食習慣の元に生活していることを知りました。

同時に沖縄県に住んでいる親戚と交流し、 貴重な体
験をしました。

最後になりましたが、 この事業を成功させたス タ ッ
フの皆様に再度感謝の気持ちを伝えたいと思います。
ジュ ニアス タ ディーツアーは私にとってたく さんのす
ばらしい｛科倹ずる機会を与えてく ださり、 また、 いろ
いろな国の友達と友情の輪を広げることができた事業
でありました。

ありがとう ご ざいました。
イッペー ニヘー デー ビル

Junior Study Thur 2005 

. Primeramente agradecerles a las personas que 
hicieron posible este viaje y tambien a los 
organizadores de este tour, ya que fue una 
experiencia 血ca, la cual 血o posible que cada uno 
de nosotros tuvieramos la oportunidad de conocer 
Okinawa, su cultura, su forma de vivir y mas que 
todo compartir el carifio con su gente. 
Tambien la oportunidad de compartir con mis 

familiares como mis tios, tias, primas y gracias a 
esto pude verlos, conocerlos y estar junta con ellos 
un tiempo. 
Aunque tuvimos un problemita con la llegada de 

las maletas, me encanto ir a hacer shopping, comer 
"soba'', ir a la playa, ya que esas cosas no las hago 
muy seguido en mi pais. 
Tove la oportunidad de ir con uno de mis 

familiares tambien al "garasu booto" y ver el fondo 
del mar, las plantas acuaticas y muchos peces de 
colores, algo que nunca habia tenido la oportunidad 
de verlo de tan cerca, fue muy agradable. 
Luego con los del tour tuve la oportunidad de 

conocer lugares los cuales nunca me imagine que 
面a como el acuario de Churaumi, donde pude ver 

. como viven los seres acuaticos no solo pequefios, 
sino tambien los gigantes, como medusas, rayas, 
tiburones y muchos mas, ya que en Bolivia no 
tenemos esa oportunidad por falta del mar. 
La ida al bosque tambien me gusto, me canse 

mucho pero al final de todo pudimos ver una 
catarata muy bonita y pudimos refrescarnos en el 
agua. 
Esa noche tuvimos una gran fogata a cargo de los 

chicos del staff y fue muy divertido porque bailamos, 
jugamos y lo mejor fue que nos divertimos un 
mont6n. 
Antes de ir a los botes para practicar el sabani, 

vi un lugar donde criaban de]fines y hacian 
demostraciones para niiios y al ver delfines despues 
de tanto tiempo me dieron ganas de tocarlos pero no 
pudimos ya que ibamos a practicar el sabani algo 
que nunca habia hecho y tuve la oportunidad de 
hacerlo y me pareci6 algo cansador porque hay que 
hacer mucho esfuerw, pero muy divertido e 
interesante. 
Al dia siguiente tuve tambien la oportunidad de 

aprender a bailar el "eisa" un baile muy tipico de 
alla que siempre quise hacerlo. 
Nos llevaron tambien al castillo Shiuri donde pude 
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ver un estilo y cultura muy diferente a lo nuestro. 
Por las formas de los techos, los colores, el piso, la 
ropa que usaban en esa epoca, etc. 
Cuando llegamos a este lugar, me 坤,;o acordar que 

cuando tenia 3 o 4 afios ya habia ido alli a tomarnos 
unas fotos con mis padres. 
Fue un presentimiento raro porque yo senti como 

que ya una vez estuve en ese lugar pero no me 
acordaba muy claramente. 
F血os tambien al centro Internac. de JICA en 

Okinawa donde hicimos varias actividades como 
diferenciar objetos tipicos y caracteristicos de cada 
pais, trabajos grupales, que creo que fue muy 
creativo. 
Tambien tuve la oportunidad de hacer una 

artesania tipica de alla, unos platos con flores de 
Okinawa, eso tambien me gusto porque yo misma 
los hice y tambien porque pude traerlo a mi casa y 
mostr紅selo a todos. 
Lo que mas me gusto fue el Museo de La paz, ya 

que pude escuchar una historia muy triste de una 
persona que estuvo en la guerra a sus quince afios, 
c6mo fue que lo vivi6, e ir a ver el lugar donde las 
personas se escondian, ver un mar hermoso, el cual 
en esa epoca era el mar de la muerte ya que era 
donde muchas personas se quitaban la vida, para 
mi fue algo muy emocionante por estar en el lugar, 
ya que pude ver y tocar muchas cosas. 
Tambien fuimos al mercado ''kokusai douri" donde 

las chicas del staff nos llevaron a conocer y ver como 
era el lugar .Era una calle en Naha bien grande 
donde venden regalos, recuerdos, comidas, ropas y 
de todo un poco. 
Otra cosa tambien fue que recibimos mucha 

atenci6n de parte de las personas del hotel por el 
rico desayuno que nos daban todos los dias y de la 
pension que tambien contrato a un sefior que nos 
toc6 unas canciones con el s皿函n .Fue muy 

agradable escucharlo. 
Todos los lugares que fuimos a comer, la 

comida eran muy rica y siempre fuimos bien 
atendidos. 
Otra de las cosas que me gusto fue que pude 

compartir con mis comp面eras de cuarto y asi yo 
tambien practique mi japones con todas ellas. 
Este tour tambien me 血:o ver que por mas que 

hubo diferencias de lengua todos nos pudi.mos llegar 
a unirnos y querernos 叫os como hermanos. 
Tambien me gusto las actividades de los j6venes 

del staff los cuales nos trasmitieron alegria y 

fuerzas los dias que estabamos cansados. 
· Agradecer tambien a los traductores, ya que ellos 
tambien se esforzaron por hacernos entender todo y 
por habernos tratado excelente a cada uno, ya que 
ellos tambien tenian gran sentido del humor y 
siempre estaban pendiente de nosotros. 
La fiesta de despedida fue muy emocionante, todos 

tuvimos la oportunidad de hacer demostraciones de 
lo que hab祖mos aprendido. 
Pero luego al saber que todo habia terminado, todos 
nos pusimos tristes porque la verdad todo pas6 
muy rapido. 
Agradecerles a todos los chicos por todo el cari:fio, 

por ser como fueron, espero verlos de nuevo y 
compartir nu函amente juntas. 
Hasta ahora no puedo creer que en una semana 

nos pudimos encari:fiar tan rapidamente con todos 
porque la verdad los extrafio a todos. 
Yo creo que este tour nos permite conocer la 

cultura y de donde provienen nuestros ancestros, 
nos hace ver tambien que la gente es cliferente, 
tiene otro modo de vida, es mas amable, sencilla, la 
comida es mas sana y rica. 
Tambien me dio la oportunidad de estar con mis 

familiares que hacia mucho tiempo que no los vefa, 
que no conocia y tuve la gran oportunidad de 
compartir y estar junta a ellos . 
Nuevamente agradecer a las personas encargadas 

de este viaje ya que para mi fue una gran 
experiencia que me sirvi6 en muchos sentidos, 
como aprender una nueva cultura y tambien a tener 
una cadena de amistades en cliferentes paises. 
Muchisimas gracias. 
Rippee nijee deebiru 
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ヤマ シ ロ ミ ッ シ ェ ル
• - - - ----- - - ． 

MICHELLE ALEXANDRA YAMASHIRO --- - ----- - --- - - -- - -- - -

15 歳 4 世- - ---- ------- -- - -- - -

ア メ リ カ U S A - ---- ----- - -- --- --------- - ．  
北米沖縄県人会

「ち ゅ ら し ま」

私が幼少の頃、 誰も私の人種を言い当てるこはでき
ませんでした。 人はいつも私に多分南米の人ですかと
尋ね、 私はそうだと答えたものです。 また時にはアジ
ア人ですかとも聞かれましが、 その時もイエ スと答え
ました。 また両方の質問にイエ スと答えるものですか
らどうしてアジア人でもあり、 また南米人でもあるの
か、 それは可能なのか等と聞かれると、 私にも分から
ないと答えたものです。 私も自 分がどの人種に属して
いるのか分からずにいました。

私の両親はペルーで生まれ育ちましたが、 二人とも
純粋な沖縄人です。 私は最近になって琉球舞踊を習い
だしその文化を習うまでは、 自分が沖縄人であること
を知りませんでした。 私は両親に、 おじいさんやおば
あさんが沖縄のどこから来たのか、 なぜペル一に来た
のか、 沖縄についての事など色々 尋ねました。 両親は
私の質問にすべて答えてく れました。 それ以来、 沖縄
の白い砂浜に触れてみたい、 エメラル ドの海を見たい、
沖縄料理を食べてみたい、 沖縄の人と接したいと、 沖
椰こ憧れを持つようになりました。 そんな思いが日 増
しにつのり、 沖縄に行き たいと強 く 願うようになりま
した。 そしてなによりも、 自 分のアイデンティティを
確かめたかったのです。

初めて沖縄の地に足を踏み入れたとたん “蒸し暑い”

と体全体で感 じました。 でも気候を気にしないことに
しましt4 それは重要なことでないからです。 私の叔
父にあたる人が迎えに来てく れました。 一週間 目 は叔
父さんの家にホーム ス テイすることになっていました。
国際通りの賑やかさや美しい自 然、 特に大きな木々 や
緑豊かな草木そして色彩豊かな海や白い砂浜を今でも
よく 覚えています。 特に夕方那覇に着いた時の、 未だ
かつて見たことの無いような透明で美しい空と月に感
動しました。 そしてもっと早 く 自 分のルーツを知るべ
きだったと少し反省の念にかられました。 ホーム ス テ
イの第一週 目 は親戚に会いに行ったりあ ちこちを見学
に行ったりしました。 とても楽しかったです。 皆が暖
か く 迎えてく れました。 残りの一週間はホーム ス テイ
のプログラムをこなすことになっていました。 とうと
う最後の一週間 目 に入りました。 私はとても興奮して

いました。 友達に会うのが待ち き れない思いでした。
もっと友達ができ ると思うと嬉しく てたまりませんで
した。

第 一日 目 は通常の手続 き のようなもので、 ス ケ
ジュ ールどおりに過 ごしました。 一番良かったのは最
後に友達を作っておしゃべりをしたときでした。 私は
英語、 スペイ囀吾、 ポルトガル語でのコ ミ ュ ニケーシ ョ
ンで問題は感 じませんでしたが、日 本語は大変でしたっ
しかし、 その障害も解決する事が出来ました。 夜にな
ると沖縄の女の子たちが私の部屋にやって来て英語で
話しかけました。 私は日 本語で答えようと努力しまし
た。 お互いに通 じないところは辞書を引 きながら会話
をしました。 私は皆がこんなにも一生懸命に言葉の壁
を越えようとして会話をする態度を本当に好きになり
ました。 私にとってコ ミ ュ ニケーシ ョ どはそれほど大
きな問題にはならないからです。 なぜなら、 英語 ・ ス

ペイン語 ・ ポルトガル語は話せるので、 日 本語だって
誰かの助 けがあればすぐ話せると思ったからです。
ゲームをしながらも、 いろいろ学びました。 たとえば
共に手を合わせばチームワ ー クで何でもでき るという
こと。 たとえそれがサバニ漕ぎであ ろうが会話であ ろ
うが演劇であ ろうがチームワ ー クがしつ かりしていれ
ば何でもでき るということを学びました。

第二日 目 、 私たちは沖縄の北部へ向かいました。 山
原の比地大滝ヘハイキングに行き 、 自然から多 く の事
を学びました。 2時間も太陽の下でハイキングをする
ことが楽しいとは思えず、 初めはあまり乗り気ではな
かったのですが、 最後の方になると自 然に夢中になっ
ていました。 自 然の中で綺麗な空気を吸い、 水の冷た
さを感 じて、 多 く の生物や植物を見る事が出来ました3

私たちのグjにープは幸運にも、 沖縄にしか生息しない
という、 あるとんぼを見る事が出来ました。 このとん
ぼは鮮やかなブル一の羽を持った、 美しいものでした）

ペンシ ョ ンキ ャ ロ ライナに戻ったらボランティアの高
校生達とゲームや焚き火をしました。 とても楽しく 交
流しお互いをより深く 知る事が出来ました。 とても疲
れる一日 でしたが、 私た ちは会話やお互いの考えや沖
縄の文化に関する意見交換をしたりして、 楽しく 時間
を過 ごしました。 もち ろん私たちは全員一致でこの交
換プログラムは素晴らしいと結論づけました。 とても

＼
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大変な一日 ではありましたが、 私は多 く のことを学び
ま した。

第三日 目 は美ら海水族館へ行きました。 そこには世
界一大きな水槽がありました。 自由見学は良かったけ
どガイ ドが居た方がもっと沖縄の海洋生物のことを学
べたのにと思いました。 いろいろな種類の魚や海藻を
目 の当たりにし、 沖縄には多種多様な生物がいること
に驚きました。 見学後はビーチで昼食を食べました。
その眺めがよかったこと。 午後はサバニ漕ぎをして、
さらに競争までしました。 サバニ漕ぎは結構難しかっ
たけど、 とても楽しかったです。 そして “家’ にたど
り 着き、 ス タ ッフの方々 によって盛り上げられた素晴
らしい夕食を楽しむ事ができました。 最後に彼らは私
たち全員に立ち上がって踊るよう言い、 歌を歌ってい
た人が私と二人の県内参加者に、ス テージに上がって、
他の参加者にどうやってこの踊りを踊るか見せてあげ
て欲しいといいました。 指名されたことにはびっ く り
しましたが、 とても興奮しました。 その夜はとても楽
しい時間を過 ご

‘
し、 幸せな気持ちで眠りにつきました。

第四日 目 は三味線か琉舞かエイサーのうちから一つ
選んで体験をする日 で じた。 私はエイサーを選んで、
数時間ほど、 音楽に合わせたス テップと踊りを習いま
した。 先生が 「今日 覚えた踊りはさよならパーティで
踊る ことになっていて、 そのときは自分達も見に行き
ます。 」 と仰っていました。 皆、 踊る事を本当に楽しん
でいました。 練習で一番楽しかったのは、 どうやって

“アッティ” とか “ ヒ ヤサーサー” と言うかを学んだ
部分でした。 口 笛の吹き 方の練習も楽しかったです。
残念な事に誰も出来なかったので、 先生たちが代わり
にそれをやらなければなりませんでした。 練習の後は
祭りに行きました。 そこでお昼ご飯とかき氷を食べま
しに お祭りを見るのも、 色んな出演者達を見るのも
とても楽しかったです。 午後は北谷の浄水場へ行きま
した。 そこでは長 く 時間が取られていて、 少し疲れま
したが、 沖縄の人々 がどうやって水を確保するかを学
ぶことは非常に興味深いものでした。 その日 の最後は、
JICA 沖縄国際センタ ーヘ行きました。 初めのうちは
少し退屈でしたがゲームなどを通して沖縄の移民たち
がいかにして新しい環境に適応していったかを見る事
が出来ました。 また、 自分達の祖先の話や、 彼らがな
ぜ移民したのかなどを皆と共有しました。 他の参加者
の祖先たちの人生や体験談を聞 く 事は、 とても典味深
い ものでしt;:,, この部分こそがまさに自分自身で混乱
していた事でした。 まだ自分のアイデンティティに関
して確信を持つことが出来ていなかったのです。 です
が、 この時ほどはっきりと自分がアメリカ人であるこ
とを意識したことはありませんでした。 さらに、 南米
の参加者達との繋がりも感 じ、 なによりも、 沖縄の文
化をとても身近に感 じることが出来ました。 私は軽い
喪失感を感 じましたが、 この旅を終える頃には、 沖縄

の文化や自 分のルー ツに関して沢山の事を発見する事
が出来るだろうし、 結局のところ自分は何者であるの
かという答えを得る事ができ るだろうと感 じました。

第五日 目 は首里城に行きました。 首里城は中国文化
を色濃 く うけた建物でしたがそこに沖縄の特色も観る
ことができました。 首里城の歴史に関して簡単な説明
を受けたあと、 私たちは一時間、 自由に場内を見学し
ました。 首里城のためのツアーガイ ドがいれば良かっ
たなあと思いましたが、 歴史の一片を友達と見て回る
のも楽しかったです。 様々 な美しい色、 装飾を見る事
が出来ました。 その次は沖縄で最も偉大な王の一人と
されている人物のお墓を見に行きました。 お墓は大き
く て廃墟のようになっていましたが、 とても美しかっ
たです。 また、 私たちは骨壷の複製を見る事が出来ま
した。 デザインが凝っていれば凝っているほど、 高い
身分の人物の骨壷なのです。 それから博物館と食堂が
一緒になった場所へ行きました。 そこには泡盛のコ レ
クシ ョ ンがありました。 一番おもしろかったのは中世
剛tのトイ レでした。 それは私が今までに見た中で一

番素敵なものでした。 その後、 伝統工芸教室に行きま
した。 私たちは漆器、 首里織り、 紅型のどちらかを選
んで習うことになっていました。 私は漆器クラスを選
びましに 先生は老人で、 どんな風に漆器をカットす
るかを実際に切りながら教えてく れました。 先生の手
は正確にハイビスカスの花を漆器に切り刻んで行きま
した。 私たちもそれに倣いました。 わたしは自分の作
品があまり良い出来ではないと感 じましたが、 先生が
初めてにしては上出来だと褒めてく れました。 そして、
普通はだだカットするだけで 20 年はかかるが私たち
グループはまれに見る上手なグループだと褒めてく れ
ました。 先生にそう言ってもらった後、 自分の作品に
満足することができましに 作品を作り上げた後は時
間が余ったのでそこにあるものを全部見て歩き 回りま
した。

紅型の体験は、 正しい色を選ぶのと正しいデザイン
を選ぶだけでも本当にむずかしいと思いました。 首里
織りはとても素晴らしく 、 どんな風に織っているのか、
またどうやって色をつけるのかに興味が沸いたので、
首里織りをしてみたいと思いました。 私は自分たちの
グループのプロジェ クトでないものも見に行きました。
そこには子供たちが獅子を作るプロジェ クトがあり、
子供たちがこんなにも立派な作品を作ることが出来る
のだと知って驚きました） また職人がガラス吹きをし
ているところも見ました。 それは素晴らしく 、 本当に
不思議なものでした。 そのような作品をつ く るには、
芸術的な才能がなければ出来ないと思いました。 私は
とてもガラス作りの体験をしてみたかったのですが、
私たちの体験プロジェ クトには無かったので、 出来ま
せんでしt� その日 はとても疲れましたがいろいろ学
ぶ事が出来て、 楽しい一日 でした。
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最後の日 は慰霊の塔平和祈念資料館へ行き ま した。
戦争で何が起こったか知りたいと思っていたので、 こ
の日 の行事は私が一番行きたいとこ ろで した。 前に母
が 、 曾祖母はどのように沖縄戦から逃れて安全にペ
ルーに渡ってきたかを話 してく れたことから、 典味を
抱いていたのです。 平和祈念資料館で、 ある男性の戦
争中の体験談を聞いて涙が流れ出 しま した。 戦争とい
うものがいかに残忍に人を傷つけ殺傷するかを知り、
私の心は傷つ き ま しt4 私たち は 腕の中で死んでいっ
た友の話や日 本兵に殺された赤ちゃんの こと、 家族全
員死んだ男の話などを聞 き ま した。 こ のような恐ろ し
い恐怖を味わった沖縄の人々 を見るのは辛いことでし
たのでお話がやっと終った時、 私はほっとしま した。
その後は 自 由時間になったので私は一人になりたく て
平和祈念資料館を見ながら歩 き 回りま した。 そ して
シ ョ ッキングな写真を見てしまいま した。 それは小さ
な子供が汚れた身なりで地べたに座って泣いているも
のや、 女性が泥の中で死んでいる様など、 いろいろな
恐ろ しい光景を写 していま した。 終戦宣言の ビデオも
聞 き ま した。 いろいろな人の証言も読みま した。 証言
の最たるものはある女性の証言で、 一瞬の間に大勢の
人々 が死んで しまった事やある人々 は家族の死に遭遇
し、 怪我を してもなお安全な場所を求めて逃げ回った
ものなどでした。 祈念館の最後の部屋には平和や兄弟
をテーマに した詩がたく さん展示されてありま した。
その最後の部屋を出ると海が見えま した。 その海が、
若き看護婦たちが飛び降りた所でした。 かつてこ の海
は兵士や子供、 愛する人たちの血で染まった海で した。
後で壕も見学しま した。 また遠 く にある神社にもお参
りにも行き 、 手を合わせると、 ガイ ドさんも同 じよう
に手を合わせてお辞儀を していま した。 お辞｛義の後見
上げた時 目 前の老人の 目 から涙が流れていてとても美
しいと思いま しt4 私は死んだ人々 の魂が永遠に、 安
らかに眠れるようにとお祈りま した。 その次は長い距
離を歩いてバスに乗り、 国際通りへ行き ま した。 国際
通りは沖縄の現代の生活を映 し出 していま した。 お土
産屋さんや食べ物屋さんが所狭 しと立ち並んでいま し
た。 サー タ ーアンダギーのおいしかったこと。 最後に
県庁に戻り家に帰りま した。

最後のさよならパーティではそれぞれの外国人参加
者がスピーチを し、 三味線や舞踊やエイサーを披露 し
ま した。 とても楽 しかったですが、 一番よかったのは
最後に皆が集まり、 輪になって歌を唄い、 抱き合って
別れを惜 しむのができたことで した。 こ んなに仲よく
なっておいて別れなければならないのはつらいことで
した。 お互いの住所を交換 して幕を閉 じ ま した。

最後になりま したが、 私は沖縄の文化を学んだだけ
でなく 沖縄に関連 した文化、 更にアメリカの文化をも
学ぶ ことができ ま した。 またチームワ ー クの大切さや
人の話に耳を傾け、 記憶にとどめる事の大切さも学び

ま しt� 何よりも自 分 自 身を発見する ことができ ま し
た。 そ して戦争の苦 しみを知りま した） ． 英語を話 した
りしてアメリカ人のように振る舞っていても、 またス
ペイン語を話 してサルサダンスを踊っていても、 私の
奥底にはいつもゴーヤーチャンプlにーを欲 しがる沖縄
の心があるで し ょ う。

"Chura Shima" 
When I was little, people could never tell what 
ethnicity I was. They always asked if perhaps I was 
Hispanic, and I would answer yes. They'd ask if I 
was Asian,and I would say yes. They asked me how 
I can be both, and I would answer ''I don't know." I 
never knew how to classify myself. My parents were 
born and raised in Peru; however, they are both full 
blooded Okinawans. I didn't even know I was 
Okinawan until recently, when I started taking 
Okinawan dance classes, and started to learn about 
the culture. I asked my parents about Okinawa, 
where our family is from, why we went to Peru, eね
I had my answers, and with these answers, I 
yearned to go to Okinawa. I wanted to feel the sand, 
see the oceans, eat the food, see the people and most 
of all learn what my identity is. 

The first step onto Okinawa land, was hot, but 
the weather was the least of my worries. My uncle 
was taking me to his home, where I would be living 
at during the home stay week. I remember passing 
through Naha and seeing the busy streets of 
Kokusaidori. The thing that caught my attention 
the most was the picturesque view of all the nature. 
I saw big trees, lush grass, beaches, and of course 
the night sky. I don't think I have ever seen such a 
clear and beautiful sky and moon, as the night I 
arrived in Okinawa, I felt as if I had taken a step 
towards knowing about my family roots. I spent my 
home stay week traveling about, and seeing family 
and friends and just being so happy and feeling so 
welcome to Okinawa. Then the week came for the 
actual program. I was so excited, I couldn't wait to 
see my friends, and make so many more. 

The first day was standard procedure. We went 
over the schedule, et:c. The best part was when we 
got time to make friends and talk. I had no trouble 
communicating with the English speakers, as well 
as the Spanish or P011uguese speakers. It was the 
Japanese that was difficult, but we overcame that 
barrier. At night, when we got into our rooms, the 
Okinawan girls and I would try to talk to each other. 
I'd try to say things in Japanese, they'd try in 
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English, and if it failed, we'd go through the 
dictionary trying to communicate. I loved how 
everyone tried so hard to break the language barrier. 
I guess for myself it was easy to communicate. I 
could speak English, Spanish, Portuguese, and with 
help could speak Japanese. From playing games 
where we had to communicate, I learned a lot about 
teamwork. I learned how working together we could 
do anything, whether it is rowing a Sabani boat, 
talking, or performing. 

The Second day we went to the north part of 
Okinawa. We went hiking in Hiji falls, and learned 
a lot about nature. At first I wasn't really looking 
forward to the 皿e, two hours of hiking under the 
hot sun doesn't sound like fun,but in the end I 
became absolutely intoxicated by· nature. I could 
breathe in clean air, feel the cool water, and I could 
see so many plants and animals. Our group was 
lucky enough to see a dragonfly that is only in 
Okinawa. This dragonfly had bright blue wings, 
and was so beautiful. When we returned to Pension 
Carolina, we played games with some of the 
volunteer high school kids, and had a nice bonfire. 
We all had fun and interacted and just spent the 
time becoming more acquainted with each other. 
The day was tiring, but that didn't stop us from 
talking and sharing our ideas, and opinions about 
the Okinawan culture . Of course, all the students 
agreed so far the tour was absolutely wonderful, 
and so much fun. 

The third day we went to the Churaumi 
Aquarium, here we saw the biggest tank in the 
world. It's amazingly huge. I loved the fact that we 
got the freedom to look around, but it would've been 
more interesting if we had a tour guide and got to 
learn even more about all the marine · life in 
Okinawa. I saw so many fish and plants from the 
oceans of Okinawa and I was so amazed at the 
diversity of animals. We then went to a nearby 
beach, we ate lunch here and the view was 
spectacular. We rowed Sabani boats, and even had a 
contest. It was hard, but it was so much fun. We 
arrived at ''home" and had a nice dinner, and we 
were entertained by the staff. They played a few 
traditional Okinawan soings. At the end they asked 
us to stand up and dance. The lead singer asked two 
Okinawan girls, as well as me, to go up and show 
everyone how to dance. I was so shocked and 
excited that they would pick me. We had a great 
血e and went to sleep happy. 

The fourth day we went to go learn either 
Sanshin, Ryu-kyu Buyo, or Eisa. I went to learn 
Eisa, and we spent a few hours dancing and 
learning steps to a song. Our teachers said that we'd 
have to perform this dance at the "Sayonara" party, 
and that they'd come and wat,ch us. Everyone had a 
great time dancing, and the best part was when we 
learned how to say "Ati'' and "Easasa" . I also liked 
it when we tried to whistle, unfortunately none of 
the students could do it, so the teacher had to do it. 
Later, we went to a festival and ate lunch, as well as 
shaved ice. I loved seeing the festival and the 
performers and everything. We went to a water 
company in Chatan, they desalinate water, it was 
kind of long and tiring, but it was interesting to 
learn how Okinawan people get their resources. At 
the end of the day we went to an Immigration 
center, this was also a bit tiring, but the exercises 
showed how Okinawans adapted to their new 
environments. We also got to share stories of our 
ancestors, and how they immigrated to the several 
countries. It was really interesting to learn about 
other people and their life stories. This is the time 
where I felt confused. I still wasn't sure about what 
my identity is. At that point, more than ever I felt so 
American, yet I could relate to the South American 
kids, and on top of that I felt so familiar with the 
Okinawan culture. I felt -a  little lost, but I felt like by 
the end of this trip I would find out so much more 
about my past and Okinawan culture, and 
ultimately discover who I am. 

On the fifth day we went to Shuri-Jo castle. I saw 
a lot of the Chinese influence on this castle; however, 
I could also see Okinawa's distinction. We heard a 
little bit about the castle's past, and then we were 
allowed an hour to look around the castle. I w記h
that we had a tour guide for this castle also, but it 
was fun to look at the pieces of history with friends. 
I saw so many rich colors and beautiful decorations. 
Then we went to a tomb of one of the greatest 
Emperors of Okinawa. It was huge, and although it 
was almost in ruins, it was beautiful. We saw 
replicas of the vases that hold the bones, the more 
intricate· the design the higher the status. These 
vases were huge with gorgeous designs. Then we 
went to a restaurant) museum to eat. We saw 
collectibles that the owner had found throughout 
the years. We also went and saw his awamori 
collection. The most interesting thing we saw was a 
bathtub/toilet used in ancient times in Okinawa. It 
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was the coolest thing I saw there. Then we went to a 
place where we would make traditional Okinawan 
things. You could choose form Shiki Qacquer), 
Shuri·ori (textiles), or Bingata (the dying of 
Kimonos). I went to the shiki class, and I am so glad 
I did. The teacher was an old man, but don't be 
fooled by his looks. He went to show us how to cut 
the lacquer pieces, and his hand was steady and he 
cut perfectly the shape of a Hibiscus flower. We 
went to do the same, I felt as if mine wasn't really 
that good, but the teacher said that he never saw a 
better group of kids, that our work was really good 
for beginners, usually, he said, it takes twenty years 
just to be able to cut good enough. A転r he said that, 
I was really proud and happy with my work. When 
I finished we had a lot of free time, so I went to look 
around at the other projects. Bingata looked really 
hard to get just the right colors, and the right design. 
I really wanted to try Shuri·ori. I thought it was so 
amazing how they made the textiles, and the colors 
were beautiful. I went to go see projects that weren't 
part of our group. I saw children making Shisa, it 
was amazing how these kids could do such nice 
work. I also saw people doing glassblowing. I 
thought it was absolutely amazing. They need skill, 
and art, and grace to able to make such beautiful 
pieces of art. I really wanted to try it, but it wasn't 
part of the program. It was a really tiring day, but I 
learned a lot and enjoyed it too. 

On the last day we went to the memorial peace 
museum. This part of the tour was the part I was 
most looking forward to. I wanted to learn about 
what had happen in the war. My mother told me 
how my great-grandmother had to escape and work 
to be able to arrive safely in Peru. When I heard the 
story of the man that lived through the experience, I 
cried. My heart broke at the terrible things war can 
do. We heard that the old man saw his friend die in 
his arms, saw his family perish, and even saw a 
little baby getting killed by soldiers. When it was 
finished I was somewhat relieved, it was so difficult 
to see all of the terrors the Okinawa people had 
seen. A転r we got to go look around the museum on 
our own, I decided to walk alone because I wanted 
to experience this museum solitaire. What I saw 
shocked me. I saw pictures of little kids crying on 
the ground, I saw pictures of old ladies dying in the 
mud. I saw things so horrible. I heard the videos of 
declarations of war. The worst part was the 
testimonies. I read the testimonies of young women 

that had seen so much death within a matter of 
seconds. They had seen their whole family dead. 
They had been hurt and injured, but they still went 
on searching for a safe place. As I walked out to the 
final rooms, I saw a blank wall with kanji written 
on it. It was a poem about brotherhood, and peace, 
and I felt so close to the people in Okinawa. As I 
walked out to the last rooms I could see a view of 
the ocean. That was the ocean in which the nurses 
jumped into. The waters of this ocean were once 
covered in blood, blood of soldiers, of children, loved 
ones, etc. Later we walked to see a few caves where 
soldiers stayed to hide in. We even went to a shrine 
that was for all of the victims of war. I bowed my 
head silently, and the old man that was our guide 
bowed as well. The old man then looked up; and he 
had a tear coming down his cheek. It was the most 
beautiful thing I had seen. I prayed for the souls to 
rest in peace and walked. 

庫r the long walk to the bus, we went to 
Kokusaidori. There we saw the modern life of 
Okinawa. We saw the stores, and even ate some 
Sata Andagi, that was so delicious! We then walked 
back to the goverrunent, and went home. 

At the Sayonara party each foreign student gave 
a speech, and then we presented out 
Sanshin,Ryu-kyu Buyo, and Eisa performances. It 
was fun and nice, however the best part was at the 
end. All the participants gathered around and sang 
a song together, we gave each other hugs, and 
joined hands, and said our final goodbyes. It was so 
hard to say bye, we had spent all week with each 
other, and almost immediately, after sharing so 
much together had to be pulled apart. We made 
sure to exchange numbers, addresses and 
everything else. 
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In the end I learned not only about Okinawan 
culture, but also about cultures around the world, 
even American culture. I learned about teamwork, 
listening skills, and the importance of remembering 
things. I found out a lot about myself, and about the 
struggles in life. I learned that no matter that I 
speak English, and act like an American, or even 
that I can speak Spanish and dance salsa, I w出
have , deep down in my soul, a craving for goya 
champuru, and have Okinawa in my heart, always. 
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ユ ダ州沖縄県人会

「ジュニアス タ ディ ーツアー2005」

沖縄滞在中、 僕はとてもすてきな時間 を過 ご しま し
た。 沖縄の地形や文化について学べた事をとても嬉 し
く 思います。 沖縄で泳いだり、 伯父や親戚の人たちと
の時間 を過 ご したり、 いろんな場所を訪れたり、 昔の
友達をたずねたり、 新 しい友達もできたりと、 本当に
素睛らしい時間 を過 ごす事が出来ま した。 今まで知ら
なかった沖縄の事を学ぶと同時に違った国から来たツ
アー参加者とも友達になりました。 日 本政府（沖縄県
観光商工部交流推進課） が僕を参加者の一人として選
んでく れた事をとても嬉 し く 思い、 感謝 しております。

ジュ ニアス タ ディーツアーはとても素晴らしいプロ
グラムだと僕は思います。 このプログラムは、 沖縄の
血を引 く 若い世代のツアー参加者達に、 先祖から続い
ている文化や現在の新 しい沖縄を教えてく れます。 僕
は沖縄で11年暮らしま したが、 そんな僕でもお母さん
が話 してく れなかった沖縄のことをたく さん学びま し
た。 それと同時に他の国々 からの参加者の皆さんから
その国について少 し学ぶ事が出来ま した。 自国紹介の
時は今まで全然知らなかった国の事も学びま した。 僕
が10歳の頃から習ってみたいと思っていたエイサーも
学ぶ事が出来ま したし、 もう一度沖縄の海を訪れる事
もできま した。

比地大滝へのハイキングはとてもよかったです。 沖
縄に住んでいた頃、 家族で同 じ場所をハイキングした
事を覚えています。 沖縄の植物形態や亜熱帯地方の建
築、 世界でも希少な生物について学ぶ事はとても楽 し
かったし、 その学習を通 して沖縄は世界の中でも貴重
な場所だと感 じることができま した。 トカゲを捕まえ
たり、 青 く 光る珍 しい糸トンボを見られたりした事も
すてき な体験で した。 昼食は小さな滝の傍で写真を
撮ったりしながら食べま した。 ハイキングは長 く て辛
かったけどそれだけの価値はありま した。 比地大滝の
旅で泳げなかった事は残念でした。 泳げたら最高だっ
たのに ！ 比地大滝の旅でも沖縄について多 く の事を学
びま した。 バスの移動もとても楽 しかったです。 バス
の中では各国の参加者がその国の特色のある歌を歌い
ま した。 僕達（米国） ばソアーの担当者（玉城さん）
がアメ リカの参加者を指名 しない事を祈っていま した

が、 祈りが実らず、 アメリ カの国歌を歌いま した。 ペ

ンシ ョ ンキ ャロライナに着いてからのキ ャンプファ イ
ヤーも、 とても楽 しかったです。 アメリカの参加者は
他の子供達とフ リ スビー を投げて遊んだり し 、 また
キャンプファ イヤーの回りで踊ったりしま しt½ とて
も楽 しかったし、 新 しい友達も何人かできま した。 ホ
テルでは遅 く まで起き ていま した。 何人かの参力諸逹t
は他の参加者の部屋を訪ねたりしてどんどん友達も増
えていきま した。 みんな大体夜中の 2 時頃まで起きて
いま したが、 僕と友達二人は一度だけ朝の4時半まで
起きてその日 はとても疲れていま した。

海洋博記念公園の見学はとても楽 しかったです。 珍
しい魚や沖縄近海の興味深い事実を学ぶ事ができま し

た。 サメや色鮮やかな魚が泳 ぐ姿はとても美 しかった
です。 サメや珊瑚礁について学び、 サメの赤ちゃんも
見ることができ 、 サメの肌に触れる体験もできま した。
海洋博には深海魚もいて、 深海魚は暗い海に住んでい
るという理由 から、 水槽の中も暗 く してありま した。
世界で一番大きいと言われる水槽も見ま したが本当に
とても大き かったです。 鯨、 鮫もその中にいて、 その
水槽の隣には レス トランがありま した。 それは私が今
までに見た中で一番すごい水槽で した。 水族館の中を
全て見終える事ができなかったのでもっと時間があっ
たら、 と残念に思いま した。

海洋博の次は、 港に移動 して昔の沖縄の人達がどん
な船で漁業を していたかを学びま した。 船はサバニと
呼ばれていま した。 沖縄のカヌ ーです。 サバニは魚の
網を引 き 上げやす く する為に傾きやすい作りになって
いるのだと教わりま した。 港ではまずカレー ラ イス を
食べ、 ラ イフベス トを着てから船のこぎ方を習いま し
た。 船の一番後 ろの人が鐘を鳴らすと 皆で同時にカイ
をこぎます。 陸でカイのこぎ方の基礎を習った後、 実
際にサバニに乗ってこぐ練習を しま した。 練習の後は
200 フィー ト 程はなれた浮標まで4艘のサバニで競争
しま した。 僕達のサバニは 3位で した。 鐘を鳴らす人
がとても早 く 打ち鳴らすのでサバニこぎは難 し く 、 カ
イの水しぶ きで濡れた人もいま した。 ペンシ ョ ンキ ャ
ロラ イナで行われた夕食後の交流ゲームもとても楽 し
かったです。 テ レフォンゲーム、 三味線シ ョ ウ、 方言
の翻訳ゲームなどとても楽 し く 、 方言ゲームは難 し
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かったけど、 司会がとてもおかしかったです。
日 曜日 (4日 目 ／24 日 ）、 ツアーの後は那覇のレイ

ンボーホテルに移動ということだったので、 出発前に
荷物をまとめま した。 僕は寝坊 してしまつ で慌てて荷
造りをしました。 ペンシ ョ ンを出発した私達は小さな
村、 恩納村に移動して、 そこで沖縄の文化を学びまし
た。 僕と、 アメリカか らの参加者の殆どと10人の他の
子供達とで、 エイサーという沖縄の太鼓踊りを練習し
ま した。 他のグループは琉球舞踊と三味線の練習をし
ま した。 エイサーはとても楽 しかったです。 他の人た
ちも楽しんでいた様でした。 只一つの問題点は琉球舞
踊の部屋には冷房がかかっていたのに、 エイサーを練
習 した部屋には冷房がなかったことです。 練習の後は
恩納村祭を体験して私はそこでンーサーの絵の入った
かっこいいT シャ ツを買いました。

北谷町の海水淡水化施設は素晴 ら しいもので した。
その施設で海水を飲料水に変える事が出来るという事
は凄い事だと感 じま した。 この開発は沖縄の水不足に
役立つと思います。 僕達は施設内の見学で淡水化のエ
程を学びま した。 水質比較についても学び、 凄いと思
いましたが、 あまり良 く 理解できませんでした。 施設
内では色んな珍しい機械を見学し、 海水中の泥を脱水
泥ケーキにして処分する事を知り驚きました。 施設見
学の後は沖縄国際センタ ー(J I C A) で沖縄の移民
の歴史を学びました。 そこではヤシの木を使って家を
建てている人の写真か らその人たちの生活を想像した
り、 土産品からその土産品の産地を当てたりするゲー

ムを しました。 その後は個人の体験話か らその話につ
いての要点を話 し合って発表するグループ論識で難 し
かったけど、 そこか ら移民の厳しさや、 移民した人た
ちがどのようにその土地に適応 し、 自分の文化を残 し
ているかを学びました。

僕が沖縄に住んでいた頃、 首里城はまだ工事中で、
新 し く 立て直された首里城を訪れるのは今回が初めて
で した。 8歳の頃か ら行きたいと願っていたので首里
城に行けてとても嬉しかったです。 守礼之門では感動
しなが ら 昔は王様と偉い人しか通れなかった中央門を
く ぐりましt� 守礼之門を通ると城内に入る門を通っ
て深 く 王様が住んでいた城内に入っていきま した。 中
に入ると、 屋根に 3つの竜をおいた真っ赤な建物があ
り 、 それはとても素晴 ら しかったです。 僕達は実際に
その建物の中に入り、 城の作りを見学する事ができま，
した。 その城は現在までに 3度たてなおされたのだそ
う です。 僕達は王様の椅子も見学する事ができま した。
僕は首里城で沢山の写真を撮りま した。 城内には王様
の冠や王様のお祈りの部屋もありま した。 見学の最後
は首里城のビデオ、 モデル、 ギフ ト シ ョ ップなどがあ
り ま しt4 首里城見学では買い物が禁止されていたの
でみんな残念がっていま した。

首里城見学の後は沖縄の文化工芸の体験学習を しま

した。 僕はテープで花を作りそれを皿にはりつけま し
た。 完成品はとても綺麗に見えました。 まず花柄の入っ
ているチ ョ ー クのかかった紙をテープにこすり付け、
テープに花模様を移 します。 テープを花模様に沿って
切り、 テープの花を切り取ります。 それを皿に貼り付
けます。 花のイメージをはっきりさせるためにもっと
テープを貼り付け、 花 ら しいデザインに仕上げます。
大体1時間で仕上がりま した。 私たちの工芸は早 く 終
わったので、 紅型のグループが終わるまで待たなけれ
ばいけませんで した。 30 分程すると僕は疲れて体力が
衰えてく るのと、 寒さを感 じました。 僕は日 差 し を浴
びなが ら 眠りにつきま した。 これが原因で僕は気分が
悪 く なったのだと思います。 空港の近 く でバス が止
まったとき 、 僕は本当に気分が悪 く なっていて、 みん
なが楽しそうにはしゃいでも只疲れを感 じるだけで、
動 く のも嫌で した。 レス ト ランについたときは気分が
悪 く 、 夕食も喉を通りませんでした。 吐き気が したの
で、 僕は レス ト ランの別の部屋で横になりま した。 ホ
テルに戻ったときはホテルで過 ごす最後の夜という事
でみんな遅 く まで起き ていましたが私はす ぐ寝ました。
病気になると言う事は楽しく ないです。

僕は病気で最後の日 はツアーに参加てきませんでし
た。 最終日 は国際通りに行く 日 で、 僕は国際通りには
行った事がありますが、 新 しい友達と行けたらどんな
に楽 しかっただろうと思います。 国際通りの代わりに、
僕は病院に行きました。 薬をもらって一日 中寝ました。
修了式のために体力を取り戻 しておかなければいけな
いと友達が言ってく れたので一日 中我慢して寝ま した。

修了式の会場には行きま したが、 まだ病気は治って
いなかったので友達にさよならを言うためだけに参加
しました。 最後のスピーチはできませんでしたが、 皆
で練習したエイサーは踊りま した。 会場では僕の好き
なイ ト コのハルカにあいました。 彼女とは沖縄に来て
以来会いたいと思っていま した。 空港で皆の悲しそう
な顔をみてゲー トに入っていく のはとても辛かったで
す。 またいつか沖縄に戻ってみんなと会いたいと思い
ます。 沖縄県（沖縄県庁） の皆さんには今回の体験旅
行をさせてもらったことに感謝しています。 そしてエ

ンジェルさんにも、 私達の面倒をみてく れた事に対し、
感謝しています。

2005 Junior Study Thur 

I had a great time at Okinawa. rm glad that I got to 
learn the culture and landscapes of Okinawa. I 
really had a great time swimming m the beach, 
hanging around with my uncles and relatives, 
visiting places and old friends, and making new 
friends. I got to learn new things about Okinawa 
that fve never knew while I was there, and I made 
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new friends in the tour group who are from a 
暉erent country. I am glad that the Japanese 
goverrunent chose me to ·be part of that group. 
Thank you ve巧 much.

I think the program is awesome. It brings all the 
Okinawan descendants to learn about their 
ancestor's culture, and learn new things about 
Okinawa. I've lived in Okinawa for 11 years and I 
still learned a lot of things about Okinawa that my 
mom never told me. Also, since there are people 
from other countries, I learned a little from them too. 
The country presentation taught me about other 
countries that I never knew before. I got to learn 
Eisa, which I wanted to learn since I was 10 years 
old in Okinawa, and I got to visit the sea again. 

It was really cool trekking in the Hiji Falls. I 
remember hiling up there with my family when we 
were there ·in Okinawa. It was really cool learning 
about Okinawa's ecosystem ad that Okinawa's 
semi-tropical climate houses some of the rarest 
creatures in the world. Those made me feel that 
Okinawa's ve巧 important to the world. We caught 
salamanders, and saw a rare dragonfly that glowed 
blue, which was pretty neat. When it was lunch 
time, we ate our lunch beside a small waterfall and 
took pictures of it. The hiling was hard and long, 
but it was worth it. It was too bad that we didn't get 
to swim in the Hiji falls. That would have been 
awesome. I learned a lot about Okinawa on that 
trek. The bus ride was fun both ways. A person from 
each country had to sing a song that originates from 
their countries. We were hoping that the tour leader 
would forget about the United States, but we had to 
sing, so we picked the national anthem. The 
campfire we had after we moved to Pension 
Carolina was also fun. My count巧 group and I 
played Frisbee and danced beside the fire with 
eve巧one else. That was really fun, and I got to 
make even more friends. We always stayed up late 
in the hotels. Lots of people would go to other 
peoples' rooms, and make more friends. Usually, 
people stay up and talk until 2:00 am, but once me 
and 2 of my friends were up talking until 4:30 am. I 
was tired the next day! 

The trip to the Ocean Expo was really fun. I got to 
see really cool fish and interesting facts about the 
ocean around Okinawa. It was really cool seeing the 
sharks and the colorful fish swim in a huge tank. I 
also learned about sharks and the coral. I saw a 
baby shark in a tank and got to touch shark skin. 

There were also deep ocean 函h in the expo. The 
lights were really dim there, because they are used 
to little light. I saw the biggest aquarium in the 
world in the expo. It was huge! I saw whale sharks 
swimming in there, and there was a restaurant 
next to it. It was the coolest aquarium fve ever seen. 

I wish I could have spent more time in the 
aquarium because I didn't get to see all the 
aquariums in the expo. 

庫r we went to the expo, we went to a harbor to 
learn about what kind of boat Okinawans used to 
use for fishing. The boat's called Sabani, and it's an 
Okinawan canoe. The Sabani tips over easy, making 
it easier to pull the fishing net. We first ate curry 
rice at the harbor, and we put our life vest on and 
learned how to row. When the person at the back 
rings the gong, we have to row at the same time. 
庫r we learned how to row, we got on the boats 
and we practiced rowing. It was fun, until we had to 
race against the other boats. We raced to another 
buoy, which was about 200ft away. We raced, and 
we placed 況 It was really hard, since the gong 
ringer ringed the gong fast. Some of us got wet 
because of the oars splashing water at people. We 
also collided on other boats and taunted each other. 
It was really fun and educating. The exchange 
program after dinner at Pension Carolina was 
really fun. We played telephone, we saw the some 
people play the samisen and taiko, and we tried to 
guess the Hogan words that the people on the stage 
said. That was really hard, but fun. The host was 
really hilarious. 

On Sunday, we had to pack up our stuff because 
we were moving back to the rainbow hotel after our 
tour trip today. I woke up a little late, so I had to 
hustle. We left the pension to a small village of 
Onna, where we learn the culture of Okinawa. Me, 
most of my country group, and 10 other people 
learned Eisa, an Okinawan drum dance. The others 
learned Ryukuan Dance, and Sanshin. Eisa was 
really fun, and everyone else had fun too. The only 
catch was that there was no air conditioning. But 
the place Ryukuan Dance was being taught had air 
conditioning. It was fun strolling around in the 
festival after we ate lunch. I bought a T-shirt with a 
Shisa, which was pretty cool. 

The Sea Desalination Facility in Chatan was 
pretty neat. I thought it was cool that this facility 
can chance sea water into drinking water. I think 
that helps Okinawa with the. drought it's been 
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having. We took a tour of the facility and we learned 
how it works. 冗e reverse osmosis was pretty cool, 
but I didn't fully understand it. We got to see all the 
fancy machinery and how the clay picked up from 
the sea water turns into clay cakes. I thought that 
was neat. When the tour was done, we went on the 
bus and we went to the Okinawa International 
Center to study Okinawa's immigration history. We 
tried to determine what's going on with a picture of 
a bunch of people building a house in place with 
palm trees. And then we got something that came 
from a country and had to guess where it was from. 
After that, we read a life story about a person and 
we had to summariz.e it and express what the 
writer was trying to tell us from that story. It was a 
little hard, but it was really educating, and I 
learned how hard it is to immigrate to another 
country and blend into the culture but still keep 
your own. 

I never went to the Shuri -Jo Castle before, since 
it was being remodeled when I was in Okinawa. I 
am really glad that I got to go there, since I wanted 
t,o ever since I heard about it when I was 8 years old. 
When we got there, I was so excited. I walked into 
the gate which only kings and his friends and 
relatives can pass. It was really cool passing those 
gates. People say that its good luck passing through 
the middle part of the gate, so everyone passed 
through the middle. After we passed through the 
gate, we passed through another one that went 
deeper into the castle. A転r a while, we came to the 
place where the king lives and where his throne is. 
It had 3 dragons on its roof, the color of the manor 
was bright red, and it was just plain cool. We 
actually got to go inside the manor and got to see 
the foundation of the castle, which stood for over 
hundreds of years, and the castle was built on the 
same foundation 3 times. We also got to see the 
king's throne, and I took lots of pictures of that. 
There was the 虹淫s crown, and a room where the 
king prayed to the spirits. When we left, we saw a 
video of the Shuri Castle, and there were models of 
the castle, and there were gift shops. We weren't 
allowed to buy gifts on tlie tour, so everyone was 
bummed out. 

After we visited the castle, we went to Traditional 
Craftwork Class. I made a flower out of tape and 
put it on a plate. It looked pretty cool. First, I 
rubbed chalk from the paper to the tape so that it'll 
make the shape of the flower, then cut the outer 

lines out to make a flower, and then tape the flower 
on the plate. Then I cut more lines to make the 
flower look more real. It took about an hour to finish. 
庫r that, we had to wait for the others to finish on 
their bingata. A転r 30 minutes or so, I started to 
feel tired and weak. I felt cold too, so I lied in the 
sun and fell asleep. I think that's when I started to 
get sick. I really started to get sick when we stopped 
near the airport to walk when the tide was low. 
Everyone else was having fun, but I was just too 
tired and I didn't want to move. I thought that this 
was strange. When we got to a restaurant to eat, I 
got really sick and I couldn't eat anything, and I had 
to lie down because my stomach felt sick. When we 
got to the hotel, everyone stayed up late, since it's 
the last day we're going to stay at a hotel, but I had 
to go right to sleep. Being sick isn't fun! 

I couldn't come with the tour on the last day 
because I was too sick. I was supposed to go to the 
kokusai dori, the busiest street in Okinawa, and I 
went there, but it would have been cooler if I went 
with my friends. Instead, I went to a hospital, got 
some medicine, and just slept and read all day. My 
friends said that I had to gather my strength for the 
farewell party, so I slept all day. 

I went to the party, but I only came to say goodbye 
to my friends, since I was still sick. I couldn't do the 
speech, but I did Eisa that I learned earlier in the 
tour. A転r that, I met my favorite cousin, Haruka, 
who I wanted to see since I came to Okinawa. I 
hated to see everyone sad when I was going to my 
gate in the airport. I hope I can go back to Okinawa 
and visit them someday. I really thank Okinawan 
government for this experience and Angel-san for 
taking care of all of us. 
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1 8 歳 2世------------
アメ リ カ U S A  ----------------------------------
ワ シ ン ト ン D . C . 沖縄会

贔 ；

「ジュニアス タ ディ ーツアー2005 に参加 して」

私がワ シントン D.C．の沖縄県人会に参加するよう
になったのは、 5 年前にペンシルバニアのゲティーズ
バーグに引っ越してからです。 私の琉球舞踊の先生で
ある知花和子先生からこのジュ ニアス タ ディーツアー

の ことを聞いた時 沖縄の親戚を訪れたり、 私が育っ
た地域などを訪れたり、 世界から集まる沖縄県系子弟
に会ったりと、 自 分の文化について何か新しいことを
学ぶいい機会だと思いました。 応募用紙を記入して提
出して間もなく 、 私がワ シントン D.C．代表として選ば
れたという連絡がありました。 私はその結果を聞 き、
とても喜びました。 私は沖縄で生まれ育ち、 いろいろ
な地域を訪れてはいますが、 このツアーに参加する事
によりもっと成長した目でこれらの場所も見て、 その
歴史を学ぶいいチャンスだと思いました。 私はこの機
会を与えられた事にとても感謝します。

この旅行は形式的には私が行 く と言う事を最初に聞
いた時から始まりました。 しかしながら、 沖縄を訪れ
ると言う現実味は実際的には早朝、 父と空港に到着す
るまで実感することができませんでした。 ルーマニア
に交換留学生として一人旅を以前にした事があります
が、 なぜか今回は少し違っていました。 そのとき感 じ
た興奮と感情は今までに感 じたことのないものでした。
ルーマニアを訪れた時は、 新しい士地を旅し、 そこで
新しい人々 と出会い、 新しいことを経験しました。 こ
のス タ ディツアーは、 私が以前に訪れた事のある士地
で、 新しい人々 に出会い、 しかし同時にそこに住む私
の親戚との関係を再確立し結びつけるものでした。 私
は大阪空港で食べた 「たこ焼き 」 の味を忘れる ことは
ないでしょ う。 食べ物と飛び交う日 本語に私が本当に
日 本にいることを実感しました。 それは慣れ親しんで
いたものでしたが、 とても心地よいものを感 じました3

沖縄の空港に到着した時にはとても疲れてはいまし
たが、 私の親戚との再会はすご く うれしく 思いました。
二人の叔母、 祖母といとこは空港で私を出迎えてく れ
ま しt;:,, 私と同様に、 迎えてく れた親戚の皆さんも再
会を大喜びしました。 そして、 祖母が私の到着する一

時間 も前から大勢の人 ごみを掻き分けて、 いつ到着す
る か と 窓から覗き こ んでいたと、 その様子を皆がおか
し く 表現して笑いこ ける様子が何とも微笑ましく 感 じ

ました。 私は4年間も会っていなかった親戚に対し少
し照れ気味でしたが、 空港での温かいお迎えに、 恥ず
かしさも緊張慇も和らぎました。 空港から家路への道
中でも面 白い経験をしました。 私は祖母と叔母と一緒
に車に乗りました。 私は、 日 本ではアメリカと反対側
の道路を運転する事をすっかり忘れていました。 反対
方向から走行して来る車を見てとても怖かったのです。
祖母は私と後方席に座っていましたが、 私の手を握り
締め、 私が住んでいた頃とは変わった町の風景、 たと
えばモ ノ レール等を指摘してく れました。 祖母は私が
そばにいるということをとても喜んでおり、 それがよ
く 伝わってきて、 それはまた私をぐっと心地よく して
く れました。

翌朝、 私が起きた時には祖母以外は皆仕事に出かけ
たあとでした。 その週のほとんどを祖母と過 ごし、 町
を歩き 回り、 お店に行ったり、 彼女の友人達に会った
りして、 祖母のことをよく 知るようになりました。 私
の親族との再会は思ったより気楽なものでした。 沖縄
で再び暮らすことで長い間話していなかった日 本語を
取り戻す事ができ、 そして皆とすんなりと歓談するこ
とができました。 滞在期間中によく 外食もしました。
私が日 本食をとても恋しく 思っていて、 好物が刺身で
あることがわかると、 皆が私を、 刺身を食べに連れて
行ってく れました。 その週の終わりには食べ飽きるほ
どでした ！ 叔父叔母、 従兄弟達、 そして祖母、 皆が私
を外食に連れて行ってく れました。 その都度、 温かい
おもてなしで、 特別な晩でしたが、 その中でも叔父の
SOKO と外食した事がとても心に残っています。 私が
小さい頃、 私はその叔父がすご く 恐かったのです。 叔
父は全 く 英語を喋りませんが、 彼はいつも忙しく 、 親
族の集まりでもあまり会う機会が ありませんでした。
私は彼の事を良 く 知りませんでした。 しかしその叔父
と出かけた時、 行き つけのレス トランに連れて行って
く れ、 叔父がタ クシーの運転手とレス トランの店主に
私の自 慢話をする事を聞き、 うれしく 思いましt¼ 叔
父はとても私の事を誇りに思っていて、 テーブルを囲
み彼と話した事がその日 の夕食をより特別なものにし
たのです。

私はまた、 多 く の時間を従兄弟のやちよさんとすご
しました。 彼女とはいつも仲がよかったのです。 彼女
は私よりもずいぶん年上だったため、 良 く 私の子守を
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してく れた り 、 宿題を見てく れた り しました。 おまけ
に彼女は、 私が4年生の頃、 私の家族と一緒にアメリ
力 を訪れた事もあ り ます。 彼女はいつも姉のような存
在で、 沖縄にいた一週間でよ り いっそう親しく な り ま
した。 私を友人の家に連れて行った り 、 祖母の家で一

緒に過 ごした り 、 その上私が赤ち ゃ んだった頃の話ま
でしてく れました ！ 成人として彼女と一緒に過 ごし、
彼女や、 その他の親族を良 く 知る事は快いものでした。
最後の日 に 3人の従兄弟達と出かけました。 以前は私
が幼かった為に出かける事はなかったのですが、 私は
従兄弟達ととても楽しく 過 ごしました。

いよいよ、 研修の日 がやってきました。 今から始ま
る研修に対する楽しみもあ り ましたが、 同時に私は、
悲 しみにも襲われました。 沖縄県系子弟の学生達に会
うことは楽 しみでしたが、 私の親族から離れる事が悲
しかったのです。 同 じ島に居ながら一緒に居られない
事が辛 く なったのです。 私はまたツアーが始まる事を
待ちわびているわけではあ り ませんでした。 なぜなら
アメリカから来た他の学生全員が私よ り も年下だとい
う事を知っていたからです。 私がこのツアーで最年長
だとずっと思い続けていました。 しかしながら、 他の
学生と対面した時は、 なぜか、 嬉 し く な り 、 楽しい気
持ちにな り ました。 私にはあま り アジア出身の友達は
いなかったし、 同 じ年頃の日 本人の友達ももち ろんい
なかったので、 彼らの側にすわ り 、 半分日 本人、 半分
外国人の子弟として彼らの生活を学ぶ事は楽しかった
です。 私達は、 自分達の持つ問題、 例えば、 私がアメ
リカ人の学生として日 本の学校に通った時のような事
について話し合いました。 私が沖縄に居た時は、 アメ
リカ人学生だとからかわれ、 アメリカにいると日 本人
学生だとからかわれました。 それは他の学生達もその
ように感 じた事があると言う事がわか り ました。

県からの日 程表はとても細か く 編成されていて、 全
く 時間に無駄のないス ケジュ ールでした。 研修が始ま
る前に、 ス ケジュ ール表を見て、 少し緊張が走 り まし
た。 参加者自身のための時間がないように思いました。
しかしその週が終わる頃には、 この予定表に感謝し、
それが効率的に時間 を使う事に役立っているというこ
とが理解できました。 私達はお互いを知ることができ
ましたし、 同時に私達の文化を学ぶ事が出来ま した。
また多 く の人々 と出会う機会が与えられ、 誰が誰だっ
たのか、 名前を覚えるのに大変だったけれど、 知事や
市長のような、 偉い方々 にお会いできたことにも感激
しました。

このツアーは、 那覇にある県庁での歓迎会で始ま り
ました。 私達の親族達は、 決められた時間に私達学生
をそこでおろし、 私達は初めて他の学生達と対面しま
した。 私達は国別のグループに分けられ、 ツアーの関
係者や屯達の親族達と、 歓迎のために階下に降 り まし
た。 階下で私達は出身国の国旗を掲げ、 自己紹介をし

ました。 集合写真を取る為に外に出て、（ツアー中はた
く さん団体写真を撮 り ましたが、 これが最初の写真）
ホテルに戻 り 、 島内観光旅行が始ま り ま した。 私達は
一部屋に5人ずつ分けられ、 那覇にある レインボーホ
テルに泊ま り ました。 その週は、 北部のペンシ ョ ンに
泊ま り ました。 ホテルの滞在中は、 朝食をホテルのロ
ビーでと り 、 それ以外は沖縄中のいろいろなレス トラ
ンで食事をしました。（沖縄そばは、 とてもおいしかっ
たです ！ ）

私達は平和祈念資料館やその公園、 国際協力事業団
の建物、 首里城、 ビーチ、 そして比地大滝を訪れまし
た。 私が沖縄に住んでいた頃、 私は基地内のガールス
カウトに熱中していました。 ガールスカウトを通して、
あるいは学校行事として、 または親族達と沖縄の観光
名所を何度も訪れていました。 私には海洋博記念公園、
首里城、 動物園、 玉泉洞、 ビーチ等は見慣れた光景で
したが、 今回の観光は違っていました。 それは、 まる
で全てが初めての様な経験でした。 いろいろな経験を
積み、 成長した今、 子供時代から見慣れたこれらの風
景を 新しい 目 を通して再度見学する事が出来ました。
そして成長した目 で見ることによって、 今までの育っ
てきた過程で経験した事柄と関連付けた り 、 比較した
り しながら、 隠された意味を本当によく 理解す乞事が
出来ました。

首里城の前に立って、 目 に入る朱の色と ドラゴン、
建築法が中国の影響である事に気づき、 これらを再確
認することもできました。 過去に見た中国映画のシー

ンが思い出され、 中国の影響を改めて感 じさせられま
した。 今までに首里城を訪れた時には全く このように
考えることはあ り ませんでしたが、 沖縄の歴史とその
中国との関係について学んだことから、 その影響に気
づ く 事ができました。 研修の中でも平和祈念公園での
体験は少し異なるものがあ り ます。 以前訪れたような
気はしたのですが、 いつだったのか思い出せませんで
した。 資料館に到着した時、 山内小学校の4年生だっ
た時に第二次世界大戦のビデオを見せられた時の事を
思い出していました。 そのビデオの中で、 アメリカの
パイロットが話しているシー ンがあ り 、 クラス全員が
振 り 返って私をみたので恥ずかしく なった事を思い出
しました。 今振 り 返ると、 きっと皆はただ、 私がその
部分を理解しているかどうか不思議に恩っただけで、
悪気はなかったのだと思いますが、 10 歳の子供だった
私には、 深く 心に突き刺さった辛い経験でした。 資料
館に入ったとき、 またあのような思いをするのだろう
かと不安でしたが、 しばらく 歩いていき、 それぞれの
グループに分かれていった時には気持ちが落ち着いて
いました。 沖縄からの参加者で、 友達になったタダ ミ
さんと一緒にゆっ く り と時間 をと り 、 ほとんどの説明
を読んでいき、 ビデオも見て、 展示されているものに
ついて話し合いながら歩いて行きました。 資料館見学
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が終わって、 4年生の頃に感 じた感情とは全く 違う感
情が湧いていることに気がつきました。 心の中で、 戦
争で亡 く なった人々 に対して尊敬と誇りが生まれ、 そ
してこれらの人々 が経験しなければならなかった事に
対しての、 悲しみの感情が生まれていました。 この経
験はジュ ニアス タ ディーツアーの中でも最も有意義な
ものの一つです。 第二次世界大戦は、 沖縄の近代史の
璽要な一部ですが、 資料館を訪れた事により、 もっと
深く 学ぶ機会に恵まれ、 貴重な｛科倹になり、 私が見た
あの写真と比較してどのようにして現在の沖縄が存在
するのかを私の認識の中で結びつけることができまし
た。

この研修旅行は大きな成功だったと思います。 会い
たかった私の親族達との結びつきを再確立し、 新しい
人々 との出会い、 私の親から伝承された伝統文化をよ
り深く 学ぶことができました。 私は、 この機会が与え
られた事にとても感謝しています。 さらに、 ジュニア
ス タ ディーツアーが今後も成功を収め、 もっと多 く の
学生達にこの機会が与えられますよう、 希望いたしま
す。 私は、 自分がした冒険、 訪れて楽しかった場所、
そして出会った人々 を一生忘れる事はないでしょ う。
このツアーで知り会った友人達と今も連絡を取り続け
ており、 これからも長 く この関係が続 く 事を強 く 願っ
ています。 私の親族との再会、 新しい人々 との出会い、
そしてもう一つの私の家に帰る機会が与えられた事を
本当に心から感謝します。

2005 Junior Study Thur 

I have been involved with the Okinawa Kai of 
Washington D.C. since I moved to Gettysburg, 
Pennsylvania five years ago. When I heard about 
this Junior Study 'Ibur from my Odori Sensei, 
Kazuko Chibana Volkmar, I thought it would be a 
great opportunity for me to return to Okinawa to 
visit my family, visit the places that I had grown up 
in, meet other kids of Okinawan descent and 
hopefully learn something new about my culture. 
I filled out the application and heard back that I 
was chosen to represent the Okinawa Kai of 
Washington D.C. during this tour. I was extremely 
happy to hear this. I felt that though I had grown 
up in Okinawa and visited the places that we were 
to visit on the tour many times already, this could be 
my chance to observe these places and learn the 
history through more mature eyes. I am grateful 
that I received this opportunity. 

The trip technically began when I first heard that 
I was going. However, I don't think the reality that 
I was returrring to Okinawa really sunk in until I 

found myse]f stancling at the airport with my dad in 
the early morning. I had traveled by myse]fbefore, 
when I went to spend a year in Romania as an 
exchange student but somehow this was different. 
The excitement and feelings were completely new. 
When I went to Romania, I was traveling to a new 
place, to meet new people and to experience new 
things. This trip, I was traveling to a place I had 

_ been before, to meet new people but at the same 
time, to reestablish relationships and ties with my 
family members there. I will never forget the taste 
of the Tako Yaki that we ate at the Osaka airport. 
The food and hearing the Japanese again made me 
rea転 that I was truly in Japan. It was 
something I was used to and gave me a great feeling 
of comfort. 

When I arrived at the airport in Okinawa, I was 
extremely tired but I was delighted to see my f:皿1ily
again. 'I\vo of my aunts, my gran伽other and my 
cousin all met me there. They were as happy to 
see me as I was to see them and I loved hearing 
them laugh about my gran如other pushing herse]f 
to the front of the crowd almost an hour before I was 
to arrive, peeking into the windows to see me and I 
loved just being around them again. I was a little 
shy around my family, who I hadn't seen in four 
years, but the reunion at the airport was so happy 
that all my shyness and fears were alleviated. 
Driving home from the airport was interesting. I 
went in a car with my gran血other and my aunt. 
I had forgotten that Japanese drive on the other 
side of the road than Americans. I was scared to 
see cars coming from the opposite direction! My 
gran如other sat in the backseat with me, held my 
hand and pointed out things in the city that had 
changed since I had lived there, such as the 
monorail. It was obvious that she was happy to 
have me with her, which made me feel more 
comfortable. 

The next morning, when I woke up, everybody 
except my gran血other was at work. I spent most 
of the week with her walking around the city, going 
to stores, meeting her friends and getting to know 
her. Surprisingly, the reunion with my family was 
not strange. Spencling the time in Okinawa again 
allowed my brain to remember the Japanese that I 
hadn't spoken in a long time and I was able to 
communicate very well with everybody. I went out 
to eat a lot while I was there. I m記sed the 
Japanese food and I love sashimi so everybody took 
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me out to eat sashimi. By the end of the week, I 
was tired of it! All of my aunts, uncles, cousins and 
grandmother took me out to eat. They were all 
special evenings but I was most touched when my 
uncle Soko took me out. When I was growing up, I 
was scared of him. He didn't speak any English 
and he was always very busy so I didn't see him 
much at family events. I never knew him at all 
but when we went out, he took me to a favorite 
restaurant of his and it delighted me to hear him 
almost brag about me to the taxi driver and the 
restaurant owner. He was really proud of me and 
sitting at the table talking to him made the dinner 
so special. 

I also spent a lot of time with my cousin, Yachiyo. 
She and I had always been close. She is much 
older than me and used to baby-sit me when I was 
young and come over to help me with my homework. 
She even came to visit America with my family 
when I was in the fourth grade. She was always 
like a sister to me and the week I was in Okinawa 
brought us. closer. She took me out with her 
friends, she stayed at my grandmother's .house with 
me and even told me stories from when I was a 
baby! It was nice to be with her and get to know 
her and everybody else in my family as an adult. 
The last night, I went out with three of my cousins. 
We never did that when I was younger and I had a 
great time with them! 

When it came time for the tour, I was both excited 
but sad. I was excited to meet other students of 
Okinawan descent but I was also sad that I was 
leaving my family. I thought it would be hard 
finally being on the same island as them but not 
actually with them. I was also not looking forward 
to the week because I knew that all the students 
from America were younger than I. I kept 
thinking that I would be the oldest student on the 
tour. However, when I finally met with them, it 
was exciting and fun! L don't have many friends of 
Asian descent, let alone Japanese friends my age so 
it was nice to sit around on the tour learning about 
them and their lives as half-Japanese, half—g印加
kids. We talked about problems we have such as 
my problems when I was an American student in a 
Japanese school. When I was in Okinawa, I was 
made fun of because I was the American Student 
When I am in America, I am the Japanese girl in 
class. It turris out, some of the other kids had felt 
this too. 

The schedule that the prefecture wrote for us was 

very choreographed and organized. Everything 

was timed and scheduled. Before the tour, I 
thought this would be stressful and that the 
students wouldn't have too much time to ourselves. 
However, by the end of the week, I was grateful for 
this schedule and I felt that it helped us use our 
time very w函ly. We were able to visit with each 
other and at the same time learn about our culture. 
We also had the opportunity to meet so many people 
and though it was hard to keep track of everybody 
and remember who was who, it was exciting to 
meet important people such as the governor and the 
mayor. 

The second ha]f of my visit began with a 
welcoming ceremony at the Prefecture Building in 
Naha. Our families dropped us off there at a preset 
time and we met the other students for the first 
time. We were organized into groups of our 
countries and descended dow畑tairs to greet the 
dignitaries and our families. Downstairs, we held 
flags of the countries we had come from and 
introduced ourselves. We went outside to take a 
group picture, (the first group picture of many that 
week) and then got ready to go back to the hotel and 
begin our tour of Okinawa. We stayed at the 
脚inbow hotel in Naha with five people to a room. 
During the middle of the week we stayed in a 
Pension up North. While at the hotel our breakfasts 
were taken in the lobby but we ate most the rest of 
our meals at various restaurants throughout 
Okinawa a really enjoyed the Okinawa Soba!) . 

We visited the Peace Memorial Museum and 
Park, Govermnent Immigration Building, Shuri 
Castle, beaches, and Hiji Waterfalls. When I lived 
in Okinawa, I was involved with the Girl Scouts on 
the base. With my Girl Scout troop, my school, and 
my family, I visited points of interest all over 
Okinawa many times. I was familiar with Expo 
Park, Shuri Castle, the Okinawa Zoo, the 
Gyokusendo caves, and the beaches. This trip was 
different. It felt as though I was experiencing 
everything for the first time. Since I am now older 
and have had other experiences, I was able revisit 
all of these familiar places from my childhood witq 
new eyes and really understand the meaning 
behind them while comparing them with my other 
expenences. 

As we were standing in a group in front of Shurijo, 
I remember noticing the Chinese influence with the 
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red color and the dragons and even the architecture. 

It brought to mind some of the Chinese films I have 

seen over the years. I know that this thought had 
never crossed my mind any other time I had visited 

the castle and helped me reflect on what I had since 

learned about the history of Okinawa and its 

relationship with China too. The Peace Memorial 
park was a different experience all together. I felt 

like I had been there before but couldn't remember 
when. When we arrived at the museum, I started 
thinking of when I was in fourth grade at Yamauchi 
Sho Gakko and my class was watching a video 
about World War IL There was a part in th五deo
of American pilots talking and I remember the 
embarrassment and feeling of shame I felt when 
everybody in my class turned around and looked at 
me during this part of the video. Looking back, rm 
sure they were just wondering if I understood and 
had no bad thoughts at all but for 10 year old child, 
that experience was hurtful and has stuck with me. 
When we entered the museum, I wondered if I 
would feel this again but as we kept walking and 
everybody went off in their own groups, I felt calm. 
I walked through the museum with my friend, 
Tadami, from the Okinawa Shogaku In, and we 
took our time, read most of the subtitles, watched 
the videos and discussed what we were looking at. 
At the end of the tour of the museum, my feelings 
were completely different than my feelings from the 
fourth grade. I had a sense of pride and respect for 
the people who died in the war and a feeling of 
sadness for what those people had to go through. 
This was one of my favorite parts of the Junior 
Study Tour. World War II is a big and recent part 
of Okinawa history that I thought it was a good 
experience to go learn more about it and tie my 
knowledge of how Okinawa is today, to what I saw 
in those pictures. 

I feel this trip was a huge success. I 
reestablished ties with my family who I really did 
miss, I met new people and I learned a little more 
about my heritage. I am extremely grateful for 
this opportunity and I hope that it continues to be a 
success and influence many more students in the 
future. I will never forget the adventures we had, 
the exciting places we visited and the people I met. 
I'm still in touch with the friends that I made on 
this tour and I hope to keep those ties for a long 
time. Thank you for this chance to meet my family 
again, to meet new people and to return to one of 
my homes. 
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ラ ッ ク エル 笑美 コ ン ド ン
------------------------------

RAQUEL EMI CONDON -- -- -------- --- - - - -
14 歳 3 世- -- -- -- - -- - ------- -- -- - - -
アメ リ カ U S A  

•- - - -- -- -- - - -- -- --• 

イ ンディ アナ沖縄県人会

「ジュニアス タ ディ ーツアー2005」

まず始めに、 沖縄に行 く 機会を与えて下さった皆様
に心から感謝致します。 私にとっては今までにない最
高の経験でした。

私は今まで祖母方の家族と一度もお会いした事がな
かったので、 祖母方の叔父や叔母と親睦を深めるため
に最初の一週間は彼らと共に過 ごしました。 お互いに
言葉の不自由さを感 じながらも、 伯父さん、 叔母さん
は親切で、 私を暖か く 迎えて下さり、 リラックス した
気分になりました。 私は沖縄の人は本当に優しく て親
切な人々 だと思いました。

最初の日 は他の参加者との交流で少々 不安でしたが、
一人ずつ、 簡単に自分の生い立ちや住んでいる国(J,卜|）
の紹介をした後は不安も消えていました。 歓迎会では
ゲームをしたり、 かわいい踊りをしたり、 とても楽し
く 過 ごしました。 高校生達はとてもおかしく て、 熱心
にいろいろやってく れました。 その後は、 参加者によ
る歌や、 踊りのタ レントシ ョ ーを見ながら夕食をしま
しに 各国に民族的な踊りがある事はとても素晴らし
いと思います。 アメリカは多 く の人種の集まりなので、
アメリカ独特の風習を持つ事は難しいと思います。

最初の夜は、まだ皆との交わりがなかったので、 各々
の部屋で過 ごしました。

翌日 は比地大滝へ行きました。 その日 はとても暑 く 、
虫や蚊が多かったです。 途中たく さんの階段があり、
苦しく て、 とてもついていけないと思いましたが、 頑
張って良かったと思えるほど価値のある、 素晴らしい
滝でした。 水は透き通るほどの美しさで、 すぐにも飛
び込みたく なりました。

その後、 宿泊施設に行きました。 施設には子供と大
人用の棟があり、 自分たちだけで楽しむ事が出来たの
で、 レインボーホテルよりは楽しい所でした。

その夜のキ ャンプファ イヤーでは、 食べ物や、 飲み
物の他にゲームがあり、 早 く 食べた方が勝ちというパ
ン食い競走に私も参加しました。 勝てなかったけど、
とても楽しかったです。 その夜は、 皆遅 く まで起きて
いました。 私たちの部屋は一番大きな部屋でトイ レ付
き、 6 人のIいームメイト部屋でした。 英語、 日 本語、
スペイ ン語での会話でしたが、 お互いの国の言葉は少

しし力 分からなく ても会話が出来たという事は素晴ら
しく 、 感激しました。

水族館はとても素敵な所でした。 沖縄には世界一大
きなサメの水槽があり、 それがとても印象的でした。
水槽には風変わりな魚、 色とりどりの美しい魚が沢山
いて、 自分自身が、 海底に居るような錯覚を覚えまし
た。 サメ館に行ってサメやマンタが一緒に住み、 優雅
に泳いでいるのを見て、 なぜか穏やかな気分になり、
楽しく 鑑賞しました。 このように大きな水族館を訪ね
たのは初めての経験だったので、 とても良い思い出に
なりま した。

今までで一番に心に残った場所は平和祈念公園です。
とても感傷的な気分になり、 今まで学校のテ キストで
学んだ、 アメリカが沖縄を日 本軍から救ったいう話以
外に、 すべてを破壊した事実を知りました。 アメリカ
が他国の風習、 歴史を破壊した事実を知るのはとても
辛 く 感 じました。 沖縄の人が平和を願う気持ちは展示
されている写真を見ると良 く 分かります。 平和の尊さ
を実感しました。

移民センタ ーヘ行った時にはなぜ行 く のかと思いま
したが、 沖縄の人が世界中、 特に、 ハワ イ、 カナダ、
ブラジル、 ペルー、 フィリ ヒ°ンに大勢移住している事
実を知ってびっ く りしました。 また見合い結婚に関す
る話も聞 きました。 これには、 とても賛成できません
でした。 時代の相違かも知れません。

沖縄の人々 は、 そのモラル意識の高さや誠実さによ
り世界中から感謝されているとおもいます。 実際に沖
縄の人々 にお会いできた事に心から感謝しています。

最後に、 この素晴らしい企画により私たちに尊い体
験をさせて下さった関係者の皆さんに心から感謝致し
ます。 特に上間さん、 エンジェルさん、 お二人のご親
切に改めて、 お礼申 し上げます。 又、 私を推薦して下
さったインディアナ沖縄県人会の皆さんにもお礼を申
し上げます。 いつか又、 皆が沖縄で再会出来る日 が く
るよう、 これから先もお互いに連絡をとりつづけてい
きたいと思います。

2005 Junior Study Tour 

First off I would like to say this opportunity I was 
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given was the best experience I have ever had. I 
have never met my grandma's side of the family 
before so the week I stayed with my aunt and uncle, 
we basically spent it getting to know each other. I 
know very little Japanese and my family knows 
very little English so communicating was quiet 
碑cult. But, they were so welcoming and kind it 
made it easier. I have come to the conclusion that 
Okinawa people are the sweetest people I have ever 
met. 

The first day meeting and seeing everyone I was 
really nervous. But after learning each other's 
background and countries, I think everyone 
loosened up. The welcome party was so much fun! 
The high scholars were so funny and enthusiastic. 
It was so fun doing all the cute dances and games. 
Afte-rward we got to eat dinner and watch a small 
talent show of dances and singers. It's nice to see 
countries with old dances. America doesn't really 
have and traditions, but I guess it's hard because 
we're mixed with so many different countries and 
another. It's hard to make traditions. 
The first night everyone stayed in their room. I 

guess cause no one really knew each other. The 
next meeting we went trekking in Hijia F叫s. It 
was fun but really hot and lots of bugs, especially 
mosquitoes. There were so many stairs I didn't 
think I would make it. But it was well worth it. 
The wate廿all was beautiful. The water was so 
clear, I wanted to jump right in. Later, we checked 
into the Pension. I liked the Pension better than 
the Rainbow because the Pension had a building for 
the kids and one for the adults. 

So, we got to do our own thing. The campfire 
was so much fun! We played games dealing with 
food and drinks. I raced in one where you have to 
eat a piece of bread as fast as you can, I didn't win, 
but it was pretty awesome. That night we stayed 
up late. 

I had six roommates. . We had biggest room with 
the most people and one bathroom. We stayed up 
using the little English, Japanese and Spanish 
booklet trying to have conversations. It was cool 
how we could communicate with knowing little of 
each others language. 
Going to the aquarium was really amazing. They 

have the world's largest shark tank which was 
pretty impressive. There were so may colorful, 
weird and beautiful fish. You felt like you were 
actually in the ocean. When we got to the shark 

tank it was just so peaceful to me watching how the 
sharks and manta rays live together and how they 
move so graceful. You can't help but find comfort. 
fve never been to a real aquarium before so it was a 
nice experience for me. 
But my favorite place was Peace Memorial Park. 

It was very emotional for me. In America what we 
read in school text books makes it seem like the 
American came in and saved the Okinawans which 
they did help them over come the Japanese but they 
also destroyed everything. It's hard to face what 
your country has done to your culture and heritage. 
I never knew how important peace actually is to 
Okinawa but they defuritely show it through their 
pictures and exhibits. 
When we were going to the immigration center, I 

really didn't know to expect. But I soon learned 
how many places (and how) the Okinawans have 
immigrated to the US, especially Hawaii, Canada, 
Brazil, Peru and the Philippines. I learned that 
women in Okinawa had a picture marriage, which I 
don't agree with. W坤h I guess is because of the 
generation I live an grew up in I defuritely think the 
Okinawans are under appreciated in the world for 
their morals and faith that they have and I am 
thank血 for the chance to meet them. 
I want to thank for everyone that made this trip 

possible. Especially to Mr. Uema, and Mr. Angel 
Makishi ,thank you for your time and patience. 
Thank you for Indiana 
Okinawa Kenjinkai choosing me for this 

opportunity. to learn our heritage and meet 
Grandmother's families. I hope we can keep in 
touch and someday we all be able to return to 
Okinawa for the reunion. 
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ク リ ス ト フ ァ ー ジ ョ シア ワ ール タ ー ズ-
CHRISTOPHER JOSHUA WALTERS -- ------- - ------ ---- -
14歳 3 世- -- --- --- --- -- -
ア メ リ カ U S A  ------ --- ------ ----- --
フ ロ リ ダ沖縄県人会

「ジュニアス タ ディ ーツアー2005 に参加 して」

僕の名前はクリス トファ ー ・ ワ ールタ ーズです。 ボ
クはアメリカ合川国のアラバマ小11に住んでいます。 今
年の夏に僕は一生に一度のすばらしい機会を与えられ
ました。 僕の祖母はフロリダ沖縄県人会の会員で、 そ
の祖母が今回のジュ ニアス タ ディーツアーに僕が参加
する事を提案 したのです。

最初はとっても怖かったです。 なぜなら今までこん
なに家から遠 く 離れた事はなかったからです。 それに
こんなに長い時間 飛行機に乗ったのも初めてでした。

僕は初めて一人でサ ンフランシス コに行 く こと、 そ
してそこで今まで会ったこともない人たちに会うこと
にとても緊張していま した。 でも心配する必要はあり
ませんで した。 僕たちのグループはすぐに仲良 しにな
りました。 それにあまりにも楽 し く て飛行時間が長 く
感 じられなかったのです。

僕が一番楽 しみに していたのは、 沖縄の親戚に会う
ことでした。 たぶん今回のジュニアス タ ディーツアー

がなければ僕は沖縄の親戚に会うことはなかったでし
ょ う。 僕らの生活習慣と沖縄の人々 の生活習慣の違い
について僕は色んな事を楽 し く 学びま した。 アラバマ
，州に住んでいて沖縄の生活習慣を習うことはほとんど
ありません。 でも僕の祖母と母がこのギャ ップを埋め
る手助 けを してく れると思います。

今回のジュニアス タ ディーツアーは、 僕に、 今まで
会ったことのない親戚に出会い 祖母が生まれ育った、
また母が生まれた沖縄を見る機会を与えてく れました。

僕はすべての課外活動をエ ンジ ョ イ しました。 特に
ハイキ ングと水族館は最高でした。 僕は海や川が好き、
釣りはもっと大好 きです。 滝は文句な しにすばら し
かったです。
． 僕は仲間達とまた再会 し、 彼らとエ ンジ ョ イしたい
です。 そ して彼らと夜遅 く まで起き て色々 な違う食べ
物を食べてみたいです。 ちなみに僕の大好きな食べ物
はカレーライスです。

最も苦手だったのはスピーチでした。 他のメンバー

のスピーチを聞 く ことはとっても楽 しかったですが、
僕 自 身はスピーチが苦手なのです。 人前でのスピーチ
は得意ではありませんがでもどうにか僕はスピーチを
終えることができま した。

僕は感謝の気持ちを込めてこのすばらしい機会を与
えて下さったことに対 し、 もう一度 「ありがとう」 と
言いたい。 このジュニアス タ ディーツアーで得た素晴
らしい経験を、 僕は一生涯忘れることはないでし ょ う。
そしてこの ツアーがこれからも長 く 継続 して行 く こと
を願っています。 そして僕の弟と妹も参加する機会が
得られるよう願っています。 もし僕の弟と妹が このツ
アーに参加することができれば、 きっと彼らは大いに
エ ンジ ョ イするでし ょ う。 僕がそうで したから。 僕は
ツアーが後一週間延長すればいいのにと願ったく らい
ですから。 今の僕の願いは、 来年の世界の ウチナー ン
チュ大会に祖母と参加する事で、 実現できれば最高だ
と 思っています。 そのためには僕は母に、 学校に二週

間の休学届 けを出すようにお願いしたいと思っていま
す。 僕はこの望みが叶うように期待しています。

2005 Junior Study 'lbur 

My name is Christopher Walters and I am from Alabama, 
United States. I was given an opportunity of a lifetime this 
past summer. My grandmother is part of the Florida 
Okinawa Kenjin-Kai Group here in Florida and she was the 
one who approached me about taking this junior study tour 
to Okinawa. 

I was very scared at first, this was the first time I have ever 
been that far away from home and my first time on an 
airplane for that extended amount of time. I was very 
neivous about flying by myself to San Francisco and 
meeting up with people I had never met before. The 
neivousness soon faded and the friendship started with the 
rest of the group. We really enjoyed ourselves and the 
flight did not seem as long. 

My biggest thrill was to meet family members, which 
othe而se I probably would not have ever met under normal 
circumstances. I really enjoyed learning about the 
difference between our culture and theirs. It is very hard to 
learn about the Okinawa culture living in Alabama. I have 
to rely a lot on my grandmother and my mother to help fill in 
the blanks. This junior study tour gave me the chance to 
meet new family members and to see where my 
grandmother was raised and my mother was born. I really 
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enjoyed all the activities we were able to do, especially the 
hiking and the aquarium. I really enjoy anything to do with 
water and even more when fish are involved. The waterfall 
was absolutely beautiful. I would really enjoy meeting up 
with my group again and staying up late and eating (trying) 
the different kinds of food that was given to us. My favorite 
was white rice .and cuny. The least favorite thing was the 

speeches. I enjoyed listening to the other kids give their 
speeches, but I did not like giving mine. · I do not do well in 
front of crowds, especially giving speeches, but I made it 
through. 

I just wanted to say "Thank You" again for this great 
opportunity and I will never in my whole life forget this 
junior study tour experience and really hope that these study 
groups continue and that my brother and sister may have the 
chance to go as well. I think they will absolutely love it like 
I did, because by the end of the trip I wanted to stay another 
week. I'm hoping that my mother can work it out with my 
school for me to miss two weeks next October, so I can 
come back with my grandmother for the 4th worldwide 
Uchinanchu festival. I have fingers crossed. 
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ジ ョ ー ダ ン カ ミ オ サ ワ ダ
--- ----- -

JORDAN KAMIO SAWADA -- - ---- ----- ------- ---- - -----
14 歳 4 世------------
カ ナダ CAN AD A  -------------------------------------------------
レ ス ブ リ ッ ジ沖縄県人会

「ジュニアス タディ ーツアー2005」

2005年7月14日 から28日 まで沖縄国際ジュニアス タ
ディー ツアーに参加するというチャンスを得る事が出
来ました。 本当に本当にすばらしかったです。 ここカ
ナダ、 アルバー タ州にある レス ブリッジの沖縄県人会
に参加志望を出した時は沖縄の祖先について個人的な
疑問に関する答えが得られれば良いな、 と思っていま
した。 僕の曾祖父がお金を稼 ぐために1908年に祖国を
肩伯れ、 また自分の国に戻ってき たという人生はどんな
ものだったのだろうと思いました。 沖縄の過去と現在
を充分に知ることは僕の願いでもあります。 そうすれ
ば世代交代とともに沖縄の文化が失われていき、 僕自
身がその遺産について充分な知識がない状況になって
も、 将来カナダで沖縄の文化を活かしてい く ことがで
きるかもしれないからです。 最終的には北アメリカや
沖縄の他に世界の色んな文化についても学んでみたい
です。 そうすれば他の人達に対してもっとオープンに
なり、 今日 世界が直面している様々 な争いを、 僕達の
世代で減らすことができ ると思うからです。 ジュ ニア
ス タ ディーツアーはこのような質問に対する答えを出
す助 けになってく れたと思います。

僕はジュニアス タ ディーツアーを最初の日 からおお
いに楽しみました。 7月14日 、 夜遅 く に沖縄に到着し
たとき、 空港で迎えて下さった方々 が大歓迎してく れ
ました。 大勢の方に迎えられてとても嬉しかったです。
ホームス テイ先の人ともすぐに会えました。 新しい環
境に慣れるためにも、 また睡眠不足解消と自分の荷物
が届 く のを待つにも、 実際のツアーが始まるまで数日
間の余裕があった事はとても良かったです。 空港を出
てすぐで一番良 く 覚えている 2 つのことは、 湿気と、
辺りの緑が濃 く なるにつれてだんだん大き く なる蝉の
声です。 帰国後、 広島の平和記念の報道をテ レビで見
ていたら、 そのバックで蝉の声がしていました。 家族
に、 それはまさしく 沖縄滞在中にずっと聞こえていた
ものと一緒だと説明することができました。 那覇空港
に関する コメントとしては、 とても清潔で整えられて
いること、 また英語しか話せない人たちでも歓迎して
く れることです。

ウェルカムパーティーはよく 準備されていました。

ホス トファ ミ リーの方々 も参加し、 その方々 の協力の
下に、このツアーが実現されていることが現れており 、
とても良かったです。 参加したすべてのアクテ イビ
ティーの中で一番気に入ったのは、 海洋博記念公園見
学です。 見るべきものが沢山あったので、 もう少し時
間があったら良かったです。 首里城での時間は完璧で
とても良い見学ス ポットでした。 工芸体験、 ハイキン
グ、 サバニなど様々 なアクティビティーも楽しめまし
た。 それらのアクテ イビティーや、 高校生達とのグルー

プセッシ ョ ンは楽しく 、 お互いをよく 知る良い機会と
なりました。

ランゲージエ クスチェンジや一週間の半分に渡る移
住ワ ー クシ ョ ップは楽しく 、 最も印象に残る思い出の
ひとつになりました。 質問への答えが “Yes" であれば
部屋の片側に移動し、 “No" であれば反対側に行く とい
うアクティヒ‘‘ティーをしました。 最初 “他の国の人と
結婚しますか ？ ” という質問で、 僕のグループにいた
アメリカ人の女の子は “Yes ’' と答えま した。 “ではそ
の国に移住しますか ？ ’' との質問に、 彼女は “No" と
答えていました。

残った人のひとりが “ じ や あ、 移住したく ないなら
どうやって別の国の人と結婚するの ？ “と聞 く と、 結
婚相手の方が彼女の国に来るべきだと言っていました。

帰国途中、 大阪へ向かう飛行機の中で、 自分が別の
国、 特に沖縄へ移住するという風に考え方が変わった
と彼女が言っていたのを覚えています。 その時、 この
ツアーは大きな影響を与えるものなのだと実感しまし
た。

散策した市場は興味深いのもでした。 後日 ホス ト
ファ ミ リーと買い物をするためにまた市場に行けて、
良かったです。 それでも家族や友だちへのお土産を買
いにもっと出かけたかったなと思いました。

食事は最裔でした。 沖縄の様々 な伝統料理が食べら
れるチャンスがあって本当に良かったです。 いつも沢
山の食事が出され、 比地大滝ヘハイキングに行ったと
きにもお弁当がありました。

ひとつだけあまり楽しめなかったのは北谷の海水淡
水化工場でした。 環境や環境問題について学ぶのは好
きなのですが、 ここはあまり興味を持つことができま
せんでした。
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平和祈念公園では と ても感動しました。 この旅行中
と ても楽しみにしていたもののひ と つでした。 沖縄の
人々 の戦争に対する考え方を学ぶ助け と なりました。
帰国してすぐに、 広島と 長崎が平和記念 日 を迎えてい
たので、 と ても興味深く 、 今年はより多 く の知識を持っ
て見ること ができました。

もう一つ最高だったのは、 海水浴をした事です。 今
まで体験した中で一番温かい海水で、 海の色は本当に
絵葉書や写真のようでした。

今後のイベントやアクティビティー改善のため僕の
意見を下記に挙げさせていただきます。
(1) 一日 の終わりに自 由 時間を与えて欲しい。 この
旅行全体を通して一番良かったこ と は、 一 日 の終わり
に他の参加者全員 と 、 お互いの事を良 く 知る機会を持
てたことでした。 その 日 のアクテ イビティーが終了し
て（通常午後 9 時過ぎ） から誰かの部屋に集まってみ
んなで何時間もしゃ べったりでき ます。 言葉の壁が
あっても基本的な内容はわかりますし、 誰かが通訳し
たりすること ができます。 僕 と 他のツアーメンバー と
の間にはそれほ ど大きな違いはないのだということが
わかりました。
(2 ) さよならパーティーの開始時間を早めて欲しい。
みんな予定されていた時間を過 ぎても、 まだ会場に
残っていました。 それでも新しい友だち全員に、 さよ
ならを言うには、 充分な時間だったと は言えないと 思
います。

素晴らしい体験を可能にして下さったすべての方に、
どうやって十分な感謝の気持ちを表せば良いかわかり
ません。 僕の所属する沖縄県人会の方々 にはお礼を 申
し上げましたが、 沖縄にもお世話になった方々が大勢
いらっしゃいます。 一人ももれること がないように多
く の方にお礼をしましたが、 2005 年の夏、 あの 2 週間
のこと を振り返ったと き、 自 分の人生が大き く 変わっ
たこと に気づきました。 本当に最高の｛椙食をしました。
レス ブリ ッジそしてカナダや世界中の沖縄県人会の多
く の生徒たちが僕 と 同 じチャンスを得られること を願
います。

沖縄県庁の皆様は、 今日 の若者たちに祖先を知るこ
と ができるように、 このすばらしい機会を提供して下
さいました。 その方たちに心から感謝申 し上げます。

2005 Junior Study Tour 

From the 14 of July to the 28 of July 2005 I had 
the privilege of participating in the Okinawa 
Inねrnational Junior Study 'lbur. It was awesome. 
In my application that I made to my local 
Okinawa Cultural Society here in Lethbridge 
Alberta CANADJ\ I hoped that some of my 
personal questions about my Okinawan ancestry 

would get answered. I wondered about the life 
that my great-great grandfather left behind when 
he left his country in 1908 to make money and then 
return to his homeland. It was also my hope that I 
would discover enough about the past and present 
of Okinawa so that I might be able to keep the 
culture alive in Canada in the future because with 
each passing generation more and more is lost and I 
did not know enough about my heritage to help in 
that dream. Finally, it was my wish to learn about 
other cultures of the world (besides North America 
and Okinawa) so that I would learn a more open 
attitude about the 皿erent peoples of this earth so 
that our generation can decrease the global conflict 
that we face today. I think the Junior Study 'lbur 
helped answer some of those questions. 

I really enjoyed the Junior Study 'lbur right from 
the very beginning. When we first arrived in 
Okinawa, late on the night of the 14 of July the 
people at the airport gate made us feel very 
welcomed. It was great to have so many people 
there. It was very easy to meet up with our 
home·stay people. I was very glad that we had a 
few days before the actual study tour started 
because it gave us a chance to acclimatize and catch 
up on some sleep. For me personally, it was also 
good because my luggage had to catch up with me. 
The two things that I remember most about my 
first moments outside of the airport were the 
humidity and the sound of the cicadas as we 
entered the more vegetated area of my home stay 
fam討s farmland. After I got back home and I was 
watching some of the television coverage of the 
H江oshima memorial I heard the cicadas in the 
background and I was able to tell my family that 
that was exactly how it sounded all the time during 
my visit. I also wanted to comment on the airport 
in N aha. I found it very clean, organized and 
welcoming for someone who really only speaks 
English. 

The welcoming ceremony was well organised and 
I was glad that the host fam枷s were there to be 
recognized for their help in making this visit 
happen. Of all the activities that we participated 
in my favourite was the visit to the Ocean Expo 
Park. I would have liked to spend more time there 
because there was just so much to see. Time at the 
Shuri·jo Castle was perfect and that was a great 
site to visit. I enjoyed doing the 呵erent activities 
like the craftwork, hiking and sabani. These 
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activities and the group sessions that we did with 
the high school students were fun and it gave us a 
chance to get to know the other participants much 
better. 

The language exchange was fun and I also 
enjoyed migration workshop halfway through the 
week. It was at that workshop that one of strongest 
memories was made. We did this activity where you 
moved to one side of the room if you said yes to a 
question and to the other side if you said no. So 
first they asked, 'Would you marry someone from a 
different country'', and one of the girls from America 
in my group said ''yes." Then they asked, 'Would 
you move to another country?" she said ''No.". 

So one of the supervisors asked "So, how are you 
going to marry someone from a different country if 
you don't want to move there?'' She said that they 
would have to come to her. 

On the plane ride home to Osaka I remember her 
telling me that she had changed her mind and she 
would move to a different country especially 
Okinawa. That's when I realized that the tour had 
really made an impact on someone. 

The market place stroll was interesting and I was 
glad that I was able to go back there with my host 
family to make some purchases. In the end I found 
that I would have liked more time to make 
purchases for gifts for family and friends back 
home. 

The food was awesome and I loved getting a 
chance to eat all the different traditional foods of 
Okinawa. There was always plenty to eat even 
when we hiked up to Hiji Falls and had the bento 
boxes. 

There was only one site that we visited that I did 
not really enjoy and that was the sea desalination 
facility at Chatan. I like learning about the 
envirorunent and envirorunental study issues but 
this site was not the best (did not interest me). 

I was very moved by the visit to the Peace 
Memorial Museum. This was one of the things I 
had been looking fo-rward to during the trip. It 
helped me understand the Okinawan's point of view 
of the war. It was interesting that so soon after I 
returned home we were remembering Hiroshima 
and Nagasaki and that this year I viewed it with a 
better knowledge. 

Another great time was when we got to go 
swimming it the ocean. It was the warmest water 
I've been in and the water looked just like all those 

pos四rds and pictures fve seen. Part of what 
makes this amazing to me is that I have visited the 
beaches of Australia. 

My opinion on events and activities that could be 
improved would be: 
1) Allow more free time at the end of the day. The 
best part of the whole trip for me was the chance to 
get to know all of the other participants at the end 
of the day. Sometimes after all the activities of the 
day (usually after 9:00 p.m.) you could just go into 
someone's room and talk with the other kids on the 
tour for hours. Even with the language barrier you 
could get the general idea or have someone 
translate for you. I found out that they weren't 
much different then me or any of the other's on the 
tour. 
2) Start the closing ceremonies earlier. We stayed 
even later than planned on the schedule but it still 
didn't seem like enough time to say good-bye to all 
of my new friends. 

I do not know how I can possibly thank everyone 
who made this experience possible for me. I have 
thanked the people of my Okinawan Cultural 
Society but there are so many people in Okinawa 
that did so much for me. I know that I thanked 
many of them and I hope I didn't miss anyone but 
as I look back on those two weeks in the summer of 
2005 I rea加 that my life changed. It was an 
awesome experience and I hope that many students 
from Lethbridge and the other Okinawa cultural 
groups in Canada and around the world get a 
chance to do what I did. 

The Okinawa Prefectural Government have 
provided the youth of today with an awesome 
chance to discover their heritage. I thank them 
from the bottom of my heart. 
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ジ ャ ス ミ ン マ リ ー ド フ レ ド デ ヘス ス
--- - ----- - - - -- -----

JASMINE M紐IE DE JESUS -------------------------------------------------
18 歳 3 世- -- -- - -- ---_ ＿ 

フ ィ リ ヒ゜ ン Philippines --- - -- - --

フ ィ リ ヒ゜ ン沖縄県人会

2005 年ジュニアス タディ ーツアー

沖縄で行われたジュ ニアス タ ディーツアーは、 私に
とって一生に一度の経験になりました。 色んな経験し
ましたし、 たく さんの思い出は、 永遠に消えることは
ないでしょ う。

私は旅行の準備をしている間、 たく さんの不安と心
配を抱えていました。 まず、 学校を数日 休まなければ
ならず、 その時、 一期目 の試験を控えていたため、 出
席できなかった授業や試験、 活動に出席できなく なる
と、 皆に追いつ く のは大変だろうと考えていました3

さらに、 フィ リピンでは政冶的な紛争が起こっていた
ので、 それが海外に悪いイメージを与えているのでは
ないかという心配もありました。 また、 家族、 学校、
フィリピンの沖縄県人会、 そして国の代表という重い
責任を背負う事が出来るのかという不安もありました。
その一方で、 こんな素晴 ら しい機会を逃したら、 き っ
と後悔するだろうという気持ちもありました。 そして、
それは本当に素敵な、 忘れる事の出来ない経験となり
ました。

フィリ ヒ゜ン航空の飛行機に乗っ て私は7月19日 に
沖縄に到着し、 ジュ ニアス タ ディーツアース タ ッフの
方や、 母、 祖母か らの歓迎を受けました。 私は、 母、
祖母、 姉（中学校英語教師） と共に2日 間を過 ごしま
した。 21日 、 歓迎セ レモニーとオリエンテー シ ョ ン、
稲嶺知事との記念写真撮影のために私たちは沖縄県庁
に向かいました。 そこには17人の国外か らの参加者、
1認の県内か らの参加者がいました。 カナダか らの参
カ賭と私を除き、 全ての海外参加者には付き 添いがお
り 、 安心した様子で行動を共にしていました。 言語の
塁が理由で、 私は最初のときよりも居心地の悪さを感
していました。 お互いの言っている事が理解できない
事はよく ありましたし、 皆とコ ミ ュ ニケーシ ョ ンを取
る のは困難な事でした。 ス タ ッフは、 全ての説明が私
た ち に も 理解可能なように、 3チャ ンネルあ っ て英
語 ・ スペイ 靖吾 ・ ポルトガル語を聞 く 事が出来る レシー

バーと通訳を私たちに提供してく れました。 これはと
て も助かりましt½ 私は本当に日 本語が理解でき なか
っ たか らです。

ウ ェルカムパーティでは、 フィリ ヒ°ンの民族衣装を
着て、 歌を歌いました。 緊張しすぎて歌詞を忘れてし

まったのですが、 見ている人々はだれもその歌を知 ら
なかったので、 助かりました。 豪華な夕食を頂いて、
レインボーホテルでく つろいだ一夜をすごしました。

翌日 の金曜日 、 起床時間は早かったです。 比地大滝
にトレッキングに行く という事で、 私はとても興奮し
ていました。 私たちは皆楽しい時間を過 ごしていまし
たが、 突然転んで、 びしょ ぬれになってしまいました。
更に悪い事に、 借り物だったカメラが、 動かなく なっ
てしまいました。 皆とても心配して、 私に大丈夫かと
尋ねてく れました。 私はどこも怪我はしていませんで
したが、 カメラの事が心配でなりませんでした。 これ
が自分のものではないということを抜きにしても、 も
はやこの素晴 ら しい時間を記録にとどめておく 手段が
なく なってしまったのです。 その夜、 キャンプファ イ
ヤーとバーベキ ュ ーディナーがありました。 ゲームを
して、 私たちのチームは負 けてしまい、 その結果、 ひ
どい味のお茶を飲まされる事になってしまいました。
本当 にすご く まずかった ！ しかし私はグループのメン
バーと一緒にそれを飲み干しました。 素晴 ら しい夜を
ペンシ ョ ンキ ャロライナで過 ごしましt4 しかし私は
カメラの事が気になってしまって涙が止ま らなかった
ので、 母に電話をして、 後の事は母に任せる事にしま
した。

土曜日 は自然学習とマリ ンツアーの日 でした。 私た
ちは世界で一番大き いとされている海洋博記念公園の
美 ら海水族館を訪れました。 そこは、 サメやマンタ、
魚達といった、 色もサイズも違う、 数え切れないほど
の、 熱帯海洋生物たちの家になっていました。 ここで
は、 まるで自分がどんどん海の深いところにもぐって
い く ような感 じで海の不思議さや素晴 ら しさを体験す
る事ができました。 世界最大といわれているアクリル
ウィン ド ウを通して、 沢山の魚達を見る事ができてと
ても楽しかったです。 手の届 き そうな近さでサメやマ
ンタ をみるのは、 スリリングな体験でした。

次に私たちが行ったのは、 同 じ く ら いスリリングな
サバニ体験でした。 サバニは沖縄の伝統的なボートで
す。 私たちはこのボートに乗り込むだけではなく 、 グ
ループに分かれてサバニを漕いで、 レースまで行いま
した。 疲れましたが、 とても楽しかったです。

日 曜日 、 私たちは恩納村に行き、 伝統芸能などの文
化を学習しました。 私は、 エイサーの簡単なス テップ
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を学びま しtc.o また、 北谷町にも行き 、 海水淡水化施
設で説明 を受けました。 その後 J I C A沖縄国際セン
タ ーにいって、 沖縄の移民に関する歴史を学びました。
これはとても有益なもので、 沢山の事を学ぶ事が出来
ました。

月 曜日 の日 程は首里城見学でした。 首里城は沖縄に
来た際には必ず見学すべき場所だと思います。 私たち
は歴史に関する様々 なことを学び、 その素晴らしさに
は驚かされま した。 次に那覇てんぶすに行き 、 琉球ガ
ラス 、 焼き物、 漆器、 首里織り、 紅型などの伝統工芸
を学びました。 私はこの中から漆器を選び、 とても 上
手だと誉められました。 まったく 新しい事を学習する
事が出来て、 とても嬉しかったです。

火曜日 ばソ アー最後の日 でした。 私たちは平和祈念
資料館を見学しました。 年老いた男性が、 第二次世界
大戦がいかに残虐なものだったのかを私たちに語って
く れました。 そのあと、 戦没者の名前が刻まれた御影
石のような記念碑のある公園 を散策 しま した。 この記
念碑は私たちに、 戦争の虚しさを気付かせてく れるも
のでした。 午後には、 沖縄の人たちの生活を理解する
ために那覇の市場と国際通りを散策しました。 その後、
母と姉が迎えに来てく れて、 その夜は家族で過 ご‘ しま
した。

時が過 ぎるのは本当に早いもので、 ツアーはもう終
わりを迎えていました。 私たちは、 新しく 出来たばか
りの友達に別れを告げなければいけないことは分かっ
ていたので、 とても悲しい気持ちで一杯でした。 さよ
ならパーティーも最初は楽 しかったのですが、 最後の
ほうでは皆感情が高ぶり、 互いを抱き しめあって涙を
流していました。 お互いから離れたく ない気持ちで、
私たちはずっと写真を撮り続けていました。

ス タ ッフの人々 は、 時間がとっ く に過 ぎている事を
何度も私たち に知らせなければなりませんでした。 私
は本当に多 く のものを得ました。 たく さんの友達をつ
く り、 たく さんの素晴らしい場所を訪れ、 たく さんの
新しい経験を しましに 友情に国境はありません。 文
化、 伝統、 言語、 人種、 信条の違いこそあれ、 私たち
は平和に集う事が出来るのです。 そして、 フィリ ヒ゜ン
沖縄県人会や私の祖母から習った 「イチャリバチ ョ ー

デー」 の言葉どおり、 私が出会った人々は、 私にとっ
て、 もう既に兄弟姉妹になっていました。 皆に会えた
事は本当に素晴らしい体験でした。 一つだけ提案があ
ります。 ジュニアス タ ディーツアーヘの次期フィリ ヒ°

ン人参加者がタ ガログ語を使えるようにして欲しいの
です。 フィリ ヒ゜ン人は英語を理解できますが、 他の参
加者に、 フィリ ヒ°ンの公用語はタ ガログ語であるとい
うことを、 誇りを持って伝えたいのです。 また、 他の
参加者と、 タ ガログ語を共有したいのです。

最後に、 フィリ ヒ°ン沖縄県人会に感謝申 し上げます。
私を選んでく れて有難う ご ざいま した。 そして、 私に

動機を与えてく れたディーンと、 東カルーカン大学の
教授、 私を支えてく れた家族、 友人、 このツアー を実
現してさった稲嶺県知事をは じめとするジュニアス タ
ディー ツアース タ ッフの皆様、 私の一週間 を人生の中
で素晴らしいものとしてく れたツアー参加者の皆さん、
そして、 私の行動に常に強さと勇気を与えてく れる神
に心より感謝いたします。
皆さんどうもありがとう ご ざいま した。
Maraming salamat po! 

2005 Junior Study 'lbur 

The Junior Study Thur in Okinawa was a 
once-in·a·lifetime experience. I experienced many 
"firsts" in my life and the fond memories will surely 
remain in me forever. I had a lot of anxiety and 
apprehension while preparing for my trip. First, fd 
be m記sing school for several days and I felt it would 
be ve巧 difficult t,o cat-ch up with missed lectures, 
quizzes and other activities, more so because we 
were having our prelimin叩 examinations. The 
country was also experiencing political turmoil and 
somehow I thought it would paint a bad picture 
abroad. I was also afraid that I wouldn't be able t,o 
carry on that ''bii' responsibility of representing my 
country, the Philippine Okinawan Society (POS), 
my school, and my family. On the other hand, I 
thought that I couldn't forego such a beautiful 
opportunity and fll surely regret it if I didn't go. 
And, as it turned out, it was a beautiful and an 
unforgettable experience. 

I arrived in Okinawa on July 19th via Philippine 
Airlines. I was welcomed at the Naha Airport by the 
Junior Study Tour staff, my mother and 
grandmother. I stayed with my mother, 
grandmother and a sister (an English teacher at a 
Junior High SchooD for 2 days. On the 21st, we went 
to the Okinawan Prefectural Building for the 
welcome ceremony, orientation and commemorative 
phot,o with Gov. Inamine. There were 1 7 
participants from other countries and 19 
participants from Okinawa. All the foreign 
participants except the one from Canada and 
myself, had their own "guides" so they were all at 
ease among themselves and were usually t,ogether. I 
was feeling uncomfortable at first, more so because 
of the language barrier. I had a hard time 
communicating with them. Oftentimes, we didn't 
understand each other and we ended up laughing 
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among ourselves. The staff made sure that we 
understood instructions; we were given _a receiver, 
with 3 channels-English, Spanish and Portuguese 
and translators. It was very helpful because I really 
can't understand Nihonggo. 

At the welcome party, I did a song number and I 
wore a Filipiniana costume. I was so nervous and 
forgot the lyrics of the song. Thank God, the people 
watching were clueless about the song! We had a 
sumptuous dinner and had a restful night at the 
Rainbow Hotel. 

The following day, Friday, we woke up early. I was 
so excited because we were to go trekking in Higi 
Falls. We were all having fun when all of a sudden I 
tripped. I was wet all over and worse, my camera, 
which was a borrowed one, stopped functioning. 
Everybody was so concerned, asking me every now 
and then if I'm okay. I wasn't able hurt though, but I 
was worried about the camera. Aside from the fact 
that it wasn't mine, I no longer had one to capture 
the precious moments with. That night, we had a 
campfire and a barbecue dinner. We had games and 
our group lost. As a consequence, we were made to 
drink a certain kind of tea that had a horrible taste. 
It was really yucky! But I went along with the 
group and drank it all. We had a great t血e and 
spent the night at Pension Carolina. I was still 
bothered with the camera and cried a · river so I 
called up my mother and was relieved after talking 
to her. 

Saturday's schedule was for nature study, a 
marine tour. We went to the Ocean Expo Park, to 
the Churaumi Aquarium, the biggest of its kind in 

1 the world, which is home to countless number of 
marine creatures like sharks, manta rays, fish of 
many sizes and shapes and colors, corals and other 
tropical marine life. Here, ine can experience the 
splendor and mystery of the sea as if you were 
diving down in to the depths, and I really enjoyed 
the panoramic view of bountiful fish through the 
largest acrylic window in the world. It was thrilling 
getting a close-up look at sharks and rays at less 
than an arm's length away. Our next stop was just 
as exciting-the sabani experience. The sabani is the 
Okinawa traditional boat. We just didn't have a ride, 
we really rowed our own boats by groups and had a 
race. It was tiring but we had a lot of fun. 

On Sunday, we went to the Onna Village 
Community center where we studied culture and 
the traditional performing arts. I learned the basic 

steps of the Eisadance, the Ryukyuan dance, and 
the Danshin experience. We also went to chatan 
and had an orientation in the sea desalination 
facility. Later, at the JICA 0畑awa International 
Convention Center, we studied the history 、 of
0血awa's migration. The lectures were very 
informative and we learned a lot. 

The schedule for Monday was a visit to Shurijo 
Castle. Seeing the grand castle is a must for anyone 
visiting 0血awa. We learned a lot about its history 
and were amazed at its magnificent splendor. From 
here, we went to Naha Tenbus, where we learned 
some traditional craftwork, glass, pottery, lacquer 
ware, Shuri·ori weaving, Bingata dyeing. I chose to 
do lacquer ware and as told that I was good at it. I 
was happy to learn something new. 

Tuesday was the last day of the tour. We went to 
the Peace memorial Museum. An old man told, 1.1$ 尋｛，

about the atrocities of World War IL We strolled 
around the park where the names of all soldiers 
who died during the war have been etched in a huge 
gr狙rite-like marker, reminding everyone about the 
inanities of war. In the afternoon, we had a walk at 
Kokusaidori and strolled at the N aha market to 
learn more about 0畑awan lifestyle. Later, I was 
fetched by my mother and sister and spent the 
night with them. 
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Time flew so fast, the study tour has coi:ne to its 
end. It was sad because I knew we were saying 
good· bye to newfound friends. The farewell party 
was fun at first but later, everyone grew emotional 
and started hugging each other and crying. It 
seemed everyone didn't want to let go of each other 
and we had endless picture taking. The staff had to 
remind us many times over that time is up. I have 
learned so many things; I have gained many 
friends; I have seen spectacular places; I have 
experienced many new things. Friendship has no 
borders. In spite of 暉erences in culture and 
tradition, language, race, belief, we can come 
together in peace. And as what I have learned from 
the POS and from my grandmother, the 
word''ICHAJ虹BACHODE" remains in my 
heart-everyone I've met is already a brother/sister 
to me. It was really a great experience meeting 
you all. I just have one suggestion· I hope the next 
participant from the Philippines will have the 

opportunity to make use of Filipinofl'agalog. 
Although we in the Philippines can understand 
English, I would have been prouder to let everyone 
know that Filipinofl'agalog is our national language 
and would have loved sharing with them things 
Filipino in Filipino. 

In closing, I'd like to thank . the Philippine 
Okinawan Society for choosing me to be a part of 
this; the Dean and my professors at the University 
of the East, Caloocan for giving me considerations; 
my family and friends for all the support; the 
Okinawa Prefectural Government under Gov. 
lnamine and the Junior Study Tour Staff, for 
making this possible and all the Junior Study Tour 
participants for making my one week in life 
cherishable and to our great God who is the source 
of my strength and courage in everything I do. 
Thank you everyone. Domo arigato gozaimasu. 
Maraming salamat po! 
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ゴ ンザ レ ス 優子 エ リ ザベス
••-- -- - - -

YUKO ELIZABETH GONZALES 
1 7 歳 2世------
イ ギリ ス United Kingdom -
イ ギリ ス沖縄県人会

「ジュニアス タディ ーツアー2005」

沖縄を訪れる事ができたのは、 すばらしい体験でし
た。 第1日 目 はとても不安でびく びく していました。
というのも、 ほかの国からは 2、 3人の参加者が来て
いましたが、 私の国からは私一人だけだったのです。
その後、 私達は各自、 自国について話さなければなり
ませんでした。 その事を考えるだけで胃がきりきりし
ましたが実際に前に行って話しは じめたらそんなに悪
く もなかったです。 数人の沖縄の高校生が短いシ ョ ー

を披露してく れました。 その中で私が気に入ったのは、
タ イの踊りでした。 その衣装は色鮮やかで、 踊りは美
しく 優雅でした。 その晩には、 私達の歓迎会がありま
した。 私はその行事が気にいりました。 なぜならその
行事が、 お互いに打ち解けて話しあう事ができるきっ
かけになったからです。 そして、 、その後から気分を落
ち着けて、 心地よく 過 ごす事が出来ました。

第 2日 目 はすご く 楽しい比地大滝への旅行でした。
私は是非沖縄の自然をこの目で見て、 すばらしいア ウ
ト ドア｛樗してみたいと思っていました。 ある男性が
案内役となり、 山での心得について話してく れました。
滝へ近づ く につれて段々 暑 く なって来ました。 また、
たく さんの階段を登らなければならず、 とても疲れま
した。 今まで見た事のない多 く の生物や昆虫を見る こ
とができました。 とても美しかったです。 ある地点ま
できたら、 靴と靴下を脱ぎI」子iや岩を踏みながら川を
渡っていきました。 楽しかったですが、 時々 とがった
小石を踏んだりして痛い思いもしました。 又滑りやす
い石などもあって少々 危険でもありました。 少したっ
と、 大きな葉に包まれたお弁当が配られました。 中身
はおにぎりと丸いケーキでした。 その食事はとてもお
いしく て気にいりましに 1日 が過ぎて、 それまで通
って来た道をまた戻って行きました。 ホテルに帰る前
にガイ ドさんが鳥について話してく れました。 そして
木で作られた小さなブロックと、 先が輪になっている
鉄のね じが配られましt½ そのね じをブロックの穴に
入れてまわすと小鳥のさえずりのような音が出ました。
そのおもち ゃで実際に小鳥達を呼ぶ事ができたので、
それはとても賢 く て面 白 いおもち ゃだと思いました3

それからキ ャンプファ イヤーをしました。 火の回りで

ゲームやダンス、 そして歌を歌いました。 本当に楽し
かったです。 この日 はまったく すばらしい日 でした。

3日 目 に水族館を訪問しました。 多 く の不思議な
形・色・サイズの魚や生き物がいて、 それらは美しく 、
見ていて楽しいところでした。 その後沖縄の伝統的な
船、 サバニをこぎました。 私は一度も船をこいだ事が
なかったので、 これはすばらしい体験でした。 とても
疲れましたが、 新しい事にチャ レンジするのはやりが
いがありました。

そのあと、 ホテルに戻ってい く つかのゲームをしま
した。

4日 目 には、 小さな太鼓のような物を持って踊るエ
イサーを習いました。 美しい踊りの動きを覚え、 新し
い事を学ぶのは本当に楽しかったです。 四日 目 の体験
で私が気に入ったもう一つのプログラムは、 沖縄国際
センタ ーを訪問した事です。 移民として他の国で生活
をしてい く 為に経験してきた様々 な苦労を知り、 とて
も典味深いものでした。

5日 目 には首里城を訪問しました。 お城は非常に大
き く 、 たく さんある部屋には様々 な色、 形、 デザイン
があり、 すばらしかったです。 昔琉球王が住んでいた
場所を訪れるのは名誉な事だと思いました。 その後、
漆器体験をしました。 きれいな赤い花の模様のついた
小さなお椀を一品作りました。 作る過程は、 とても楽
しかったです。

6 日 目 に私達は平和祈念資料館へ行きました。 私が
最も典味を持っていた場所です。 ある男性が私達に座
わるように指示し、 第二次世界大戦の｛科倹を話してく
れました。 その話を聞いて私をは じめ皆感情的になり
ました。 又そのよ う な大変な体験や痛みをせず今こう
して生きている事がどんなに幸運であるかを実感させ
られましt4 その次は市場の散策でした。 売られてい
る美しい品物や工芸品を見る事はすばらしい事でした。

7日 目 は最終日 でとてもさびしい日 でした。 特にお
別れパーティーの時には、 みんな感情的になってしま
いました。 私達は一人ずつ日 本語のスピーチをしなけ
ればなりませんでした。 以前ほど緊張しませんでした
が、 ただ、 私の発音が分かっていただけたらと思いま
した。 そして各自修了証書が渡されました。 すばらし
い事です。 その日 が終わってほしく なかったのですが
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疇な事に時は早 く 過ぎ去ってしまいましt½ 私達は
シャ ツにそれぞれメッセージを交換しあい、 多 く の者
が泣いていました。 私も泣き そうでした。

この機会に、 私にこのすばらしいツアー参加のチャ
ンスを与えて下さった県庁の皆様にお礼を 申 し上げま
す。 又、 通訳、 ス タ ッフの方々 にも厚 く 感謝を述べさ
せていただきます。

沖縄でその伝統や文化、 歴史などを学ぶ事が出来た
事はとても光栄でした。 今は日 本語を話せませんが沖
縄へ行った事で刺激を受け、 やる気がでてきたので是
非日 本語を勉強し、 次回は皆様に日 本語で話す事をお
約束いたします。 再度お礼申 し上げます。 誠にありが
とう ご ざいました。

2005 Junior Stud,立 'lbur

Coming to Okinawa was a wonderful experience. 
On the first day I was quite nervous and shy 
because I was the only one coming from my country, 
whereas, every other one had at least two or more 
students. 

Later on, we had to do a speech of our countries. 
The thought of it made me have 
Butterilies in my stomach but when I went up to 
speak, it wasn't so bad after all. 

A group of Okinawan high school students put 
together a short show for us. 
My favouri匹art was the dance from Thailand ·the 
costumes were bright and colourful and the dance 
was beautiful and elegant. 

In the evening we had a welcome party. I really 
liked this because it was like an ice breaker where 
everyone had a chance to talk to each other. A転r
the party I began to feel more at ease and abit more 
comfortable and settled. 

The second day was great fun as we were 
trekking in the Hiji falls. I got to see Okinawa's 
nature and experience the great outdoors. There 
was a man who gave us a tour guide and talked to 
us about a few things in the mountain. As we 
walked further into the falls, it was becoming 
more and more hot. We also had to climb up lots 
and lots of stairs which was really tiring. I saw 
many creatures and insects that I hadn't seen 
before and they were beautiful. We come to a part 
where we took our shoes and sock s off and walked 
n stones and rocks through a river. This was fun but 
quite painful for me because I sometimes stepped 
on a few sharp stones were slippery. 

Later, we were each given a lunch which was 

wrapped up in a big leaf, it consisted of Onigiri and 
a type of cake ball. I really liked the meal, it was 
very delicious. 

At the end of the tour we headed back. Before we 
went back to the hotel, the man talked us more 
about birds. He gave us a small block of wood and a 
metal loop with a screw bit at the bottom of it. We 
had to tw迫 it in the hole in the wood and it made a 
tweeting bird sound. I thought this was very clever 
and quite fun because we were able to call the birds. 

We then headed back to the hotel and had a camp 
fire which was a great day. 

On the third day we visited the aquarium. I re叫y
enjoyed this as I saw so many weird looking 
creatures and fish,with 暉erent colours, shapes 
and sizes, but they were beautuul at the same time. 

Later, we rowed on the Okinawan traditional 
boat called the Sabani. This was a brilliant 
experience for me because I had never actually 
rowed on a boat before. It was very tiring though 
but worth it though because I got to try something 
new. 

庫r we headed back to the hotel and played a 
few games. 

On the forth day I learned Eisa dance which was 
with the mini drum· like instruments. This was so 
much fun because I learned so many new and 
beaut血 moves. My other favourite part was 
visiting the Okinawan International centre. Here, 
we learnt about the history of Okinawa's 
immigration. I found this interesting as I learnt so 
much about the hardship they went through just to 
try and live in another country. 

On the fifth day we visited Shuri·jyo Castle. I 
found this amazing because it was absolutely huge 
and beaut血 with its many rooms full of 曲ferent
colours and pattern, and designs. I felt honoured 
to be in the castle knowing that a king used to live 
there. 
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Later, I learnt about lacquerwere. I got to make 
one piece it was like a small plate with a beautiful 
red flower on it. I found this enjoyable to make. 

On the sixth day we visited the peace memorial 
museum. This was my most favourite place. A man 
sat us down and told us about his experience in 
World War 2. This made me very emotional as it did 
everyone else. It made me think how lucky I was to 
be alive today and how I didn't have to go through 
so much hardship and pain. 

Later, we went for a stroll down the market place. 
This was great as I got to see the clifferent shops 
and the beautiful objects and craftwork they were 
selling. 

The seventh day was very sad because it was the 
last day and everyone was emotional spatially at 
the farewell party. We each had to give a speech in 
Japanese for one minute. I wasn't nervous as before, 
but I hope that my pronu加iation of Japanese was 
okay. We were also presented with our own 

certificate which was great. I didn't want the day to 
end, but unfortunately it went too quickly. We 
signed each others shirts with little messages and 
many were cがng a lot. I was very emotional too, 
but I managed not to cry although there were many 
times when I was about to. 

I would like to take this opportunity to thank the 
prefectural government for giving me this 
wonderful chance to be a part of this study tour. I 
also want to thank all the translators and stuff for 
keepmg the group together and for all their hard 
work for organising many activities. It was an 
honour to be there and learnt the history, culture, 
traditional ways of Okinawa. 

I know I don't speak the Japanese language now, 
but bemg m Okinawa has given me so. much 
inspiration and motivation to learn the language; so 
I promise to learn Japanese and next time rm there, 
I w出 be speaking the language to you all. Thank 
you ag皿．
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具志堅 靖知
------------------· 

GUSHIKEN YASUTOMO 
•------- ---------- --- - 卜

沖縄市立 コ ザ 中 学校 3 年

ます。

『沖縄か ら 世界 に架 け橋 を』

僕は平成 17年度ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ーに参加し
て海外の同 世代の子ども達、 し かも移民 した沖縄人
の子孫と沖縄のことが学べてすご く 良 かったと思い

2日 目 から 3日 目 にか け ては 自 然学習を行い、 沖縄の 自 然の魅力 を再発見することができ 、 「世界に
誇る沖縄の 自 然を僕達の手で守り、 次の世界に残したい。 」 と思いま した。

5 日 目 の歴史学習では首里城と玉陵を見学し、 約450年間 続いた琉球王国の歴史を再確認するこがで
き ました。 最終日 の平和学習では糸 満市摩文仁にあ る平和祈念公園を訪れ、 平和祈念資料館や平和の礎、
周 辺 に あ る戦跡を見学し、 改めて戦争の悲惨さを学びました。 そして、 「沖縄戦の悲劇を全ての人へ伝
えたい。 」 と思いま した。

このツ アー を通 して僕は参加者全員が国境を越えて一体となった感 じがして、 国際協調の輪が広がっ
たような気がしました。

20世紀初頭、 金武 出 身で移民の父といわれた 当 山 久三は20人余の沖縄人をハ ワ イヘ移民させました。
この時 から沖縄人の移民の歴史が始まり、 その後も出稼 ぎのため、 多 く の沖縄人が北米や南米へ移民し
ま した。 ここ数年はそれらの出来事 から100年を迎えたため、 日 本と共 同で記念行事を開いています。
また沖縄県は全国でも1、 2位を争う移民輩出県であったため、 来年開 かれる第4回世界の ウチナー ン
チ ュ 大会などで移民受 け入れ国との交流がますます深められることが期待されています。

最近の国際交流はよその国の人同 士が触れ合い、 相 手の国のことを学んで知るだけではな く 、 伝統芸
能・エ芸の体験、 民族衣装の着服、 その国の料理を味わうことなど、 国際理解を勧めるために交流その
ものの内容が一段と深められています。

僕は国際化時代に生 き る者の一人として、 これからも積極的に国際交流に関する イベントなどに参加
し、 自 分で 「今後の国際交流の在り方」 について考え、 それを模索したいです。

将来はこのツ ア ーで学んだり、 感 じたりしたことを発揮して、 沖縄と南米諸国などの移民受 け入れ国
の発展に尽 く したいと思っています。

最後に、 このツ ア ーに協力 して く ださった沖縄県観光商工部交流推進課の皆さんやス タ ッフの方 々 に
感謝を 申 し上 げます。

本 当 に有り難う ご ざいました。
Thank you very much. Muchas grac ias .  
いっペーにヘーで一びる。
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城 間 ひ か る
- - -

SHIROMA HIKARU 
那覇市立石嶺 中 学校 3 年

『 ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し て』

私は、 今夏 開催されたス タ ディー ツ アーに、 沖縄
県の中学生代表の一人として参加しました。 中学生
は4人しか参加でき ないので、 年上 ばかりがいるの

だ ろ うと思い、 とても緊張しました。 集合場所に行 く と、 もうすでに参加者が集まっていました。 周 り
を見渡すと、 海外参加者も、 県内参加者も皆、 年上に見えて緊 張のあまり、 心臓がバ クバ クしていまし
た。

県庁で記念撮影を終え、 地下にある レス トランで昼食を取りました。 県内参加者しかいない席につい
て、 みんなで話しながら食事を取りました。 少 し、 リ ラックス することが 出来ました。 初めて友達にな
ったのが、 石垣から来た又 吉奈保子さんでした。

食後、 レ インボー ホ テルに移動 し、 グループ決めなどのオリ エンテ ー シ ョ ンをしました。 私は F グルー

プでメンバ ーは祥子さん、 あ んなさん、 なつ みさん、 千草さん、 ジ ョ ーダン君の 5 人です。 F グループ
は、 男子がジ ョ ーダン君一人なので、 ち ょ っと可哀相だなと思いました。 その後、 各国紹介や、 ス ペイ
ン語の講師を招いてス ペイン語の勉強をしたりしました。

7 時からは、 沖縄尚学高校の地域国際交流 クラブの皆さんが交流プロジ ェ クトを企画して く れていま
した。 ゲ ーム やダンス などが あり、 とても楽しかったです。 その後、 ウェルカム パ ー ティーがありまし
た。 洋風で立って食べるというものでした。 ここで、 参加者が出 し物をしていてとても面 白 かったです。
琉球舞踊やアルゼンチンのダンス 、 ギタ ー 演奏、 ブラジルのダンス等でした。

ホ テルでの部屋に一緒に泊まるメンバ ーは、 美優さん、 祥子さん、 ジ ャ ンニさん、 優子さんでした。
優子さんは英語しかしゃ べれないけど、 とても楽 し く 過 ごす事が 出来ました。

2日 目 は、 那覇から比地大滝まで行 く のに時間がかかるため、 6 時起床でキ ツ かったです。 比 地大滝
につ く と、 英語グループとそのほ かの言葉グループに分かれてト レッキングをしました。 行 き は、 途中
まで普通の道を歩 き 、 途中から水の中を歩 き ました。 石が多 く 、 裸足で歩いたのでとても痛 かったです。
帰りは、 普通に コ ース を歩いで帰りました。 最後に、 バ ー ド コ ールというものを作りました。 これで鳥
をよんで、 観賞するそうです。

恩納村のペンシ ョ ンに泊まりました。 私は二人部屋で、 ジ ャス ミ ンさんと同 室でした。 ジ ャス ミ ンさ
んは、 英語しか話せなく 、 とても会話に困りました。 いったん、 部屋に行き 、 それから、 キ ャ ンプ フ ァ
イヤ ーをしました。 そのとき も、 沖尚の人たちが楽しいゲームを企画して く れて、 本 当 に楽 しかったで
す。 ゲーム が終わると、 キ ャ ンプ フ ァ イヤ ーを始めました。 火の勢いが強すぎて、 とても暑 かったです。
日 焼 けならぬ、 火焼けをする かと思いました。

夜は、 ジ ャ ンニさんの部屋に行き 、 レ ゲトンを踊ってもらいました。 とても上手でした。
3日 目 は、 美ら海水族館に行 き ました。 ケンジ君と、 あいりさんと見て回りました。 大 き な水槽の中

に、 ジンベイザメや、 エ イなどた く さんの魚がいてとても凄 かったです。 伊江島たっ ち ゅ ーが キ レ イに
見えたのもよかったです。

お昼は、 「 本部元気村」 ですまして、 サ バ ニをしました。 サ バ ニ はとっても難し く 、 びし ょ ぬれで大
変でした。 サバ ニをしていた隣には、 イルカさんがいてとっても可愛かったです。

サバ ニを終えた後、 近 く のビーチで泳 ぎました。 海底にはナマ コ 等がた く さんいて、 とても気持 ち 悪
かったです。

この日 も恩納村のペンシ ョ ンに泊まりました。 深夜まで奈保子さんとう ろ ち ょ ろ したり、 お話をして
いました。

4日 目 、 恩納村で伝統芸能体験をしました。 私は三味線を選びました。 三味線はとても難しかったで
す。 その後、 北谷の海水淡水化施設に見学に行き ました。 機械が沢 山 あってすごかったです。 見学の後、
海水を淡水化した水と、 普通の水を飲み比べました。 海水を淡水化した水には、 カルキ臭さが無 く 、 と
ても美味しかったです。

国際セ ン タ ーに行き 、 移民について各グループに分かれて話し合いました。 写真を見て何処の国でど
ういう事をしている等と言うことをみ んなで話し合いました。 夕 食は国際セ ン タ ーの レス トランで食べ
ました。 食後に、 一 緒に食事をしたメンバ ーで写真を撮りました。
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5日 目 、 タ ベは夜更 かしをしたので、 朝食 ぎりぎりに起 き てしまいました。 食後す ぐにロ ビーに降り
て首里城に行き ました。 その後、 タ マ ウ ド ウ ンにいき ました。

昼食を金城町の石畳に あ る お店で食べました。 沖縄そばを食べました。 エ ミ と かは沖縄の食事が 口 に
合わないようでした。

その後、 てんぶす館に行き 、 伝統工芸をしました。 私は漆器を作りました。 隣には ミ ッシ ェルさんが
いて、 と ても上手に作っていました。

今日 で、 ホ テルに泊ま る のは最後でした。 でも、 み んなとお話ししたりして と ても楽しかったです。
6 日 目 、 平和祈念資料館にいきました。 そこで、 沖縄戦の悲惨さ、 当 時の人が ど んなに苦しんだかが、

痛 々 しいほ ど伝わって き ました。 公園内散策では、 防空壕の後や、 亡 く なった人たちをまつった所を見
ました。

昼食の後、 ま ち ぐ わ ぁ 散策にいき ました。 ここでも、 沖 尚の皆さんに助 けてもらいました。 おいしい
サ ー タ ー アンダギーを食べたり、 井戸 から水をポンプで く み 上 げたり と 、 とても楽しかったです。

明日 で、 このス タ ディー ツ アーも終わりです。 こう思う と 、 私はこの時間がもっ と 長 く 続 け ばいいの
にと思ってしまいました。

翌日 、 ス タ ディー ツ アー最終日 。 サ ヨ ナラパ ー ティーは午後4時からなので、 それまでみんなで国際
通りをまわ るこ と にしました。 沖縄屋にいったり、 そこら辺にあ る お店に入ったりな ど して遊んでいま
した。 最後にプリ クラを撮 るこ と にしました。 あまり時間が無 く て、 1回 しか取れませんでした。 でも、
と ても楽しかったです。

サ ヨ ナラパ ー ティーはてんぶす館の4階で行われました。 修了 式の後、 前原 キ ャス タ ーの講話を聞 き
ました。 その後、 海外参加者の感想発表 と 県 内参加者の感想発表を聞 きました。 クリス が日 本語で発表
していたけ ど、 何を言ってる か分からないので、 マケ ーナが クリス がしゃ べり終わった後、 日 本語の通
訳 と して話していました。 最後にみんなでダンス を踊って、 島唄を歌いました。 歌い終わった後、 み ん
なでT シ ャ ツ にメッセ ージを書 き ま した。

最初は、 上手 く やっていけ る かかなり心配だったけ ど、 最後には、 もっ と み んなと一緒に居たい と 思
うようになりました。

この夏、 最高の思い出が 出来ました。 ずっと、 大人になっても絶対に忘れない思い出です。 この経験
を生かして、 今後いろ んなこ と に励 んでいき たいです。

今回参加したみ んながもう 一度集まれたら と 思います。
あ と 、 このス タ ディー ツ アーにいろいろと協力 して下さった皆様にお礼 申 し上 げます。

- 72 -



伊地 侃海
ICHI TADAMI 

与那原町立与那原 中 学校 3 年

『 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し て』

自分は こ のジ ュ ニ アス タ ディー ツ アー に参加 して、
2つの大 き なものを得ま した。

まず一 つは、 沖縄のすばら しさを知りま した。
自分は こ のツ アー期間中に、 サ バ ニ体験、 美ら海水族館見学、 海水淡水化施設、 伝統芸能体験、 平和

祈念資料館見学、 首里城見学など と いったた く さんの場所を訪れ、 見学しま した。 こ の他 にも、 歴史学
習 と して沖縄の移民の歴史を県外参加者のみなさん と 学習 しま した。

この体験学習で印象 に 残っているのは、 沖縄の移民の歴史で、 昔の沖縄の人の苦労が あったから こ そ、
今の沖縄が あり、 そ してこの よ う に世界の国々 から沖縄に集まり、 世界のこ と を知るこ と が出来る と 思
います。

また、 平和学習での戦争体験者の方の沖縄戦に ついての話が忘れられません。 60 年前は、 自 分たちの
よ うな学生でも戦争 に かり出され、 多 く の人の命が奪 われ、 悲惨な戦争を二度 と 起こ してはいけない こ
と を、 その方のお話を聞いて改めて感 じま した。

もう 一つは、 仲間を得ま した。 初めてみ んなに あった と き 、 「 み んな と 上手 く やっていけるだろ う か。 」
と 、 心配 ばかり し ていま した。 し か し、 2日 目 のキ ャ ンプファ イヤ ーが終わった頃から、 み んなう ち 解
けるこ と ができ 、 県外参加者の人たち も県内参加者のみ んなもま じって交流するこ と が出来ま した。

県外参加者の中には、 日 本語が し ゃ べれる人もいて、 あまり言葉 には困りませんで した。
3日 目 は、 サ バ ニ体験で海 に行って、 サ バ ニ レ ースで盛り上がり、 その後近 く の海で泳いだり しま し

た。 海 に着 く と 、 自分 と 仲 良 く していた県外参加者が “What - s thi s ? " と いって海 に指をさ していま
した。 自分が、 吋hi s i s  sea urchin . " と 答える と 、 驚いた表情を していま した。 その県外参加者
は日 本のす しが好 き ら し く 、 は じめて ウニを見た、 と 驚いていま した。

4日 目 、 5 日 目 は主 に 文化学習で、 エ イサ ー、 琉球舞踊、 三 味線を習いま した。
自分がこのジ ュ ニ アス タ ディー ツ アーで一番楽 し かった こ と は、 み んな と 夜遅 く まで Hang Out した

こ と です。
引 率の方 に 注意をう けるこ と もありま したが、 と

ても良いツ アー に参加する こ と がで き ま した。
自分が こ のツ アー を通 して実感 した こ と は、 文化

や言葉 に壁が あっても、 みんな同 じ 気持 ちで変 わら
ない と いうこ と です。

最後 に、 こ のツ アーを企画 して く れた沖尚の皆さ
ん、 そ して仲間 に感謝 します。
"Grac i as .  Obr i gado . Thank you. ありが と う ご ざ

いま した。
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又 吉 奈保子
- - ----------------------------------

MATAYOSHI NAOKO 
石垣市立伊原 間中学校 3年

『ツ ア ー に参加 し て』

私は、 このジ ュ ニ アス タ ディー ツ アーに参加して
良 かったと心 から思 います。 このツ アーでの一週 間
は夢のようであり、 また充 実した日 々 でした。

私は、 初日 の大事なみ んなとの初対面に飛行機の都合で大遅刻 してしまいました。 集合場所に走り込
んでい く と、 みんなの視線が 一気に私に向 けられて、 そして 「みなさー ん 、 石垣さん が到着しました ！ 」
とツ アー参加者のみんなから素晴らしい温かい歓迎をう けました。 しかし、 私にとってはツ アーの始め
からなんて恥ずかしい事をしてしまったんだろ うと後悔し、 沈 んでいました。

ツ アーのス タ ー トは、 失敗してしまったけど次の瞬間 からそんな嫌な気持 ち は忘れさられ、 逆に本 当
にこんな私に友達が 出来るのかと不安の色で一杯になりました。 その為 私は、 どう接してい い か分から
ず ツ アー の始めは消極的になっていました。

しかし、 周りの積極的な行動を 目 の当たりにして、 私もこのままではダメだと自分自身をリ セ ットし
てー から私は ツ アーに参加することにしたのです。

ツ ア ーの参加者は、 皆個性的で フ レン ドリ ーな人達でした。 それに私は驚 き 、 また参加者み んなの人
の温かさに感動 しました。

ツ アーでは、 実際に海外参加者と一週間 共に生活する事で色 々 な事を学び、 得る事も多 く 私は変 わっ
たと思います。 会話の中で自然と英語を喋り、 それだけではな く なんと、 なまりやリ ア クシ ョ ンまでも
が 移っている事に私は驚愕させられました。

しかしその反面 、 言葉の壁にも何度もプチ当たりました。 その時私は、 自 分自身の英語力 のなさ、 発
音の悪さにふ が いなさを感 じさせられずにはいられませ んでした。 もっと私 が勉強していたなら… と後
悔させられました。 でも、 日 を重ねてい く う ち に少 しずつでしたが 、 通 じ る事も多 く なり、 その事に私
はとても喜びを感 じました。 それと同 時に言葉の壁を越えて私は心と心で触れ合う 事でこそ、 本 当 の

“絆” が うまれるのだと思いました。
また、 このツ アーで沖縄の名 所をまわる事で、 改めて沖縄のよさを実感し、 ツ アーのみ んなで一緒に

まわる事によってさらに多 く の喜びを味 わえました。
このツ アーを終えて、 一 週 間を振り返ってみると本 当 に終わ つ てしまったのかと悲 し く なりました。

みんなの笑顔や楽しい時間 は今でも昨日 の事のように思うのに…

夢の一 時のようなツ アー。 もし、 このツ アー が夢だったとしたなら、 私はこの夢からさめた く ないと
思いました。

ツ アーに参加して、 色 々 な体験を通して学ぶ事も多 く 、 そして一番に私達 ウチナンチュ と世界の ウチ
ナンチュ がこのツ アーによって友好の輪を結ぶ 事ができ たと思います。

「一期 ー会（イチ ゴイチェ）」
この出会い が 一生一度だとしても、 この出会いを永遠に忘れず大切にしたいです。 なぜなら、 このツ

ア ー の あ ったひと夏の最高の思い 出は私達ジ ュ ニ アス タ ディー ツ アー2005の参加者の心に深 く 刻 みこ
まれていると思 います。

私は、 こ の思いを胸にこれから色 々 な事に挑戦し、 頑 張ってい き たいです ！ ！ 
最後にこのツ アーを企画 ・ 運営 して く ださった全てのみなさんに深 く 感謝します。 そして、 私はこの

ツ アー に参加したみ んなを心 から愛 しています…。 みー んな大好 き ＊ ”

ありがとう／Thank you/Grac i as/Obr i gado／ いっペーにふ ぇ ーで一びる*** I L O V E  ジ ュ ニ アス タ ディー ツ アー ＊ ＊ ＊
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金城 千尋
KINJYO CHIHIRO 

北部工業高等学校 2 年

『 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て 』

7 月 21日 から27日 にかけてジ ュ ニ アス タ ディー ツ
アーに参加 しました。

初日 、に県庁に集合し、 み んなと顔を合わせた時、
本 当 にこのツ アーでやっていけ るのか不安でした。 でも、 ツ アーメンバ ーが、 大丈夫 ？ 緊張してるでし ょ
う ！ ？ 大 丈夫だよ、 みんなに話しか け て ごらんと言って く れたので、 自分も積極的に話しか けられるよ
うになりました。

初日 は ウェルカム パ ー ティーがありました。 まだ少 し不安だった私にみ んなは 「 一緒に近 く で舞台を
見に行こう。 」 と誘って く れたので、 す ぐに心を開 く 事が 出 来ました。 そのおか げで、 私は初日 から多
く の人達と友達になる事が 出 来ました。

2日 目 は比地大滝にト レッキングに行 き ました。 二組に分かれてト レッキ ングをすることになり、 私
は Engl i sh チーム に参加 しました。 Eng l i sh チーム はまだ話した事がない人ばかりでしたが、 勇気を出
して、 一緒に登 ろ うと県内参加者の奈 々 さんとエ リ ナさんに自分から声をか けたら、 笑顔でいいよと答
えて く れて、 友達になる事が 出 来ました。

比地大滝への道のりはとても険 し く 、 長い階段が続 き 、 途 中で何度もやめたいな、 もう帰りたいな、
と く じ けそうになりました。 でも、 エ リ ナさんや奈 々 さん海外参加者のユカリさんも頑張れと励まして
く れ、 なんとか比地大滝まで着 く 事が出 来ました。 滝の近 く は涼 じ く て、 滝も迫力 があって、 感激 して
目 の前に ある大 き な岩に登って記念撮影をしました。 互いに励まし合い、 仲間と共に達成する事がで き 、
印象に残る ト レッキング体験になりました。

夕 飯はペンシ ョ ンでバ ーベ キ ュ ーをしました。 沖縄尚学高校の人達がバ ーベ キ ュ ーの準備をして く れ、
一緒にバ ーベ キ ュ ーを盛り上 げて く れました。 み んなで語り合いながらのバ ーベ キ ュ ーはとてもおいし
かったです。

3日 目 は美ら海水族館へ行き ました。 自宅 から近い所にあるにもかかわらず、 私はそこに一度も行っ
た事がなかったので期待に胸がふ く らみました。

館内は多 く の人で混雑していました。 大 き なサメの模型や顔の骨などが展示されており、 その初めて
見る大 き さに驚かされました。 その後 、 本部元気村でサバ ニ体験をしました。 私はサバニという名 前を
聞いた事がな く 、 船の事だと知った時はびっ く りしました。

船は細 く 小さ く 、 少 しでも動 く と傾いて転倒 しそうだったので恐かったです。 サバ ニ競争では負 けて
しまいましたが、 み んなで一生懸命漕いだので楽しかったです。

夕 食の後は交流会をしました。 交流会は参加者の自主企画で、 リ ーダー達が思い出に残るように、 み
んながより仲 良 く なるために一生懸命考えて く れた企画でした。 日 本語の話せる海外参加者に通訳をお
願いし、 み んなが楽しい時間を過 ごす事がで き ました。

このツ アー期間 中 、 海外参加者も県内参加者も一 つの部屋に集まって夜 中までおしゃ べりをしたり、
音楽をか けて楽し く 過 ごしました。

4日 目 は恩納村 コ ミ ュ ニ ティーセ ン タ ーで文化学習（伝統芸能体験学習） をしました。 私達は琉球舞
踊とエ イサ ーと三味線のグループに分かれて体験学習をしました。 私は三味線を選び 「春の小川 」 の弾
き 方を習いました。 最後のさよならパ ー テ ィーで演奏すると聞いたので、 一生懸命練習しました。

海外の人達と沖縄の伝統芸能体験が出 来たことは、 素睛らしい体験でした。
その後 、 う んな祭り会場に行 き 、 恩納村が誇る世界一の大鍋で作る豚汁を食べました。 とてもおいし

かったです。
5 日 目 は歴史学習で、 首里城、 園 比屋武御嶽石 門 、 玉陵見学でした。 私達県内参加者には見慣れた場

所ですが、 海外参加者は初めて見る建物に感激して、 何枚も写真を撮っていました。 改めて首里城はす
ごい所なんだなと思いました。

お昼は民俗資料館・石畳瑞盛館のあるそば屋に行きました。 は じめに沖縄そばを食べて資料館に行き
ました。 資料館の中には古い道 具がいつ ばいあって、 中学校の校章がた く さん あったのが印象的でした。
次は文化学習で紅型 、 首里織り、 琉球漆器の体験をしました。 私は紅型を選 んで柄は蝶を選びました。
紅型の先生に上手だねって褒められて、 自分でも満足のい く 作 品でした。
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この日 の夕 食は最後の夕 食だったので何だか ち ょ っと豪華な夕 食でした。 おしゃれな店で、 トイ レま
で花が飾ってあったり、 食事も見た 目 も良 く 、 おいし く 食べる事が出来ました。 でも、 これがみんなで
食べる最後の夕 食だと思うと淋しい気持 ち にもなりました。

ホ テルに着いて、 今日 が最後の宿泊の日 なので、 みんなでた く さん写真を撮りました。 最後の宿泊 は
楽しいけれど、 これまでのように長 く 語る事が 出来な く なると思うと淋しい気持 ちでいつ ばいになりま
した。

翌日 は、 平和学習で平和の礎を訪れ、 館内の公園で弁 当 を食べました。 天気が良 く 景色も良 かったの
で、 とてもおいしかったです。

その後、 社会学習でマチグア ー散策をしました。 これは、 A ~ Gグループに分かれ、 国際通りから県
庁を 目 指すゲームでした。 途中、 道を間違えたり、 サ ー タ ー アンダギーを食べたりしました。

私達 C グループが県庁に着いたのは 3番 目 で した。 1番ではな く て残念でしたが、 国際通りを散策す
るのはめったにない事だと思うのでとても思い出に残る体験でした。

最後の日 は、 さよならパ ー ティーをしました。 さよならパ ー ティーは卒業式のようで、 ツ アー参加者
全員で歌を唄いま した。 一人一人名前を呼ばれ、 修 了 証書を受 け 取りました。

長いようで短かった一 週間はあっという間に終わってしまいました。 初めは帰りたいと思った事もあ
りま したが、 さよならパ ー ティーでば帰りた く ない、 み んなともっと一緒に居たいという気持 ちでいっ
ばいで、 み んなで泣 き ながら修了 式を終えました。

私はこのス タ ディー ツ アーに参加して、 とても楽 し く て、 言葉ではな く 心で繋がっている感 じがして、
また、 私にこんなに多 く の友人が 出来ると思っていなかったので、 驚 き と感動をおぼえました。

今 回 のス タ ディー ツ アーでは、 日 本で日 本文化を学び、 また、 海外参加者の人達は日 本語が上手で、
英語をあまり使 わな く てもいい状況でした。 それで、 次は私が外国へ行 き 、 外国の文化や言葉などを学

． びに行 き たい、 会話が出来るようになりたいと思いました。
私は、 将来叔母の居る オ レ ゴンに行 き たいと考えています。 今回のス タ ディー ツ アーでいろいろな国

の人達と触れ合う事が出来、 言葉の大切さや、 海外参加者のおおらかな人柄も知る事が出来ました。 こ
の経験を活 かして、 これからの英語学習も頑張り、 充実した高校生活を送っていき たいと思います。
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幸地 長治 『 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を 終え て 』- -- ----- -- --- ． 

E9U-cm__＿＿咽9更I-------l
こ のツ ア ーに参加して、 とてもい い 経験をする 事

が出来ました。 まず最初に海外参加者の 自 己 紹介な
どを聞いて、 それぞれの国の文化や食べ物、 ス ポ ー

ツ をもっと調べてみたいと思いました。 その後に、 沖縄尚学高校のみなさんと レ クを して、 い ろ い ろ な
人と話したけど、 ち ゃ んと理解して く れたか心配でした。 その 日 のホ テルでは、 片言の英語やジ ェス
チャ ーを交えながら会話をしました。 こ のツ アー に参加する前に ち ゃ んと勉強しておけ ばよかったなと
思いました。 引率者の牧志さんに こ の事を話したら、 牧志さんは積極的に話せ ば き っと喋れるようにな
ると言って く れたので恥ずかしがらず積極的に話そうと思いました。

ジ ュ ニ アス タ ディー ツ アーでもっとも印象 に残っている事が4つ あります。 まず 1 つ 目 は本部元気村
でマリンス ポー ツ を体験した事です。 サ バ ニという沖縄の漁師が使っていた船で レ ース を楽 しみま した。
乗る前に傾 く のでとても恐 かったです。 サ バ ニは全員の息が合わないと全然前に進まないので、 み んな
で掛 け 声を出 しながら精一杯頑張りま した。 レ ース では 3位でした。 でもみ んな楽 し そう にやっていた
ので良 かったです。

2つ 目 はリ ーダーが中心 になって海外の人達と レ クを して交流を深めるプ ロ グラムです。 沖縄方言 ク
イズや伝言 ゲーム をしたけど、 み んなが楽しんで く れたかとても不安でした。 外国語を話せないと相 手
に伝えようと思っても何を言っていいのか分からないので本 当 に 辛 かったです。 その 日 はずっとその事
が頭から離れず眠れなかったです。 最初はみんなと喋りづらかったけど、 後 からは多 く の人と少 しだけ
話せるようになりました。 海外の友達と一緒にいると 自 分が知らない事を話して く れて、 とっても優し
いなと思いました。

3つ 目 はキ ャ ンプファ イヤ ーです。 バ ーベ キ ュ ーの後に沖縄尚学裔校の皆さんによる O X ゲ ーム や腕
相 撲大会などた く さんの レ クを しま した。 とても楽し く 、 テ ン シ ョ ンが上がったまま キ ャ ンプ フ ァ イ
ヤ ー をしたので暑 く て倒れそうでした。 こ れをき っか けとして沖縄尚学高校の皆さんと親 し く なれたの
で良 かったです。 もう あとわずかしかないと思ったら、 とても悲 し く な り ま した。 だから、 さよならパ ー
ティーまでには全員と話せたらいいなと思い、 また、 初めから話しておけ ば後悔することもなかったの
にと思いました。

4つ 目 は比 地大滝に登った事です。 僕は比地大滝に行った事はあ る けど一番上まで登った事がなかっ
たので、 登ったとき は言葉 に言い表す事の出来ない ぐらいのき れいな景色に圧倒されま した。 自 分の住
んでいる沖縄に こ んな き れいな場所が あ る事を誇りに思います。 沖縄には、 沖縄料理や首里城などのい
ろいろな建造物が あり、 海外の人に 自 慢で き るものがた く さん あります。 僕はこのような沖縄が大 好 き
です。 沖縄に生まれて本 当 に良 かったと思います。 世界から注 目 される ぐらいの沖縄に してい き たいと
思 います。

こ の一週間はか けがえのないもので、 僕 にとって最高の夏休みになりました。 ス タ ッフの皆さんどう
もありがとう ご ざいま した。 このような体験ができ て本 当 に嬉 し く 思います。 また、 いつ か会いま し ょ

名 護高等学校 2 年
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金城 エ リ ナ

KINJYO ERINA 
『グラ シ ア ス！！』

読谷高等学校 3 年
私は今 回 のジ ュ ニ ア ス タ ディー ツ アーで色 々 な国

の人と友達になれることに期待して参加 しま した。 県
庁では じめて海外からの参加者と会い、 外見は私たち

とあまり変 わらないと思ったのが第一 印象で した。 参加者と会話を していると、 英語を話す人、 2 カ国語、
3カ国語も話せる人、 色々 な声が聞こえ、 世界は広いなと実感 しま した。 そ して私ももっと努力 し、 こ の ツ

アーで色々 な国の言葉を勉強 したいと思いま した。 特に私にとって、 ス ペイン語やポルトガル語は新鮮に感
じま した。

ツ アー初日 から私は早 く みんな と 仲 良 く なりた く て積極的に話 し か
けてい き ま し た。 この日 あった各国の言葉学習ではス ペイン語を習い
ま した。 その かい あって、 私はス ペイン語で簡単な自己紹介が出来る
ようになりま した。

2日 目 に行った比地の 大滝ではイギリ ス から来た優子さんと一緒に
歩 き ま した。 彼女と話すとき は英語での会話だったので、 分からない
言葉はジ ェ ス チャ ーを交えて話を しま した。 目 的地までは遠 く 、 比地
の大滝に到着すると、 自然の 素晴ら しさを感 じ、 マイナ ス イオンたっぷりの空気を吸 つ で帰ってきま した。

3日 目 の サバニ体験では、 銅鑓の音に合わせてみんなでかけ声をかけながらサバニを漕 ぎま した。 みんな
の タ イ ミ ングが合わないとサバニはうま く 前に進むことが出来ませんが、 漕いでいるう ちにみんなの 息も合
ってき ま した。 岸から離れて遠 く まで行 く と、 海 の色が深い色となり少 し怖い気が しま した。

4日 目 に沖縄の移民の歴史を考える時間がありま した。 移民 した人々 は、 海外へ夢や希望をもって移住を
決意 したそうです。 し か し、 実際は仕事もな く 、 苦 し い生活を余儀な く され、 それでも沖縄の人々 は助 け合
い、 支え合って生きてきたそうです。 この苦労について、 今を生き る私達中高生が全て理解することは難 し
い けれど、 少 しでも移民された方々 の気持ちを理解 したいというその 心が一番大切ではないかと思いま した。

5 日 目 には伝統工芸体験学習があり、 私は紅型に挑戦 しま した。 沢山 ある布に映 し 出されたデザインの 中
から自分の好 き な物を一つ選択 し、 それに色づ けを してい きま した。 みんなの紅型は色とりどりで一人一人
の個性が色づかいに出ていてとても面 白 かったです。

6 日 目 は平和学習があり、 実際に戦争を体験 した方のお話を伺いま した。 とても悲惨で胸が痛 く 、 思わず
耳を塞 ぎた く なる ほど苦 し く なりま した。 そ して、 今私達が豊に暮らせる事、 みんなが笑顔でいられる事、
そのような当たり前のような事がとても幸せであるという事に気づかされま した。

楽 し かった 5 泊 6 日 はあっという間に過 ぎて、 さよならパーティー の日 になりま した。 学習成果発表会で
は、 4日 目 の伝統芸能体験で学んだ事をそれぞれエイサー、 三昧線、 琉球舞踊に分かれて発表 しま した。 さ
よならパーティーではアメリカのマケーナさんが祝い節を披露 して く れま した。 私は幼い頃から琉球舞踊を
習っている ので、 遠いアメリカの 地で沖縄の 文化が一世から二世、 三世へと受 け継がれている事を嬉 し く 思
いま した。 ペルー の 「ピオピオ」 というダンスとアルゼンチンの 「エル ・ ガト」 は、 女の子の衣装の可愛ら
しさと男 の子の格好良さがとても魅力的で した。 ブラジルのサンバはツ アーに参加 したメンバーみんなで踊
りとても盛り上がりま した。 最後 に会場にいるメンバー全員で 「島唄」 を歌いま した。 私は歌を歌い ながら、
明日 みんなが帰って しまう事を考えると涙が止まりませんで した。 そ してお互いにハグを したり、 T シ ャ ツ

にメッセ ージを書いたり して、 私達は遠 く 離れてもいつまでも友達である事を約束 しま した。
私はこのジ ュ ニ ア ス タ ディー ツ アーに参加 して、 沢山 の人達と出会えて本 当 に良かったと思っています。

海外と沖縄の 同 じ世代の人達と一緒に時間を過 ごす事で共通の話題や考え方、 文化、 そ して言葉の違い、 そ
の他色 々 な事を学び、 沢 山 の 経験や体験をさせてもらった事に感謝 し
ています。 特にス タ ッフの皆さんは私達と一緒にずっと行動を共に し、
サ ポー ト して く ださり私達は安心 してツ アーを楽 しむ事が出来ま した。
また、 沖縄尚学高校の 先生や生徒 の みなさんはボラ ンティアで私達を
支え、 ツ アーを盛り上げて く ださり、 感謝の気持ちで一杯です。 来年
の 要望と しては、 もっと時間が欲 し いと思いま した。 そうする事で仲
が深まり、 さらにお互い の事を知る事が出来ると思います。
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大城 奈 々

OSHIRO NANA 
- - -

具志川 高等学校 3 年

『 ジ ュ ニ ア スタ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し て 』

ジ ュ ニ ア ス タ ディー ツ アー に参加 して、 色 々 な事
が学べて自分自身 、 成長する事が出来ました。

私は今まで外国語といえば英語 し か触れた事がな
く 、 ス ペ

9イ ン語 、 ポルトガル語は無縁で し た。 唯一触れた事がある英語でさえ苦手で学ぶ意欲がな く 、
このままではいけないと思 っ ていました。 ス タ ディー ツ アーに参加 し た 理 由 には、 こ のような事もあり
ま し た。

し か し 、 ス タ ディー ツ アーに参加 して、 ボリビア、 ペルー 、 ブラジル出身の人達とも関わってい く 中
で自分の視野が広がり、 英語だけでな く 、 ス ペイ ン語、 ポル ト ガル語、 タ ガログ語にも興味が湧 き 、 し
ゃ べれるようになりたいと思うようになりま し た。 また 、 その国 々 も行き たいと思うようになりました。

ス タ ディー ツ アーに参加 した人達は、 みんな面 白 く て、 楽 し く て、 優 しい人達でした。 国が違い、 言
葉が違っていても私達は笑い会う事が 出来ま し た。 笑い会う事が 出来た からこそ伝えたい言葉が た く さ
ん あり、 ’ 伝えられない時ぱ悔 し かったりも しま し た。

ス タ ディー ツ アーで出会っ た 仲間は、 全員 、 私の心の中で消える 事のない一生の友達です。 ス タ ディー

ツ アーが終わっ た 後も、 たまにみんなのことを思い出 し 、 「 元気かな ？ 今何 しているのかな ？ 」 など考
える 時もあります。 国も違うので又会う事は難 しいかも しれないけど、 再び会えるのを楽 し みにしてい
ます。

私は最初、 ス タ ディー ツ アーに色 々 な国の人が来るのを知っ た 時に、 友達になって仲 良 く なる のは無
理だと心のどこかでそう思っていま し た。 言菓も通 じなければ文化も違う し 、 この壁を乗 り 越えるのは
一 週間では無理だと思いま し た。

し か し、 一日 一日 とみんなと過 ごしてい く う ち に、 だんだんとみんなの事が大好 き になっていま し た。
み んなの優 しさや笑顔にふれる たびに、 私自身優 しい気持 ち になりました。 だから、 ス タ ディー ツ アー

が終わってみ んなと会えな く なると思うと、 悲 し く てたまりませんで し た。 さよならパ ー テ ィー の 時に、
み んなで肩を組み合って泣いた 時は、 本 当 に国境を越えて、 みんなが一 つになった瞬間だと思いました。

その後 、 ス ペイ ン語に典味を持 ち 、 今 、 少 しずつですが勉 強
しています。 ス ペイ ン語だけではな く 、 ポルトガル語や英語、
中国語も話せるようになりたいけど、 まずは、 ス ペイ ン語 から
です。 私が、 もっとス ペイ ン語やポルトガル語、 英語が話せる
ようになっていたら、 いつ かみんなに又会えた 時に、 前より話
せるようになっていたらいいと思います。 そ して自分自身も日
本だけではな く 、 フィリ ヒ° ンやカナダ、 ボリビアなどみ んなが
住 んでいる 国を見てみたいと思っているので、 9 行ってみたいで
す。

ス タ デ ィ ー ツ アーに参加でき て、 色 々 な事を学べて、 友達も
いっ ぱいで き て、 最高で し た。 この思いでは一生忘れません。
ありがとう ご ざいま し た。
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玉城 美優 『 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の感想 と 要望』
TAMAKI MIYU 

具志川 高等学校 3 年
初めてこのツ ア ーに参加して、 人見知りをする私

は、 最初はあまり楽しみではありませんでした。 し
かし、 同 じ部屋になった県内参加者や海外参加者の

人達と仲 良 く なり、 お互いの国について話し合ったりしてい く につれ、 ツ アーに参加して良 かったと思
うようになってき ました。

ツ アー 中 は夜遅 く まで語り合ってしまったせいでバス の中ではとても眠かったです。 一週間という期
間の中で一日 一日 がとても充実した日 々 でした。 生まれてか ら ずっと沖縄に住 んでいるのに、 行った事
のない所ばかりをみ んなと一緒に見学し、 写真を一杯撮ったりしてとてもス テ キな一 週間となりました。

一番楽しかったのは、 美 ら 海水族館の見学でした。 そこで私はアメリカか ら 参加した一人の女の子と
すご く 仲 良 く なりました。 お互いにシ ャ イなので、 最初は少ししか会話をしませんでした。 そこで人見
知りをした く ないので勇 気を出 し、 積極的に話しか けたり質問 したりしました。 そのおか げで彼女と仲
良 く なり、 次の日 か ら は普通に話すよう になりました。 こ れは私にとって人見知りか ら 脱 出で きた日 で
もあり、 美 ら 海水族館がとても素晴 ら しい場所だったので、 とても思いで深い日 になりました。

ス タ ディー ツ アーは こ のような場所の見学や、 マリン体験でのサバ ニ レ ース 、 伝統工芸体験などの他
にも言葉の違いでも交流する事が 出来ました。

私は英語が大好 き で英語で話したいと思っていました。 しかし、 このス タ ディー ツ アーは英語圏の人
達ばかりではな く 、 ス ペイン語、 ポルトガル語などあまり聞 き 慣れていない言葉を話す人達と出会うの
で、 言葉が全 く 分かりませんでした。 でも、 英語以外の言葉で話した く なった私は海外参加者の人達に
言葉を教えても らいました。 お互いに理解でき た時のあの喜びは忘れませ ん。 もっともっと話した く な
りました。 その時私は英語以外にもス ペイン語 に 興味を持 ち は じめ、 「グラ シアス （ありがとう） 」 しか
知 ら なかった私は帰る頃には20近 く の言葉を覚える事が出来ました。 そしていつ か英語もス ペイン語も
完璧 に使いこなせるようになって、 ツ アーに参加した参加者の人達 に会いに行こうと思います。

今度は私達沖縄の人が海外へ行こうと思っています。 この一週間、 大変貴重な日 々 を過 ごす事が 出来
ました。 ありがとう ご ざいました。 心 か ら 感謝しています。

要望としては、 一対ー（県内参加者と海外参加者） で会話などをして、 交流を持ってもいいのではな
いかと思います。 アメリカの人達と一番仲 良 く なれたのは最後の見送り ぐ らいだったので残念です。 そ
れ以外は大満足です。
テ ン キ ュ ー、 グラ シ アス 、 オ ブリ ガー ド ！ ！
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山城 杏奈 『ツ ア ー 参加 に あ た っ て の 感想』
YA叫SHIRO ANNA 

普 天 間 高等学校 2 年
私は、 ジ ュ ニ アス タ ディー ツ アーに参加する事が

でき て、 素晴 ら しい経験をた く さんする事がで き た
し、 一生の思い出を作る 事がで き ました。 このツ アー

に参加で きたおか げで、 まだ行った事のなかった比地大滝や首里城に行 く 事もでき たし、 初めてサバ ニ
を体験する事もで き ました。

でも、 やっ ぱりこのツ アーを通して参加者のみ んなに会えた事が一番の思い出です。 県内参加者、 海
外参加者も含め、 み んなと本 当 に仲 良 く なることができ ました。 は じめは日 本語を話せない人もいるの
に仲 良 く なれるのか少 し不安が ありました。 でも、 み んなとってもフ レン ドリ ーで、 明 る ＜ 、 優 し く 、
いつの間にかとても仲 良 く なっていました。 一週間という短い期間だったけど、 私にとってはみんな家
族のような存在でした。

私は普段の生活で海外の人と接する機会が あまりなかったので、 ジ ュ ニ アス タ ディー ツ アーでた く さ
んの海外の人達と出会い、 考え方も変 わり、 とても影響を受 けました。

それぞれの国にはいろ んな文化が あ り、 いろ んな歴史が あ るということも改めて実感 しました。 ツ
アー参加後の今は、 これまで以上に英会話の勉強を頑張っており、 これか ら 徐 々 にス ペイン語やポル ト
ガル語を勉強して、 いつ かは海外参加者の母国にも行ってみたいと思っています。

それに、 海外参加者だけでな く 、 通訳や引 率者の方 々 の仕事を見て、 こんな仕事もある んだなと思い、
とても勉強になりました。 ツ アーを企画して子供達と旅 して回ったり、 通訳をする仕事はとてもやりが
いが あって楽しそうなので、 将来はこのような仕事もしたいと思いました。 引 率者や通訳の方 々 の仕事
も身近に見る事がで き たので、 そういう面でも私にとってとてもためになる ツ アーでした。

私は、 このジ ュ ニ アス タ ディー ツ アーに参加でき て本 当 によかったと思います。 このツ アーではいろ
んな事を学んだし、 本 当 にた く さんの思い出がで き ました。 そして、 せっか く 参加者のみ んなと出会え
たんだか ら 、 これで終 わりにしないで、 是非またみ んなと再会する機会が欲 しいです。
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宇根 あ み菜 『 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー に参加 し て』--
UNE AMINA 
浦添高等学校 3 年

夏休みに入ってす ぐ 、 ずっと楽しみにしていたツ
アーが始まりました。 県庁に着 く と、 すでに県内・
海外参加者が集まっていて、 T シ ャ ツ に着替えてい

ました。 私は歓迎セ レ モ ニ ーで代表 して作文を読むはずだったのに、 原稿を忘れてしまい 、 上間さんに
かなり助 けてもらいました。 ツ アー参加者は県内19人 、 海外17人でした。 周りを見てもみ ん な 初対面の
人 ばかりで 「 どうやって話しか けよう。 友達出来る かな。 」 と不安でした。 しかし、 参加者はみんな 「も
っとた く さん友達をつ く つ て、 仲 良 く なりたい ！ 」 という 、 強い意志を持った仲間 達だったので、 それ
ぞれがとても積極的で、 す ぐ仲 良 く なれました。 それでも初 日 だったので、 やっ ぱり県外参加者の友だ
ち に話しか け る 時は少 し緊 張しました。

ツ アー 中はグループが組まれていて、 私はAグループでした。 レ インボー ホ テルの部屋割は5人部屋
で、 私と杏奈と県外参加者のエ ミ とア キ コ とジ ャス ミ ンでした。 初 日 は何をしゃ べったらい い か分から
な く て、 しかもエ ミ とジ ャス ミ ンは 日 本語が全 く 話せない し、 少 し不安でした。 頑張ってジ ェス チ ャ ー

で伝えようとしても、 “ I don - t know. " と言 われてしまって少 し恥ずかしかったです。 でも夜になっ
て色 んな友達の部屋に遊びに行ったりしている内に、 いつの間にか 口 から英語が 出てき て、 びっ く りし
ました。 それからは、 県外参加者の友達と話すのも普通になりました。

ツ アーでは、 本部の 自 然に触れたり、 伝統芸能を学んだり、 色 んな体験をしました。 1番楽しかった
のは、 3 日 目 のマ リ ン体験でした。 グループ毎にサバニに乗り、 練習した後 、 6 チームで競争しました。
Aチーム は惜し く も 2 位だったけど、 み んなで頑張って漕いだから、 順位は関係な く 、 本 当 に楽しかっ
たです。 その後 、 ペンシ ョ ンの近 く の海で泳 ぎました。 私たちはいつも洋服で泳 ぐのに、 県外の女の子
はみ んな ビ キ ニを着ていて、 びっ く りしました。 文化の違いというか、 日 本人の体型を少 し嫌だなと思
いました。 4 日 目 は沖縄の移民の歴史を学びました。 私はアルゼンチンの ヒ ロとユカリの話を聞 き まし
た。 私たち の 中 に外人がいたら、 み んなが注 目 するように、 ユカリと ヒ ロも現地の子といる と 、 やっ ぱ
り顔立 ち が異なっていて、 少 し珍しがられるそうです。 ヒ ロは 3世で、 ユカ リ は1世で、 初めてユカ リ
を見たと き 、 県内参加者かと思ったほ ど 、 3世より1世の方が見た 目 にも沖縄の地が濃 い んだなと分か
りました。 21 日 から27 日 までの1週間 、 本 当 に 「 あっ ！ ！ 」 という間に過 ぎてしまい 、 途 中体調を崩 して
ツ ア ー から離れてしまったチャ ンス とは、 少 ししかおしゃ べりで き な く て残念だったけ ど 、 今はメ ール
も手紙も あ る し、 このツ アーで出会った仲間 達は運命で集められた仲間だと思うので、 絶対一生の友達
です。 だから、 これからも連絡を取り合って、 1週間では知ることの出来なかった相 手のことをもっと
理解して交流を深めてい き たいと思います。 このツ アーに参加して、 私は 「もっと英語を使いこなして
みたい。 そして、 早 く 外国に行ってみたい。 」 と思うようになりました。 今までは、 「英検に受 かってお
け ばい い かな。 」 ぐらいの考えだったけど、 ツ アーで体験した、 乗り越えられそうで、 乗り越えられな
かった言葉の壁を、 これからは感 じ ることのないように頑張 ろ う ！ と、 視野が大 き く ひ ろ がりました。
文化や習慣、 考え方も違う仲間 同 士だったけ ど 、 たった1週間であ んなに仲 良 く なれるとは思 いません
でした。 み んなが誰に対してもオープンに接していたからだと思います。 このツ アーのことは、 私の一

生の宝物です。
このツ アー を企画、 運営 、 そして私を メ ンバ ーに選んで く れた方 々 、 本 当 にありがとう ご ざいました。

- 82 -



大城 李理子
- -

OSHIRO RIRIKO 『世界 中 の大切な友達』

那覇高等学校 1 年 i 』�� l 私は、 このジ ュ ニ アス タ ディー ツ アーに参加する
事がで き て、 とても良 かったです。

最初、 県庁でみんなと会った時、 誰も知りあ いがいな く てとても不安でした。 また、 自分の語学力 に
自信がな く 、 一週間やってい け る かどう か心配でした。 でも、 初日 からみんな積極的に話しか けて く れ
て、 す ぐに友達になりました。 日 本語のわ からない海外参加者も私の片言の英語を一生懸命に理解しよ
うとして く れて、 とても嬉しかったです。

私は、 ウ ェ ルカム パ ー テ ィーで前 から習ってい る 空 手を披 露 しま した。 私の他にカナダ から来た
ジ ョ ーダン君も空手をしていて、 ウチナーンチュ の心は世界共通だと思 いました。

ツ アー中には沖縄の色 々 な所に行 き ました。 どこも私が行った事のあ る所でしたが、 み んなと行 く と
ひと味違った感 じがしました。 比地大滝のト レッキングなど大変な事も色 々 な話をしながら楽 し く すご
す事がで き ました。 沖縄尚学高校の皆さんが企画して く れたキ ャ ンプ フ ァ イヤ ーは、 その中でも一番楽
し く て、 時間が過 ぎるのも忘れてゲームをしたり、 踊ったりして、 とても楽しかったです。

ツ アーが進むに連れて、 み んなととても仲 良 く なり、 昔 から友達だったと思える く らいになりました。
毎日 夜遅 く までおしゃ べりをしたり、 お互 いの国の事につ いて教えあったりして、 家族 同然の存在に
なっていたので、 お別れが来る事を忘れてしまう く らいでした。

私は、 ジ ュ ニ アス タ ディー ツ アーでい ろ い ろと学びました。 一 つは、 言葉が違っても世界中の人々 と
友達になれるという事です。 お互いに言菓が通 じな く ても伝えたいと思う熱意が あれば、 き っと理解し
合えると思います。 もう 一つは、 み んなで協力する事の大切さです。 ツ アー中には、 私達ジ ュ ニ アだけ
で運営をする 事がたびたび ありました。 その時に私達はみんなで協力 して楽しみながらも無事にス ケ
ジ ュ ールを進める事ができ ました。

海外参加者のみ んなが、 それぞれの国に帰る日 はとても悲 しかったです。 空港では T シ ャ ツ に メ ッ
セ ージを書いてもらったり、 一緒に写真を撮ったりして残り少ない 一緒の時間を有意義に過 ごす事がで
きました。 私は、 最後にみ んなの国に行 く 事を約 束して、 た く さん泣いてち ょ っとだけのお別れをしま
した。

私は、 ジ ュ ニ アス タ ディー ツ アーに参加でき て本 当 によかったです。 世界中にかけがえのない友達を
作る事がで き ました。 また、 普段は体験する事のでき ない事をい ろ い ろ体験でき てとてもよかったです。

最後に、 このジ ュ ニ アス タ ディー ツ アーに関 わった全ての人に感謝します。 みなさんのおか げで私達
は無事に素晴らしい経験をすることがで き ました。 本 当 にありがとう ご ざ いました。
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斉藤 愛里

SAITO AIRI 
那 覇 国 際 高 等学校 2年

『The best 7 clays』

まず、 最初 にこのよう な 素晴ら し い体験 を させて
く れた県の方 々 、 ツ ア ー に 関 わっ た 皆様 にとても感
謝 しています。 この 1 週間、 まるで夢のようで し た。

私の今までの人生の中で、 最高の 1 週間で し た。
私はペルー から来た Erny と 5 日 間 ずっと同 じ部屋割りで し た。 彼女はス ペイ ン語だけでな く 、 英語

もネイティブ並 み に し ゃ べれま l,,た。 学校で 5 年間習っているそうです。 … … って待って下さい ！ 私も
同 じ 5 年間勉強 している けど、 あ ん な ペラペ ラ し ゃ べれませ ん ！ ！

Erny によると、 ペルーでは英語 を 習い始めたら、 数学などの他の教科も英語で授業 をするら し いで
す。 日 本の英語教育は 「文法と読み書 き が中心だから、 中学・高校で合わせて 6 年間も勉強 しても日 本
人は し ゃ べれな い ！ 」 とよ く 批判されていますが、 自分の英語力の無さを通 して、 まさにその通りだと
感 じま し た。 英語は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る ための道具です。 もっと実際 に使う（始めに話す、 聞 く 、
そ し て読む、 書 く こと） 機会が な いと、 言語は上達 し な いで し ょ う。 日 本も、 ペルーのよう な シス テム
を 取り入れる べ き です。 私は、 相 手の長所 を真似 をすることも 「国際交流」 の一部だと考えます。 そ し
て、 相 手 にも私達の長所を真似 してほ し いです。 そうすれば、 お互 い に 互い を高められるのですご く 素
敵だと思います。 同 じ モ ノ を持つよう に なりそうですが、 そこに、 国民性やその国独特の歴史や気候で、
違いがでて く るので、 その違い を 楽 し む。 それが新た な 「国際 『交流』」 となり得ます。

Erny との一番の想い 出 … …。 あれは 3日 目 の夜のことで し た。 その日 は、 朝 からち ゅ ら海水族館へ
行 き 、 昼はサバ ニ を して、 帰りに海へよって遊び、 とても疲れま し た。 ペンシ ョ ンに 帰って き て、 夕 食
まで 1 時間程度の休憩時間があり、 私達はベッ ド に寝転んでお し ゃ べりを していま し た。 ところが、 い
つの間 に か 2人とも寝て しまいま し た ！ 琴乃が 「もう 夕 食始まってるよ ！ 」 と起こ し に来るまで、 ぐっ
すりで し た。 琴乃が来な かっ たら、 私達2人は夕 食 を逃すところで し た。 感謝 しています。 いっペ ー に
ふ ぇ ーで一びる ！ ！ ！

そ して、 な んと言っても一番忘れられな いのが 2日 目 の罰 ゲームです。 沖尚のみ なさんが考えて く れ
た ゲーム をグループ対抗でやって、 私達Dグループは無得点で最下位で し た。 そこで罰 ゲーム に、 特製
の生 ウ コ ン茶（ ？ ） を飲むはめに なりま し た。 あれは、 今までの人生の中で一番まずかったです。

私は、 このツ ア ー に参加 して、 とても悔 し いと思ったことが あります。 それは、 沖縄の方言 をまっ た
く と言ってい い ほど知らな いことです。 私はもず く を意味する、 ス ヌ イという言葉さえ知りませんで し
た。 移動 中のバス で、 プラジルからの引 率者、 松堂さんとアメリカからの引 率者、 エ ンジ ェルが ウチナー

グチに つ いて語っていま し た。 松堂さんが 「 ウチナーグチは本 当 に キ レ イな言葉」 と言ってい たので、
身 に つ け た いと思いま し た。

ツ ア ーでは、 た く さんのことを学びま し た。 書 き た いことが ありすぎて、 うま く まとまりません。 言
葉 に ならな い想いもあります。 し か し、 まさか 1 週間でこん な にまでみ ん な と仲 良 く なれる な んて思っ
てもいませんで し た。 海外隊が帰って、 沖縄のみ ん なともお別れ して、 次の日 からは、 朝起 き ると一人
で、 どう してみんなと一緒に居な いのか不思議で し た。 それまでずっと、 朝 ご飯から、 夜語り明 かすま
で一緒だっ た から、 隣 に 誰 かが居 な いっていうのがおか し く 感 じま し た。

沖縄のことも学び、 再発見することもあり、 新 し い友情も深 く 育めることができ 、 素晴ら し い 1 週間
で し た。 最後 にもう 一度、 この ツ ア ー に 関 わった 皆様、 新 し く でき た友達に ありがとうと言い た いです。

“ い ち ゃ り ば ち ょ ーで一 ” の気持 ちでい つ ばいです。
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又吉 扶
- - -

MATAYOSHI TASUKU ----------------------------------

那 覇 国 際 高 等学校 3 年

ました。 「 み んな日 系の人達ばかりだから、

『 い つ か ま た こ の 島で会お う ！ 』

7 月21日 木曜日 から始まっ た ジ ュ ニ アス タ ディ
ツ アー。 初日 に、 県庁に集合するとき には、 期待で
胸を膨らませてい ただけに、 想像以 上に緊 張してい

日 本語も少 しは喋れるだ ろ う し、 外見も僕 た ち と あまり変
わらない ん じ ゃ ないかな。 」 と思っていたのですが、 集合した部屋の中には、 肌の色、 目 の色の違う参
加者が集まっていて、 驚いてしまいました。

正直、 「大丈夫かな ？ … … うま く 喋れない かも。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンとれる かな。 」 と不安になってし
まいました。 そんな風にとても緊張してい た けれど、 まさかこんなに僕にとって素晴らしいツ アーにな
るなんて思ってもいませんでした。

県内参加者も海外参加者もみんな一生懸命話そうとして く れて、 す ぐに打 ち 解 け合うことができ まし
た。 そこで感動 した 事は、 英語やス ペイン語、 日 本語、 ポル ト ガル語、 四カ国語もの言語が あって、 お
互いうま く 喋る事ができ ないのに身振り手振りでジ ェス チ ャ ーを使って、 どうにか相 手に分かってもら
おうとする態度はみ んな一緒だということでした。

そして、 次の日 から本格的にツ アーが始まって、 山 原の森散策や、 キ ャ ンプフ ァ イヤ ー 、 沖縄尚学の
生徒の レ ク レ ー シ ョ ン、 ち ゅ ら海水族館、 伝統芸能体験、 サ バ ニ体験、 平和学習 など、 本 当 に充実した
1 週 間でした。 プログラムの一つ 一 つに意味が あり、 自然の素晴らしさや、 文化の大切さ、 戦争の悲惨

さ、 多 く の事を体で感 じて、 頭ででは無 く 本 当 の意味で理解することがで き ました。 そしてなにより、
友情とい う か けがえのないものを得た事が僕にとって一番素晴らしい事でした。 消灯時間を過 ぎてもみ
んなで夜遅 く まで語り合った 事、 バス の中での時間、 みんなで食べる三度の食事、 リ ー ダー 達と協力 し
た レ ク レ ー シ ョ ン、 国際通り散策、 一秒一秒が楽しい 出来事ばかりで今思い出そうとすると、 次から次
に頭の中に鮮明 な記憶が浮 か んでき て、 熱 いものがこみ上 げて来てしまいます。

ツ アーの初日 から思ってい た 事ですが、 もっと時間が欲しい、 なんで一週 間だけなんだ ろ う。 もっと
もっとみ んなと一緒にい た い。 同 じ 時間を過 ごした いと考えていました。

そしてとうとう最終日 。 さよならパ ー テ ィーを迎えました。 「 み んなといられる最後の時 間 」 僕達ら
し く 最後まで楽しみながらのパ ー ティーでした。 パ ー ティーが終わってから、 み んな別れが辛 く て、 一

人一人抱 き 合いながら涙を流していました。
このツ アーに参加して、 それまで僕の中にあった考え方や、 将来の夢などすべてが変 わりました。 ボ

ランティアの広告を見ると、 「僕に何かでき る事は無いだ ろ う か」 と考える様になり、 自分の周 りの事
だけでな く 世界に 目 を向 ける様になりました。 プログラムでの貴重な体験やみ んなの笑顔、 そして T シ
ャ ツ に書いて く れた メ ッセ ージ、 全てが大切な宝物です。 今までこんな体験はしたことなかっ た ！ 今 回
参加して、 みんなと逢えて良 かっ た ！ 僕達が一緒にいた 時間はほんの一週 間。 だけどそれはか けがえの
ない、 短 く て長 い 夏だっ た。 み んなありがとう ！ いつ かまた沖縄で会おう ！
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上原 麻衣
UEHARA MAI 『 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し て』

小禄高等学校 1 年 l,� ― 私はジ ュ ニ アス タ デ ィ ー ツ アー に参加して、 本 当
に素晴 ら しい経験がで き たと思う。 ま ず私の場合、

中学、 高校と部活 に 入 ら ず にいたので、 目 上の人、 目 下の人との接し方をこのツ アーの参加者みんなか
ら 学べた。 最初か ら なれなれし く 名前を呼び捨てたりしないよう に気を付 けて、 話しか ける時も相 手と
ー通り話すま では出来るだけ敬語を使った。 その理 由 はどんな場 においても多少の礼儀は必要で、 敬語
などは基本だと思ったか ら です。

海外参加者の17人と接する際には必要不可欠だった英語。 私は今 までス トリ ー ト コ ンテス トに学校代
表で選ばれたりして、 自分の英語の発音にとても自信を持っていた。 でもアメリカの クリス に話しか け
た時 に 、 それは単なる自惚れだったという 事に気づいた。 私は彼 に 「リ アリ ィ ？ （本 当 に ？ ）」 と聞 き
たかったのに 、 彼 には全 く 伝わ ら なかったのだ。 とても落 ち 込 んで、 それと同 時 に 「それな ら もっと沢
山 英語を話して発音を誰よりも上手 く 出来るよう になってやる ！ 」 と思った。 今となっては逆 につたわ
ら なかった事が私 にとっては良い刺激になったのかもしれないと思う。

ス タ デ ィ ー ツ アー に参加していた一週間で、 沢 山の体験学習を私達は こ なした。 そして、 そのう ち 私
の頭 に 強 く 残っているのはサバニ体験とワ ー クシ ョ ップだった。 サ バ ニ体験では珍し く 班別行動だった
ので、 み んなと1位 に なれた ら いいねと話しなが ら 一生懸命 に 漕いだ。 私達グループはグループ B と E
のメンバ ーで構成された。 疲れたり濡れたりもしたけど、 レ ース の結果は堂 々 の一位だったので嬉し
かった。 そしてもう 一 つ 、 ワ ー クシ ョ ップの方は、 もともと最初か ら 沢 山 話していたアメリカのチャ ン
ス 、 マケ ーナ、 ミ ッシ ェ ルが一緒だったので シ ン キングタ イム などの討論がとても楽しかった。 内容は

「移民に ついて知る」 というものだったので、 少 し難しい部分もあったけど、 最後 にはグループ内の海
外参加者の話も聞 けて、 本 当 に 有意義な時間を過 ごせたと思う。

今年の夏 、 私はこのツ アー に参加する事が出来て、 本 当 に 幸せ者だと思った。 今まで自分が 当たり前
だと思っていた事も、 他国の方か ら すれば 当たり前 じ ゃ ない事だってあ る事を知る事が出来た。

最後 に ツ アー に 対する要望とありま したが、 私は特 にそういったものは ありません。 先 ほども書いた
よう に 、 今回のツ アーで私はとても満足でき る 、 内容の濃いものでした。 だか ら 私はこのまま でも良い
と思う。

今 回 、 私をツ アー に参加させて下さった家族 、 沖縄県の方 々 、 そして案内などをして下さった沢 山 の
方 に感謝したい。 そして私は友達などにこのツ アーの話をして、 少 しでも国際交流や国際理解 に貢献し
たいと思う。
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小那覇 祥子
------

ONAHA SHOKO 
豊見城高 等学校 1 年

『 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て 』

私 は、 このジ ュ ニ アス タ ディー ツ アー に参加して、
色 々 な事を学びました。

一つ 目 は、 昔沖縄から海外に移住していった人達
の事です。 昔、 いろ んな人達が沖縄からいろ んな国に行っていたなんて、 初めて知りました。 私 は最初、
なぜ他の国に行かな く ち ゃ ならないんだ ろ う、 と思いました。 でも移民の事を勉強していろ んな事が分
かりました。 中でも一番印象的だったのが、 外国の人からの差別でした。 私の班は移民に 関するワ ー ク
シ ョ ップのとき 、 カナダ に行った人 に 関する資料を見てみ んなで話し合いました。 その人は、 カナダで
日 本の本を読 んでいただけでい じめに あったりしたようでした。 私 は、 その資料を読んで 「 あり得ない。 」
と思い、 思わず涙が出てき ました。 私は、 同 じ人間なのに ど う して差別をするのか分かりませんでした。
今でもいろ んな所で差別が あ る ので無 く して欲しいです。

二つ 目 は、 この交流を通してた く さんの友達を作る事がで き ました。 私は、 小さい頃から友達がいっ
ぱい欲しかったのでとても嬉しかったです。 今までは県内・国内だけで友達百人が 目 標だったので、 国
外交流もすることができ 、 少 し 目 標 に 近づ く 事ができたので嬉しかったです。 これからもみ んなと交流
していき たいです。

私 は、 今 回このジ ュ ニ アス タ ディー ツ アー に参加して本 当 に 良 かったです。 最初 は英語をしゃ べらな
いといけないので少 し不安だったし、 もしかしたら沖縄の人と友達 になれないかもしれないとか、 不安
ばかりでした。 でもツ アー に参加すると、 意外とみ んな面 白いし、 とても優しかったので安心 しました。
私がしゃ べるカ ミ カ ミ の英語も一生懸命理解しようと して く れていたので、 嬉しかったです。

また、 最後の日 に は アメリカとイギリス の参加者達とみんなで国際通りを歩 き ながら遊びました。 と
ても楽しい思い出 になりました。

私 は、 このジ ュ ニ アス タ ディー ツ アー に はたった一度しか参加で き ないという事を後 から聞いたので、
とてもシ ョ ックでした。 でも、 今回のメンバ ー は私達であり、 み んなと会えた事を思うととても幸せな
気持 ち になりました。

また、 今度 は ウチナーンチュ 大会が あ るのでそれにも参加したいです。 その時 は誘って下さい。
今 回参加させて く れて本 当 に ありがとう ご ざいました。
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番園 亨
---- ------ ----- -- -----------

BANZONO TORU 
糸満高 等学校 2 年

『 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー の感想』

私は、 この一週間のジ ュ ニ ア ス タ ディイ ツ アーに
参加でき て本 当 に良 かったです。

ス タ デ イ ツ ア ー初日 、 私は 「言葉は ち ょ っとだけ
話せるが、 どうすればいいの。 」 という、 不安を抱いていました。 とこ ろ が、 その不安とは襄腹にす ぐ
友達が出来ました。 それぞれの年齢は違っていても、 先翡、 後輩 じ ゃ な く 、 友達、 という感 じがしまし
た。

また、 外国から来た人と話をすると き に、 ジ ェ ス チ ャ ーなどを使って会話したり、 英語やス ペイン語
の中でわ からなかった部分は、 教えてもらったりして交流を深めたりもしました。

ウェ ルカム パ ー ティや交流プログラムは、 沖縄尚学高校の人たちとゲームやダンス などで、 自分では
見つ からなかった 「自分」 がいるように思えました。

2 日 目 と 3日 目 は、 北部で山原の自然巡りで、 比地大滝や美ら海水族館、 サ バ ニ体験など、 自分では
知らなかった自然の世界を味わいました。 特に、 比地大滝のト レ ッキングは歩 く のがとても辛 かったけ
ど、 山 原にしかいない貴重な生 き 物、 そして、 比地大滝に着いたとき は、 とても感動しました。

夜は、 友達の部屋で朝までサンバを踊ったりもしました。
4 日 目 の伝統芸能体験で、 三味線を体験したが、 どっ ち がどっ ち なのか分からな く なったり、 北谷町

の沖縄海水淡水化セ ンタ ーでは、 海水を真水にするなど、 断水時の助 け船みたいに思いました。 ち なみ
に、 海水ででき あがった水は、 普通の水と比べて、 水の違和感がないような味が印 象的でした。

5 日 目 の首里城と干陵の見学は、 各国から取り寄せた技術を掛 け合 わせて造るという、 沖縄らしい性
格が出されているのがすご く 新鮮に思いました。

伝統工芸の体験は、 自分の性格を表現しているなと思いました。
最後の宿泊はみんな眠らず夜中まで起 き て、 思い出話をしたり、 記念撮影などをしたりして、 最後を

楽しみ ま した。
最後の学習は、 平和についての学習と沖縄尚学高校の人たちと那覇の街を見学しました。
平和学習は、 私の住 んでいる 糸 満市が激戦区であったこと、 私 ぐらいの年頃で戦場へ送られたことを

聞いたとき 、 今の私たちは幸せだが、 戦時中の学生は青春など戦争で奪われてばっ かりの生活だなと感
じました。
那覇の街の見学は、 クイ ズもあって楽 し く 見学で き ました。 み んなで食べたサ ー タ ー ア ンダギーのお

いしかった味が忘れられませ ん。
そして、 この一 週間のジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ーの中で私は、 あ ることを発見しました。 それは、 言葉

が通 じ な く ても心が通 じ ていれば互いの 交流が深まることです。 もし、 私がこのジ ュ ニ ア ス タ ディッ
ア ーに参加していなかったら、 本 当 の私には会えなかったでし ょ う。

ジ ュ ニ ア ス タ ディツ アーのス タ ッフと各国の引 率者、 そしてボランティアとして参加して く れた沖縄
尚学裔校の国際交流 ボランティア クラブのみなさんに、 ありがとうのあいさつを送ります。

- 88 -



翁長 琴乃 『 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て 』
ONAGA KOTONO 

久米島高等学校 3 年

ることもあ ったけど、
かったと思います。

ス タ ディー ツ アーで、 海外の人達と友達になるこ
とが 出来て参加 して良 かったと思 いま した。 最初の
時は、 参加 し なければ良 かったかな• • • と思ったりす

最後には コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンもいっ ぱ い 取れるようになって、 今は参加 し て 良

ツ アーの最初の時は、 話す言葉が違う から上手 く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを取ることが 出来なかったので、
県内から参加 している人達と し か話 していませんで した。 でも、 日 が経つにつれて、 英語の簡 単な単語
とジ ェス チャ ーを使って コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを取ることが 出来ま した。 このツ アーが終わりに近づ く に
つれて、 海外の友達が増えま した。 ツ アーの期間が一週間と短かったのでち ゃ んと話をすることが 出来
なかった海外参加者の人もいたけど、 一応は、 海外・県内両方の参加者全員と言葉を交 わすことができ
ま した。 言葉が通 じなければ友達になることは出来ないと思っていま した。 でも、 ジ ェス チャ ーを使っ
たり、 英語の簡 単な単語を使って話 したりと、 思っていたよりも簡 単に海外の参加者と仲 良 く なること
が出来ま した。 海外参加者の中には日 本語が話せる人も何人か居たので、 自分たちで企画 した レ クの時
などで通訳を頼む こ とが何回 か あったけど、 そういうことを通 して仲 良 く なることもで き ま した。 そん
なことから、 言葉が通 じ な く てもジ ェス チ ャ ーや自分の知っている簡 単な英語の単語で会話がで き 、 友
達が作れるということがわ かりま した。

このツ アーを通 して、 私は私が知らなかった沖縄のことにつ いても学びま した。 沖縄北部にまだ多 く
の自然が残っていること、 約60年前に起 き た沖縄戦のこと、 沖縄から移住 した人達の歴史などです。 私
は、 沖縄に住 んでいながら、 自分の住 んでいる地域の事を何も知らない んだなと実感 しま した。 これか
らは、 自分の住 んでいる島や、 県につ いてい ろ い ろ と学んでいかないとい けないと思いま した。

今 回、 一 緒にツ アーに参加 した人達の住 んでいる場所に行って、 こう いったツ アーなども してみたい
と思いま した。 ツ ア ーなどの参加だけではな く 、 自分の身近にいる海外の人達ともこれからは積極的に
話 し か け てい き たいと思いま した。 今後、 こう いった国際交流の企画などに積極的に参加 したいとおも
います。
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伊良部 夏美
--------

IRABU NATSUMI 
宮古工業高 等学校 3 年

『ツ ア ー に参加 し て』

初めて集合場所の県庁に行った時、 正 直 あの静 け
さにびっ く りして1週間嫌だな、 と思いました。

ツ アーの 目 的は、 沖縄の歴史を学習する事で した
が、 私はもち ろ ん沖縄で生まれ育 ち 、 沖縄のことは学校でよ く 勉強するので、 どちらかといえば学習よ
り交流の方が印 象に残りました。 県内の子とは昼食の時間に、 海外の子とは ウェルカム パ ー ティーの時
間に仲 良 く なることがで き ました。 この時、 ボラ ンティアを して く れた沖尚生のみなさんがいなければ
あ んなに早 く 仲 良 く なることはでき なかったと思います。

いよいよホテルの部屋へ … …。 海外の子には日 本語が上手な子が沢 山いてほっとしま したが、 全 く 分
からない子もいて、 部屋ではどうなんだ ろ う … … 仲 良 く 出来る かな、 と心配しましたが、 全 く 問題はな
く てみ んなでわいわいおしゃ べりを楽しみました。

2 日 目 から本格的なツ アーが始まり、 ト レッキングは き っ かったけれど、 楽し く 仲 良 く でき たし、 な
んと言ってもキ ャ ンプフ ァ イヤ ーはすご く 楽し く てまたまた沖 尚生のみ んなのおか げで、 グループの子
と仲 良 く なれて 良 かったです。

日 を重 ねるたびに、 本 当 に毎日 が楽し く なっていき 、 時間が過 ぎるのがとても早 く 感 じて初日 の不安
はどこにもありませんだ した。 いつ仲 良 く なったのかはわ からないけれ ど、 最初は照れてあまり話さな
かった子もだんだんう ちとけて、 楽しかったとしか言えません。
＇ 中学、 高校と英語を勉強するので、 英語なら少 しは通 じ る かな、 と思っていたけれど初日 は本場の英
語に手も足も出ないし、 私も何と言ったらいいのかわからな く てお互い何を言っているのか理解するの
にだいぶ 時間がかかっていたけれど、 日 を重ねるに連れ、 英語は段 々 と聞 き 取れるようになり、 自 分 自
身もどういえば通 じ るのか分かって き て話を理解 し 合うのに時間 が か からな く なって き て 楽 し く おし
ゃ べり出来て嬉しかったです。

1週 間、 私は F グループのリ ーダーをさせてもらったけれど、 結構たいへ んでもう嫌だと思ったけれ
ど、 グループのみ んなが後 半は慕ってき て く れたのでち ょ っと感動しました。 このツ アーでは、 年齢も
性別も関係な く み んなと仲 良 く でき て嬉 し かったです。 時には、 年下の子に慰められることもあったし、
海外の子はとても親切で男 の子などは、 常に女の子優先の レディー フ ァ ース トをしていて、 映画みたい
でかっこよかったです。 それに、 へた く そな英語やジ ェス チャ ー ばっ かりの言葉もいやがらずに分かる
まで付 き 合って く れてとても嬉しかったです。 こんな時、 言葉が分からな く ても伝えたいという気持 ち
と理解したいという気持 ち が あれば心が通 じると言うことを知り、 感動 しました。

本 当 にあの1週間、 夢のような最高で素晴らしい1週間としか言いようがありません。 国も言葉も育
った環境もち がう36人が、 「沖縄」 というつながりだけをもとに集まり、 そして心を通わすということ
はとても素晴ら しい事だと思います。 最後の別れのパー ティーで 「島唄」 を歌ったあと、 誰 からとな く
ひとつの輪になった時、 とても感動しま した。 まるで心が一つになったことを表 しているようで。 そし
て空港へ見送りへ行ったとき 、 せっ か く 友達になれたのにもう別れてしまうという事が悲 しかったけれ
ど、 何とな く 今まで通りまた明日 も会えるような気が して割と平気だったけど、 家へ帰ると急に寂 し く
なって 「本 当 に行っ ち ゃ ったんだ」 と思い、 落 ち 込みました。 でも今私は、 世界に友達がいるのでいつ
かその国へ会いにいき たいと計画を立てています。 また、 その友達のために外国語の勉強にも今まで以
上の強い典味を持 ち 、 意欲も持 ちました。

ツ アーは、 本 当 に素晴ら しい1週間 になりま した。 それ以外に表せる言薬はありません。 き っと、 子
ども同 士だからこそ感動で き ることが沢 山 あったと思います。

あの1週間は本 当 に素晴ら し く て、 私の一生の宝物で、 これからの私に大 き な影響を与えるものだと
思います。 一 週 間という短い期間で、 周りの友達に比べれば本 当 に短いけれど、 私たちの中には確実に
友情が芽生えていて、 それはずっとつながってい く とおもいます。 私はこのツ アーに参加して色 々 な経
験ができ てよかったです。

このツ アー を企画、 運営、 ボラ ンティアをして私たちのために力 を尽 く して く れた方々 に心 から感謝
し ています。 ありがとう ご ざいました。 Thank you ! Grac ia s ! Obr i gado ! たんで い がたんで い。
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松堂 忠顕

MATSUDO CHUKEN -
69 歳 1 世
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ブ ラ ジル沖縄県人会

「ジュニアス タ ディ ーツアー2005」

この度、 2005 年度の沖縄県知事稲嶺恵ー氏による海
外に住む沖縄県系子弟と沖縄県内の中高校生との交流
ジュ ニアスディ ー ツアーのブラジル国代表 3人の引率
者として沖縄県に行きました。

引率者の資格としては、 日 本語、 ポルトガル語の即
時通訳が出来る事と健康なる人体の持ち主が第一条件
でしたが、 健康には大なる自信が有るが即時通訳とな
るとブラジル国に移住して今 日 まで48年間ポルトガル
語系の学校に一分たりとも通学した事が無 く 、 ただ生
活で覚えたブラジル語（ポルトガル語） で通用するか
どうか自信の程は30％そこそこでした。 しかし、 ここ
数年ブラジル沖縄県人会で毎年の県費留学生と研修生
並びにジュ ニアス タ ディ ー ツアーの選考委員の一人と
して務めて居る関係上、 今後如何なる人物を母県沖縄
県に派遣すべき かと言う自分なりの考えと、 沖縄県柔
道連盟会長比嘉吉憲氏外柔道連盟理事の方々 にプラジ
ル沖縄県系柔道愛好会と今後の交流に関しての交渉、
又私の出身地嘉手納町長宮城篤実氏外関係者諸氏に対
し2005年度から町費研修生としてブラジル国を含め南
米各国より嘉手納町出身者子弟の受け入れに関する答
礼をなす為にブラジル沖縄県人会会長与儀昭雄氏と理
事会の承認を得て引率者として就任した次第です。

渡航前に私は 3代表に父兄を交えて 3回の会合を持
ち、 昨年の引率者与儀昭雄氏の経験談を聞き参考にし
て、 沖縄県国際交流課上間勝盛氏のご要望による各国
の文化と観光の紹介に関し

＇
（1) プラジル国の歴史を宮

城明子さん、 （2) サンバとカプエラを大城直美さん、
(3) パンタ ナール（大湿原地帯） を川波健次君に各々
希望により分担し、 ご紹介をする時は出来るだけ 日 本
語でと言う私の希望でその道に詳しい赤嶺園子先生の
ご指導を仰ぎ、 新調したユニホームを着て渡航しまし
た。

7月13 日 午後10時那覇空港に着き 、 3人のホームス
ティを引 き 受けて下さいま した初めて会う各々のご親
戚の方々 に、 もし言葉が通 じない時は世界共通語であ
る微笑で応対して下さいと7 日間のご面倒をお願いし
ました。

7月21 日 、 全参加者沖縄県県庁集合。 沖縄県知事稲嶺

恵ー氏の歓迎の挨拶に始まり、 沖縄県側代表の挨拶、
海外参加者を代表してペル一国代表の挨拶で一週間の
愉しい参加者交流とブラジル国代表 3人には言語学習
が始まりました。 3人に対して私は 日 本語は聞いて覚
えるものだと渡航前と渡航中話していましたので、 レ
シーバーは片方の耳に掛け、 もう片方の耳は話す人の
声を直接聞 き、 もし難しい言葉が出た時はその時点で
ポルトガル語で説明すると言う事で相談 していました。
それで、 他国の参加者の様にはレシーバーに頼ってい
なかったと思っています。

2 日 目 の自然学習国頭村比地の大滝ハイキングでは、
沖縄県内の自然の山、 小川があり、 人工された登り下
りの段々 を往復約 3時間の徒歩、 途中で他の団体とも
会い、 道を譲りあっての自然学習を体験しました。 山
中には自然林は数々 生えて居るが、 水中と木岐の枝に、
小魚一匹、 小鳥一羽も鑑賞する事が出来なかったのは
疇に思った。 以前私が南米に移住前 ⑯50年） 頃は
雲雀、 めじろ、 ス ウサー（沖縄語） が沢山木岐の枝で
さえずっていた記憶が有るが、 全部何処かの国に移住
したのか、 又は暑さで昼寝でもして居たのか…。 沖縄
県内の保護鳥ヤンバルクイナーの実物を一羽でも鑑賞
したかったのですが、 姿、 鳴き 声又古巣さえ見聞出来
ませんでした。

下山後、 案内人（お名前を忘れた。 ごめんな さ い） の
方から戴いた小鳥を呼ぶ手作りの玩具をブラジルに持
ち帰り、 私 く しの庭の沖縄桜、 松、 イツペー、 蜜柑樹
の下で孫達と共に試したら 日 本語が聞こえるとでも
思っているのか、 インコ 其の他の小鳥達が小首を傾げ
て居ます。

3 日 目 、 沖縄県が世界に誇る、 海洋博 ぽら海水族
館） 見学学習。 3階建てという水槽内には幾種類の魚
類が悠々 と泳いでいる光景は見事な物で、 私も中 に
入ってー諸に泳ぎたい気分になりました。 私は幾個所
かの 日 本国内、 ブラジル国内に有る水族館は見学しま
したが斯 様な広々とした処の設備は初めて見ました。
ついつい見とれて予定外の処に私一人行って道に迷い、
団体の皆様に迷惑をお掛けして仕舞いましたが、 欲を
言えばもう少し時間を掛けて見て廻りたかったです。
ホテルに帰る途中、 恩納村の浜辺で澄みき って青々 と
した海水に何十年振りかに身を浸し、 身も心も軽 く
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なった様な気分に成りました。
4日 目 、 、恩納村の祭り会場にて、 生徒達は沖縄県の

伝統芸能、 琉球舞踊、 三味線にエイサー、 太鼓の体験
学習をしました。 昼食時に私は恩両寸長志喜屋文康氏
と、 以前2001年沖縄県にて又2003年ブラジル国サンパ
ウロ市にてお会いした、 恩納村助役嘗山稔氏外村役揚
関係者の皆様に、 ブラジル国代表として来た、 、恩納村
出身子弟の宮城明子さんを紹介する為に、 恩納村村民
が世に誇る、 一千名位に支給出来る大鍋に炊いた、 大
きなお椀一杯の熱い牛汁を僅か 5 分で食した後、 冷え
た水を多量に飲んだ為に腹具合が悪 く なりました。 投
薬はしたものの以後気分が優れず、 午後の北谷町海岸
縁に建設された海水淡水化施設見学と J I C A沖縄で
の移民歴史学習は、 うわのそらで過 ごしました。 冷え
水の暴飲失敗です。

5 日 目 、 首里城並びに園比屋武御嶽石門又王陵の見
学歴史学習。 昨日 からの腹 ぐあい未だ優れず石畳の登
り下りをする度に、 暑さにより針で頭の芯を剌す様で
日 陰を求めて歩 く 。 昼食をなした首里金城町の民俗資
料館、 石畳瑞盛館取締役山城瑞成氏による、 趣味と長
年の経験による民俗資料の凝集と完全なる保管に対し
て私は尊敬の意を表って見学しました。 有難う ご ざい
ました又いつの日 か訪ねてみたいと思います。

6 日 目 、 沖縄県南端の平和祈念資料館で平和学習。
講堂にて レクチャ ー（講話 ？ ） 沖縄戦を語る元健児隊
長田勝男氏による第 2二次世界大戦の沖縄戦体験談を
拝聴し、 身の毛が逆立つ思いでした。 あるブラジル国
から参加しました生徒（名は伏す） が、 何故沖縄県は
物の豊かなアメリカ国と戦争したのか ？ との問いに、
私は 「沖縄県が戦争したのではなく 日 本国が大陸と戦
争したのだ。 沖縄県は犠牲県となった。 第 2次世界大
戦の時はブラジル国も日 本国の敵国で、 終戦後プラジ
ル国の日 系間では、 日 本国が勝った負 けたの 2派に別
れて、 血なま ぐさい闘争が生 じたそうだ。 今は昔、 日
本国はチィナー、 コ レイアー（中国 韓国）とも戦い、
そして支配地としたので、 現在日 本国が歴史の本を制
作する度 ごとに中国、 韓国からの異識が出ている。 今
後は戦争がどうだったと講話するよりは、 黙して資料
を示し、 如何にして世界平和を築き 達成するかを講話
する事に意義が有ると思う。 」 と答えました。

7日 目 、 いよいよ今日 が交流最後の日 。 集合場所は
那覇市内国際通りの那覇ぶんかテンブス ホールにて学
習体験成果発表会、 修了式、 さようならパーティー。
体験発表会では日 本語でやってく れとの係りの指示に
より、 私は昨日 、 県庁での別れ際に 3人のブラジル国
代表にたいし、 「初めはポルトガル語で文章を作成して、
知らない単語が有れば明日 の午前中電話で私に問いな
さい。 」 と指示して別れましたが、 当日 誰からも電話が
なく 心配して、 簡単に各自に合う文書を漢字抜きで作
成して会場に行き、 3人のめいめいで書いた文書を読

みました所、 上手に出来ていると思いましたので、 「良
く 出来ました落ち着いて読みなさい。 」 と励まし、 私が
書いた文書はボケットに収めました。 いざ本番、 ブラ
ジル国代表の大城直美さんが全参加者の一番バッ タ ー、
幾分上り気味でしたが、 2番宮城明子さん、 3番川波
健次君は落ち着いて読み終えました。 私が思うに贔贋
では無いですが、 3人共良 く 読み終えたと誉めたい気
持ちでした。 最後のお別れパーティーでは、 各国の芸
能を披露し、 見て楽しみ、 ブラジル国の代表が舞台上
にてサンバ踊りを披露した時は全参加者舞台に上り乱
舞が始まりました。

最後は沖縄尚学高校教諭与座広章氏の音頭により、
全交流団、 沖縄尚学高校のボランティア部の生徒並び
に関係者全員で会場一杯に輪を作り、 楽しい輪踊りを
しつつ、 何時か又再会が叶う夢と希望を抱いて閉会し
ました。

交流期間中多数の方々 とお会いし、 歓迎会からお見
送りまでお世話戴きまして有難う ご ざいました。
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新里 フ ァ ビ ア ナ カ ル メ ン
---------

FABIANA CARMEN SHINZATO -- --- --- -------- --
34歳 2 世· -- ---- -- - - -

ア ルゼ ン チ ン Argentina · - -- - - - - -
在亜沖縄県人連合会

「ジュニアス タディ ーツアー2005」

アルゼンチンとボリビアのジュ ニアの引 率者として、
疇の故郷、 沖縄を訪問する機会を与えてく ださいま
した沖縄県及び、 在亜沖縄県人連合会に感謝申 し上げ
ます。

6 オのとき母と一緒に、 9 年前には一人で沖縄を訪
れ、 この 3度 目 の機会は今までと全く 異なった沖縄訪
問となりました。

7月1 1日 2人のジュ ニアを連れて、 アルゼンチンの
国際空港を出発 し、 ブラジルのサンパ ウロで 2人のボ
リビアのジュ ニアと合流して、 ニ ュ ヨ ー ク経由日 本沖
縄へと飛び立ち私の仕事が始まりま した。 7月13日那
覇空港に無事到着、 そこには県庁の担当ス タ ッフを始
め、 親戚の方々 の出迎えを受け、 ホームステイ先へと
散って行きました。

7月21日 、 2005年度のジュ ニアス タ ディーツアーが
ス タ ートしました。 引率者としての役割は出発前から
いろいろの打ち合わせや30時間の飛行機での長旅で始
まっていましたが、 この日 からジュ ニアたちとの顔あ
わせで確実に始まりました。 意外なもので何も起こら
なければ引率者は必要のない者であり、 又逆に何かが
起きたら責任を担う立場なので、 正直言って大変不安
がありました。 県庁での記念写真、 初めて会う見知ら
ぬ人36名、 終了後の別れを惜 しんでのあの涙の事を思
うと、 自 然と微笑みが浮かび、 このツアーは永遠の思
い出としてアルバムに刻まれることだろうと思うよう
になりました。

自 国紹介は初めての試みとしてとてもいいアイディ
アだったと思います。 グループ別にリーダを選ぶこと
により、 自 分たちで自 分の回りの人を守るという責任
感を持たせる こともジュ ニアたちにとって、 とてもい
い勉強になったのではないかと思います。 通信機・パ
ナガイ ド シス テムで同時通訳を行ったことが進歩的
だったと思います。

沖縄の山や緑に囲まれ、 裸足でイタ イ思いをしなが
ら歩いた川、 やっとたどり着いた比地の大滝は印象的
でした。 沖縄の青い海、 上から見るとサバニ競争、 中
から見ると、 美ら海水族館の生き物たち。 自 然の美 し
さに 目 を見張るばかりでした。

琉球王国の首里城の彩り、 歴史をめく り、 J I C A
沖縄国際センタ ーでの移民についてのワ ー クシ ョ ップ
もとてもいい勉強になりま した。

疇に｛這できたエイサー、 痴詣踊、 コ泉は身体
の動作といっ し ょ にワ クワ クする気持ちもずっと残し
ていく のでしょ う。 ウチナンチュの子弟である私たち
の家に飾られている、 紅型、 漆器、 首里織り、 全部沖
縄のエ芸品である ことに気づかされ、 不思�議に思った
ジュ ニアは少なく ないと思います。

戦争の悪夢を背負って生きてきた15歳の青少年があ
のこ ろを思い出しながら涙声で話がつまり、 胸が打た
れま した。 父も14歳の幼いこ ろ、 自 分の父を沖縄戦で
失ったことを考えると胸が痛みます。 二度と戦争をす
るのではない。 ジュ ニアたちにとっても平和公園は刺
激の強いシーンでした。

交流プログラム、 バーベキ ュ ー、 キ ャンプファ イヤー、
リーダたちが企画したクイズ、 夜中までのおしゃべり
など、 「明日 がない」 気持ちでジュ ニアたちが一つ一つ、
心に刻み、 一生忘れられないツ アー。

旅をするとき 、 その場所がただ美しいだけで好きに
はなれないと思います。 士地の人たちとの出会いに
よって培われた絆はまた戻りたいという気持ちになり
ます。 自 分たちもウチナンチュの気持ちで国際通りを
歩き 、 ウチナンチュの優しさや心温かい親切心、 イチ
ャリバチ ョ ーデーのウチナンチュのチムグクルに触れ
る機会が数多 く ありました。

海外県系人子弟が県内の青少年と共に体験学習を通
して、 母県・沖縄との絆を深める事により、 ウチナー

ネットワ ー クを担う次世代の人材育成に貢献する大き
な目 的が幾分なりとも達せられたと思います。 空港で
お別れのシーンがそれを物語っていると思います。 こ
れからもこのツアーをずっと続けて欲しいと願ってい
ます。

フルコ ースで、 沖縄の自 然、 歴史、 伝統工芸、 芸能
体験、 社会や平和について勉強することができ 、 ツアー

が無事に終了できたことを稲嶺恵一県知事お始め、 観
光商工部交流推進課やス タ ッフの方々 、 沖縄尚学高等
諏の 「与座部」 の麟にお礼申 し上げます。 皆様の
おかげで、 引 率者として、 必要でない人であったこと
を嬉しく 思います。
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ウチナンチュの子弟である ことを誇りに恩い、 平和
の心を世界へと広げると共に、 沖縄の豊かな文化が世
界の裏側でも永遠に続 く ように願いつつ、 頑張ってい
きたいと思います。

沖縄県の皆様、 「Muchas Gracias」 「Muito obrigada」
「Thank you very much」 「イッペーニヘーデービル」。
本当にどうもありがとう ご ざいま した。
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ペルー Peru -----------------------------
ペルー 沖縄県人会

「ウチナー ンチュで良かっ た」

私にとっては、 仲里エ ミ さんと亀甲 タカシ君の引率
者としての沖縄への旅が充実した経験になりま した。
2003 年には、 北中城村海外子弟研修生と して来沖する
機会があって、 沖縄の美 しさを楽 しみま した。 この度、
引率者としては初めてで、 興味深い挑戦になりま した。
いろんな国からのジュニアが、 沖縄県系という共通点
で先祖の故郷を見て、 感 じて、 そ してお互いに話 し合っ
ている事を見て、 とても良い経験になりま した。
7月 14日 （木）

那覇空港で温かい歓迎を受けま した。 そこで親戚や
県庁からの歓迎団が大きいペル一国旗を持って、 待っ
ていま した。 上間さん、 上原さん、 内田グロリアさん、
玉城米子さんそ して他の県庁のみなさんと顔合わせ し
ま した。 沖縄の夏の暑さを肌で感 じ、 ウチナーンチュ
のホスピタ リティーも感 じま した。 ‘
7月 15日 （金）

金秀本社ビルにて在那覇ペルー領事館の皆さんと集
まって、 ペルー沖縄県人 100 周年移住祝典式への招待
状(200 枚） とP R ポス タ ーを渡 しま した。
7月 16日 （土）、 17日 （日 ）、 18日 （月 ）

親りや日 系人が良 く 行かれるお店（パライ ソ ［那
覇市］ 、 ポ ヨ ・ リ コ ［西原町］ 、 ディノス ［沖縄市］ 、 ト ゥ
ス ・ ア ミ ー ゴス ［沖縄市］ 、 トロピカリ シモ、 サルサティ
ナ 、 沖縄ペルー協会［那覇市］ ） に行き、 100 周年移住
P R ポス タ ーを貼ってもらいま した。
7月 19日 Uく）

沖縄ペルー協会主催歓迎昼食。
7月 20日 （水）

北中城村役場に行き 、 村長へ100周年祝典式や在ペ
ルー北中城村人会設立25周年祝典式(2006年 8月 開催）
への招待状を渡 しま した。
7月 21日 （木）

参加者の皆さんと初めての顔合わせを しま した。 県
庁の4階で集合 して、 オリエンテーシ ョ ンを聞 き、 名
札や資料やT シャ ツをもらいま した。 そ して、 県庁の
方の紹介もあって、 稲嶺県知事や｛阻艇周の歓迎の言葉
を頂きま した。 海外参加者の代表挨拶は、 ペルー代表
の亀甲 タカシ君が担当 しま した。 この名誉を頂いた理

由は、 来年に沖縄県人ペル～—移住 100 周年祝典式が開
催されるからです。 亀甲君が、 海外参加者の代表挨拶
と して、 祖先の故郷に来る機会を与えて頂いた沖縄県
に感謝を述べ、 この J S Tで世界の ウチナーンチュ
ネットワ ー クの構築に貢献 していき、 沖縄の文化を勉
強 していき たいと話 しま した。 また、 他の海外に移住
している沖縄県系ジュ ニアと友だち になりたいと典味
を示 しま した。 そ して、 ペルーに招き、 移住 100 周年
と皆さんと盛大に祝いたいと挨拶 しま した。 歓迎式の
後に県庁の外に出て、 沖縄の太陽の下で集合記念写真
を撮りま した。

それから、 歓迎昼食会に行って、 参加者がお互いに
話せるように していま した。 その後に県庁の近 く にあ
る レインボーホテルに行って、 プログラムの細かい説
明を受けま した。 グループに分け、グループのリーダー

を決めま した。 それから、 各参加者はビデオ、 写真な
どにより自 国の紹介を し、 各国の挨拶の仕方も習いま
した。 夜に予定 していた歓迎会に行 く 前に、 沖縄尚学
裔等学校の皆さんが用意した遊びや歌などで参加者の
内気さを吹き飛ば しま した。 歓迎会では、 短い挨拶の
部の後に海外の各参加者による伝統踊りで楽 しみま し
た。 歓迎会終了後には、 J S Tのリーダーた ちが県庁
の皆さんと会議を行いま した。 この夜に レインボーホ
テルで泊まりま した。
7月 22日 （金）

朝早 く 、 国頭村へ出発 し、 自然について最初の学習
を しま した。 数時間歩きながら、 ヤンバルの風景や植
物や動物を楽 しんで、 小川を渡って、 比地の大滝に着
きました。 鳥のヒ ュ ー ヒ ュ ーという音を聴き ながら、
自 然の中で昼食 して、 とても感動 しま した。 滝では、
写真を撮って、 リラックス して、 帰りま した。 それか
ら、 恩納村にある “キ ャロライナ” ペンシ ョ ンに着き、
バーベキュ ーを しま した。 その後にた き 火を して、 楽
しい踊りや歌で火の回りで遊びま した。
7月 23日 （土）

自 然学習で美ら海水族館に行きま した。 そこでは、
沖縄の近海にた く さん生息 している魚の種類を見て、
強い印象を受けま した。 最後の自然学習でサバニの練
習を しま した。 漕ぎ方を習って競争もしま した。 恩納
村のペンシ ョ ンに戻った後で沖縄の参加者が用意 した
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遊び、 “ ウチナー ロ クイス”' や “伝言ゲーム” でもっと
交流を深め、 楽しい時間を過 ごしました。
7月24日 （日 ）

恩納村で伝統芸能について学習をしましに 三線、
舞踊とエイサーの部に分けて、 約 1 時間で選択した伝
統芸能の学習をしました。 、即柑寸の祭り会場で昼食を
した後に、 社会学習の為、 北谷町にある海水淡水プラ
ントを見学しました。 そこでは、 海水から飲料水にな
るまでのプロセスの説明 を受け、 水の制限使用の大切
な事を習いました。 それから、 沖縄の国際センタ ー ( J
I C A) に行って、 ‘‘沖縄移民の歴史について” の話し

合いに参加しました。 グループに分け、 移住者の実際
のケースを分析して議論しました。この話し合いでは、
様々 な国から来ていた参加者でしたが、 祖先が移住し
たとい う 共通点があると気付きました。 その後に那覇
の レインボーホテルに行きました。
7月25日 （月）

歴史学習のため、 首里城を見学しました。 説明を受
け、 世界遺産の 「玉陵」 と 「園比屋武御嶽石門」 も見
学しました。 その後に 伝統工芸の学習がありました。
参加者がビデオで説明を受けて、 紅型や漆器や織物か
ら選んで作品を制作しました。
7月26日 (;k)

平和学習のため、 平和祈念資料館を見学しに行きま
した。 そこでは、 実際に戦争を体験した方から話を聞
いて、 戦争の恐ろしさを実感しました。 資料館や 「平
和の礎」 そして公園を見学しました。 その後、 沖縄の
暮らしを知る為に、 那覇市内の道で散歩して、 国際通
りまで歩きました。 それから県庁に戻って、 親戚の所
で泊まりました。
7月27日 （水）

修了式では、 参加者たちがこの一週間で習った事や
感 じた事を披露しました。 エイサー、 舞踊、 三線そし
て海外からの伝統踊りの余興もありました。 ペルーの
参加者、 亀甲 タカシ君と仲里エ ミ さんが、 伝統踊り 「 ウ
アイラス」 を披露して、 会場を楽しませました。
7月28日 （木）

ペルーヘの帰国。

最後になりますが、 ホームス テイ先の親戚に感謝し
たいと思います。 並びにこの J S Tプログラムで自分
の文化を守っている沖縄県、 県庁、 ス タ ッフ、 沖縄や
海外からの参加者、 引率者の皆さんに心から御礼を申
し上げたいと思っています。 私、 そして参加者の 2 人
にとっては、 一生，忘れられない体験になり、 とても勉
強になりました。

ありがとう ご ざいました。

ORGULLO DE SER UCHINANCHU 

La oportunidad de viajar a Okinawa como tutora 
de los becarios Erny Nakasato y Takashi Kamego 
ha sido una experiencia muy enriquecedora. 
Anteriormente habia podido disfrutar de la linda 
isla tambien como becaria, por la Municipalidad de 
Kitanakagusuku Son, en el afi.o 2003. En esta 
ocasi6n, participar como tutora represent6 un reto 
interesante para mi ya que pude ser responsable de 
que adolescentes de diferentes p珀ses
compenetraran con la cultura de sus ancestros y 
entre ellos mismos, sobre una base com血 que son 
nuestras raices uchinanchus. 
Jueves 14 Julio 

Tuvimos un c紐do recibimiento desde que 
llegamos al aeropuerto de Naha． 血 nos esperaban 
los familiares y toda una Com認i6n de Recepci6n, 
con una gran bandera del Peru. Tuvimos el primer 
encuentro con el Sr. Uema Katsumori, Sr. Uehara, 
Srta. Gloria Uchida, Sra. Yoneko Tamaki y dem細
funcionarios del Kencho. En ese momento, 
confirmamos lo que nos habian comentado sobre el 
intenso calor que hace en Okinawa en los meses de 
verano y pudimos saborear un poco de la 
hospitalidad de los uchinanchus que tanto 
habiamos escuchado. 
Viernes 15 Julio 

Reunion en Consulado de Peru en Okinawa 
(Kanehide Building - Naha) donde se entregaron 
200 invitaciones y poster promocionales del 
Centenario de la Inrnigraci6n Okinawense al Peru 
para ser repartidas a las principales instituciones 
publicas y privadas. 
Sabado 16, Domingo 17 y Lunes 18 Julio 
VIBita a los familiares y colocaci6n de poster sabre 

el Centenario de la lnrnigraci6n Okinawense al 
Peru de los sitios mas concurridos por nikkei 
peruanos: Pub ''Paraiso" donde toca ''Diamantes" 
(Naha), Restaurant cornida peruana ''Pollo Rico" 
(Nishihara), Restaurant cornida peruana ''Dino's" 
(Okinawa s凪）， Panaderia ''Tus Amigos" (Okinawa 
細 ， Discotecas ''Tropicalisimo" "Salsatina" , 
Naha Peru Kyokai. 

Martes 19 Julio 
Almuerzo de Bienvenida organizado por Naha 

Peru Kyokai. 
Miercoles 20 Julio 
VISita a la Municipalidad de Kitanakagusuku. 

Invitaci6n al Alcalde al Centenario y a las Bodas de 
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Plata de Peru Kitanakagusuku Sonjinkai ( Agosto 
2006). 
Jueves 21  Julio 

Fue el primer encuentro con todos los participantes 
del Programa Junior Study Tour. Nos reunimos en 
el cuarto piso del Kencho, donde nos presentamos y 
recibimos las primeras charlas de Orientaci6n, asi 
como los membrete, material y polo. Tambien se 
llevo a cabo la Presentaci6n a las Autoridades del 
Kencho, teniendo el honor de recibir las palabras 
Bienvenida del Prefecto Inamine tambien y demas 
autoridades del Kencho. Luego, nuestro becario 
peruano Takashi Kamego tuvo el privilegio de 
repres�ntar a los becarios extranjeros dando el 
discurso de Bienvenida. Este honor, debido a que en 
el pr6ximo afio 2006 se celebrara en Peru el 
Centenario de la lrunigraci6n Okinawense al Peru. 
Kamego Takashi kun, en su discurso en 
representaci6n de los becarios extranjeros, 
agradeci6 a la Prefectura de Okinawa por la 
oportunidad que otorgan de conocer la tierra de sus 
ancestros, de poder profundizar en la rica cultura 
okinawense y por permitir que se forme y mantenga 
una red de uchinanchus en todo el mundo a traves 
del Programa Junior Study Tour. Adem細， expreso
su alegria de poder compartir con descendientes 
uchinanchus de la cultura de cada pais en 
particular y el de poder hacer nuevos amigos. 
Tambien rum la invitaci6n para que vengan a 
conocer el Peru y para participar y celebrar juntos el 
Centenario de la lrunigraci6n Okinawense al Peru. 
Luego de los discursos protocolares, pasamos a 
tomar la foto Corunemorativa con todos los 
participantes, los organizadores y staff, y las 
autoridades del Kencho, bajo el luminoso sol de 
verano de Okinawa. 

Posteriormente, fuimos deleitados con un rico 
Almuerzo de Bienvenida, donde se empezaron a dar 
las primeras comunicaciones entre los becarios 
okinawenses y los de los diferentes paises. Luego, 
nos dirigimos al Hotel ‘麟bow'', a pocas cuadras 
del Kencho, donde recibimos una orientaci6n m細
profunda del Programa. Fue una interesante tarde, 
donde cada becario rum una presentaci6n amplia de 
su pais a traves de videos, diapositivas, fotos, etc. Se 
hicieron las divisiones por grupos y se designaron 
los lideres de cada grupo. En esta tarde se 比
tambien el estudio de saludos en los otros idiomas y 
recibimos la visita y apoyo de un grupo de 
colaboradores de un colegio Secundario. Esta noche 

se tenia organizado la Fiesta de Bienvenida , pero 

antes de eso, los participantes del Colegio 

Secundario tenian preparados juegos, cantos y un 
show cuyo objetivo era de "romper el hielo", que 

existe siempre cuando se conoce a personas por 

primera vez. Pero la hospitalidad y cariiio con que 

nos recibieron y trataron hizo que esta labor no 
fuera muy dificil. En la Fiesta de Bienvenida, hubo 
una gran concurrencia, se llevo a cabo una corta 
Ceremonia Protocolar; luego los participantes de 
varios paises nos deleitaron con bailes tipicos de su 
pais. Acabada la Fiesta hubo una reunion de lideres 
y organizadores. Esta noche pernoctamos en el 
Hotel 、'Rainbow', Naha. 
Viernes 22 Julio 

Muy temprano partimos hacia Kunigami Son; 
donde hicimos los primeros estudios sobre 
Naturaleza. Hicimos una ardua caminata en la 
mont函as ''Hijiootaki'', donde caminamos por varias 
horas disfrutando del paisaje, flora y fauna 
representativo de la wna de Yanbaru. Cruzamos un 
riachuelo desc細s, remangandonos los pantalones, 
disfrutamos de un natural almuer⑳ en medio de las 
mont函as y escuchando el silbido de los pajaros de 
la 幻na. Llegamos a una linda cascada, donde nos 
refrescamos un poco, tomamos varias fotos, 
descansamos y nos enrumbamos de regreso. 
Llegamos a la Pension "Caroline" ubicado en Onna 
Son, donde se llevo a cabo una parrillada en las 
instalaciones de la Pension y posteriormente, se 
hizo una fogata, en la que se hicieron divertidos 
juegos, bailes y canciones alrededor de la fogata. 
Sabado 23 Julio 

Continuando con los Estudios sobre Naturaleza, 
fuimos al Ocean Expo Park "Acuario ChUI'aumi". 
Pudimos ver y conocer la diversidad de peces y 
especies marinas que abundan en el mar de 
Okinawa, fue muy impresionante. Luego de ello, los 
becarios disfrutaron del ultimo Estudio sobre 
Naturaleza a traves de la Practica de remo en bote 
(sabani) donde aprendieron la mayoria a remar, y 
compitieron amenamente. De retorno a la Pension, 
los becarios huespedes , prepararon juegos de 
integraci6n, como ''Uchinaguchi Quii' , 、'Telefono
Malogrado" ; donde ademas de lograr el intercambio 
cultural se divirtieron mucho. 
Domingo 24 Julio 

Empezaron las Practicas de Artes Tradicionales en 
Onna Son. Se dividieron los Talleres de Sanshin, 
Buyo y Eisa y en una hora apro:ximadamen総
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los becarios pudieron aprender cada practica 
escogida. Almorzamos en el Matsuri de Onna Son 
y nos trasladamos a Chatan Cho, donde iniciamos el 
Estudio Social, con la visita de las instalaciones de 
Agua Dulce, donde se dio la explicaci6n del 
tratamiento que se le da al agua en Okinawa y la 
importancia de su uso racional. Luego, se llevo a 
cabo el Estudio de Historia, con la visita al Centro 
Internacional JICA en Okinawa. Empezamos el 
Taller "reflexion sobre la Historia de la Emigraci6n 
Okinawense" donde divididos en grupos se analiw y 
discuti6 casos reales de emigrantes, quienes 
pasaron muchas peripecias; de esta forma, los 
j6venes fueron entendiendo muchas cosas de sus 
farnilias y a pesar de haber chicos de diferentes 
paises descubrieron que dado las raices comunes su 
antecesores tuvieron un paso comun. Regreso a la 
ciudad de Naha, Hotel ''Rainbow''. 
Lunes 25 Julio 
VISita al Castillo de Shuri, Naha; dentro del 

Estudio de Historia. Previa explicaci6n, se visit6 
tambien �l Patrimoni� de Tamaudoun y 
Sonohianutakiishimon. Luego, se llevo a cabo el 
Taller de A社esania Tradicional, luego de ver un 
video explicativo, los becarios hicieron Bingata, 
Laqueado o Text:ileria, se的n lo que habian escogido. 
Martes 26 Julio 
Dentro del Estudio sobre la Paz, fuimos a visitar el 

Museo Corunemorativo de la Paz, donde un 
profesor que fue participante y testigo vivencial de 
la guerra dio una didactica charla sobre sus 
vivencias en la guerra, de c6mo se llevo a cabo, y lo 
crudo que se vivi6 en la guerra. Se visito el museo, 
la lapidas y el parque. Luego, dentro del estudio de 
contacto directo con Okinawa, guiados por los 
voluntarios del Colegio Secundario y divididos por 
grupos hicimos un recorrido a pie por las principales 
calles de la ciudad de N aha, terminando en Kokusai 
douri. Retornamos a la Prefectura y a las casas de 
los familiares del Homestay. 
Miercoles 27 Julio 

Se llevo a cabo la Ceremo:oia de Clausura, donde 
los becarios recibieron el Certificado de haber 
culminado exitosamente el Programa, expusieron lo 
aprendido y vivido en el Programa. Mostraron lo 
aprendido en Eisa, Buyo y Sanshin y algunos 
becarios bailaron danzas tipicas de su pais. Takashi 
k皿ego y Erny Nakasato, bailaron un sabroso 
huaylas, representando al Peru. Fue una ceremonia 
muy emotiva porque ademas fue la Despedida de 

los Participantes. 
Jueves 28 Julio 
Retorno a Peru. 

Agradezco a mi familia que me acogi6 en la semana 
de Homestay, a la Prefectura de Okinawa por el 
esfuerw que hacen por preservar la cultura 
okinawense a traves de Programas como este , y a 
todos los organizadores del Kencho, staff que nos 
acompaii6, a los becarios okinawense y extranjeros 
y tut.ores participantes por el esfuer勾 impartido,
por la linda experiencia compartida en esta semana 
muy productiva que no olvidare y que creo que los 
becarios tampoco lo haran. 

Muchas Gracias! !  
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牧志 啓和

MAKISHI HIROKAZU - - - ---- - - - - ------

44 歳 1 世
□天三：互：五：口旦亙入：：：：：：：二：==:::：二：：ロニ：二：::::=:：：：ロ

ユ ダ州 沖縄県人会

「ジュニアス タ ディ ーツ アー2005」

2005年度ジュニアス タ ディーツアーに7月21日 か ら
27日 までアメリカ組の引率として参加させて頂きまし
た。 とても素晴 ら しい企画で素敵な子供達とこの上な
い一週間を過 ごさせて頂いた事に対し、 沖縄県、 沖縄
県観光商工部交流推進課の皆さん、 沖縄尚学裔等学校
の皆さん、 その他関係者の皆さんには感謝の気持ちで
一杯です。 たった一週間と言う短い期間ではありまし
たが、 修了式の日 には子供達の涙のスピーチで翌日 の
空港には沖縄の子供達が見送りまでしてく れて私の感
覚としては企画は大成功に終えたと感 じております。

沖縄到着の7月14日 は夜 9 時到着と言うのに交流推
進課の皆さんやその他関係者の皆さんが空港待機でお
出迎え頂き、 準備の万全さを最初か ら感 じさせて頂き
ました。

7月21日 の初日 か ら一番印象に残ったのは沖縄尚学
高等学校の皆さんの活躍ぶりでした。 彼、 彼女 らの洗
練された接待無 く しては一週間のツアーで子供達がお
互いに心を開 く までになるのは難 しかったと感 じます。
二日 目 のキャンプフ ァ イヤー、 最終日 のマチグァ ー散
策、 修了式と与座宏章教諭の率いる地域国際交流クラ
ブの生徒の皆さんは最初か ら 最後まで笑顔と礼儀を
持って私達に接してく れま した。 恥ずかしが らずに積
極的に接していく ボランテイア精神、 とても素晴 ら し
い教育を受けていると感心させ られると同時にこの様
な教育をこれか らの沖縄の学校教育の中にどんどん取
り入れていって欲しいと感 じさせ られました。

企画進行も時間通りで担当のロー ド製作の皆さんは
随分時間をかけて細か く 計画なされた事と感 じさせ ら
れました。 この企画に携わって下さった皆さん一人一

人が外国か ら来た子供達の目 に沖縄の良い印象として
写った事と信 じます。

企画の内容は文句の言い様が無かったと思えるので
すが、 次回の提案をさせて頂ければ、 私としてはペン
シ ョ ンやホテルよりは青年の家、 福祉センタ ー、 学校
などの公共施設を活用して林間学校や臨海学校の様な
形式の宿泊も面 白 かったのではないかと感 じました。
県内の幾つかの学校の生徒会に協力してもらってキャ
ンプフ ァ イヤーを囲んだフ ォ ー クダンスやモデルサイ

ズの大綱引 きなども面 白いかと思います。 祖先崇拝の
沖縄でお墓の紹介が無かったのは一寸残念でした。

企画実施前の一週間のホームス テイは家族や親戚と
過 ごす時間として素晴 ら しいのですが、 せっか く 外国
か ら来た子供達ですか ら学校訪問もさせてあげても良
かったかと思います。 学生服を着せてみるのも良い体
験 じ ゃないでしょ うか ？

引率者の旅費半額負担の件ですが、 旅費に関しては
引率者の地元か らも見積もりを出してもらって半額が
いく らなのかを最初か らはっきりさせておく 必要があ
ると感 じました。 かけがえの無い体験をさせていただ
いたので出費が多かったとは思いませんが、 UA （ユ
ナイテッ ド航空） の半額がアメリカで購入した同時期
の J A L （日 本航空） と同 じ ぐ らいの値段 と 言うのは
誤解を招 く 恐れがあるかと感 じました。 次回の引率者
との総合理解のためにも御検討頂きたく 存 じます。 ち
なみにUAと J A Lの値段に関してはユ タ）朴か ら 同時
期に帰沖した県人会のメンバーの旅費と比較しての発
言です。

最後に、 沖縄で沖縄文化 （舞踊、 武道、 音楽等） を
頑張って勉強 している子供などを対象に外国の沖縄県
人会を活用してホームス テイに旅立たせてみる事はそ
の子達にとっても外国の県人会にとってもいろんな意
味で学ぶ事があるかと信 じます。

素晴 ら し体験をさせて頂き大変有難う御座いました。
こち ら （米国ユ タ）小I） に来られる機会がありましたら
是非お知 らせ下さい。 今後とも宜 し く お願い申 し上げ
ます。
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伊敷 久子

ISHIKI HISAKO -
54歳 1 世-
イ ギ リ ス United Kingdom 
イ ギリ ス沖縄県人会

「ジュニアス タディ ーツアー引率者 と して」

私と娘は7月 13 日 にロン ドンを出発して 14 日 の晩
に那覇空港に到着しました。 夜遅い到着でしたので出
迎えは予想しておりませんでした。 それで 「ジュ ニア
ス タ ディーツアー歓迎」 の大きな旗を掲げての県庁側
の暖かい出迎え、 そして親戚の出迎え に感激しました。
私と娘はハーバー ビュ ーマンシ ョ ンでの気楽な宿泊に
することとして、 ツ アーが始まる 21 日 までの間、 親戚
回りをして親交を深めたり、 いろいろ行きたい所に行
く 事が出来ました。 このような機会を与えて下さった
県庁の配慮に感謝いたします。 ·

ツアー1日 目 は10時に県庁に集合しました。 県庁前
に立った時、 この建物が私の懐かしい故郷沖縄全体を
動かしている場所かと思うと感慨無量でした。 その建
物の4 階でオリエンテーシ ョ ンやT シャ ツの配布があ
りました。 11時からは県庁1階ロビーで歓迎セ レモ
ニーがありました。 世界各国の参加者達はそれぞれの
国旗を掲げ整列しました。 各国毎に参加者、 引率者の
名前が呼ばれ、 返事をしました。 その後、 海外参加者
代表としてペルーの参加者、 県内参加者代表、 県庁側
から挨拶があり、 その後、 全員での記念撮影がありま
した。

お昼は県庁地下 レス トランでいただきました。 その
後、 宿泊場所である レインボーホテルに移動し、 そこ
で各国参加者の自己紹介がありました。 私や娘にとっ
て初めての経験でしたので、 わからない所だらけでし
たが、 他の参加者の良い点を見習って参考にしました。
そこで学んだ事を活かして、 次の各国紹介のプレゼン
テーシ ョ ンを良 く していきたいと思いました。

6 時から行われた交流プログラムやウェルカムパー

ティーでは、 ゲームを通してお互いにうち解ける事が
出来ました。 特に沖縄尚学高校のボランティア活動は
とてもすばらしく 、 良かったです。

最後にグループリーダー、 引率者及び主催者の ミ ー

ティングがあり、 その後消灯となりました。
翌日 は比地大滝のトレッキングでした。 沢山の坂の

上り下りは50代半ばの私にとって大変き っかったです
が、 最後まで頑張って良かったと思います。 山原の自
然を満喫できた事は素晴らしい経験でした。

その晩はキ ャンプファ イヤーを囲んでのゲームやダ
ンスがあり素睛らしい内容でした。

3日 目 の美ら海水族館見学では大Il湘訪 な海の生き
物を見学しましたが、 いつまで見ても飽きないもので
した。

その他、 サバニ体験や伝統芸能｛祖倹、 沖縄の移民の
歴史学習、 首里城見学、 平和祈念資料館見学等を行い
ました。 平和祈念資料館見学のプログラムの中で当 時
15 歳だった方が戦争体験談を話してく れました。 その
後、 公園内の散策がありました。 その他にも沖縄の暮
らしを知るためのマチグァ ー散策など、 本当に盛りだ
く さんの素晴らしいプログラムでした。

1958年に 8歳で南米のボリ ビア移住先で家族を待っ
ている父のもとへ母、 祖父、 弟と私の4 人で第一次移
民として行きました。 そこで22年すごし、 1980年に結
婚しまして主人と共にロン ドンヘ来て25年になります。
それで 8歳の時に出た沖縄は私にとって懐かしく 、 近
く て遠い国でした。 日 本の歴史の資料は割と手に入り
ますが、 沖縄の歴史に関する資料は手に入らず困って
おりました。 今回、 娘と共にジュ ニアス タ ディーツアー

に参加でき、 ウチナーンチュとして、 より沖縄の事を
知る機会を与えられて感謝しております。 母親から第
二次世界大戦について少し聞いておりましたが、 今回、
平和祈念資料館でまとめられたレポートを見て、 また
体験談を聞 く 事が出来て、 より理解する事が出来まし
た。 また、 今回、 本屋で沖縄の歴史の本を買ったり、
実際に首里城を見学して、 その当時の事を思い、 自分
も同 じ血を引 く ウチナーンチュだと思うと胸がいつ ば
いになりました。

これからも引 き続きジュ ニアス タ ディーツアーが実
施され、 世界に広がる ウチナーンチュのつながりを深
め、 沖縄への理解とサポートを深めていく 事ができた
らと思います。

ツ アーを企画して下さった方々 、 プログラム に 関
わった方々 、 沖縄尚学高校ボランティアの方々 、 その
他一人一人に心よりお礼を申 し上げます。 そして沖縄
が平和にますます栄えていく 事をお祈り申 し上げます。
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資 料 編



I 受 入 実 績 一
( 1 ) 海外参加者 ・ 引 率者 の 国 別 内 訳 【 （ ） は そ の う ち 引 率者 の 人数】

国：口
～

～～～：度
ボ リ ビ ア
ブ ラ ジ Jレ

II （ カ ン ポ グ ラ ンデ）
ア ル ゼ ン チ ン
ペ Jレ
ベ ネ ズ 工 ラ
メ キ シ コ
キ ユ ノ ゞ

フ ラ ン ス
イ ギ リ ス
ド イ ツ

米 国 （ ハ ワ イ ）
II （ グ ア ム ）
II （ 本 土 ）

力 ナ ダ
フ イ リ ヒ° ン
シ ン ガ ポ ー ル

計

( 2 ) 海外参加者内訳
世 代 別

世口：�
1 世
2 世
3 世
4 世

計

男 女 別

性；□～~-�
度

男 子
女 子
合 計

H l 3  
（ウ圧方ュ大会）

5( 1 ) 
7( 1 ) 
3( 1 ) 
5( 1 ) 
5( 1 ) 
2( 1 ) 
3( 1 ) ゜
2( 1 ) 
2( 1 ) 
2( 1 ) ゜
1 

20(4) 
6(2) 
4( 1 ) ゜

67( 1 7) 

H l 3 
（ウチト方ュ玲

゜
26 
2 1  
3 

50 

H 1 3  
（ウチ戸汗ュ大鈴

30  
20  
50 

( 3 ) 県 内 ・ 県外参加者内訳
学 校 別

こ度
H l 3  

（ウチト方ュ大会）
小 学 生 ， 
中 学 生 24 
晶 校 生 1 7  

計 50  

男 女 別

性;[~～～-～二□度 H l 3  
（ウザ万ュ玲

男 子 1 5  
女 子 3 5 
合 計 50 

H 1 4  H I 5  

2 3( 1 ) 
3( 1 ) 2 
1 2( 1 ) 

3( 1 ) 2 
3( 1 ) 3 ( 1 ) ゜ ゜
゜ ゜
2( 1 ) 2( 1 ) ゜ ゜
゜ ゜
゜ ゜
2 3 ( 1 ) ゜ 2( 1 ) 
6(2) 5(2) 
2( 1 ) 1 
3( 1 ) 3( 1 ) 
2( 1 ) ゜

29(9) 28(9) 

H 1 4  H l 5  

゜ ゜
5 6 
8 1 0  
7 3 

20 1 9  

H 1 4  H l 5  

， 5 
1 1  14  
20  19  

H14  H l 5  

゜ ゜
1 3 7 
1 1  1 8  
24 25 

H l 4  H l 5  

6 4 
1 8  2 1  
24 25 
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H 1 6  H l 7  計

2 2 1 4(2) 
3( 1 ) 3( 1 ) 1 8(4) 
1 1 8(2) 

3( 1 ) 3( 1 ) 1 6(4) 
3( 1 ) 3( 1 ) 1 7(5) ゜ ゜ 2( 1 ) ゜ ゜ 3( 1 ) 
2( 1 ) ゜ 6(3) ゜ ゜ 2( 1 ) ゜ 2( 1 ) 4(2) ゜ ゜ 2( 1 ) 
1 ゜ 6( 1 ) ゜ ゜ 3( 1 ) 

5( 1 ) 6( 1 ) 42( 1 0) 
I I 1 1  (3) 
I l 12(3) ゜ ゜ 2( 1 ) 

22(5) 22(5) 1 68(45) 

H 1 6  H 1 7  計

1 2 3 
6 3 46 
8 ， 56  
2 3 1 8  

1 7  1 7  1 23 

H l 6  H 1 7  計

7 6 5 7  
1 0  1 1  66 
1 7  1 7  1 23 

H 1 6  H l 7  計

゜ ゜ ， 
5 4 53 

1 5  1 5  76 
20 1 9  1 38 

H l 6  H l 7  計

4 5 34 
1 6  1 4  1 04 
20 1 9  1 3 8  



1 平成 1 7 年度 参加 者 名 簿 l 
県 内

氏 名 年齢 性別 学 校 名

1 具志堅 靖 知 GUSHIKEN Y ASUTOMO 14  男 沖 縄 市 立 コ ザ 中 学 校

2 城 間 ひ か る SHIROMA HIKARU 14  女 那 覇 市 立 石 嶺 中 学 校

3 伊 地 侃 海 ICHI TADAMI 1 4  男 与 那 原 町 立 与 那 原 中 学校

4 又 吉 奈保子 MATA YOSHI NAOKO 14  女 石 垣 市 立 伊 原 間 中 学 校

5 金 城 千 尋 KINJO CHIHIRO 1 6  女 北 部 工 業 高 等 学 校

6 幸 地 長 治 KOUCHI CHOUil 1 6  男 名 護 高 等 学 校

7 金 城 エ リ ナ KINJO ER爪A 1 7  女 読 谷 高 等 学 校

8 大 城 奈 々 OSHIRO NANA 1 7  女 具 志 川 高 等 学 校

， 玉 城 美 優 TAMAKI MIYU 1 8  女 具 志 川 高 等 学 校

1 0  山 城 杏 奈 YAMASHIRO ANNA 1 6  女 普 天 間 高 等 学 校

1 1  宇 根 あ み菜 U泣 AMINA 1 7  女 浦 添 尚 等 学 校

1 2  大 城 李理子 OSHIRO RIRIKO 1 5  女 那 覇 高 等 学 校

1 3  斉 藤 愛 里 SAITO AIRI 1 6  女 那 覇 国 際 高 等 学 校

1 4  又 吉 扶 MA TA YOSHI TASUKU 1 7  男 那 覇 国 際 高 等 学 校

1 5  上 原 麻 衣 UEHARA MAI 1 5  女 小 禄 高 等 学 校

1 6  小那覇 祥 子 ONAHA SHOKO 1 6  女 豊 見 城 高 等 学 校

1 7  番 園 吉了 BANZONO TORU 1 6  男 糸 満 高 等 学 校

1 8  翁 長 琴 乃 ONAGA KOTONO 1 7  女 久 米 島 高 等 学 校

1 9  伊良部 夏 美 IRABU NATSUMI 1 8  女 宮 古 工 業 高 等 学 校
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・

平成 1 7 年度 参加者名 簿IIII|lII II | ||| | 
海 外

氏 名 年齢 性別 世代 国 名 県人会名

l 
大城 直美 マ ヤ フ

1 7  女 2 世
MAY ARA NAOMI DE ALCANTARA OSHIRO 

2 
宮城 明子 ベ ア ト リ ス

ブ ラ ジ ル 沖 縄 県 人 会
1 5  女 3 世 ブ ラ ジ ル

BEATRIZ AKIKO MIYASHIRO 
川 波 エ ン リ ッ ケ ケ ン ジ

3 1 7  男 3 世 カ ン ポグ ラ ンデ沖縄県人会
HENRI QUE KENJI KA WANAMI 

4 
屋宜 宣広 ア レ ハ ン ド ロ

1 6  男 3 世
ALEJANDRO DANIEL YAGI 

岸本 ユ カ リ
ア ルゼ ン チ ン 在 亜 沖 縄 県 人 連 合 会

5 1 5  女 1 世
YUKARI KISHIMOTO 

6 
仲里 国頭 エ ミ カ ロ リ ナ

1 6  女 4 世
EMY CAROLINA NAKASATO KUNIGAMI 

亀 甲 亀 甲 た か し ア レ ハ ン ド ロ
ペル ー ペ ル ー 沖 縄 県 人 会

7 1 8  男 3 世
TAK.ASH! ALEJANDRO KAMEGO KAMEKO 

8 
親川 千草 カ サ ン ド フ

14 女 3 世
CHIGUSA CASANDRA OY AKA WA 

ジ ャ ン ー ブ フ ジ ル
ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖 縄 県 人 会

1 7  女 3 世
JANNY BRASIL TAMASHIRO 

1 0  
ヤ マ シ ロ ミ ッ シ ェ ル

1 5  女 4 世 北 米 沖 縄 県 人 会
MICHELLE ALEXANDRA YAMASHIRO 

イ タ リ ア ー ノ チ ャ ン ス ケ ン イ チ
1 1  1 4  男 1 世 ュ タ 州 沖 縄 県 人 会

CHANCE KENICHI ITALIANO 
ィ ズ リ ー マ ケ ー ナ ヴ ィ カ ー シ ャ

12  
MCKENNA VIKASHAA EASLEY 

1 8  女 2 世 ア メ リ カ ワ シ ン ト ン D . C . 沖 縄 会

フ ッ ク エル 笑美 コ ン ド ン
1 3  1 4  女 3 世 イ ン デ ィ ア ナ 沖縄県 人 会

RAQUEL EMI CONDON 
ク リ ス ト フ ァ ー ジ ョ シ ア ワ ー ル タ ー ズ

14  14  男 3 世 フ ロ リ ダ 沖 縄 県 人 会
CHRISTOPHER JOSHUA WALTERS 

1 5  
ジ ョ ダ ン カ ミ オ サ ワ ダ

14  男 4 世 カ ナ ダ レ ス ブ リ ッ ジ 沖縄 県 人 会
JORDAN KAMIO SAW ADA 

1 6  
ジ ャ ス ミ ン マ リ ド フ レ ド デ ヘ ス ス

1 8  女 3 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン 沖 縄 県 人 会
JASMINE MAJ皿 DE JESUS 

1 7  
ゴ ン ザ レ ス 優子 エ リ ザベ ス

1 7  女 2 世 イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖 縄 県 人 会
冨0 ELIZABETH GONZALES 

引 率者
氏 名 年齢 性別 世代 国 名 県人会名

松堂 忠顕
69 男 1 世 ブ ラ ジ ル ブ ラ ジ ル 沖 縄 県 人 会

CHUKEN MA TS UDO 

2 
新里 フ ァ ビ ア ナ カ ル メ ン

34 女 2 世 ア ルゼ ン チ ン 在 亜 沖 縄 県 人 連 合 会
FABIAN A CARMEN SHINZATO 

3 
安座間 喜屋武 シ ェ イ フ パ ト リ シ ア

28 女 3 世 ペル ー ペ ル ー 沖 縄 県 人 会
SHEILLAH PATRICIA AZAMA KlYAN 

4 
牧志 啓和

44 男 1 世 ア メ リ カ ュ タ 州 沖 縄 県 人 会
HIROKAZU MAKISHI 

伊敷 久子
5 54 女 1 世 イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖 縄 県 人 会

HISAKO ISHIKI 
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I 平成 1 6 年度 参加 者 名 簿 I 
県 内

氏 名 年齢 性別 学 校 名

1 棚 原 琴 希 TANAHARA KOTOKI 14  女 宜 野 湾 市 立 宜 野 湾 中 学 校

2 糸 数 梨 乃 ITOKAZU RINO 1 3  女 那 覇 市 立 小 禄 中 学 校

3 国 吉 美 樹 KUNIYOSHI MIKI 1 4  女 久 米 島 町 立 具 志 川 中 学 校

4 高 原 茉 奈 TAKAHARA MANA 1 4  女 平 良 市 立 平 良 中 学 校

5 前上里 李衣奈 MAEUEZATO LIINA 1 3  女 石 垣 市 立 伊 原 間 中 学 校

6 幸 地 美 琴 KOUCHI MIKOTO 1 7  女 名 護 高 等 学 校

7 平 良 槙 子 TAIRA MAKIKO 1 7  女 石 J I  I 高 等 学 校

8 小 谷 仁 人 KOT ANI KIMIHITO 1 7  男 石 J I  I 尚 等 学 校

， 池 原 春 奈 IKEHARA HARUNA 1 8  女 き砿 谷 高 等 学 校

I O  又 吉 毅 MATAYOSHI TA紅SHI 1 7  男 美 里 高 等 学 校

1 1  上 原 唯 UEHARA YUi 1 8  女 球 陽 高 等 学 校

1 2  崎 濱 優 希 SAKIHAMA YUUKI 1 8  女 与 勝 高 等 学 校

1 3  沖 吉 ハ ン ナ OKIYOSHI HANNA 1 6  女 普 天 間 高 等 学 校

1 4  運 天 美 里 UNTEN MISATO 1 6  女 首 里 高 等 邑子 校

1 5  久銘次 美奈江 KUMETI MINAE 1 6  女 那 覇 国 際 裔 等 学 校

1 6  謝敷 エ ミ リ ー JASHIKI EMILY 1 6  女 那 覇 国 際 高 等 学 校

1 7  金 城 の ぞみ KINJOU NOZOMI 1 7  女 那 覇 西 高 等 学 校

1 8  許 田 卓 史 KY ODA T AKAFUMI 1 8  男 興 南 高 等 学 校

1 9  金 憲 禎 KIM HUNJUNG 1 6  男 沖 縄 尚 学 高 等 学 校

20 細 田 愛 HOSODA MANA 1 5  女 豊 見 城 高 等 学 校
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I 平成 1 6 年度 参加 者 名 簿
― ―――] 

海 外
氏 名 年齢 性別 世代 国 名 県人会名

1 
比嘉 理恵 テボ フ

1 5  女 3 世
DEBORA LIE HIGA 

2 
知念 ま ゆ み ク リ ス チ ー ナ

ブ ラ ジ ル 沖 縄 県 人 会
14 女 2 世 ブ ラ ジ ル

CRISTINA MA YUMI CHINEN 

城間 ロ ド リ ー ゴ シ ゲ イ ロ
3 

RODRIGO SHIGUEIRO SIROMA 
1 6  男 3 世 カ ン ポ グ ラ ン デ沖縄県人会

又吉 ア ン ド レ ス
4 1 7  男 3 世

MATAYOSHI ANDRES PABLO 

米須 ノ ル マ ビ ル ヒ 一 ァ
ア ルゼ ン チ ン 在 亜 沖 縄 県 人 連 合 会

5 1 7  女 3 世
KOMESU NORMA VIRGINIA 

6 
エ ス コ バル 伊礼 ジ ョ ア ナ エ ッ コ

1 6  女 4 世
ESCOBAR YREY JOHANNA ETSUKO 

比嘉 シ ン ボ エ リ ッ ク ハ ビ エル
ペルー ペ ル ー 沖 縄 県 人 会

7 1 6  男 3 世
HIGA SHIMBO ERIC JAVIER 

8 
中 村 稲嶺 真 由 美

1 4  女 2 世
NAKAMURA INAMINE MAYUMI 

新垣 サ ト ル
ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖 縄 県 人 会

1 5  男 2 世
ARAKAKI SATORU 

サユ リ ゴ ン ザ レ ス ナ カ ソ ネ
1 0  1 4  女 3 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ 沖 縄 県 人 会

GONZALEZ NAKASONE SA YURI 

1 1  
ミ ッ シ ェ ル ミ ヨ リ パ ス

1 7  女 3 世 沖 米 沖 縄 県 人 会
PANIS MICHELLE MIYORJ 

ウ ィ リ ア ム ウ ォ ル タ ー ス ト レ リ ー

1 2  1 7  男 2 世 ペ ン サ コ ー ラ 沖 縄県 人 会
STRALEY WILLIAM WALTER 

コ フ オ ク リ ス タ ル
1 3  1 7  女 2 世 ア メ リ カ シ カ ゴ 沖 縄 県 人 会

CORRAO CRYSTAL MARJE 

新城 ア ン ト ニ 大陸男
14 1 4  男 2 世 サ ン デ ィ エ ゴ 沖縄県 人 会

ARASHIRO ANTHONY MUTSUO 
ン‘ ` エ ン`／ ・ マ イ カ イ ア オ ア カ マ ラ ー ・ ホ リ

1 5  1 6  女 4 世 ハ ワ イ 沖 縄 連 合 会
HORI JESSIE MAI KAIAO A K心l-1ALANI

1 6  
喜久川 可奈

17 女 1 世 カ ナダ バ ン ク ー バ ー 沖縄県友愛会
KIKUKA WA KANA 

1 7  
レ ン ド ジ ャ ン ボ フ ァ シ ョ

1 8  男 3 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン 沖 縄 県 人 会
BONIFACIO RHEND JAN 

引 率者
氏 名 年齢 性別 世代 国 名 県人会名

I 与儀 上原 昭雄 60 男 2 世 ブ ラ ジ ル ブ ラ ジ ル 沖 縄 県 人 会

2 新垣 ア リ エル 20 男 2 世 ア ルゼ ン チ ン 在 亜 沖 縄 県 人 連 合 会

3 松 田 美津江 68 女 2 世 ペル ー ペ ル ー 沖 縄 県 人 会

4 ミ ュキ イ ト カ ズ モ ラ レ ス 33 女 3 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ 沖 縄 県 人 会

5 光江 上原 コ ー チ 52 女 1 世 ア メ リ カ シ カ ゴ 沖 縄 県 人 会
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I 平成 1 5 年度 参加 者 名 簿

県 内

氏 名 年齢 性別

1 宮 本 詩 織 Miyamoto Shiori 1 2  女

2 島 袋 希 Shimabukuro Nozomi 1 5  女

3 山 城 貴 徳 Yamashiro Takanori 1 4  男

4 比屋根 安 尚 Hiyane Y asunao 1 3  男

5 長 嶺 一 司 Nagamine Kazushi 1 3  男

6 古波蔵 直 子 Kohagura Naoko 1 4  女

7 比 嘉 淳 子 Higa Junko 1 8  女

8 吉 村 苑 華 Yoshimura Sonoka 1 7  女

， 高 良 南 Takara Minami 1 8  女

1 0  玉 城 幸 Tamaki Miyuki 1 7  女

1 1  安次富 紗綾香 Ashitomi Sayaka 1 6  女

1 2  比 嘉 こ な み Higa Konami 1 7  女

1 3  安 里 み ち ょ Asato Michiyo 1 7  女

1 4  新 垣 怜 子 Arakaki Reiko 1 7  女

1 5  新 崎 奈 央 Arasaki Nao 1 7  女

1 6  月‘’Ij 田 那美子 Maeda Namiko 1 8  女

1 7  大 本 紗 哉 Ohmoto Saya 1 6  女

1 8  金 城 美 菜 Kinjo Mina 1 7  女

1 9  大 城 桃 香 Oshiro Momoka 1 6  女

20 真栄城 智恵美 Maesiro Chiemi 1 6  女

2 1  稲 福 陽 香 Inafuku Haruka 1 5  女

22 村 吉 梨華子 Murayoshi Rikako 1 5  女

県 外

氏 名 年齢 性別

1 金 城 幸 代 Kinjo  Sachiyo 1 5  女

2 上 原 勝 也 Uehara Katsuya 1 7  男

3 小 山 奈 未 Koyama Nami 1 8  女

- 1 0 8  -

学 校 名

港 J I I 中 学 校

首 里 中 学 校

糸 満 中 学 校

南 星 中 } 子 校

南 星 中 学 校

南 星 中 } 子 校

八 重 山 農 林 高 等 学 校

吐眈 谷 高 等 A 子 校

球 陽 高 等 学 校

浦 添 高 等 学 校

浦 添 商 業 高 等 学 校

首 里 高 等 学 校

首 里 東 高 等 学 校

那 覇 高 等 学 校

那 覇 尚 等 学 校

那 覇 国 際 高 等 学 校

那 覇 国 際 高 等 学 校

那 覇 商 業 高 等 学 校

沖 縄 尚 学 高 等 学 校

沖 縄 尚 学 高 等 学 校

興 南 高 等 学 校

興 南 高 等 巫子 校

学 校 名

兵庫県立宝塚私立高 司 中 学校

兵 庫 県 立 宝 塚 高 等 学 校

日 本 福 祉 大 学 附 属 高 等 学 校



＿ ― -

平成 1 5 年度 参加 者名 簿 ． 

海 外
氏 名 年齢 性別 世代 国 名

新城 真 由 美
1 7  女 3 世l 

Monica Mayumi Arashiro 

2 
仲村 カ ロ リ ー ナ み ど り

Carolina Midori Nakamura 
1 8  女 2 世 ブ ラ ジ ル

県人会名

ブ ラ ジ ル 沖 縄 県 人 会

新里 チ エ ミ ア ン ネ
l 7  女 3 世 カ ン ポ グ ラ ン デ沖縄県人会3 

A皿e Thiemy Suzuki Shinzato 

井 口 セ シ リ ア ミ ド リ
1 7  女 3 世4 

Iguchi Cecilia Midori 
ア ルゼ ン チ ン 在 亜 沖 縄 県 人 連 合 会

諸喜 田 マ リ ネ
1 6  女 3 世5 

Shokida Marine 

仲本 山城 ダニエ フ
1 5  女 3 世6 

Nakamoto Yamagusuku Daniella ペル ー ペ ル ー 沖 縄 県 人 会
渡慶次 山城 マ リ ア ガ ブ リ エ フ

14  女 3 世7 
Tokeshi Yamagusuku Maria Gabriela 

神谷 ナ オ ミ
14 女 2 世8 

Kamiya Pedraza Naomi 
ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖 縄 県 人 会

比嘉 浩二
1 7  男 2 世， 

Higa Koji  

ア レ マ ン レ オ ナル ド ホルヘ エル ネ ス ト
14 男 4 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ 沖 縄 県 人 会10  

Aleman Leonard Jorge Ernesto 

キ ャ サ レ ン ア ー ヌ シ ロ マ
l 5 女 4 世1 1  

Katharine Anne Shiroma 
ハ ワ イ 沖 縄 県 人 会

タ イ ジ ン コ バ シ ガ ワ
1 5  男 4 世1 2  

Ty Jin Kobashigawa 

1 3  
玉城 由 美

Tamashiro Yumi 
1 6  女 2 世 ア メ リ カ 北 米 沖 縄 県 人 会

柳 田 コ リ ン タ ケ シ
1 4  男 2 世 ワ シ ン ト ン 州 沖縄県人会14  

Yanagida Colin Takeshi 

ア シ ュ リ ー フ リ ッ ク
14  女 3 世 ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会1 5  

Ashley Frick 

仲原 オ リ バー 竜 司
1 6  男 2 世 カ ナ ダ カ ル ガ リ ー 沖 縄 県 人 会1 6  

Nakahara Oliver Ryoji 

デ ィ ナ マ エ エ ロ イ リ ェ ゴ
1 7  女 3 世1 7  

Llego Dinahmae Eroy 
フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン 沖 縄 県 人 会

パ ト リ シ ア レ ジ ー ナ ノ セ ダ ロ ペ ス
女 3 世1 8  1 7  

Lopez Patricia Resyna Noceda 

レ ド ナ ジ ェ ニ フ ァ ー 祐紀
1 5  女 3 世 ア メ リ カ グ ア ム 沖 縄 県 人 会1 9  

Redona Jennifer Yuki 

引 率者
氏 名 年齢 性別 世代 国 名 県人会名

l 屋富祖 正一 52 男 1 世 ブ ラ ジ ル カ ン ポ グ ラ ン デ沖縄県人会
2 安座間 平敷 フ ァ ン 喜勝 53 男 3 世 ペル ー ペ ル ー 沖 縄 県 人 会
3 比嘉 次雄 50 男 1 世 ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖 縄 県 人 会
4 上 間 大兼久 ホルヘ 62 男 2 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ 沖 縄 県 人 会
5 タ ラ ン テ ィ ニ 裕子 伊波 53 女 1 世 北 米 沖 縄 県 人 会
6 曽 野 知雄 35 男 2 世 ア メ リ カ ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県 人 会
7 島袋 カ オ ル ネ イ デ ィ ー 46 女 2 世 ハ ワ イ 沖 縄 県 人 会
8 ア セルデン マ リ ア コ ラ ソ ン エバ ン ヘ リ オ 49 女 2 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン 沖 縄 県 人 会
， 奥濱 レ ド ナ 悦子 42 女 ア メ リ カ グ ア ム 沖 縄 県 人 会
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I 平成 1 4 年度 参加 者 名 簿 __J 
県 内

氏 名 年齢 性別 学 校 名

1 宮 里 諒 哉 Ryoya Miyazato 1 5  男 名 護 市 立 大 宮 中 学 校

2 奥 間 友里恵 Yurie Okuma 1 4  女 金 武 町 立 金 武 中 学 校

3 典那城 美姫乃 Mikino Yonashiro 1 2  女 沖 縄 市 立 安 慶 田 中 学 校

4 伊良波 一 美 Kazumi Iraha 1 4  女 沖 縄 市 立 山 内 中 学 校

5 嘉 数 真 菜 Mana Kakazu 1 3  女 浦 添 市 立 浦 西 中 学 校

6 比 嘉 麻 臣 Asami Higa 1 3  女 那 覇 市 立 松 城 中 学 校

7 平 敷 綾 Aya Heshiki 1 5  女 那 覇 市 立 小 禄 中 学 校

8 山 城 信 裕 Nobuhiro Yamashiro 1 4  男 与 那 原 町 立 与 那 原 中 学 校

， 杉 山 星 河 Seika Sugiyama 1 2  女 豊 見 城 市 立 伊 良 波 中 学 校

1 0  J I  I 平 一 之 Kazuyuki Kawahira 1 4  男 城 辺 町 立 福 嶺 中 学 校

1 1  宮 城 聖里香 Serika Miyagi 1 7  女 辺 土 名 高 等 学 校

1 2  大 城 奈津紀 Natsuki Ohshiro 1 6  女 石 J I  I 高 等 学 校

1 3  山 城 夢 乃 Yumeno Yamashiro 1 5  女 美 里 尚 等 学 校

1 4  宮 里 あ す か Asuka Miyazato 1 7  女 宜 野 湾 高 等 学 校

1 5  嵩 本 哲 也 Tetsuya Takemoto 1 6  男 西 原 高 等 学 校

1 6  西 筋 理 奈 Rina Irisuj i  1 5  女 那 覇 高 等 邑子 校

1 7  玉 城 智 佳 Chika Tamaki 1 8  女 沖縄女子短大 附属高等学校

1 8  國 場 雄 作 Yusaku Kokuba 1 6  男 豊 見 城 高 等 学 校

1 9  又 吉 香穂利 Kahori Matayoshi 1 5  女 糸 満 尚 等 学 校

20 石 井 雄 大 Takehiro Ishii 1 7  男 八 重 山 高 等 学 校

県 外

氏 名 年齢 性別 学 校 名

1 J I  I 崎 麻奈 美 Manami Kawasaki 1 3  女 鶴 見 中 学 校

2 金 城 香 奈 Kana Kinjo 1 3  女 鶴 見 中 学 校

3 輿那嶺 美 香 Mika Y onarnine 1 2  女 大 阪 市 立 天 下 茶 屋 中 学 校

4 糸 洲 久美子 Kwniko ltosu 1 7  女 明 浄 学 院 高 等 学 校
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海 外

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 
1 0  

1 1  

1 2  

1 3  

14  

1 5  

1 6  

1 7  

1 8  

平成 1 4 年度 参加 者名 簿 l 
氏 名 年齢 性別 世代 国 名 県人会名

当 間 嗣栄 マ ウ リ シ オ 1 4  男 4 世
Mauricio Shiei Touma 

ブ ラ ジ ル 沖 縄 県 人 会
高 良 グ ラ ウ シ ャ ネ ン シ ー

1 6  女 3 世 ブ ラ ジル
Glaucia Nency Takara 
志良堂 ジ ャ ケ リ ネ

Jacquel!Ile Shirado 
1 6  女 4 世 カ ン ポ グ ラ ン デ沖縄県人会

米須 ト マ ス
1 7  男 2 世

Tomas Komesu 
ア ルゼ ン チ ン 在 亜 沖 縄 県 人 連 合 会

島袋 エ リ ア ー ナ ビ ル ヒ ー ー ア 1 7  女 3 世
Eliana Virginia Shimabukuro 

広 中 山城 ル イ ス フ ェ ル ナ ン ド
14  男 4 世

Luis Fernando Hironaka Yamagusuku ペル ー ペ ル ー 沖 縄 県 人 会
ゴ ン ザ レ ス 平良 ハ イ メ

1 8  男 3 世
Jaime Gonzales Taira 

仲里 秋奈 1 7  女 2 世
Akina N akazato 

ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖 縄 県 人 会
ロ ー ー ヴ ェ レ ス 真栄城

1 6  男 3 世
Rony Velez Maeshiro 

ナ リ マ ン ピ 一 — ヤ フ ォ ン プ
Narryman Pi n a Fonte 

1 7  女 4 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ 沖 縄 県 人 会

清本 ・ 伊舎良 マ ッ シ ュ ー 誠 1 5  男 4 世
Matthew Makoto Kiyomoto-lsara 

ハ ワ イ 沖 縄 県 人 会
伊良波 ク リ ス ト フ ァ ー マ イ ケル

1 6  男 4 世
Christopher Michael Iraha 

比嘉 ク リ ス ナ イ ン ミ ヨ シ
1 7  女 4 世 北 米 沖 縄 県 人 会

Cristan Miyoshi Higa 
ア メ リ カ

バ ウ チ ャ ー 飛鳥 1 7  女 2 世 ワ シ ン ト ン D . C . 沖 縄 会
Asuka Christine Boutcher 
ジ ョ ナサ ン サ ン ダ ー ス
Johnathan David Saunders 

1 5  男 3 世 ア ト ラ ン タ 沖 縄 県 人 会

ジ ョ セ フ リ ー バザー ド
1 5  

Joseph Lee Buzzard 
男 3 世 北 加 沖 縄 県 人 会

藤 田 エ リ ザベ ス 由利子
Elizabeth Yuriko Fujita 

1 7  女 2 世 カ ナ ダ ト ロ ン ト 球 陽 会

ミ シ ェ ル ア ベダ 一 ァ ペベ ― ト
Michelle Abedania Pebenito 

1 8  女 3 世
フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン 沖 縄 県 人 会

ジ ョ ネ ロ ベ ス コ メ ロ ス イ グ ナ シ オ
1 7  女 3 世1 9  

Jonerobeth Comeros Ignacio 
照屋 な っ 子

20 
Natsuko Teruya 

1 5  女 2 世 シ ン ガ ポ ー ル 星 琉 会

引 率者
氏 名 年齢 性別 世代 国 名 県人会名

1 具志堅 ジ ー ナ 美千代 32 女 2 世 ブ ラ ジ ル ブ ラ ジ ル 沖 縄 県 人 会
2 新里 ダニエル エ ス テ バ ン 32 男 2 世 ア ルゼ ン チ ン 在 亜 沖 縄 県 人 連 合 会
3 赤嶺 光弘 56 男 1 世 ペル ー ペ ル ー 沖 縄 県 人 会
4 エ ス テル タ マ キ ト ー レ ス 35  女 3 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ 沖 縄 県 人 会
5 呉屋 君子 60 女 1 世

ア メ リ カ
北 米 沖 縄 県 人 会

6 大城 順市 37 男 1 世 北 加 沖 縄 県 人 会
7 藤 田 み ど り 53  女 1 世 カ ナ ダ ト ロ ン ト 球 陽 会
8 エ ス テ ー ラ ア レ ホ ア ド ル フ ォ 48 女 2 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン 沖 縄 県 人 会
， 橋本 真理 37 女 1 世 シ ン ガ ポ ー ル 星 琉 会
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I 平成 1 3 年度 参加 者 名 簿 l 
第 3 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 県 内

氏 名
I 知 名 倫 子 Rinko Chma 

2 仲 田 尚 仁 Naohito Nakada 

3 又 吉 椎 菜 Shiina Matayoshi 

4 平 良 久美子 Kulniko Taira 

5 仲 本 達 郎 Tatsuro Nakalnoto 

6 新 垣 史 織 Shiori Arakaki 

7 目 取真 輔 Tasuku Medoruma 

8 城 間 祥 大 Shoudai Shiroma 

， 照 屋 寛 佳 Hiroyosh1 Teruya 

1 0  玉 城 匠 Takumi Talnaki 

1 1  知 念 鈴 奈 Suzuna Chmen 

1 2  仲 間 良 成 Y oshinari Nakama 

1 3  牧 山 梨 紗 Risa Makiyama 

1 4  仲 程 祐 介 Yusuke Nakahodo 

1 5  成 底 徹 Torn Narisoko 

1 6  仲 里 彩 夏 Ayaka Nakazato 

1 7  屋嘉比 梢 Kozue Yakabi 

1 8  玉 城 彩 衣 Ai Tamaki 

l 9  松 本 佳 子 Yoshiko Matsulnoto 

20 東 江 真理子 Mariko Agarie 

2 1 , 与那嶺 悠 Haruka Y onamme 

22 古 謝 ち ひ ろ Chihiro Koja 

23 比 嘉 紗 苗 Sanae Higa 

24 仲 程 若 菜 Wakana Nakahodo 

25 平 田 吉 郎 Y oshiro Hirata 

26 比 嘉 彩 賀 Ayaka Higa 

27 比 嘉 亜 樹 庫 Higa

28 古 堅 葵 Aoi Furugen 

29 佐久川 俊 介 Shunsuke Sakugawa 

30 謝 花 千 夏 Chinatsu Jahana 

3 1  普天間 一 樹 Kazuki Futeruna 

32 下那覇 優 香 Yuka Tamanaha 

33 宮 城 鮎 子 Ayuko Mayagi 

34 高 田 真奈美 Manami Takada 

35  翁 長 里 美 Satomi Onaga 

36  上 原 恵理佳 Erika Uehara 

37  与那覇 恵 梨 Eri Yonaha 

3 8  徳 里 麗 華 Reika Tokuzato 

39 中 村 晴 枝 Harne Nakamura 

40 伊 計 美 希 Miki Ikei 

4 1  仲宗根 智 世 Tomoyo Nakasone 

42 佐久田 智 世 Tomoyo Sakuda 

43 J I I  口 真 未 Marni Kawaguchi 

44 池 原 理 一 Ri1chi Ikehara 

45 宝蔵寺 祐 司 Yuji  Hozoji 

46 仲 間 明 奈 叫a Nakama 

47 茶 畑 美 加 Mika Chabata 

48 新 崎 舞 Mai Arasaki 

49 比屋根 恵 美 Megumi Hiyane 
50 真 謝 絵 美 Emi Maja 

学年
小学 4 年
小学 4 年
小学 5 年
小学 5 年
小学 5 年
小学 5 年
小学 5 年
小学 6 年
小学 6 年
中 学 1 年
中 学 1 年
中 学 1 年
中 学 1 年
中 学 1 年
中 学 1 年
中 学 1 年
中 学 1 年
中 学 1 年
中 学 1 年
中 学 2 年
中 学 2 年
中 学 2 年
中 学 2 年
中 学 2 年
中 学 2 年
中 学 2 年
中 学 2 年
中 学 3 年
中 学 3 年
中 学 3 年
中 学 3 年
中 学 3 年
中 学 3 年
高校 1 年
高校 1 年
高校 1 年
高校 1 年
高校 1 年
高校 1 年
高校 2 年
高校 2 年
高校 2 年
高校 2 年
高校 2 年
高校 2 年
高校 3 年
高校 3 年
高校 3 年
高校 3 年
高校 3 年
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性別 学 校 名
女 宜 野 座 小 学 校
男 南 風 原 小 学 校
女 漢 那 小 学 校
女 キ」し‘‘ 真 キJLA 小 学 校
男 城 西 小 学 校
女 知 ＾ J―C―’ ヽ 小 学 校
男 北 玉 小 学 校
男 若 狭 小 学 校
男 城 南 小 学 校
男 コ · ザ 中 学 校
女 伊 江 中 学 校
男 越 来 中 学 校
女 沖 縄 尚 学 中 学 校
男 古 蔵 中 邑子 校
男 港 J I I  中 A 子 校
女 知 ハ今Cヽ 中 学 校
女 東 風 平 中 学 校
女 那 覇 中 学 校
女 那 覇 中 学 校
女 伊 江 中 邑子 校
男 伊 良 波 中 学 校
女 嘉 手 納 中 学 校
女 鏡 が 丘 養 護 学 校
女 古 蔵 中 学 校
男 佐 敷 中 学 校
女 松 城 中 学 校
女 典 南 中 学 校
女 安 田 中 学 校
男 沖 縄 尚 学 中 学 校
女 宮 里 中 学 校
男 小 禄 中 学 校
女 西 原 東 中 学 校
女 西 原 東 中 学 校
女 小 禄 高 等 学 校
女 小 禄 両 等 学 校
女 昭 和 薬 科 大 学 附 属 高 等 学 校
女 石 J I  I 高 等 学 校
女 石 J I  I 高 等 学 校
女 那 覇 国 際 高 等 学 校
女 宮 古 古向 等 学 校
女 宮 古 農 林 高 等 学 校
女 宮 古 農 林 高 等 学 校
女 首 里 東 高 等 学 校
男 普 天 間 高 等 学 校
男 普 天 間 高 等 学 校
女 宮 古 高 等 学 校
女 小 禄 高 等 学 校
女 小 禄 高 等 学 校
女 南 風 原 高 等 学 校
女 名 護 高 等 学 校



I 平成 1 3 年度 参加者名 簿 I 
第 3 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 海 外

氏 名 年齢 性別 国 名 県 人 会 名 引率者
与儀 エ リ カ

1 3 女I 
ERIKA YOGI 
太 田 ヂオゴ

1 5  男2 
DIOGO TAK.AKE OTA 

知花 ム リ ロ
1 3 男3 

MURILLO CHIBANA 
ブ ラ ジ ル ブ ラ ジ ル沖縄県人会 松 堂 ひ ろ み

諸見里 春美
14 女4 

KARINEHARUMI MOROMIZATO 
崎 間 ビ ク ト ル 達 由 鯉

1 4  男5 
VICTORTA TSUYURI SAK.IMA 

宮里 昌 宏
1 6  男6 

MARCELO MASAHIRO MIYAZATO UETA 
宮城 ガ ス ト ン

1 6  男7 
GASTON MIYASHIRO 

比嘉 フ ェ ルナル ド
14  男 安 里 エ ス テ ラ

8 
FERNANDO EZEQUIEL HIGA 

アルゼン チ ン 在亜沖縄県人連合会
ア レ ハ ン ド ラ玉那覇 ノ ルベル ト， 14 男

NORBERTO TAMANAHA 
大城 ノ エ リ ア

1 1  女10  
NOELIA OSHIRO 
伊芸 ヘ フ ル ド

14  男1 1  
GERALDO IGEi KOHATSU 

亀 甲 マサル
男1 2  1 7  

MASARU ARTURO KAMEGO ペルー ペル ー沖縄県人会 仲 宗 根 吉 修山城 イ サベル
1 0  女1 3 

ISABEL YAMASHIRO NAKACHI 
比嘉 盛繁

1 7  男1 4  
HECIOR ALEXANDER HIGA SHIROMA 

比嘉 恵理子
14 女1 5  

ER広0 CAROLINA HIGA YAMASHIRO 
大城 ニ カ リ

1 0  女1 6  
NIKARI OSHIRO M口lARA

ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会 安 谷 屋 敬中 田 弘喜
1 2  男1 7  

FERNANDO HlROK.l NAKATA 
仲村 美恵子

1 4  女1 8  
MIEKO N AKAMURA  SOKEI 

仲村 ミ ツ ォ
14  男1 9  

JOSE MITSUO NAKAMURA OROZCO 
メ キ シ コ メ キ シ コ 沖縄県人会 中村 イルマ ヌ ネ ス

仲村 ヤ ス ヒ ロ
1 3  男20 

Y ASUHIRO NAKAM口lA OROZCO 
島 田 バグ ネ ル 和 良

1 7  男2 1  
WAGNER KAZUYOSHI SHIMゆA ブ ラ ジ ル カ ン ポ グ ラ ン デ沖縄県人会 具 志 堅 弘具志堅 ノ ブ ユキ

16 男22 
ANDERSON NOBUYUKI GUSHIKEN 

古謝 景士
1 5  男 ベ ネ ズ エ ラ ベ ネ ズエ ラ 沖縄県人会 古 謝 い そ え23 

RAUL KEISHI KOJA 
宜保 亜 由 美 カ レ ン

14 女24 
AYUMI KAREN GIBO カ ナ ダ バ ン ク ー バ ー沖縄友愛会 仲 宗 根 功

嶺丼 真実
17 女25 

MELISSA MAMI MINEI 
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一
第 3 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 海 外

氏 名 年齢 性別 国 名 県 人 会 名 引 率者
金城 茜

26 14 女
MARGARET AKANE KJNJO 

27 
目 取真 ジ ャ ネル ミ ホ コ

カ ナ ダ レ ス ブ リ ッ ジ沖縄県人会 浦崎 ジ ョ ー ジ
14 女

JANELLE M田OKO MEDORUMA 

28 
玉栄 チ ャ ルズ

1 1  男 北米沖縄県人会
CHARLES MASATOMO TAMAE 

ジ ョ セ フ ジ ョ ー ン ズ
29 

JOSEPH FREDRIC JONES 
1 5  男 サ ン デ ィ エ ゴ 沖縄県人会

月̀ l’j 田 洋 子
（北米沖縄県人会）

ブ フ イ ア ン デ イ ビ ス
30 16  男 ュ タ 州 沖縄県人会

BRYAN KlYOSHI DAVIS 
デ イ ビ ッ ト レ イ モ ン ド

3 1  10  男
ワ シ ン ト ン

DAVID RICHARD RAYMOND 沖縄県人会 ク ラ ブ
ト シ コ バー ト リ ー

ア リ シ ア 恵子 ブ レ ン ズ
32 16 女 シ カ ゴ沖縄県人会

ALICIA KEIKO BERENZ 
ナ イ ル リ チ ャ ー ズ

33 16  男 遊友会
DALE KAORU RICHARDS 
ァ イ フ ア —.....:. フ ィ ド フ ー

34 
TIFF ANY FIEDLER 

14 女 オ ハ イ オ 沖縄友の 会 洋子 サ ン ダ リ ン
比嘉 龍児

35 16  男 米国東海岸沖縄県人会
（シカゴ沖縄県人会）

RYUfl HIGA 
落合 北斗

36 17 男 ア メ リ カ ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会
HOKUTO CREIG OCHIAI 
ロ バ ト フ ァ ン チ ェ ス

37  1 5  男 ワ シ ン ト ン DC 沖縄県人会
ROBERT JA碑S FUNCHES 

ケ イ フ ケ ン プ
3 8  14  女 ア ト ラ ン タ 沖縄県人会

KAYLA RENEE CAMP 
ア ン デ ィ ー フ イ ダ ー

39  1 2  男 D FW 沖縄県人会
ANDY KIYOSHI RIDER 

キ ム ビ セ ッ ト
40 

KIM BISSETTE 
1 5  女 ジ ヤ ク ソ ン ビ ル沖縄県人会

ル イ ス 高江洲
佳代子

マ イ ケル ハ ー カ ー

4 1  1 7  男
フ ェ イ エ ッ ト ビ ル （ ア ト ラ ン タ

MICHAEL ALAN HARKA 沖縄県人会 沖縄県人会）
ク リ ス タ ル ス ワ ン ソ ン

42 1 1  女 ペ ン サ コ ー ラ 沖縄県人会
CRYSTAL LYNN SWANSON 
ァ レ サ マ リ コ モ ー ト ン

43 
フ ロ リ ダ沖縄郷友会

TERESA MARIKO MORTON 
1 8  女

（ が じ ま る 会）
ク リ ス ト フ ァ ー ポ ー プ イ ン

44 1 8  男 グ ア ム沖縄県人会 引 率 者 無 し
CRISTOPHER PORTIN 

45 
マ リ ア ジ ェ イ リ ン デ ィ キ ア ッ コ

1 5  女
MA. JAYLYNC. DIQUIATCO 

チ ヨ ミ サ ン タ ロ ーサ フ ン セ ス
46 1 4  女

ト ヨ コ 照 屋

CHIYOMI ST A. ROSA RANCES 
フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン 沖縄県人会

エ リ セオ

47 
嶋崎 妙恵美

1 2  女
T AEMI SHIMAZAKI 

48 
知念 賢吾

1 6  男 フ ラ ン ス フ ラ ン ス 沖縄県人会 知 念 睦 子
KENGO CHINEN 

49 
石垣 優児

1 3  男 イ ギ リ ス イ ギ リ ス沖縄県人会 石 垣 栄 康
YUil JOE ISHIGAKI 

50 
松川 ル カ

1 0  男 ド イ ツ ド イ ツ沖縄県人会 松 J I I 力
LUCA TOM MUSASHI MA TSUKA WA 

- 1 14 -



I ジ ュ ニ ア ス タデ ィ ー ツ ア ー 協 力 者 一 覧 I 

ご協力 あ り が と う ご ざ い ま し た。

内 容 協 力 者 名

が じ ゅ ま る 自 然学校
自 然学習 海洋博記念公園 沖縄美 ら 海水族館

マ リ ン ピ ア ザ オ キ ナ ワ

伝統芸能体験学習 恩納村商工会

社会学習
北谷浄水管理事務所
海水淡水化セ ン タ ー

社会 ・ 歴史学習 沖縄 N G O 活動推進協議会

歴史学習
首里城
玉 陵

伝統工芸体験学習 那覇市伝統工芸館

沖縄県平和祈念資料館
平和 学習

沖縄県観光ボ ラ ン テ ィ ア ガ イ ド 友 の 会 長 田 勝男 様

石畳瑞盛館 （資料展示館案内等）

そ の 他
沖縄テ レ ビ 放送株取締役

前原 信 一 様 （講話 「世界の な か の ウ チ ナ ー ン チ ュ 」 講師）
西原 洋子 様 、 下地 千鶴子 様 （救護担 当 ）

ボ ラ ン テ ィ ア 沖縄尚学高等学校地域国 際交流 ク ラ ブ

［ 制 作 物

●募集要項
●各国 ガ イ ド ブ ッ ク
● ウ ェ ル カ ム ボ ー ド
●横断幕
● ネ ー ム プ レ ー ト

- 1 1 5  -

●学習 ツ ー ル
●記念写真
● T シ ャ ッ
●修 了 証



| T シ ャ ツ デ ザ イ ン I 
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー T シ ャ ツ の デザ イ ン

平成14年度県費留学生 ヘルナ ン デ ス エ ミ 子 マ リ ア さ ん （ ア メ リ カ） がデザ イ ン し ま し た。

フ ロ ン ト

バ ッ ク

ぺ）レ ． 々、 Peru
アルゼンチン “‘ A吋en廿na
ポリピア Jh Bollvfa 
アメリカ r unIted 5hte 
カナダ ・ Canada
フィリビン ．＂ Philippines r 
イギリス Vn代e<l Kingdom 
＂本・沖縄 Japan / Okina四

- 1 1 6  -



ー

参 加 申 込 書 I 

算2号様式
2005年度ジュニアスタディーツアー 2005年 月 8

ふ り が な

パスポート氏名
（漢字 ・ カタカナで

正確に）

FAMILY NAMES 
aル79ヘ

・
ット大文字で）

GIVEN NAMES 
aルフが•9卜大文字で）

生 年 月 日

，，， 年

血 液 型

世 代

（
日
●号本l唸

罷 聞つくけカ
る）

日 本騒 ・ 話す カ（書l唸つける）

現 住 所
（現地の言栢活字
体でT寧に記入）

E→•il 

得意な事 ・ 趣味 ・

人前で披露できる事

沖
（
縄輯景戚内

・ 知連人
絡

）
先

氏 名

本人との綬柄

護
連絡先

（電話書号）

保護者 の 同意

傭 考
’"［藁 ・ 貪事その捨）

様式2号

: I 県人会名

年 月 日 '200
年

5.4.1時
齢

点）

日 系 世

0 1 · 2 · 3  4 

できない 中縁 よくできる

0 1 • 2 · 3 · 4 

できない

住 所 I
氏 名 1

中縁 よくできる

(Ill書号から記入）

性 別

国 籍

沖縄に来るのは

パスポー ト有無

パスポー ト期限

（関係）

出身市町村

写 真

（纏4cm X 横3cm)

（カラー 白●どちらでも可）

才

M · F 

（今回で 回 目 ）

有 · 無

年 月 まで有効

電 話

私は、 上記の者 （被保護者）がr2005年度ジュニアスタディーツアー」 に参加す
る事に同意いたします．

暑名

平成1 7年度ジュニアスタディーツアー

平成1 7 年 月 日

県 内 参 加 者 申 込 書
ふ り が な 写 真

氏 名 （績4cm X 横3cm)

(7ル71ぺ9卜大文字で） （カラー・白暴どちらでも可）

学 校 学 年

生 年 月 日 償●で記入） 年 月 日 年 令

性 別 男 ・ 女 血液型

健康状況 良好 ・ 普通 ・ 不 良 特記
そ

事
の

項
他

（
●

藁
庫

・ 貪
上

事
の

事）

〒

住 所

電 話 F A X  

E-mail（携壽メール可）

特技 ・ 資格

人前で披
趣

露
味

で
・

きる事

外国籍がほせる 英栢・ スペインI! ・ ボルトガル語 ・ （ ） 

氏 名 本人との続柄

電 話 携帯電話

私は、 上記の者 （被保護者）が「平成1 7年度ジュニアスタディーツアー」に参加す

保護者の 同意
る事に同意いたします．

署名 印

傭 考

- l 1 7  -

第3号様式
2 0 0 5 年 度ジュニアスタディ ーツアー 2005年 月 日

ふ り が な

パスポー ト 氏 名
（漢字 カタカナで

正確に）

FAMILY NAMES 
＂ル97へ•9に大文字で）
GIVEN NAMES 
<:rルファヘ•9卜大文字で）

生 年 月 日

性 別

世 代

日 本語 ・ 聞 く カ
（書号に〇をつ ける｝

（
日
●本号に9§〇

・
を話つすける

カ） 

使(O
用
をつ言ける

藷

現 住 所
（現地の言籍 ・ 活字
体で丁寧に記入）

（ 電
運

話
絡

書
先

号）

FAXlll号

E-mail 

沖
（
縄親県戚内· 知運人

絡

）
先

履 歴 事 項
（簡潔に）

引率者の同意

（鋼気・藁
傭

・貪事
考

・ その他）

| !111人会名

年 月 日 (200
年

5.4. 1 峙
齢

点）

M • F 

日 系 世

0 · 1 · 2 · 3 · 4  

でない 中縁 よくできる

0 1 · 2 · 3 • 4 

できない 中絨 よくできる

国 籍

沖縄 に来るのは

パスポー ト有無

パスポー ト期限

英籍 ・ スペイン1吾 ・ ポルトガル1吾 ・ （

（国書号から記入）

（国書号から記入）

住 所 I
氏 名 1 （関係）

（職歴）

写 真

（績4叩 X 横3cm)

（カラー • 白暴どちらでも可）

才

（ 今 回 で ） 回 目

有 ・ 無

年 月 まで有効

） 

電 話

私 は 、 「 2005年度ジユーアスタディーツアー」 に 引 率者として参加 し、 ツア ー期間
中 、 引 率者としての 婁務に積極的に貢献することに同意します。

暑名



1 歓 迎 セ レ モ ニ ー 式 次 第 1 
日 時 ： 平成 1 7 年 7 月 2 1 日 （木）

場所 ： 県庁 1 階 県民ホ ール
司 会 ： 交流推進課長 知念 英信

1 1  : 00

開

会
1 1  : 02  歓迎の 挨拶
1 1  : 07 参加者紹介
1 1  : 1 2  参加者代表挨拶

1 1  : 20 閉 会
1 1  : 2 5  写真撮影 （ 中 庭）

司 会
沖縄県知事 稲嶺 恵一

司 会
海外参加者代表

亀 甲 亀 甲 た か し ア レ ハ ン ド ロ （ペル ー）
県 内 参加者代表

宇根 あ み菜 （浦添高等学校）
司 会

I ー

ウ ェ ル カ ムパ ー テ ィ ー 式 次 第

1 9 : 00  
1 9 : 02  
1 9 : 0 7 
1 9  : 1 0  

開

歓迎 の 挨拶
参加者代表挨拶
乾 杯

----— 食事 ・ 懇談

1 9 : 1 5 歌

会

---— 余 興 ――--

1 9 : 30  オ ー プ ニ ン グ
1 9 : 35  三線演奏
1 9 : 40 琉球舞踊
1 9 : 45 空 手

1 9 : 5 5  ギ タ ー演奏
20 : 00 歌
20 : 05  サ ン バ

20 : 1 0  ア ルゼ ン チ ン 伝統舞踊

20 : 1 5  

日 時 ： 平成 1 7 年 7 月 2 1 日 （木）
場所 ： 歓会 の 間 （沖縄 レ イ ン ボ ー ホテル 3 階）

司 会 ： 交流推進課長 知念 英信
沖縄県観光商工部観光交流統括監 松本 真一

イ タ リ ア ー ノ チ ャ ン ス ケ ン イ チ （ ア メ リ カ ）
沖縄ブ ラ ジ ル協会 会長 西原 篤 ー

沖縄ブ ラ ジ ル協会 会長 西原 篤 一

司 会 沖縄尚学高等学校地域国 際交流 ク ラ ブ
金 憲禎、 屋比久ま ど か、 宮城 佐江

翁長 琴 乃 （久米島高等学校）
ヤ マ シ ロ ミ ッ シ ェ ル （ ア メ リ カ）
大城 李理子 （那覇高等学校）
ジ ョ ー ダ ン カ ミ オ サ ワ ダ （ カ ナダ）
又吉 扶 （那覇 国 際高等学校）
ジ ャ ス ミ ン マ リ ー ド フ レ ド デ ヘ ス ス （ フ ィ リ ピ ン ）
大城 直美 マ ヤ ラ （ブ ラ ジ ル）
宮城 明子 ベ ア ト リ ス （ブ ラ ジ ル）
川 波 エ ン リ ッ ケ ケ ン ジ （ ブ ラ ジル）
屋宜 宜広 ア レ ハ ン ド ロ （ ア ルゼ ン チ ン ）
岸本 ユ カ リ （ ア ルゼ ン チ ン ）

閉 会

- 1 1 8  -



I 修 了 式及び さ よ な ら パ ー テ ィ ー 式次第 ー7

第 1 部 修
1 9 : 00  開 会

1 9 : 02  主催者挨拶
1 9 : 0 7 修 了 証授与
1 9 : 25 引 率者紹介
1 9 : 2 7 感謝状授与
1 9 : 30 閉 会

了 式

司 会

日 時 ： 平成17年7 月 27 日 （水）

場所 ： テ ン ブ ス ホ ール

（那覇市ぶ ん か テ ン ブ ス 館 4 階）

司会 ： 交流推進課長 知念 英信

沖縄県 出納長 新垣 幸子

沖縄県 出納長 新垣 幸子

司 会

沖縄県 出納長 新垣 幸子

司 会

第 2 部 さ よ な ら パー テ ィ ー 司 会 ： 交流推進課 仲村 裕子

1 9 : 5 0  幕 開 け 三線演奏
1 9 : 5 5 開 会
1 9 : 5 7 乾 杯

20 : 00 懇 談

----- 余 興 -----

20 : 1 5  琉球舞踊
20 : 20 エ イ サ ー

20 : 25  ギ タ ー演奏
20 : 30 琉球舞踊
20 : 3 5  琉球舞踊
20 : 40 ペル ー伝統舞踊

20 : 45 ア ル ゼ ン チ ン 伝統舞踊

20 : 50  サ ン バ

20 : 5 5  ゲ ー ム

20 : 58 参加者代表 あ い さ つ

2 1  : 00  フ ィ ナ ー レ

芸能体験学習 （三線体験者1 1 名）

司 会

沖縄県観光商工部観光交流統括監 松本 真一

司 会 沖縄 尚学高等学校地域国 際交流 ク ラ ブ

金 憲祐、 金 憲禎

石嶺 中 学校 城間 ひ か る

芸能体験学習 （琉球舞踊体験者 7 名）

芸能体験学習 （エ イ サー体験者18名）

又吉 扶 （那覇国 際高等学校）

マ ケ ー ナ ヴ ィ カ ー シ ャ イ ー ズ リ ー （ ア メ リ カ ）

金城 エ リ ナ （読谷高等学校）

亀 甲 亀 甲 た か し ア レ ハ ン ド ロ （ペル ー）

仲里 国頭 エ ミ カ ロ リ ー ナ （ペル ー）

屋宜 宣広 ア レ ハ ン ド ロ （ ア ルゼ ン チ ン ）

岸本 ユ カ リ （ ア ルゼ ン チ ン ）

大城 直美 マ ヤ ラ （ブ ラ ジ ル）

宮城 明子 ベ ア ト リ ス （ブ ラ ジ ル）

川 波 エ ン リ ッ ケ ケ ン ジ （ブ ラ ジ ル）

会場参加者全員

小那覇 祥子 （豊見城高等学校）

司 会

- 1 1 9 -



I 
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー グル ー プ表

Aグループ Bグループ Cグループ
川 波 エン リ ッケ ケンジ （ 男 ） 宮城 明 子 ベア ト リ ス （ 女 ） 大城 直美 ｀ マヤラ （ 女 ）

1 HENRIQUE KENJI KAWANAMI BEATRIZ AKIKO MIYASHIRO MAYARA NAOMI DE ALCANTARA OSHIRO 

ブラジル ブラジル ブラジル
ジャンニ ブラジル （ 女 ） イーズリ ー マケーナ ヴィカーシャ （女） イタリ アーノ チャンス ケンイチ （ 男 ）

2 JANNY BRASIL TAMASHIRO MCKENNA VIKASHAA EASLEY CHANCE KENICHI ITALIANO 

ボリ ビア アメリカ アメリカ
ラックエル 笑美 コ ン ドン （ 女 ） 亀 甲 亀 甲 たかし アレハン ドロ （ 男 ） ゴンザレス 優子 エ リ ザベス （女）

3 RAQUEL EM! CONDON T AKASHI ALEJANDRO KAME GO KAMEKO YUKO ELIZABETH GONZALES 

アメリ カ ペルー イギリス

4 
宇根 あみ菜 （ 女 ） 又吉 扶 （ 男 ） 金城 エ リ ナ （ 女 ）

AMINA LINE TASUKU MATAYOSHI ERINA KINJYO 

5 
金城 千尋 （ 女 ） 上 原 麻衣 （ 女 ） 幸地 長治 （ 男 ）

CHIHIRO KINJYO MAI UEHARA CHOUJI  KOUCHI  

6 番園 亨 （ 男 ） 玉城 美優 （ 女 ） 又吉 奈保子 （ 女 ）
TORU BANZONO MIYU TAMAKI NAOKO MATAYOSHI 

男 2 名 、 女4名 合計6 名 男 2名 、 女4名 合計6 名 男 2名 、 女4 名 合計6名

弓 I 牧志 啓和 松堂 忠顕 伊敷 久子
HIROKAZU MAKISHI C H UKEN MATSUDO H I SAKO I SH I K I  

Dグループ Eグループ Fグループ
屋宜 宣広 ア レハン ド ロ （ 男 ） 岸本 ユカ リ （ 女 ） 親川 千草 カサンドラ （ 女 ）

1 ALEJANDRO DANIEL YAGI YUKARI KISHIMOTO CHIGUSA CASANDRA OYAKAWA 

アルゼンチン アルゼンチン ボリビア
ヤマシ ロ ミッシェル （女 ） 仲 里 国頭 エミ カ ロ リ ーナ （女） ジョ ーダン カミオ サ ワ ダ （ 男 ）

2 MICHELLE ALEXANDRA YAMASHIRO EMY CAROLINA NAKASATO KUNIGAMI J O RDAN KAMIO SAWADA 

アメリ カ ペルー カナダ
ジャスミン マリ ー ドフレド デ ヘスス （女） クリストファー ジョシア ワ ールターズ（男 ） 山城 杏奈 （ 女 ）

3 JASMINE MARIE DE JESUS CHRISTOPHER JOSHUA WALTERS ANNA YAMASHIRO 

フィリ ピン アメリ カ

4 
大城 奈 々 （ 女 ） 翁長 琴乃 （ 女 ） 伊良部 夏 美 （ 女 ）

NANA OSHIRO KOTONO ONAGA NA TSUMI IRABU 

5 
斉藤 愛里 （ 女 ） 大城 李理子 （ 女 ） 小那覇 祥子 （女）

AIR! SAITO RIRIKO OSHIRO SHOKO ONAHA 

具志堅 靖知 （ 男 ） 伊地 侃海 （ 男 ） 城間 ひかる （女）
6 

YASUTOMO GUSHIKEN TADAMI !CHI HIKARU SHIROMA 

男 2 名 、 女4名 合計6名 男 2名 、 女4名 合計6 名 男 1 名 、 女5 名 合計6名

弓 I 新里 フ ァ ビ ア ナ カ ル メ ン 安座間 喜屋武 シ ェ イ ラ ー パ ト リ シア 内 田 グロ リ ア、 森 洋子
率 FABIANA CARMEN SHINZATO SHEILLAH PATRICIA AZAMA KIYAN GURORIA UCHIDA, YOUKO MORI 

- 120 -



L- 「沖縄 レ イ ンボ ー ホテル」 7/2 1 、 7/24 宿 泊 者 名 簿及び部屋割表 I 
ROOM No 

A 401 

B 402 

C 501 

゜ 41 1 

E 4 1 2  

F 5 1 1 

G 5 1 2  

H 6 1 1 

゜ 41 5 

△ 6 1 2  

口 403 

ROOM No 

1 0 1 

1 02 

1 03 

201 

202 

203 

205 

氏 名

川 波 エ ン リ ッ ケ けん じ 又吉 扶 イ タ リ ア ー ノ チ ャ ンス け ん い ち 伊地 侃海

番園 亨 屋宜 宣広 ア レハ ン ド ロ ジ ョ ー ダ ン カ ミ オ サ ワ ダ

亀 甲 亀甲 たか し ア レハ ン ド ロ 具志堅 靖知 ク リ ス ト フ ワ ー ジ ョ シア ワ ールタ ーズ 幸地 長治

ラ ッ ク エ ル 笑美 コ ン ド ン 宇根 あみ菜 宮城 明子 ペ ア ト リ ス ジ ャ ス ミ ン マ リ ー ド レ フ ド デ ヘスス 山城 杏奈

イ ーズ リ ー マ ケーナ ヴ ィ カ ー シ ャ 大城 直美 マ ャ ラ 金城 エ リ ナ 大城 奈 々 翁長 琴乃

金城 千尋 上原 麻衣 ヤ マ シ ロ ミ ッ シ ェ ル 岸本 ユ カ リ 伊良部 夏美

斉藤 愛里 仲里 国頭 エ ミ カ ロ リ ーナ 大城 李理子 親川 千草 カ サ ン ド ラ 又吉 奈保子

ジ ャ ン ニー ブ ラ ジル 玉城 美優 ゴ ン ザ レス 優子 エ リ ザペ ス 小那覇 祥子 城間 ひ か る

牧志 啓和 松堂 忠頭 上間 勝盛 真栄城 秀之

伊敷 久子 新里 フ ァ ビアナ カ ル メ ン 安座真 喜蜃武 シ ェ イ ラ ー パ ト リ シア 内 田 グ ロ リ ア 森 洋子

玉城 米子 嘉数 清美 東 田 盛 美香子

「ペ ン シ ョ ン キ ャ ロ ラ イ ナ」 7/22 ~ 7/23 宿 泊 者 名 簿及び部屋割表 I 
氏 名

川 波 エ ン リ ッ ケ けん じ 屋宜 宣広 ア レハ ン ド ロ 又吉 扶

イ タ リ ア ー ノ チ ャ ン ス け ん い ち ジ ョ ー ダ ン カ ミ オ サ ワ ダ 幸地 長治

亀 甲 亀 甲 た か し ア レハ ン ド ロ 番園 亨 具志堅 靖知

宮 城 明 子 ベ ア ト リ ス 山 城 杏奈 宇根 あみ菜

大城 直美 マ ヤ ラ 岸本 ユ カ リ 金城 エ リ ナ

親川 千草 カ サ ン ド ラ 大城 奈 々 翁長 琴乃

ジ ャ ン ニ ー ブ ラ ジル 伊良部 夏美

206 イ ーズ リ ー マ ケ ー ナ ヴ ィ カ ー シ ャ ヤ マ シ ロ ミ ッ シ ェ ル 金城 千尋 上原 麻衣

207 

208 

209 

2 1 0 

^• II
・ ーミ ン ト

レモンゲ うス

サ イ ド

仲 里 国 頭 エ ミ カ ロ リ ー ナ 斉藤 愛里

ラ ッ ク エ ル 笑美 コ ン ド ン ゴ ン ザ レ ス 優子 エ リ ザベ ス

大城 李理子 小那覇 祥子 玉城 美優 又吉 奈保子

ジ ャ ス ミ ン マ リ ー ド レ フ ド デ ヘ ス ス 城間 ひ か る

ク リ ス ト フ ワ ー ジ ョ シ ア ワ ール タ ーズ 伊地 侃海

牧志 啓和 松堂 忠頭 上 間 勝盛 真栄城 秀之

伊敷 久子 新里 フ ァ ビ ア ナ カ ル メ ン 安座真 喜屋武 シ ェ イ ラ ー パ ト リ シア 森 洋子 内 田 グ ロ リ ア

玉城 米子 嘉数 清美 東 田 盛 美香子

「沖縄 レ イ ン ボ ー ホテ）レ」 7/25 宿 泊 者 名 簿及び部屋割表 I 
ROON No 氏 名

A 401 川波 エ ン リ ッ ケ けん じ 又吉 扶 イ タ リ ア ー ノ チ ャ ン ス けんいち 伊地 侃海

8 402 番園 亨 屋宜 宣広 ア レハ ン ド ロ ジ ョ ーダ ン カ ミ オ サ ワ ダ

C 501 亀甲 亀甲 たか し ア レハン ド ロ 具志堅 靖知 ク リ ス ト フ ワ ー ジ ョ シア ワ ールタ ーズ 幸地 長治

D 41 1 ラ ッ ク エ ル 笑美 コ ン ド ン 宇根 あみ菜 宮城 明子 ペ ア ト リ ス ジャス ミ ン マ リ ー ド レ フ ド デ ヘスス 山城 杏奈

E 4 1 2  イ ーズ リ ー ケーナ ヴ ィ カ ーシ ャ 大城 直美 マ ャ ラ 金城 エ リ ナ 大城 奈 々 翁長 琴乃

F 5 1 1 金城 千尋 上 原 麻衣 ヤ マ シ ロ ミ ッ シ ェ ル 岸本 ユ カ リ 伊良部 夏美

G 5 1 2  斉藤 愛里 仲里 国頭 エ ミ カ ロ リ ーナ 大城 李理子 親川 千草 カ サ ン ド ラ 又吉 奈保子

H 6 1 1 ジ ャ ンニ ー ブ ラ ジ ル 王城 美優 ゴンザ レス 優子 エ リ ザペス 小那覇 祥子 城間 ひ か る

゜ 4 1 5  牧志 啓和 松堂 忠頭 上問 勝盛 上 原 善彦

△ 6 1 2  伊敷 久子 新里 フ ァ ビアナ カ ル メ ン 安座真 屋武 シ ェ イ ラー パ ト リ シア 内 田 グ ロ リ ア 森 洋子

口 403 玉城 米子 嘉数 清美 東 田 盛 美香子
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1 新 聞 記 事 1 

ウ チ ナ ー 三唇

週
末
に
は
真
境
名
愛
子
琉

舞
道
場
で
琉
球
舞
踊
の
練
習

に
励
む 。
「
加
那
ヨ
ー」

な

こ
を
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て
い
る
と 、
曽
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が
自
分
の
手
を
取
っ

て一

現
で
き
る
日
が
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っ
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と
い

今
年
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ジ
ュ
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デ
め
る
日
が
や
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て
来
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十
八
歳
ま
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の
中
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う 。
弟
は
石
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ー
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る 。
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十
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海
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ア
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さ
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の
う
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よ
り
良
い
生
活
を
求
め
人 、
沖
縄
県
内
参
加
者
十
八

は
叔
父
に
あ
た
り 、
ミ
シ
ェ

ス
地
域
か
ら
は
ミ
シ
ェ

ル
山
て
ペ
ル

ー
ヘ
移
住 。
苦
難
の
人
の
合
計
四
十
人
を
発
表
し
ル
さ
ん
自
身
は
「
ビ
ギ
ン」

城
さ
ん
が
選
任
さ
れ
た 。

日
々
の
中
で
も
い
つ
も
沖
縄
た 。
七
月
十
四
日
か
ら
二
十
の
「
島
人
ぬ
宝」
が
大
好
き

ミ
シ
ェ

ル
さ
ん
に
と
っ

の
民
謡
を
口
ず
さ
ん
で
い
た
七
日
ま
で 、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ

だ 。

て 、
ま
だ
見
ぬ
曽
祖
父
母
の

と
い
う 。

な
と
も
含
め
て 、
自
然
や
歴

「
ツ
ア
ー

が
終
わ
っ

た
ら

出
身
地 、
夢
に
何
度
も
出
て

沖
縄
県
観
光
商
工
部
交
流
史 、
文
化 、
平
和
な
と
の
プ

本
を
書
き
た
い 。
私
の
家
族

き
た
沖
縄
の
島
々 。
夢
を
実
推
進
課
は
本
年
度
の
ジ
ュ

ニ

ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
て 、

に
は
知
ら
な
い
こ
と
が
た
＜

ジ
ュ

ニ
ア
た
ち
に
体
験
学
醤
さ
ん
あ
る
の
で 、
私
の
心
の

を
実
施
す
る
予
定 。

古
里
『
沖
縄
』
に
つ
い
て
の

ミ
シ
ェ

ル
さ
ん
の
両
親
は
情
較
を
記
載
し
て
み
ん
な
に

ペ
ル

ー
の
リ
マ
市
生
ま
れ

読
ん
で
も
を
つ
つ
も
り
で

で 、
の
ち
に
ア
メ
リ
カ
ヘ
一

す 。
沖
縄
の
文
化
の
素
晴
ら

家
で
移
住
し
た 。
ミ
シ
ェ

ル

し
さ
を
多
く
の
人
々
に
紹
介

さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の

し
た
い 。
将
来
は
小
児
科
の

日
系
四
世 。
現
在
高
校一
年
医
者
に
な
り 、
国
境
な
き
医

生
で 、
学
校
で
は
演
劇 、
テ

師
団
の一
人
に
な
っ

て 、
世

ニ
ス 、
ガ
ブ
リ
オ
海
洋
博
物

界
の
病
む
子
供
た
ち
を
助
け

館
の
ガ
イ
ド 、

ク
ラ
ブ
活
動
た
い」
と 、
ミ
シ
ェ

ル
さ
ん

は
日
本
語
部
長
を
務
め
て
お
は
自
を
輝
か
せ
た 。

り 、
創
設
者
で
も
あ
る 。

（
当
銘
貞
夫
通
信
日）

ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー

に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ミ
シ
ェ

ル
山
城
さ
ん 。
県
人
会
芸
能
部
の
公
演
に
も
参
加
し
て
い
る
11
ト
ー

ラ
ン
ス
市
の
ア
ー

ム
ス
ト
ロ
ン
グ
劇
場

ジ
ュ
ニ
ア

ス
タ
デ
ィ
ー

ミ
シ

ル
山
城
さ
ん
選
任

沖
縄
の
文
化
学
び
た
い

琉球新報 5 月 29 日 （ 日 ）
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1 新 聞 記 事 I 

ジ ュ ニ ア ・ ス タ デ ィ ー ・ ツ ア ー ヘ の 参 加 が決 ま っ た 屯 甲 た
け し 君 （右） と イ中里エ ミ さ ん

れ
る
こ
と
に
な
っ

た 。

市
系
11

と
仲
里
エ
ミ
さ
ん

験
し
て
き
た
ジ
ュ

ニ
ア
た
ち

ペ
ル

ー
沖
縄
県
人
会
で
は
（
天）
11

本
部
町
系
11

を
本
年
は 、
帰
国
後 、
県
人
会
の
諸

今
年
で
五
回
自
を
迎
え
た
こ
の
ほ
と 、
日
系
新
聞
紙
上

度
の
ジ
ュ

ニ
ア
に
決
定
し
活
動
に
積
極
的
に
参
加 、
よ

ジ
ュ

ニ
ア・
ス
タ
デ
ィ
ー
・

で
ツ
ア
ー

参
加
希
望
者
を
募
た 。
亀
甲
君
は
ギ
タ
ー

演
奏
り
以
上
に
日
本
語
や
沖
縄
の

ツ
ア
ー

（
開
催
期
間
七
月
十
っ

た
結
果 、
二
十
四
人
の
応
が
趣
味
で 、
仲
里
さ
ん
は
バ

文
化
に
興
味
を
持
ち 、
県
人

四
ー

ニ
十
七
日）
に
今
年
も
募
者
が
あ
り 、
そ
の
中
か
ら
レ
ー

ボ
ー

ル
や
水
泳
な
ど 、

会
学
醤
塾
で
勉
強
し
な
が
ら

二
人
の
ジ
ュ

ニ
ア
が

派しさ
亀
甲
た
け
し
君（
尺）
廿

糸
満
ス
ポ

ー
ツ
に
興
味
を
持
っ

て

将
来
の
県
費
留
学
生
を
自
指

：‘

.

い
る 。
二
人
と
も
非
常
に
明
し
て
頑
張
っ

て
い
る
人
も
い

る
い
性
格
の
持
ち
主
だ 。

る 。

こ
の
ツ
ア
ー

は 、
二
0
0

今
年
の
引
率
者
は
安
座
間

一
年
の
第
三
回
世
界
の
ウ
チ
パ
ト
リ
シ
ア
さ
ん
（
北
中
城

ナ
ー

ン
チ
ュ

大
会
の
プ
レ
イ
村
系）
に
決
ま
っ

た 。
両
ジ

ベ
ン
ト

と
し
て
始
め
ら
れ
ュ

ニ
ア
と
も
ツ
ア
1

期
間

た 。
海
外
と
国
内
外
の
同
年

代
の
ジ
ュ

ニ
ア
た
ち
を一
同

に
招
待
し 、
ツ
ア
ー

や
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
適
し
て
交
流
を

深
め
る
と
と
も
に 、
沖
縄
の

歴
史 、
文
化 、
自
然 、
平
和

な
と
体
験
学
習
を
通
し
て
理

解
を
深
め 、
ウ
チ
ナ

ー
ン
チ

ュ
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー

を
高
め
る
の
が
狙

こ
れ
ま
で 、
ツ
ア
ー

を
体

竺
写口
亀
甲
村
と
仲
里
さ
ん
に
決
定

=＝-m-
＿四
国
四
国
〗――-
g-＝＝＝＝-―

中 、
ペ
ル

ー
民
族
舞
踊
を
披

露
す
る
た
め
特
訓
を
受
け
て

い
る
が 、
心
は
も
う
既
に
沖

縄
に
あ
る 。

（
赤
嶺
光
弘
通
償
員）

琉球新報 6 月 1 9 日 （ 日 ）
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新 聞 記 事 I 

「 沖縄の 青い海が楽 し み 」 海タ
君一アフ卜ス,'‘

 
クのnu

 
ヵ参アツア二ユ

県
人
会
が
激
励
会
開
く

ア
メ
リ
カ

【
朝
子
保
久
村
モ
ー
ト
ン

通
信
員】
フ
ロ
リ
ダ
州
ミ
ル

ト
ン
の
ハ
ー

ビ
ー

さ
ん（六o)

と
園
美
墾
比
久
ポ

ー
タ
ー

さ

ん（六o)
11

与
那
原
町
出
身
II

• • ‘ ‘ �  9 9 胃 め

ぃ' st噌P、rl ク リス ト ファ
MIOR ST U PY TO” ニ―> .I ‘I ア 、 ,, - 、●

夫
妻
宅
で一＝
日 、
フ
ロ
リ
ダ

沖
縄
県
人
会
の
昼
食
会
が
開

か
れ 、
県
の
本
年
度
ジュ
ニ

ア
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー

に
参

加
す
る
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー・

ワ
ー

ル
タ
ー

ズ
君
(

i
)

の
激

励
会
を
行
っ
た 。
会
具
ら
は

---II』璽

県
の
ジュ
ニ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
会
に
は
な
く
て
は
な
ら
な

ア
—

派
遺
で
激
励
さ
れ
た
ク
リ．

い
存
在
で 、
会
結
成
時
か
ら

ス
ト
フ
ァ
ー

君（
前
列
中
央） 。

大
き
く
貢
献
し 、

現
在
は
会

興
に
琉
舞
や
日
舞
を
指
導

彼
の
左
は
母
の
ジ
ャ

ク
リ
ー

ン
し
て
い
る 。
夫
の
フ
ラ
ン
ク

さ
ん
右
は
祖
母
の
文
子
阿
波
根

ヒュ
ー

ズ
さ
ん

…
…
…
…,

 ••••••••••
 
,•
…
…・・

・
ヒ
ュ
ー

ズ
さ
ん
(1ハ―-）
と――

沖
縄
の
話
を
し
た
り 、
ク
リ

人
暮
ら
し 。
ジ
ャ

ク
リ
ー

ン

ス
ト
フ
ァ
ー

君
に
ウ
チ
ナ

ー
・

マ
ッ

ク
リ
ン
ト
ン
さ
ん
の

グ
チ
を
教
え
た
り
と
楽
し
く
息
子
が
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

君

過
こ
し
た 。
―1
0
0一
年
度
だ 。

の
同
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
大

同
ツ
ア
ー

は
海
外
県
系
子

学
四
年
生
の
テ
レ

サ・
モ

ー
弟
を
沖
縄
に
招
待
し 、
県
内

ト
ン
さ
ん(-―-)
も
駆
け
付
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
さ
せ

け 、
い
ろ
い
ろ
助
言
し
た 。

て
沖
縄
を
学
ん
で
も
ら
い 、

同
会
か
ら
選
ば
れ
た
ク
リ
次
世
代
の
人
材
育
成
に
貢
献

ス
ト
フ
ァ
ー

君
は
今
秋
か
ら
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
沖

フ
ォ
ー

リ
高
校
1

年
生
に
進
縄
で
開
催
し
て
い
る 。

学
す
る 。
化
学
が
得
意
で
サ

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

君
は
沖

ッ
カ
ー

大
好
き
の
少
年 。

縄
や
日
本
を
訪
れ
た
こ
と
が

祖
母
の
文
子
阿
波
根
ヒ
ュ

な
く 、
ツ
ア
ー

を
楽
し
み
に

ー
ズ
さ
ん（六―-）
は 、
う
る
ま
し
て
い
る 。
「
サ

ー
フ
ィ

ン

市
（
旧
石
川
市）
出
身 。
国
や
釣
り
も
大
好
き
だ
か
ら
写

際
結
婚
し 、
娘
ジ
ャ

ク
リ
ー

真
で
見
た
沖
縄
の
青
い
海
が

ン
さ
ん(-―
正）
を
産
み 、
渡
見
た
い 。
本
で
知
っ
た
沖
縄

米 。
フ
ロ
リ
ダ
沖
縄
県
人
北
部
の
自
然
に
触
れ
て
み
た

い」
と
喜
び 、
「
祖
母
の
家

族
に
初
め
て
舎つ
の
で
楽
し

み 。
世
界
中
の
ウ
チ
ナ

ー
ン

チ
ュ

の
子
と
も
た
ち
に
会
っ

て 、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
話
も

聞
き
た
い」
と
期
待
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
て
い
る 。

母
親
の
ジ
ャ

ク
リ
ー

ン・

マ
ッ

ク
リ
ン
ト
ン
さ
ん
は

「
ツ
ア
ー

を
企
画
し
た
沖
縄

県
と
息
子
を
選
ん
だ
フ
ロ
リ

ダ
沖
縄
県
人
会
に
感
謝
し
て

い
る」
と
話
し
た 。

文
子
さ
ん
は
「
渡
米
し
て

三
十
年
以
上
た
つ 。
ツ
ア
ー

に
孫
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

が

参
加
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し

て
い
る 。
ゆ
縄
で
は
家
族
や

親
せ
き
が
首
を
長
く
し
て
彼

が
来
る
の
を
待
っ
て
い
る 。

孫
に
は 、
私
と
娘
ジ
ャ

ク
リ

ー
ン
が
生
ま
れ
た
沖
縄
で
歴

史
や
文
化 、
平
和
学
習
を
し

っ
か
り
と
学
ん
で
ほ
し
い」

と
話
し
た 。

沖縄 タ イ ム ス 7 月 23 日 （土）
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1 新 聞 記 事 I 

海
外
県
系
人
の
子
弟
が
県

内
の
生
徒
た
ち
と
交
流
し
な

が
ら
沖
縄
の
歴
史 、
文
化
な

ど
を
学
ぶ
「
ジ
ュ

ニ
ア
ス
タ

デ
ィ
ー

ツ
ア

ー」（
主
催・

県）
の
歓
迎
式
が
二
十
一

日 、
県
庁
で
開
か
れ
た 。
稲

嶺
恵一
知
事
は
「
ツ
ア

ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
積
樹
的
に
取

り
組
み 、
親
交
を
深
め 、
世

界
と
沖
縄
を
結
ぶ
懸
け
橋

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い」
と
激
励

し
た 。海

外
参
加
者
を
代
表
し

て 、
亀
甲
亀
甲
た
か
し
ア
レ

ハ
ン
ド
ロ
さ
ん
（
ペ
ル
ー）

県系人子弟 1 7人 が来県
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

は
「
ツ
ア
ー

を
通
し
て
沖
縄

の
歴
史
や
文
化
へ
の
理
解
を

深
め
た
い」
と
意
欲 。
県
内

参
加
代
表
の
宇
根
あ
み
菜
さ

ん
（
浦
添
高＝一
年）
は
「一

生
涯
忘
れ
な
い
思
い
出
を
つ

く
り
た
い」
と
話
し
た 。

本
年
度
の
同
ツ
ア
ー

に

は 、
米
国
や
プ
ラ
ジ
ル
な
ど

に
住
む
県
系
人
子
弟
十
七

人 、
県
内
の
中
高
校
生
十
九

人
が
参
加 。
二
十一
日
か
ら

二
十
七
日
ま
で
の
日
程
で 、

沖
縄
の
歴
史
的
な
史
跡
を
見

学
す
る
ほ
か 、
伝
統
工
芸・

芸
能
の
体
験
学
習 、
沖
縄
の

戦
跡
な
ど
を
見
て
回
る 。 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の参加者を稲嶺知事 ら が

激励 し た 歓迎式＝県庁

沖縄タ イ ム ス 7 月 22 日 （金）

スーア
庁

ニ
県

ュ
、

に

邸

の
人
と
親
交
を
深
め
て
ほ
し

a
[
[

[〗
丑
[[
ロ

ー
1・
レ

＇
手
参

た
か
し
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
さ
ん

（一
八）
が
「
沖
縄
の
文
化 、
歴

＇
、
の‘

れ
一

←
 

さ
ア
レ

史、
自
然
を
学
ぴ
た
い」
と

“
1

,

4

9

必
‘岱

三
〗

冒[[

海
外
に
在
住
す
る
県
系
人
度
ジ
ュ

ニ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
る 。
二
十
七
日
ま
で
の
日
程

の
子
弟
を
招
待
し 、
県
内
の
ア
ー」

の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

で
琉
球
舞
踊 、
三
線 、
サ
バ

学
生
と
一
緒
に
沖
縄
の
歴
が
二
十一
日 、
県
庁一
階
の
二
な
と
の
伝
統
芸
能
体
験
や

史 、
文
化 、
自
然
体
験
学
醤
県
民
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
た 。

首
里
城
見
学
な
ど
を
弓
つ 。

な
ど
を
行
う
「
二
0
0
五
年

稲
嶺
恵一
知
事
は
「
多
く

文化や 歴史学び た い
県系人子弟招待で歓迎式

琉球新報 7 月 22 日 （金）
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国際交流関連業務概要よ り 抜粋
（ 財 ） 海外 日 系 人協会事業概要 の 海外 日 系 人数 ( 1 997 年） 及 び外務省大 臣 官 房
領事移住部 「海外在 留 邦 人調査統計」 に お け る 海 外 日 系 人数 (2002年） に 基 づ
く 県 系 人 の 推計 。
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